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■VD001 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

自動登録／研究基礎 
(Basic seminar for master's thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

斉藤 知洋(SAITO TOMOHIRO) 他 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6610 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

コミュニティ福祉学研究科必修科目 

2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究テーマの確定、指導教員選択に向けての導入期科目。レジュメ作成方法、資料検索方法、論文作成方法、テーマ選定、研

究アプローチ等、研究する上での基礎的研究手法を学ぶ。  
 

It is an Introduction Phase subject aimed at deciding your research theme and selecting your academi c advisor. You will learn 

the fundamentals of performing research, such as how to prepare a résumé, search materials, prepare a thesis, select a theme, 

and approach research.   

 

授業の内容（Course Contents） 

研究基礎では、実証研究を行う上で必須となる調査方法論に関する文献講読とともに、受講生の研究報告を行う。修士論文作成

に向けて、受講者の研究関心を批判的に検討し、その研究枠組み（research design）を確立させることを目的とする。授業は、①

調査方法論に関するテキストの輪読、②受講生による研究構想報告と先行研究の報告、③担当講師の講義（必要に応じて）から

成る。 

 

In this class, students will report on their research while reading the literature on research methodologies that are essential for 
conducting empirical research . The purpose of this class is to critically examine the research interests of the students and  to 

establish their research design in preparation for their master's thesis. The class course consists of (1) reading a textbook on 
survey methodologies, (2) reports on research concepts and previous research by students, and (3) lectures by the instructor in 

charge. 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：授業目的・評価方法等についての説明 
2. 研究／論文とは何か 

3. 研究倫理とは何か、倫理申請について 
4. 研究デザイン、調査方法の種類 

5. 調査文献講読①：第 1章 認識論 

6. 調査文献講読②：第 2章 事例研究 
7. 調査文献講読③：第 5章 インタビュー 

8. 調査文献講読④：第 6章 エスノグラフィー／参与観察 
9. 調査文献講読⑤：第 7章 調査票調査 

10. 調査文献講読⑥：第 8章 言説分析 
11. 研究構想報告① 

12. 研究構想報告② 

13. 研究構想報告③ 
14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指定文献および研究テーマに関連する先行研究（日本語・英語どちらでもよい）の内容をレジュメをもとに報告する。また、現時点

で予定している修士論文の研究テーマについて、研究構想を報告する（大学院入試の研究計画書を土台にしてもよい）。したがっ

て、これらについての準備が必要となる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席及び授業参加度と提出課題の内容(100%) 

プレゼンテーション・報告レジュメの完成度、ディスカッションを通じた授業への貢献度を重視する。出席は成績評価の前提とす

る。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 野村康、2017、『社会科学の考え方：認識論、リサーチ・デザイン、手法』、名古屋大学出版会 (ISBN:978-4-8158-0876-1) 

上記の他に別途指示する場合がある。 
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参考文献（Readings） 

1. 津島昌寛・山口洋・田邊浩編、2014、『数学嫌いのための社会統計学［第 2版］』、法律文化社 

2. ボーンシュテット・ノーキ（海野道郎・中村隆 監訳）、1990、『社会統計学』、ハーベスト社 

3. 日本学術振興会編、2015、『科学の健全な発展のために――誠実な科学者の心得』、丸善出版 

4. 杉野勇、2017、『入門・社会統計学――2ステップで基礎から［R で］学ぶ』、法律文化社 

5. 轟亮・杉野勇、2017、『入門・社会調査法――2ステップで基礎から学ぶ［第 3版］』、法律文化社 

6. G.キング・R.O. コヘイン・S. ヴァーバ（馬渕勝 監訳）、2004、『社会科学のリサーチ・デザ イン――定性的研究における科学

的推論』、勁草書房 

7. 権安理、2018、『公共的なるもの』、作品社 
上記の他に別途指示する場合がある。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD200 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD200／研究基礎 
(Basic seminar for master's thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

斉藤 知洋(SAITO TOMOHIRO) 他 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6620 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

コミュニティ福祉学研究科必修科目 

2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

研究テーマの確定、指導教員選択に向けての導入期科目。レジュメ作成方法、資料検索方法、論文作成方法、テーマ選定、研

究アプローチ等、研究する上での基礎的研究手法を学ぶ。  
 

It is an Introduction Phase subject aimed at deciding your research theme and selecting your academic advisor. You will learn 

the fundamentals of performing research, such as how to prepare a résumé, search materials, prepare a thesis, select a theme, 

and approach research.   

 

授業の内容（Course Contents） 

研究基礎では、実証研究を行う上で必須となる調査方法論に関する文献講読とともに、受講生の研究報告を行う。修士論文作成

に向けて、受講者の研究関心を批判的に検討し、その研究枠組み（research design）を確立させることを目的とする。授業は、①

調査方法論に関するテキストの輪読、②受講生による研究構想報告と先行研究の報告、③担当講師の講義（必要に応じて）から

成る。 

 

In this class, students will report on their research while reading the literature on research methodologies that are essential for 
conducting empirical research . The purpose of this class is to critically examine the research interests of the students and  to 

establish their research design in preparation for their master's thesis. The class course consists of (1) reading a textbook on 
survey methodologies, (2) reports on research concepts and previous research by students, and (3) lectures by the instructor in 

charge. 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：授業目的・評価方法等についての説明 
2. 研究／論文とは何か 

3. 研究倫理とは何か、倫理申請について 
4. 研究デザイン、調査方法の種類 

5. 調査文献講読①：第 1章 認識論 

6. 調査文献講読②：第 2章 事例研究 
7. 調査文献講読③：第 5章 インタビュー 

8. 調査文献講読④：第 6章 エスノグラフィー／参与観察 
9. 調査文献講読⑤：第 7章 調査票調査 

10. 調査文献講読⑥：第 8章 言説分析 
11. 研究構想報告① 

12. 研究構想報告② 

13. 研究構想報告③ 
14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指定文献および研究テーマに関連する先行研究（日本語・英語どちらでもよい）の内容をレジュメをもとに報告する。また、現時点

で予定している修士論文の研究テーマについて、研究構想を報告する（大学院入試の研究計画書を土台にしてもよい）。したがっ

て、これらについての準備が必要となる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席及び授業参加度と提出課題の内容(100%) 

プレゼンテーション・報告レジュメの完成度、ディスカッションを通じた授業への貢献度を重視する。出席は成績評価の前提とす

る。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 野村康、2017、『社会科学の考え方：認識論、リサーチ・デザイン、手法』、名古屋大学出版会 (ISBN:978-4-8158-0876-1) 

上記の他に別途指示する場合がある。 
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参考文献（Readings） 

1. 津島昌寛・山口洋・田邊浩編、2014、『数学嫌いのための社会統計学［第 2版］』、法律文化社 

2. ボーンシュテット・ノーキ（海野道郎・中村隆 監訳）、1990、『社会統計学』、ハーベスト社 

3. 日本学術振興会編、2015、『科学の健全な発展のために――誠実な科学者の心得』、丸善出版 

4. 杉野勇、2017、『入門・社会統計学――2ステップで基礎から［R で］学ぶ』、法律文化社 

5. 轟亮・杉野勇、2017、『入門・社会調査法――2ステップで基礎から学ぶ［第 3版］』、法律文化社 

6. G.キング・R.O. コヘイン・S. ヴァーバ（馬渕勝 監訳）、2004、『社会科学のリサーチ・デザ イン――定性的研究における科学

的推論』、勁草書房 

7. 権安理、2018、『公共的なるもの』、作品社 
上記の他に別途指示する場合がある。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD201 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD201／保健医療福祉連携特論 
(Interprofessional Work) 

担当者名 
（Instructor） 

杉山 明伸(SUGIYAMA AKINOBU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

医療・福祉・介護現場での『連携』について理解を深めることを目指します。 

 
Our aim is to deepen understanding about cooperation at medical, well-being and care-giving institutions. 

 

授業の内容（Course Contents） 

講義による問題提起に続いて，受講生から実践報告または関連情報報告をしていただきます。これらに基づいて討議・考察しま

す。実践現場のない人には情報収集のポイントを提示します。 

 
Continuing on from problems introduced in the lectures, students will make reports on real-life practice and/or related 

information. We will then debate and examine based on these reports. Students with no practical experience will receive 
pointers on information collection. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 社会福祉領域の連携 
3. 保健医療領域の連携 

4. 社会保障制度の変遷 

5. 連携が導入された社会的背景 

6. 連携に関わる医療・福祉・介護専門職 

7. 連携の種類 

8. 専門職連携教育（IPE）と専門職連携実践（IPW） 

9. チームの類型と連携 
10. ケアマネジメントと連携 

11. 連携の岐路：システム志向と利用者志向 
12. 連携の実践例 

13. ソーシャルワーカーにとっての連携の意味 

14. 医療・福祉・介護現場で連携する際の要点 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

福祉実践現場など対人援助業務に従事している人は，身近にある連携の実例について報告できるように整理しておいてくださ

い。実践現場に従事していない人は，日常的に新聞・ニュース等で連携に関連する記事に関心を持ち，連携について情報を集め

るように心がけてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

特にありません。 
 

参考文献（Readings） 

必要に応じて紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD203 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD203／地域福祉特論 
(Social Work Practice in Community Development) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

地域福祉の現状・課題とその展望 

担当者名 

（Instructor） 
豊田 宗裕(TOYODA MUNEHIRO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

①地域福祉に関わる様々な課題について関心をもつことができる。 

②地域福祉を巡る様々な事象の背景、要因、意味を多元的にとらえることができる。 

③地域福祉の課題に対するアプローチ方法を構想することができる。 

 

(1) Students have an interest in the various issues regarding local welfare. 
(2) Students can grasp from multiple angles the background, causes and meanings of various phenomena surrounding local 

welfare. 

(3) Students can construct approaches for dealing with the issues of local welfare. 

 

授業の内容（Course Contents） 

地域福祉の現状と課題に関わるテーマを設定し、受講生からのレポートと問題提起を受け、ディスカッションを行い、テーマに関
する理解を深める。地域福祉とは何か、先駆的な実践の展開の状況及び国内各地の実践の動向、政策の動向、研究の動向を

把握しながら、今後の地域福祉のあり方について検討する。 

 

Students will select a theme regarding the state and issues of local welfare, and we will deepen our understanding of the theme 

through discussion following a report and problems raised by the student. We will discuss the future shape of local welfare by 

understanding what local welfare is, the state of developments in the state-of-the-art, and the direction of practice at the local 

level, in policy and in research. 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. 地域福祉という概念 
2. コミュニティとアソシエーション 

3. 地域包括ケアシステム、包括的支援体制 
4. コミュニティソーシャルワーク 

5. 超高齢社会の課題 

6. 少子社会の課題 

7. 多文化共生社会の課題 

8. 地域福祉計画、地域福祉活動計画 
9. 住民参加、当事者参加 

10. 社会福祉協議会の現状と課題 
11. 地域福祉と助成事業 

12. ボランティア、市民活動組織 

13. 災害と地域福祉 

14. 地域福祉と福祉政策 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

次回の授業のテーマに関わるキーワードをあらかじめ調べてくること。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表内容(30%)/議論への参加度(30%)/リアクションペーパー(20%)/最終レポート(Final Report)(20%) 
 

テキスト（Textbooks） 

特に指定しない。適宜資料を配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 妻鹿ふみ子編著、2010、『地域福祉の今を学ぶ』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4-623-05691 ｰ 0) 
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2. 上野谷加代子他編著、2019、『新版『よくわかる地域福祉』』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4623085927) 

3. 全国社会福祉協議会、2022、『月刊 福祉』、全国社会福祉協議会 
授業の進行に合わせて、適宜、紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 9 - 

■VD205 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD205／生活困窮者支援特論 
(Social Work for the Needy) 

担当者名 
（Instructor） 

後藤 広史(GOTO HIROSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・生活困窮（者）の実態について理解を深める 

・生活困窮（者）の自立支援の在り方について考察を深める 
・先行研究から自身の研究課題を明確化する 

 

• Understanding the notions of poverty  

• Deepening investigation into the state of self-reliance support for the needy people. 

・Clarify own research question from  previous studies 
 

授業の内容（Course Contents） 

本授業では、講義、文献・論文講読、受講生による発表（プレゼンテーション）を通して生活困窮者の自立支援についてソーシャ

ルワークの観点から理解を深め、その在り方について検討する。 

 
In this class, we will deepen our understanding of self-reliance support for the needy people from the point of view of social 

work through lectures, reading of the literature and academic papers, and presentations by students, and discuss the state of 

such support programs. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション―本授業の進め方・留意点 
2. 準備講義①－貧困・社会的排除・生活困窮とはなにか 

3. 準備講義②－貧困・相対的剥奪の量／貧困の世代間連鎖 

4. 準備講義③―生活困窮と自立支援をめぐる諸論点 

5. 文献講読① 

6. 論文講読② 

7. 受講生によるプレゼンテーション① 

8. 文献講読③ 
9. 論文講読④ 

10. 受講生によるプレゼンテーション② 

11. 文献講読⑤ 

12. 論文講読⑥ 

13. 受講生によるプレゼンテーション③ 

14. 授業のまとめ 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前学修：授業終了時に扱う文献・論文のポイントについて説明する。それを踏まえてそれらを分析的に熟読しておくこと。 

事後学修：授業終了時に、理解を深めるための文献・論文について提示する。熟読し理解を深めておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

プレゼンテーション内容(50%)/授業参画度(50%) 

留意事項については初回の授業時で説明する。 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用しない。 

 

参考文献（Readings） 

初回の授業で参考文献のリストを配布する。文献・論文講読で扱うものは、受講生の関心に合わせて調整する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■VD207 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD207／権利擁護特論 
(Advocacy in Social Work) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

ソーシャルワークにおけるアドボカシー再考 

担当者名 

（Instructor） 
飯村 史恵(IIMURA FUMIE) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本では近年、社会福祉における「権利擁護」が、判断能力の不十分な人々の契約制度や財産管理を担う成年後見制度との文

脈で語られることが多くなってきている。しかし、社会正義、人権、集団的責任および多様性尊重を中核とするソーシャルワーク専

門職のグローバル定義を参照し、権利とは何かを根源的に問えば、利用者を取り巻く日常生活を権利の観点から多角的に捉え

直す必要があり、そこから新たな問題が浮上してくる。本講義では、権利の本質を具体的な事例を通して、受講者と共に討論し、

論点を共有し合いながら、理解を深めることを目標とする。 

 
In Japan, "advocacy" in social work is often discussed in the context of the adult guardianship system. To fundamentally 

question what advocacy is, we need to refer to a global definition of the social work profession that has social justice, human 

rights, collective responsibility and respect for diversity at its core. Then we will reconsider users' daily lives in terms of rights, 

and we will notice new problems. The purpose of this lecture is to deepen understanding of the essence of advocacy by 

discussing it with the students through concrete examples and sharing points of discussion. 

 

授業の内容（Course Contents） 

授業は、授業計画に提示したサブテーマに応じて進めることを予定しているが、受講者各自の研究テーマに即したディスカッショ

ンの機会を設けつつ、柔軟な授業運営に努めたいと考えている。 

大学院の授業であるため、教員によるレクチャーのみならず、受講生自身によるプレゼンテーションや話題提供を積極的に取り

入れ、双方向ディスカッションをメインにして進める予定である。 

 

Classes are planned to proceed according to the sub-themes presented in the class plan, but I would like to strive for flexible 
class management while providing opportunities for discussion based on the research theme of each student. 

Since this is a graduate course, we plan to actively incorporate not only lectures by faculty members, but also presentations  

and topic proposals by students themselves, with a focus on two-way discussion. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ノーマライゼーション理念と日本の実情 

2. 社会福祉の固有性を考える 
3. 障害者権利条約を貫く原理と人権モデルの今後 

4. 生命倫理と意思決定支援 

5. 権利行使と本人中心の支援：カリフォルニア州における知的障害者支援を例に 
6. 自己決定権と「能力」を巡る論点：成年後見制度の批判的検討 

7. 社会福祉協議会と「権利擁護活動」 
8. 事例検討：スティグマ 

9. 事例検討：社会的包摂 

10. 事例検討：社会福祉の実践モデル 

11. 事例検討：地域における共生社会の実現 

12. 事例検討：当事者研究 

13. 事例検討：当事者参加・住民参加 

14. まとめ 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

受講者各自の研究テーマに即したプレゼンテーションの準備及び時間外学習を実施すること。詳細については、授業時に指示す
る。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業における参加状況(40%)/授業内プレゼンテーション(40%)/最終レポート(Final Report)(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 
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特に指定しない。 

 

参考文献（Readings） 

授業時に適宜提示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD209 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD209／司法福祉学特論 
(Forensic Social Work) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

刑事司法ソーシャルワーク臨床と司法福祉学理論とを架橋する 

担当者名 

（Instructor） 
掛川 直之(KAKEGAWA NAOYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・出所者／受刑者が罪を犯した背景について理解を深める 

・刑事司法ソーシャルワークのあり方について考察を深める 

・先行研究から自身の研究課題を明確化する 

 

Understand the background of the crime 

Learn about forensic social work practice 
Clarify own research question from previous studies  

 

授業の内容（Course Contents） 

本授業では、講義、文献・論文講読、受講生による発表（プレゼンテーション）をとおして出所者についてソーシャルワークの観点
から理解を深め、そのあり方について検討する。 

 
In this class,  through lectures, reading of literature and  academic papers, and presentations by students, students will ga in 

an understanding of people who have been released from prison from a social work perspective. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 講義① 

3. 文献講読①-1 
4. 文献講読①-2 

5. 受講生によるプレゼンテーション① 

6. 講義② 
7. 文献講読②-1 

8. 文献講読②-2 
9. 受講生によるプレゼンテーション② 

10. 講義③ 
11. 文献講読③-1 

12. 文献講読③-2 

13. 受講生によるプレゼンテーション③ 
14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前学修：授業終了時に次回扱う文献・論文のポイントについて説明する。それを踏まえてそれらを分析的に熟読しておくこと。 

事後学修：授業終了時に、理解を深めるための文献・論文について提示する。それらを熟読し理解を深めておくこと。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

プレゼンテーション内容(50%)/授業参画度(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 掛川直之著、2020、『犯罪からの社会復帰を問いなおす』、旬報社 
 

参考文献（Readings） 

1. 掛川直之編著、2018、『不安解消！出所者支援』、旬報社 
2. 掛川直之・飯田智子編著、2022、『出所者支援ハンドブック』、旬報社 

3. 浜井浩一著、2021、『エビデンスから考える現代の「罪と罰」』、現代人文社 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■VD211 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD211／医療ソーシャルワーク特論 
(Social Work in Medical Settings) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

医療ソーシャルワーク。ソーシャルワークの価値あるいは理論の実践への適用。倫理的
課題のある医療についてソーシャルワークの観点からの検討。 

担当者名 

（Instructor） 
松山 真(MATSUYAMA MAKOTO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

受講する大学院生が、自身の研究テーマにどのようにソーシャルワークの理論および価値を適用出来るかについてディスカッシ

ョンする。ポストモダンとなっているソーシャルワーク理論の視点から研究テーマを考察してみる。医療に関連する課題をソーシャ

ルワークの観点から考察する。 

 

Discuss how attending graduate students can apply social work theories and values to their own research themes. I will examine 

the research theme from the perspective of postmodern social work theory. Consider issues related to medical care from the 
perspective of social work. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ソーシャルワークの代表的な理論の中から、自身の研究内容に資すると考える理論を選択し発表して貰う。その上で、どのように
その理論を実践あるいは研究に用いることが出来るか討議する。研究テーマについて、ソーシャルワークの観点から考察する。 

受講する人数や研究テーマにより講義、ディスカッション、発表など柔軟に変え、各自の研究が進展するよう協力したい。 
 

From among the representative theories of socialwork, select and present the theory that you think will contribute to your 

research. Then, we discuss how the theory can be used in practice or research. Consider the research theme from the 

perspective of social work. Depending on the number of participants and research theme, I would like to cooperate with each 

other to advance their research by turning it into a lecture, discussion, or presentation. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ソーシャルワーク理論とは 

2. 各自の研究テーマについて発表およびディスカッション 

3. 各自の研究テーマについて発表およびディスカッション 
4. ソーシャルワーク理論における視点の特徴 

5. 代表的なソーシャルワーク理論の選択と解説 
6. 代表的なソーシャルワーク理論の選択と解説 

7. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 
8. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 

9. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 

10. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 
11. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 

12. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 
13. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

ソーシャルワーク理論について理解を深めるため、他の文献も読みまとめる。単にまとめるだけではなく、自分自身の研究テーマ
にどのように適用出来るかを考える。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

ディスカッションと発表への参加度(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

受講生と話し合って決める 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業時間については受講生と話し合い変更することが可能です。 

 

注意事項（Notice） 
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■VD213 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD213／女性支援政策特論 
(Social Welfare Policy for Women) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

ジェンダー／フェミニズムと社会福祉政策 

担当者名 

（Instructor） 
湯澤 直美(YUZAWA NAOMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

性差別を基底とした女性問題の解決に向け，社会福祉の役割・機能の変遷を解明しつつ，「社会福祉とジェンダー」の視角から今

後の展望を検討する。 

 

We solve the women's problem based on gender discrimination, and examine future prospects from the perspective of “social 

welfare and gender”, while clarifying the changes in roles and functions of social welfare. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ジェンダーという分析概念を理解すること，および，それによって社会福祉に関わる諸問題，とりわけ女性をめぐる福祉課題を読

み解く力を養うことに重点をおく。 

 
We try to understand the analytical concept of gender. The emphasis will be on cultivating the ability to understand social 

welfare issues, especially women's welfare issues. 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. ジェンダー・フェミニズムと社会福祉 

2. 家族制度とジェンダー① 

3. 家族制度とジェンダー② 
4. ひとり親家族政策とジェンダー 

5. シングル女性をめぐる政策とジェンダー 
6. 女性に対する暴力の国際比較① 

7. 女性に対する暴力の国際比較② 

8. 性売買からみた「性と人権」「社会福祉」 

9. 性暴力の実態とジェンダー 

10. 女性福祉と婦人保護事業 
11. 男女共同参画社会の形成とジェンダー平等の推進 

12. 各自の研究をジェンダー視点で検討① 
13. 各自の研究をジェンダー視点で検討② 

14. 各自の研究をジェンダー視点で検討③ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

準備学習の内容、文献購読の資料については，各回の授業で提示する。ジェンダー・フェミニズムの視角から，社会福祉の展望

を切り開く議論を深めていきたい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内プレゼンテーション内容(50%)/授業参画度(50%) 
 

テキスト（Textbooks） 

1. 大矢さよこ・湯澤直美編、2018、『シニアシングルズ 女たちの知恵と縁』、大月書店 (ISBN:978-4-27235044-5) 
 

参考文献（Readings） 

1. 浅倉むつ子・戒能民江・若尾典子、2004、『フェミニズム法学』、明石書店 (ISBN:978-4750318530) 

授業で随時，紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

本講義では、文献・論文購読、受講生によるプレゼンテーションを通して、研究力の向上をめざす。 
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注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 19 - 

■VD215 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD215／高齢者福祉特論 
(Social Work for Supporting the Elderly) 

担当者名 
（Instructor） 

長倉 真寿美(NAGAKURA MASUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

高齢者のケアマネジメントに関する実践的な技術を習得するとともに，その効果や現状の課題を明らかにする力をつける。 

 
Along with acquiring practical skills for care management for the elderly, you will gain the skills for identifying their eff ects and 

the current issues. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ソーシャルワークの方法としてのケアマネジメントの理論を理解する。さらに，高齢者の事例研究を通して支援の方法を学び，ケ

アマネジメントの効果や実践上の課題を明らかにする。 
 

You will understand care management theory as a method of social work. Furthermore, through researching case studies of the 
elderly you will learn support methods and identify the effects and the issues around implementation of care management. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ケアマネジメントの背景と定義 

2. ケアマネジメントの目的・構成・過程 
3. 介護保険制度とケアマネジメント 

4. ケアニーズの把握とケアプランの目標設定 

5. ケアプラン作成とサービス調整 

6. ケアチームの組成とサービス担当者会議 

7. ケアマネジメントのモニタリング、評価、終結、ケアマネジメントの価値と倫理 

8. 面接における基本的応答技法、利用者理解とコミュニケーション 

9. 居宅サービスにおけるケアマネジメント（１） 
10. 居宅サービスにおけるケアマネジメント（２） 

11. 特別養護老人ホームのケアマネジメント（１） 
12. 特別養護老人ホームのケアマネジメント（２） 

13. グループホームのケアマネジメント（１） 

14. グループホームのケアマネジメント（２） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業で習ったケアマネジメントの手法が，自分の研究テーマに活用できるようにする。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(80%)/リアクションペーパー(20%) 
 

テキスト（Textbooks） 

特に指定しない。授業で使用する資料は、基本、Blackboard にアップする。 
 

参考文献（Readings） 

1. 社会福祉士養成講座編集委員会編、2015年、『相談援助の理論と方法Ⅰ 第３版 』、中央法規出版 (ISBN:978-4-8058-

5103-6) 
2. 一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟編、2020年、『相談援助職のための事例研究入門』、中央法規出版 

(ISBN:978-4-8058-8216-0) 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD217 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD217／居住福祉特論 
(Housing for Well-Being) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

社会的排除と居住 

担当者名 

（Instructor） 
川村 岳人(KAWAMURA GAKUTO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・社会的排除の空間的な側面について理解を深める。 

・社会的排除を解決する空間的単位として地域社会や居住空間に注目する意義を理解する。 

・先行研究を踏まえて自身の研究課題を明確化する。 

 

• To understand the reality of social exclusion. 

• To understand the significance of focusing on the local community in resolving social exclusion. 

• To clarify one's own research question based on previous research. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本授業では，講義，文献講読，受講生による発表（プレゼンテーション）を通して，地域社会や居住空間を多様な人びとが共生す

る場へと変革していく方法を検討する。 
 

In this class, we will examine ways to transform local communities into places where diverse people can live together through 

lectures, reading of papers, and presentations by students. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 講義①－社会的排除の空間的側面 
3. 講義②－社会的包摂に向けた諸外国の施策・実践 

4. 講義③―日本の居住福祉の到達点 

5. 文献講読① 
6. 論文講読① 

7. 受講生によるプレゼンテーション① 
8. 文献講読② 

9. 論文講読② 

10. 受講生によるプレゼンテーション② 

11. 文献講読③ 

12. 論文講読③ 
13. 受講生によるプレゼンテーション③ 

14. 居住福祉に関する先駆的な取り組み―外部講師 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業中，関連する文献や論文などを適宜紹介するので，これらを熟読して事前・事後学習を行うこと。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

プレゼンテーション内容(50%)/授業参画度(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用しない。 

 

参考文献（Readings） 

初回の授業で参考文献のリストを配布する。論文講読で扱う文献は，受講生の関心に合わせて調整する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■VD219 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD219／障害者支援特論 
(Support for Persons with Disabilites) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

ノーマライゼーション理念を基盤とした障害のある人へのケア論を考える 

担当者名 

（Instructor） 
結城 俊哉(YUKI TOSHIYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ノーマライゼーション理念の歴史的展開とケアの担い手に必要な対人援助の基本原則を理解する。 

 

Understanding historical developments in the concept of normalization and the basic principles for assistance required by 

caretakers. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ノーマライゼーションの原理及び人権思想の歴史的展開を多面的に検討しながら，コミュニティの中における障害者への差別・偏
見等のスティグマ問題やダウン症者と社会・政治・教育・福祉問題を考え、障害者に対する「援助（ケア）の担い手」に必要とされ

る「ケア論」について検討する。 

 

We will discuss “care theory” necessary for caretakers of those with disabilities, while looking at the multi-faceted historical 

development of the principle of normalization and the idea of human rights and while consi dering the problems of discrimination 

and prejudice against people with disabilities in our communities and the social, political, educational and welfare problems  with 

those with Down syndrome. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ノーマライゼーションの思想・原理とは何か(1) 

2. ノーマライゼーションの思想・原理とは何か(2) 

3. 「ケアの視点と差別・偏見」について考える。(１) 

4. 「ケアの視点と差別・偏見」について考える。(2) 

5. 障害者支援とケアの担い手について考える。（１） 
6. 障害者支援とケアの担い手について考える。（２） 

7. 障害者支援とケアの担い手について考える。（３） 

8. 障害者支援とケアの担い手について考える。（４） 

9. ダウン症をめぐる「社会・政治・教育・福祉」問題を考察する。（１） 

10. ダウン症をめぐる「社会・政治・教育・福祉」問題を考察する。（２） 

11. 対人援助基本原則と展開方法論（１） 
12. 対人援助基本原則と展開方法論（２） 

13. 受講者の研究テーマの構想内容に関する準備計画の発表と研究方法を検討する。 

14. まとめ＝障害当事者への支援がケアの担い手に問いかけること 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途指示をする。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/出席及び講義参加態度(40%)/最終テスト(Final Test)(30%) 
 

テキスト（Textbooks） 

1. 結城俊哉、2016、『ケアのフォークロア＝対人援助の基本原則と展開方法を考える』、高菅出版 (ISBN:978-4-901793-62-9) 

2. 結城俊哉編著、2018、『共に生きるための障害福祉学入門』、大月書店 (ISBN:978-4-272-41239-6) 

3. キーロン・スミス（臼井陽一郎＜監訳＞結城俊哉＜訳者代表＞、2018、『ダウン症をめぐる政治ー誰もが排除されない社会へ
向けて』、明石書店 (ISBN:978-4-7503-4713-4) 

関連する書籍・文献等は適宜指示する。 
 

参考文献（Readings） 

1. 高瀬智津子、2005、『社会福祉実践の今日的課題』、高文堂出版社 (ISBN:4-7707-0699-5) 
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2. 植田章・結城俊哉編著、2007、『社会福祉方法原論の展開』、高菅出版 (ISBN:978-4-901793-31-5) 

3. 奥野栄子・結城俊哉編著、2007、『生活支援の障害福祉学』、明石書店 (ISBN:978-4-7503-2630-6) 
4. 結城俊哉、1998、『生活理解の方法』、ドメス出版 (ISBN:4-8107-0483-1) 

講義の進度に合わせて文献・書籍は適宜紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

可能な限り，院生自身の修士論文作成の支援の一助となるように「特論（演習）」において取り組む。 
受講生には，そのための積極的・主体的な受講態度や発表／報告／文献レビュー等の準備をお願いする。 

 

注意事項（Notice） 
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■VD280 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD280／ソーシャルワーク特殊研究１ 
(Studies in Social Work 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

ソーシャルワークの質的調査 

担当者名 

（Instructor） 
山北 輝裕(YAMAKITA TERUHIRO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

社会問題を質的に調査する方法を身につける。 

 

The goal is that students will learn how to conduct qualitative research on social problems. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本授業では、論文購読および受講者の報告を通して社会問題を質的に調査する方法を 

身につけたうえで、ソーシャルワークについての理解を深める。 
 

Through the course, students will read exemplars of qualitative research and carry out their own research projects. By the end 

of the course, students will explore a variety of social work approaches.   
 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 論文輪読（ケアに関する質的調査の成果論文） 

3. 論文輪読（ケアに関する質的調査の成果論文） 
4. 論文輪読（ケアに関する質的調査をめぐる調査者・被調査者の関係性） 

5. 論文輪読（ケアに関する質的調査の執筆形式） 
6. 論文輪読（ケアに関する質的調査の執筆形式） 

7. 受講者の報告① 
8. 受講者の報告② 

9. 受講者の報告③ 

10. 受講者の報告④ 
11. 受講者の報告⑤ 

12. 受講者の報告⑥ 
13. 論文輪読（ケアに関する質的調査の成果論文） 

14. 論文輪読（ケアに関する理論的な論文） 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指定した論文を事前に読む。各自の研究を進めておく。授業で扱った論文・授業内のコメントを各自の研究に応用できるか事後
学習する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

各自の報告内容(80%)/各自のコメント内容(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

初回オンライン授業の方法については受講者に別途案内予定です。 

 

注意事項（Notice） 
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■VD300 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD300／福祉政策特論 
(Social Welfare Policy) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

福祉国家の視点から福祉政策のあり方を考える 

担当者名 

（Instructor） 
木下 武徳(KINOSHITA TAKENORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

福祉国家の経済的・社会的・政治的な対応の歴史とその変化を理解したうえで、将来の私たちの国や社会、そして福祉政策のあ

り方を提起できること。 

 

Understand the history of economic, social, and political responses of the welfare state and its changes, and propose the future 

of our country, society, and welfare policy. 

 

授業の内容（Course Contents） 

福祉国家に関するテキストを利用しながら、福祉国家をどのように捉えるのか、また、経済・社会の変化のなかで国民・市民の福

祉的な問題に国や民間企業、市民はどのように取り組んでいくべきなのかを検討していく。また、アメリカやスウェーデンなどの諸

外国の具体的な福祉政策についても議論をしていきたい。なお、本講義は演習形式で行う。 
 

Using textbooks on the welfare state, how to understand the welfare state, and how the government, private companies, and 
citizens can deal with the welfare problems of the people and citizens in the midst of economic and social changes. We will 

consider whether we should We would also like to discuss specific welfare policies of other countries such as the United States 

and Sweden. This class will be conducted in seminar style. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：本講のねらいと進め方 

2. 福祉国家とは何か 
3. 福祉国家以前 ：戦前の福祉政策 

4. 福祉国家の誕生：戦争と福祉政策 

5. 福祉国家１．０：戦後の福祉政策 
6. 福祉国家の多様性 

7. 福祉国家の問題点 
8. 新自由主義と福祉国家２．０：福祉国家の危機 

9. ポスト工業社会への移行：福祉国家３．０ 
10. なくてはならない福祉国家 

11. 福祉政策の事例１：日本等 

12. 福祉政策の事例２：アメリカ等 
13. 福祉政策の事例３：スウェーデン等 

14. 福祉政策の将来的課題と講義のまとめ 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習として、該当の章を読み、関連する書籍や論文などを踏まえて考察をし、レジュメを作成し、講義時に発表できるようにする。
復習としては、関連する書籍や論文、新聞記事などにより事実確認を行い、自らの知識と見解を深める。 

なお、必要に応じて、講義時や Blackboard で文献等を紹介する。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/講義時の発表・レポート(40%)/講義時の発言・議論への参加(30%) 
3分の 2以上の出席をしていない場合は原則単位取得不可 

 

テキスト（Textbooks） 

1. デビッド・ガーランド、2021、『福祉国家：救貧法の時代からポスト工業社会へ』、白水社 (ISBN:4560098603) 

他に別途指示する場合がある 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

必要に応じて、Blackboard や大学メールを使って講義の準備などについて連絡をすることがある。そのため、大学のメールを適

宜見るようにすること。 

 

注意事項（Notice） 
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■VD302 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD302／社会開発学特論 
(Social Development) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

・社会開発の意義 
・市民社会の構成要素および社会開発を推進するうえでの役割  

・国際労働移動 
The significance of social development. 

The components of civil society and the role it plays in promoting social development.  

International Labour Migration. 

担当者名 

（Instructor） 
鈴木 弥生(SUZUKI YAYOI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

先進国や国際機関が主導する経済成長志向の援助や開発は, 地球規模で多くの社会問題や環境問題を引き起こしている。そ

れゆえ, これまでの経済開発のパラダイムから脱却し, 人間中心のアプローチを考慮して well-being を推進する社会開発を実施
するための理論と方法を検討する必要がある。 この授業では, 先進国や国際機関による大規模な開発や援助を批判的に検討

し, これまでの研究や議論を通じて重要性を増してきた「社会開発（発展）の意義」について論点を整理する。 また, 市民社会の

構成要素とそれが社会開発（発展）の推進に果たす役割について理解を深める。 さらに, 国際労働移動に焦点を当てる。 

 

 

 

Economic growth-oriented aid and development led by developed countries and international organizations have caused 
numerous social and environmental issues on a global scale. Therefore it is necessary for us to examine theory and practice to 

move away from the current economic growth-oriented paradigm and move toward social development that considers a people-

centered approach and promotes well-being. In this class, you will study issues related to "the significance of social 

development" that have emerged from a critical review of large-scale development and aid by developed countries and 

international organizations through the previous studies and discussion. You will also learn about civil society components a nd 

the role it plays in promoting social development. Also, this class will focus on international labour migration. 

 

授業の内容（Course Contents） 

途上国の開発は，OECD 加盟の先進諸国や国際開発機関による近代的技術の導入と巨額の資金によって諸産業の近代化を図

り，経済成長の達成をめざして進められてきた。そうした援助や大規模開発は，現地で生活する貧困層にどのような影響を及ぼし

ているのであろうか。その影響を分析するなかで認識されるようになった「社会開発の意義」そして「市民社会の役割」について，

文献講読を通して論点を整理する。各自の準備に基づき，演習では活発な議論を展開したい。 

 
Developed countries among the OECD (Organization for Economic Co-operation and Development) and international 

organizations have allowed economic growth in developing countries by modernizing industries and introducing modern 

technologies. What are the influences of aid and large-scale development on the poor living in rural areas? You will examine 

issues through previous studies on "the significance of social development" and "the role of civil society" that have come to be 

recognized as having large impacts. In this class, you are expected to prepare thoroughly, actively participate and participa te in 

the discussion. 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：演習の進め方についての確認 

第 1回目については，必ず参加するようにしてください 

Introduction of class and outline. You are expected to attend the first class. 

2. 研究の背景, 理論, 先行研究, 用語の定義 
Background of the study, Theory, previous study and definition of terms.  

What is known about the background of social issues? : Based on your review of relevant previous study. 

3. 研究課題および研究方法 

What is your theme?   

What made you interested in this subject?  

Study methodology. 

How to write the methods section of a research paper ? 
4. 学生による報告とディスカッション 

Presentation. Participation in-class discussion.  
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5. 学生による報告とディスカッション  

Presentation. Participation in-class discussion.  
6. 学生による報告とディスカッション 

Presentation. Participation in-class discussion.  
7. 基礎文献の輪読および学生による報告（～11回目まで） 

Students will read a textbook in turn and presentation(Seventh through Eleventh classes).  

8. 途上国における社会開発の意義: 近代化論と内発的発展論 (テキスト : 序章と第 1～4章参照） 
The significance of social development in developing countries. 

 Endogenous development versus modernization (Refer to Introduction, Chapter 1, 2, 3 and 4).  
9. 緑の革命導入期における農村組織化の分析（テキスト : 第 1章） 

Analysing of the rural organization process during the introduction years of the Green Revolution (Chapter １). 
10. 途上国における社会開発の意義（テキスト : 序章と第 4章参照） 

英語の文献および DVD（日本語での解説あり）を通して理解を深める    

The significance of social development in developing countries (Refer to Introduction and Chapter 4). 

Refer to previous study and audio-visual aids in English. 

11. 市民社会を構成する現地 NGOs の役割（テキスト : 序章と第 4章参照） 
：コミュニティを基盤として活動する現地 NGOs としての BRAC 

The role of local non-governmental Organizations(NGOs) as a component of civil society： Community-based approach of 
local NGOs (Refer to Introduction and Chapter 4). 

12. グローバリゼーションと国際労働移動（参考文献 : 鈴木（2018）参照） 

The impact of globalization on international labour migration.  

13. グローバリゼーションと国際労働移動(テキスト : 鈴木（2022）参照） 

・貧困の女性化について  
The impact of globalization on international labour migration. 

The feminization of poverty. 

14. レポート講評，演習まとめ 

Review and Feedback. 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各学生が問題意識に基づいて研究テーマを設定するためには，研究活動の始めとして，社会問題に関する文献や資料を収集
し，先行研究を分析する必要がある。そのことを前提として, 本演習では，各参加学生による報告，活発な議論をとりいれる。そ

のため,事前の準備を要する。 

In order to be able to choose a research topic based on personal interest and problem awareness, it is necessary for each 

student to collect academic literature and material on social issues as possible, and analyze previous studies, as a beginning of 

postgraduate research. On the premise that they have done so, students will make presentations and engage in discussions in 
the class. Therefore, both preparation before the class and participation in class discussions are required. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/報告内容 (Presentation)(40%)/事前準備をしたうえでの演習への参加，議論 (Preparation for 

the class  and Participation in Class Discussion)(20%) 
 

テキスト（Textbooks） 

1. 鈴木弥生、2016、『バングラデシュ農村にみる外国援助と社会開発』、日本評論社 

2. 鈴木弥生、2022、『「アラブ首長国連邦におけるバングラデシュ出身女性の労働実態」『立教大学ジェンダーフォーラム年報』第

23号、21-34頁.』、立教大学ジェンダーフォーラム研究所 
文献および論文は, 立教大学図書館（新座キャンパスと池袋キャンパス）に所蔵されています。そこで閲覧（複写）することもでき

ます。購入必須ではありません。 

その他の資料・文献も適宜紹介します。 

第 4回から第 13回目の具体的な内容は, 履修者と話しあいのうえ決定します。 

  
 

参考文献（Readings） 

1. 鈴木弥生、2007、『「バングラデシュのコミラモデルーー先進国がもちこむ農村開発の虚実」 西川潤編著『社会科学を再構築

する：地域平和と内発的発展』 第５章所収』、明石書店 

2. 西川潤、2018、『2030年未来への選択』、日系プレミアムシリーズ 

3. 西川潤、2011、『グローバル化を超えて』、日本経済新聞出版社 

4. 鈴木弥生、2018、『「ニューヨーク市におけるバングラデシュ出身の移民労働者」『まなびあい』第 10号、160-179頁.』、立教大

学コミュニティ福祉学会 

5. Yayoi Suzuki, Kazuhiko Sato and Zane Ritchie. 2017. A Study of the Living Conditions of Bangladeshi Migrants in New York 

City, Journal of the Institute of Community and Human Services, Vol.5, pp.69-89.. Institute of Community and Human Services, 

Rikkyo University, Japan 

6. Yayoi Suzuki. 2021. The Less Known Side of the Beautiful Atolls in the Maldives: The Actual Working Conditions of g 
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Conditions of  Bangladeshi Migrant Labourers, Journal of the Institute of Community and Human Services, Vol.9, pp.77-99.. 

Institute of Community and Human Services, Rikkyo University, Japan 
7. Yayoi Suzuki. 2020. A Study on the Background of Bangladeshi Migrant Labourers to the United Arab Emirates, Journal of the 

Institute of Community and Human Services, Vol.8, pp. 53-78.. Institute of Community and Human Services, Rikkyo University, 
Japan 

鈴木弥生「ニューヨークに住むバングラデシュ移民の動向」『みらいぶっく 学問・大学なび』（社会・福祉をよくする：こんな研究をし

て世界を変えよう～きみはどんな研究や学問に出会えるか）河合塾 https://www.sekaiwokaeyo.com/theme/k0482/。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

受講前に質問がありましたら, 電子メールで遠慮なく連絡してください。 

Should you have any questions before the class, please let me know via email.  

 

注意事項（Notice） 
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■VD304 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD304／地域社会学特論 
(Regional and Community Studies) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

コミュニティ論の系統的レビュー 

担当者名 

（Instructor） 
阪口 毅(SAKAGUCHI TAKESHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

コミュニティ論の主要な理論的系譜を理解し、各々の強みと弱みを把握・比較した上で、コミュニティ研究を遂行するための自身

の理論的視座を持つことができるようになること。 

 

Understanding the major theoretical traditions, comprehending and comparing strengths and weaknesses of each of them, and 

then establishing the theoretical perspective for own research. 

 

授業の内容（Course Contents） 

コミュニティ論の重要文献を輪読し、各々の理論と方法の特徴と各自の調査研究への応用可能性について議論を行う。テキスト

としては、地域社会学、都市社会学、文化人類学等の文献を用いる予定である。扱うテキストの順番や分配等については，受講

者と相談する。  
 

Reading intensively the important literature of community studies and discussing the features of several theory and methods o f 
them and application potentiality for student's research. The texts will be about regional sociology, urban sociology, and cultura l 

anthropology. The order and distribution of the texts we will be reading will be discussed with students.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 
2. 講読文献の決定と分担決め 

3. 文献講読（1） 『都市社会学セレクション 1』（仮） 
4. 文献講読（2） 『都市社会学セレクション 2』（仮） 

5. 文献講読（3） 『都市社会学セレクション 3』（仮） 

6. 文献講読（4） 『リーディングス ネットワーク論』（仮） 
7. 文献講読（5） バウマン『コミュニティ』（仮） 

8. 文献講読（6） バウマン『コミュニティ』（仮） 
9. 文献講読（7） デランティ『コミュニティ』（仮） 

10. 文献講読（8） デランティ『コミュニティ』（仮） 
11. 文献講読（9） ギデンズ『モダニティと自己アイデンティティ』（仮） 

12. 文献講読（10） ギデンズ『モダニティと自己アイデンティティ』（仮） 

13. 参加者による研究報告（1） 
14. 参加者による研究報告（2） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

報告の担当者以外も文献を読み進めていることとを前提として議論を行うため、事前の予習が必須である。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

演習への参加の質（出席、報告、議論など）(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは授業時に相談し決定する。別途リストをとりまとめる。 

 

参考文献（Readings） 

1. 松本康編、2011、『近代アーバニズム（都市社会学セレクション 1））』、日本評論社 (ISBN:9784535585928) 

2. 森岡清志編、2012、『都市空間と都市コミュニティ（都市社会学セレクション 2）』、日本評論社 (ISBN:9784535585935) 
3. 町村敬志編、2012、『都市の政治経済学（都市社会学セレクション 3））』、日本評論社 (ISBN:9784535585942) 

4. 野沢慎司編、2006、『リーディングス ネットワーク論』、勁草書房 (ISBN:9784326601943) 

5. ジグムント・バウマン、2017、『コミュニティ──安全と自由の戦場』、筑摩書房 (ISBN:9784480098252) 
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6. ジェラード・デランティ、2006、『コミュニティ──グローバル化と社会理論の変容』、NTT出版 (ISBN:9784757141216) 

7. アンソニー・ギデンズ、2021、『モダニティと自己アイデンティティ』、筑摩書房 (ISBN:9784480510631) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

演習形式であるため、毎回の出席はもちろん、事前準備を含めた「参加の質」が問われます。 

具体的な実施形態は受講生と相談の上で決定します。 
 

注意事項（Notice） 
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■VD306 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD306／地方自治特論 
(Local Autonomy) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

パートナーシップを支える仕組み 

担当者名 

（Instructor） 
原田 晃樹(HARADA KOKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業では、日本の地方行政の仕組みや自治体を取り巻く今日的な課題を概観することにより、コミュニティ・非営利組織との

関係のあり方について考察し、今日的なガバナンス論の観点から、地方自治論および行政学の方法論を身につけることを目標と

する。 

 

In this class, we will observe the relationship between local governing concepts/bodies and community/non-profit organizations 

through a survey of contemporary problems facing Japanese local government initiatives and organizations. 
 

授業の内容（Course Contents） 

 近年の先進工業諸国における地方分権改革や公共サービスの民間開放・民営化は、直接的には財政難に直面した政府の負

担軽減に端を発していたものの、次第に、多様な主体によって地域・社会を支える仕組みづくりの模索へと進展しつつある。いわ
ゆるガバナンスといわれる概念であり、今や世界的な潮流になっている。日本においても、こうした流れによって自治体を取り巻く

環境は大きく変化し、大規模な市町村合併もあいまって、自治の基層単位としてのコミュニティやサービス供給主体としての非営
利セクターに関心が集まっている。 

 この授業では、以上のような変化を踏まえ、地方自治や非営利組織に関する基礎的な概念の習得を図ることを目指す。まず、

この授業の前半において基本書・論文を輪読し、後半では受講生各自の問題関心を踏まえながら事例を紹介し、それについて全

員で議論する。 

 

Although the trend in recent years of decentralization and the privatization of public services in advanced industrial nations has 

its origins in cost-cutting by governments facing large financial burdens, a variety of actors have stepped in to provide solutions 
to support regions and communities affected by these changes. This can be called a form of governance and it is a current and 

worldwide trend. In Japan as well, this trend is having a big impact on the environment governing bodies find themselves, and  

coupled with the large-scale municipality mergers, there is a growing interest in the community as the fundamental unit of 

governance and the non-profit sector as the main supplier of services. 

In this class, the aim is to learn the fundamental concepts surrounding local government and non-profit organizations using 

changes such as those mentioned above as the groundwork. 

The first half of this class will consist of critical reading of the base text and academic papers (including English papers as 
required). In the second half, each student will present on a problem they are interested in, and then the whole class will discuss 

the issue. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：授業の進め方、各自の問題関心などの確認 
2. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読①  

3. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読②  

4. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読③ 

5. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読④ 

6. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読⑤ 

7. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読⑥ 

8. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読⑦ 
9. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読⑧ 

10. 各自の問題関心に基づく報告① 

11. 各自の問題関心に基づく報告② 

12. 各自の問題関心に基づく報告③ 

13. 各自の問題関心に基づく報告④ 

14. この授業のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

地方自治・行政学に関する基礎的な理解を図るため、基本書を読んだり、新聞・雑誌等で社会問題に関する情報収集に努めるこ
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と。具体的な内容については、本人の意向を踏まえ指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席点、担当回の報告、議論等への参加状況等を総合的に勘案(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

その他の文献については適宜コピーして配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 藤井敦史・原田晃樹・大高研道、2013、『闘う社会的企業－コミュニティ・エンパワーメントの担い手－』、勁草書房 (ISBN:978-

4-326-60251-3) 
2. 原田晃樹・藤井敦史・松井真理子編、2010、『NPO再構築への道』、勁草書房 (ISBN:978-4-326-60228-5) 

3. 武智秀之、2021、『行政学』、中央大学出版会 (ISBN:978-4-8057-1159-0) 
他に別途指示する可能性がある。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD308 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD308／社会的連帯経済特論 
(Social Solidarity Economy) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

コミュニティ・エンパワーメント、社会的連帯経済、ミュニシパリズム 

担当者名 

（Instructor） 
藤井 敦史(FUJII ATSUSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

社会的排除問題が深刻化する中で，コミュニティをどのように再生し，エンパワーメントしていくことが可能なのか，英国のコミュニ

ティ開発論、社会的連帯経済論、ミュニシパリズム論等に関わる文献を多読しながら学ぶ。 

 

This course aims for understanding community empowerment by reading a lot of literatture about community development, 

social solidarity economy, municipalism and so on. 

 

授業の内容（Course Contents） 

今日，社会的排除を解決する社会的包摂の主体として，社会的企業が注目を集めている。しかし，社会的企業は，単に「ビジネ

スで社会問題を解決する」組織ではなく，市民社会を基盤とした連帯的な経済、すなわち、社会的連帯経済の担い手として存在し

ている。そうした社会的連帯経済について，それを支えるコミュニティ・エンパワーメントの手法やミュニシパリズム（地域自治主
義）について、洋書を含む多様な文献を多読しながら考察していきたい。 

 
Today, social enterprises are attracting attention as agents of social inclusion to solve social exclusion. However, social 

enterprises are not simply organizations that "solve social problems through business," but exist as players of social solidarity 

economy based on civil society. We would like to consider social solidarity economy, and various community empowerment 

methodology that support social solidarity economy, while reading a wide variety of literature, including foreign books. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. コミュニティ開発に関する文献の読解（１）英国のコミュニティ開発論 

3. コミュニティ開発に関する文献の読解（２）コミュニティ・オーガナイジングとは何か？ 

4. コミュニティ開発に関する文献の読解（３）アセットを基盤とするコミュニティ開発 
5. 社会的連帯経済に関する文献の読解（１）コモンズとは何か 

6. 社会的連帯経済に関する文献の読解（２）コモンズの成立要件 
7. 社会的連帯経済に関する文献の読解（３）社会的連帯経済の理論枠組み 

8. 社会的連帯経済に関する文献の読解（４）ポランニー経済学 
9. 社会的連帯経済に関する文献の読解（５）社会的連帯経済と制度・政策 

10. ミュニシパリズムに関する文献の読解（１）ケアの政治 

11. ミュニシパリズムに関する文献の読解（２）恐れない都市 
12. 参加者によるオリジナル報告（１） 

13. 参加者によるオリジナル報（２） 
14. 全体のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

社会的連帯経済による地域再生や社会的包摂の可能性や課題について検討するために，拙編著やコミュニティ開発と社会的連

帯経済に関する文献を幅広く輪読していく。これらのテーマに関する文献リストも配布する。また、参加者のオリジナル報告も適
宜入れながら進めていきたい。学外で社会的連帯経済推進フォーラムという研究会も主催しているので，そちらも是非参加して頂

けると良いと思う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業での報告(70%)/授業への出席および授業参加度(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 藤井敦史編、2022、『地域で社会のつながりをつくり直す社会的連帯経済』、彩流社 

David Bollier 2014 Think Like A Commoner, A Short Introduction to the Life of the Commons, New Society Publishers. Gilchrist 
and Taylor 2022 The short Guide to community development 3rd edition, Policy Press. ポランニー, K.（新訳／野口健彦・楢原学
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訳）2009『大転換―市場社会の形成と崩壊』、東洋経済新報社等、授業内で他の文献も適宜指示する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 藤井・原田・大高、2013、『闘う社会的企業―コミュニティ・エンパワーメントの担い手』、勁草書房 

2. M. ボルトン、2020、『社会はこうやって変える』、法律文化社 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

社会的連帯経済推進フォーラムの HP https://sse.jp.net/ 
アジア太平洋資料センター（PARC）の HP http://www.parc-jp.org/ 

 

注意事項（Notice） 
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■VD310 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD310／福祉政治特論 
(Welfare Politics) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

福祉国家の発展・縮減・再編をめぐる理論的・実証的分析 

担当者名 

（Instructor） 
濵田 江里子(HAMADA ERIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本授業では比較政治学、政治経済学の知見に基づいて、福祉国家の発展・縮減・再編に関する理論研究と実証研究に関する動

向を把握することを目標とする。理論研究・実証研究それぞれにおける最先端の議論を理解し、それらを自らの研究に生かせる

ようになることを目指す。 

 

The aim of this class is to understand the theoretical and empirical arguments surrounding welfare state emergence, reduction , 

and reform by studying cases in advanced industrial ized democracies, such as Japan and European nations. 
 

授業の内容（Course Contents） 

第二次大戦後、多くの先進国で福祉国家が成立したが、一口に「福祉国家」といってもその形は多様である。なぜ各国で異なるタ

イプの福祉国家が誕生したのか、福祉国家が発展・変化・持続するのはなぜなのか。グローバル化や産業構造の変化、少子高
齢化といった共通の課題に直面しているにもかかわらず、なぜそうした変化に対応すべく社会保障制度をアップデートすることが

できた国と、できていない国があるのか。こうした違いは政治のあり方によって生み出されており、本授業では比較政治学や政治
経済学の視点から多様な福祉国家について考えていく。 

授業の前半は全員で共通のテキストを輪読しての議論、後半は各自の問題関心に沿った研究発表を行ってもらう。なお、輪読す

るテキストには英語文献も用いる（２〜３回程度）。 

 

Despite the fact that advanced industrialized nations face similar challenges such as globalization,  post-industrialization, and 

an aging society, reforms to update the social protection system differ greatly among nations.  This class will look into the  

politics behind welfare state emergence and  reforms. 
The first ten classes will consist of critically reading texts and conducting text-based discussions, the rest will be allocated to 

individual student presentations. Please be aware that some of the texts used in this class will be in English.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：授業の概要・進め方、受講生の問題関心の確認・共有、輪読文献の決定 
2. 福祉国家形成の歴史的視座 

3. 福祉国家の政治経済学 
4. 福祉国家の類型論 

5. 福祉国家の発展期をめぐる理論：権力資源動員論 

6. 福祉国家への変容圧力 
7. 福祉国家の縮減期をめぐる理論：経路依存性 

8. 福祉国家のゆくえ 
9. 福祉国家の再編期をめぐる理論：アイディアと言説政治論 

10. 事例研究①：東アジア 

11. 事例研究②：ヨーロッパ 

12. 個別報告① 

13. 個別報告 2 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習：指定された課題文献を読み、内容を理解し、授業で文献の内容に基づいたディスカッションができるように準備してくるこ

と。各回とも全員が課題文献を読んできていることを前提に議論を進める。加えて、報告担当者は該当文献を読んだ上で、関連
する書籍や知見を踏まえたレジュメを作成し、授業時に発表できるように準備をすること。 

復習：授業で扱った内容や分析手法を用いて、各自自身の研究を進めること。 
その他：日常的に新聞やニュースに目を通したり、関連する書籍や論文を読んで、自分の問題関心やテーマについて情報収集や

知見を深める作業を行うこと。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への出席および授業内での議論への参加状況（30％）、担当回の報告（30％）、期末レポート（40％）を総合的に判断する

(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

輪読するテキストは受講生の問題関心を確認した上で、別途授業内で指示と決定を行う。 
英語文献を輪読する回を複数回設ける（２〜３回）。 

 

参考文献（Readings） 

1. 鎮目真人、近藤正基（編）、2013、『比較福祉国家ー理論・計量・各国事例』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623066629) 

2. 田中拓道、2017、『福祉政治史ー格差に抗するデモクラシー』、勁草書房 (ISBN:978-4-326-35169-5) 
3. Beland, Daniel, Kimberly Morgan, Herbert Orbinger. 2022. The Oxford Handbook of the Welfare State (second edition). Oxf ord 

University Press (ISBN:978-0198828389) 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業内で扱うテーマや受講生の問題関心に即したシンポジウムや講演会を適宜紹介するので、関心のある者は積極的に参加し
てほしい。 

 

注意事項（Notice） 
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■VD312 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD312／福祉経済特論 
(Welfare and Economics) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

社会保障の批判的政策分析 

担当者名 

（Instructor） 
畠中 亨(HATANAKA TOHRU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

福祉国家における社会保障の役割と限界に関する理論と、社会保障を対象とした最新の実証研究の動向を理解し、政策の批判

的分析方法を修得する。 

 

We work for understanding the theory of the role and limitations of social security in the welfare state and the latest trends in 

empirical research on social security. Then we will acquire critical analysis methods for policy. 

 

授業の内容（Course Contents） 

福祉国家の誕生時に社会保障は制度化され、その社会問題が変容・拡大するとともに社会保障も変化を続けてきた。また、社会

保障自体が新たな社会問題を生み出す現象もみられる。現在実施されている社会保障制度が有効であるのか、制度のどこに問

題があるのか、有効と思われる制度がなぜ実現しないのか、といった研究課題に対応した政策の批判的分析方法を最新の研究
動向から学ぶ。 

 
Social security was institutionalized at the birth of the welfare state, and as i ts social problems have changed and expanded, 

social security has also continued to change. In addition, there is a phenomenon that social security itself creates new soci al 

problems. In this course, we will learn from the latest research trends how to cri tically analyze policies in response to research 

questions such as whether the social security systems currently in place are effective, what are the problems with the systems, 

and why the systems that seem to be effective are not being realized. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 各自の研究課題・問題関心の確認 

2. 社会保障の有効性に関する実証研究の動向① 

3. 社会保障の有効性に関する実証研究の動向② 
4. 社会保障の有効性に関する実証研究の動向③ 

5. 受講生によるプレゼンテーション① 
6. 社会保障制度に関する批判的研究の動向① 

7. 社会保障制度に関する批判的研究の動向② 
8. 社会保障制度に関する批判的研究の動向③ 

9. 受講生によるプレゼンテーション② 

10. 社会保障の政策過程に関する研究の動向① 
11. 社会保障の政策過程に関する研究の動向② 

12. 社会保障の政策過程に関する研究の動向③ 
13. 受講生によるプレゼンテーション③ 

14. 社会保障の新たな政策分析方法を考える 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前学修：指定した文献を読み内容を理解しておくこと。 
事後学修：授業内で検討した論文に用いられた分析手法を取り入れ、自身の研究を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

議論への参加状況(50%)/プレゼンテーションの内容(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

『社会政策』（学会誌）、『季刊社会保障研究』等のジャーナル、最新図書等から論文をピックアップし授業内で検討する。他に別

途指示する可能性がある。 

 

参考文献（Readings） 
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1. 木村和範、2013年、『格差は「見かけ上」か―所得分布の統計解析』、日本経済評論社 (ISBN:978-4818822641) 

2. 山田篤裕,駒村康平,四方理人,田中聡一郎,丸山桂、2018年、『最低生活保障の実証分析 -- 生活保護制度の課題と将来構

想』、有斐閣 (ISBN:978-4641174375) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD314 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD314／社会運動研究特論 
(Social Movement Studies) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

社会運動論の理論と方法 

担当者名 

（Instructor） 
原田 峻(HARADA SHUN) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

(1) 社会運動論の主要な理論と方法を理解し、それぞれの強みと弱みを比較できるようになること。 

(2) 各自のコミュニティ政策研究に社会運動論の理論と方法を応用できるようになること。 

 

The goals of this course are to  

(1) Understand the main theories and methods of social movement studies, and compare their strengths and weaknesses. 

(2) Apply the theory and method of social movement studies to each research on community development and social policy. 
 

授業の内容（Course Contents） 

近年、国内では脱原発運動や反安保法制運動、世界では#MeToo運動や Black Lives Matter運動など、社会を変える主体とし

て社会運動が再び注目を集めている。また、反貧困、LGBT、自殺対策などのテーマにおいて、NPO等によるロビイング（アドボカ
シー）が政策に影響を与えるようになった。こうした社会運動を分析するために、社会学や政治学で社会運動論の理論と方法が

蓄積されてきた。 
本授業では、コミュニティ政策の動態的な側面を理解するため、社会運動論の理論と方法を習得することを目指す。前半では最

近の社会運動関連の文献（必要に応じて英語文献を含む）を、担当者にレジュメで報告してもらいながら輪読する。後半では受講

生に関心のある社会運動について調べて順番に報告してもらい、それについて全員で議論する。これらを通して、各自のコミュニ

ティ政策研究に応用できるようになることを目指す。 

 

In recent years, social movements such as anti-nuclear movement and anti-security legislation movement in Japan, and the 

#MeToo movement and the Black Lives Matter movement in the world have been attracting attention again as the actors that 
change society. In addition, lobbying (advocacy) by NPOs has come to influence policies on themes such as anti -poverty, LGBT, 

and suicide countermeasures. In order to analyze these social movements, theories and methods of social movement studies 

have been accumulated in sociology and political science. 

This course aims to learn the theory and methods of social movement studies in order to understand the dynamic aspects of 

community development and social policy. In the first half, we will read recent social movement-related literature (including 

English literature if necessary) by turns. In the second half, each student will make a presentation about their concerns and 

discuss it with everyone. By the end of the course, students should apply social movement studies to each research on 
community development and social policy. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：授業の進め方、各自の問題関心などの確認 

2. 社会運動論の基礎知識 
3. 文献の輪読① 『問いからはじめる社会運動論』第 1章（仮） 

4. 文献の輪読② 『問いからはじめる社会運動論』第 2章（仮） 

5. 文献の輪読③ 『問いからはじめる社会運動論』第 3章（仮） 

6. 文献の輪読④ 『問いからはじめる社会運動論』第 4章（仮） 

7. 文献の輪読⑤ 『問いからはじめる社会運動論』第 5章（仮） 

8. 文献の輪読⑥ 『問いからはじめる社会運動論』第 6章（仮） 

9. 各自の関心のある社会運動について報告① 
10. 各自の関心のある社会運動について報告② 

11. 各自の関心のある社会運動について報告③ 

12. 各自の関心のある社会運動について報告④ 

13. 各自の関心のある社会運動について報告⑤ 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

報告担当者以外も文献を読んでいることを前提に授業を行うため、事前の予習が必須である。 

また、新聞・雑誌等で社会運動に関する情報収集に努めること。具体的な内容については、本人の意向を踏まえ指示する。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

担当回の報告(70%)/議論等への参加状況(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 濱西栄司ほか、2020、『問いからはじめる社会運動論』、有斐閣 (ISBN:9784641150775) 

2. 樋口直人ほか編、2020、『３・１１後の社会運動―８万人のデータから分かったこと』、筑摩書房 (ISBN:9784480016980) 

3. 原田峻、2020、『ロビイングの政治社会学―NPO法制定・改正をめぐる政策過程と社会運動』、有斐閣 (ISBN:9784641174559) 

テキストは授業初回に履修者と相談して決定する。上記の他に別途指示する場合がある。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD318 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD318／公共研究特論 
(Studies on the Public) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

コミュニティ活動・空間の実践を学ぶ 

担当者名 

（Instructor） 
柳 信寛(YANAGI NOBUHIRO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日常生活における公共的な活動や空間を多角的に把握することを目標とする。とりわけ町内会や消防団など地域社会における

実践の意義と課題を検討する。 

 

The goal in this class is to understand public activities and spaces in community life from multiple angles. In particular, we will 

examine the significance and issues of practice in local communities such as neighborhood associations and fire corps. 

 

授業の内容（Course Contents） 

地域社会における諸活動に関して、基本的な文献や実践例を輪読する。また、受講生の問題構成にどのように位置づけるかを

相互に報告し検討する。 

 
Reading basic literature and examples of practices related to various activities in the local community. In addition, we will  report 

and consider how to position it in the problem structure of the members. 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 購読文献の紹介と受講生の問題関心の確認 
2. 文献の講読および討論 

3. 文献の講読および討論 
4. 文献の講読および討論 

5. 文献の講読および討論 
6. 文献の講読および討論 

7. 文献の講読および討論 

8. 文献の講読および討論 
9. 文献の講読および討論 

10. 文献の講読および討論 
11. 文献の講読および討論 

12. 文献の講読および討論 
13. 文献の講読および討論 

14. 文献の講読および討論 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の関心に沿った事例の収集や報告 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

平常点（報告，授業への参加度）(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 平井 太郎/松尾 浩一郎/山口 恵子、2022、『地域・都市の社会学―実感から問いを深める理論と方法』、有斐閣 

(ISBN:9784641150959) 

2. 和田清美、2021、『現代コミュニティの社会設計』、学文社 (ISBN:9784762031328) 

具体的なテキストは授業時に相談し決定する。別途リストをとりまとめる。 

 

参考文献（Readings） 

1. 石田光規、2015、『つながりづくりの隘路-地域社会は再生するのか-』、勁草書房 (ISBN:9784326602797) 

2. 飯田哲也/浜岡政好、2020、『公共性と市民』（第 3版）、学文社 (ISBN:9784762029837) 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

具体的な実地形態は受講生と相談の上で決定する。 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 44 - 

■VD320 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD320／地域政策特論 
(Policies in Local Governance) 

担当者名 
（Instructor） 

藤井 誠一郎(FUJII SEIICHIRO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

地域政策に関する学術的な議論を理解し、調査研究活動に応用できるようになることを目標とする。 

 
The purpose of this lecture is to understand academic disputes on Policies in Local Governance and to be able to apply them to 

research activities. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 人口減少が進む中、地域には少子高齢化をはじめとする様々な課題が存在している。これらの課題に対して、都市政策、住宅

政策、農業政策、産業政策、交通政策、社会政策、文化政策、教育政策、福祉政策、保健医療政策、環境政策、観光政策等の
地域政策が講じられ続けてきた。 

 本講義では、前半は、地域政策が対象とする地域の現状を概観したうえで、地域政策の事例を分析し、政策に存在する問題点
等を検討していく。後半は、受講生各自の問題関心に基づいて地域政策を調査し、持ち回りで発表してもらい、それについて全員

で議論を重ねていく。 
 

In the midst of a declining population, most communities are facing a variety of challenges, including a declining birthrate and an 

aging population. To solve these issues, Policies in Local Governance such as Urban Policy, Housing Policy, Agricultural Poli cy, 
Industrial Policy, Transportation Policy, Social Policy, Cultural Policy, Educational Policy, Welfare Policy, Healthcare Pol icy, 

Environmental Policy, and Tourism Policy have been implemented. 
The first half of this lecture will provide an overview of the current status of the community, and then analyze case studies  of 

Policies in Local Governance and examine the problems and other issues that exist in the Policies in Local Governance. The 
second half of this lecture will make participants research Policies in Local Governance based on their own interests and 

present findings on a rotating basis. And a discussion will be set up for all participants to discuss the presentations. 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. 地域政策の概念 
2. 地域社会の変化と存在する問題 

3. 全国総合開発計画の変遷と地域への影響 

4. 平成の大合併による地域への影響 

5. 『政策と地域』第１章「地域の防災政策の変容」 

6. 『政策と地域』第３章「医療行政における地方政府」 
7. 『政策と地域』第４章「外国人集住都市の政策」 

8. 『政策と地域』第５章「町並み保存の政策」 
9. 『政策と地域』第６章「清掃事業の委託化政策」 

10. 『政策と地域』終章「政策の展開と自治の基盤」 

11. 各自の問題関心に基づく報告①（都市・住宅・農業・産業分野） 
12. 各自の問題関心に基づく報告②（交通・社会・文化・教育分野） 

13. 各自の問題関心に基づく報告③（福祉・保健医療・環境・観光分野） 
14. 報告の講評と授業のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

新聞・雑誌等で地域問題や地域政策に関する情報収集に努めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/調査研究の発表内容(40%)/出席状況(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 焦従勉・藤井誠一郎編著、2020、『政策と地域』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4623086870) 

他に別途指示する可能性がある。 
 

参考文献（Readings） 
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1. 家中茂・藤井正・小野達・山下博樹編著、2019、『新版 地域政策入門ー地域創造の時代に』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4-

623-08483-8) 
2. 増田正・友岡邦之・片岡美喜・金光寛之、2011、『地域政策学事典』、勁草書房 (ISBN:978-4-326-30200-0) 

3. 藤井誠一郎、2013、『住民参加の現場と理論ー鞆の浦、景観の未来ー』、公人社 (ISBN:978-4-86162-092-8) 
4. 藤井誠一郎、2018、『ごみ収集という仕事』、コモンズ (ISBN:978-4-86187-150-4) 

5. 藤井誠一郎、2021、『ごみ収集とまちづくり』、朝日新聞出版社 (ISBN:978-4-02-263110-7) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業の進捗状況からみて必要なとき、あるいは重大なトピックがあった時には、授業計画を変更する場合がある。 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 46 - 

■VD322 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD322／都市地理学特論 
(Urban Geography) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

都市の空間的秩序やつながりの合理性を理解する 

担当者名 

（Instructor） 
武者 忠彦(MUSHA TADAHIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業では，グローバル化や情報通信技術の進展，新自由主義政治の台頭などを背景に変わりゆく現代都市について，地理

学的な見方や方法論を用いて多角的に考察することを目標とする。 

 

The goal of this class is to discuss the changing modern city from various perspectives against the background of globalizati on, 

the development of information and communication technology, and the rise of neoliberal politics through geographical 

perspectives and methodologies. 
 

授業の内容（Course Contents） 

上記の目標を達成するため，授業の前半では都市地理学を中心とする人文地理学領域の重要かつ最新の文献を輪読形式で講

読する。授業の後半では，文献講読を通じて養った地理学的な見方に基づいて，講読した文献のテーマに関する事例や受講者
が関心を持った地理的事象について報告する機会を設ける。 

 
In order to achieve the above goals, the class will begin with a series of readings from the important and current literature  in 

urban geography and human geography. At the end of the class, based on the geographical perspectives developed through the 

reading of the literature, we will report on cases related to the themes of the readings and on geographical events of interest to 

the students. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス──都市地理学の概要と講読文献の紹介 
2. 都市地理学に関する文献の購読（1） 

3. 都市地理学に関する文献の購読（2） 

4. 都市地理学に関する文献の購読（3） 
5. 都市地理学に関する文献の購読（4） 

6. 都市地理学に関する文献の購読（5） 
7. 都市地理学に関する文献の購読（6） 

8. 都市地理学に関する文献の購読（7） 
9. 都市地理学に関する文献の購読（8） 

10. 講読文献に即した事例の報告（1） 

11. 講読文献に即した事例の報告（2） 
12. 講読文献に即した事例の報告（3） 

13. 講読文献に即した事例の報告（4） 
14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

講読文献以外にも，都市地理学に関する基本書や論文を適宜参照することが望ましい。参照すべき文献については講義で案内

する。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

文献報告の内容(40%)/事例報告の内容(40%)/議論への参加状況(20%) 
 

テキスト（Textbooks） 

テキストは初回ガイダンスで受講者と相談の上，決定する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 竹中克行編、2022、『人文地理学のパースペクティブ』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4623094486) 
2. ポール・ノックス，スティーヴン・ピンチ、2013、『改訂新版・都市社会地理学』、古今書院 (ISBN:978-4772252669) 

3. 藤井正・神谷浩夫編、2014、『よくわかる都市地理学』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4623067237) 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD326 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD326／政策法務特論 
(Legal Work and Administration) 

担当者名 
（Instructor） 

上林 陽治(KAMBAYASHI YOJI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

政策法務とりわけ自治体法務の基本的事項を学びます。到達目標は、⑴公共的な政策課題についての客観的、分析的な把握

ができる。⑵公共的政策課題の解決のための制度について理解する。⑶現実の行政活動への適用方法を検討できる、です。 
 

Graduate students learn the basics of policy legal affairs, especially local government legal affairs. The goal is (1) to be able to 

objectively and analytically grasp public policy issues. (2) Understand the systems for solving public policy issues. (3) Examine 
how to apply it to actual administrative activities. 

 

授業の内容（Course Contents） 

政策法務とは、法令の解釈運用、条例、規則の改正や新規制定、訴訟など様々な法務活動を通じて、とりわけ地方自治体にお

ける政策を実現させることです。今日、地方自治体が具体的に直面している課題を一つ一つ取り上げ（例：生活保護の決定処
分、同性カップルに対する施策の有り様、外国人住民の人権問題、空き家対策、地域交通等々）、それぞれの課題の状況、法の

定めと法の適用、課題解決のための自治体条例の定め方などについて研究します。 
 

Policy legal affairs are the realization of policies, especially in local governments, through various legal activities such as the 

interpretation and application of laws and regulations, revision and enactment of ordinances and rules, new enactment, and 
litigation. We will take up each of the specific issues that local governments are facing today (e.g., decisions on public welfare, 

measures for same-sex couples, human rights issues for foreign residents, measures against vacant houses, regional 
transportation, etc.), and study the status of each issue, the establishment and application of the law, and how local government 

ordinances are established to solve the problems. 
 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 政策法務とはなにか 地方分権改革から考える 

2. 法律と条例の狭間で 公害防止条例から考える  
3. 義務付け・枠付け 立法分権から考える 

4. 地方自治体の組織と行政 

5. 性的マイノリティの権利擁護と自治体行政―政策法務の具体的展開⑴ 

6. ヘイトスピーチ禁止条例と自治体行政―政策法務の具体的展開⑵ 

7. 外国人住民の人権問題―政策法務の具体的展開⑶ 
8. 自治体公共調達の可能性―政策法務の具体的展開⑷ 

9. 公契約条例の法的検討―政策法務の具体的展開⑸ 
10. 相談支援の福祉行政の新展開―政策法務の具体的展開⑹ 

11. 児童虐待と危機管理－政策法務の具体的展開⑺ 

12. ドメスティックバイオレンスと女性支援ー政策法務の具体的展開⑻ 
13. 演習 設定課題に関するリポートの報告 

14. 演習 設定課題に関するリポートの報告 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業計画に記した政策法務上の課題からいくつかを選択し、調査し、授業時間で発表していただきます。 

演習では 事前に自ら設定した政策法務上の課題についてリポートしていただきます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/最終レポート(Final Report)(40%)/毎回授業時のリアクションペーパー(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

受講者と相談の上決定する 

 

参考文献（Readings） 
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1. 磯崎初仁、2018、『自治体政策法務講義改訂版』、第一法規 (ISBN:978‐4474063068) 

2. 北村喜宣ほか、2017、『自治体政策法務の理論と課題別実践』、第一法規 (ISBN:978‐4474059917) 

3. 鈴木秀洋、2021、『社会的弱者にしない自治体法務』、第一法規 (ISBN:978‐4474071650) 

受講者と相談の上決定する 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD328 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD328／社会調査特論 
(Social Research) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

現代社会における社会調査の課題と量的データ分析の基礎 

担当者名 

（Instructor） 
澤口 恵一(SAWAGUCHI KEIICHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6120 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

現代社会における社会調査法の重要な論点について学んだ後に、量的データを用いた論文を書くための方法として、標本調査

によるデータの収集法と基本的な集計法や検定法を理解し実践的に使いこなせるようになることを目標とします。 

 

After learning the important points of debate for methods of social research in modern society, our aim is to understand the 

methods for collecting data through surveys and the basic tabulation and verification techniques and how to wield them for the 

purpose of writing a thesis using quantitative data. 
 

授業の内容（Course Contents） 

ある程度社会調査法についての理解があることを前提に、現代社会における社会調査を実践する際の留意事項について学びま

す。標本調査のデータを集計・分析し、レポートを書くための基礎的な能力を養います。具体的な課題としては、推定（平均、分
散）と検定（カイ２乗検定、ｔ検定、分散分析、無相関の検定、分散分析）を扱い、計量的分析の技法について理解を深めます。ソ

フトウエア（SPSS）を使用した演習によって統計パッケージソフトの扱い方についても学ぶことができます。授業は演習形式で行
い学生各自が統計パッケージソフトを使いながら教員が配布する教育用のデータを処理していきます。 

 

You will learn the points to be aware of when carrying out social research in modern society, assuming at least a rudimentary  

understanding of social research methodology. You will cultivate the fundamental ability to collect and analyze data from sample 

surveys and to write a report. Concrete topics include using inferencing (averaging, distribution) and verification (chi -squared 

tests, t-tests, distribution analysis, no-correlation tests, distribution analysis), and you will deepen your understanding of the 

techniques of metrical analysis. You can also learn how to use a statistics software package by taking seminars on using such  
software (SPSS). The class is carried out in seminar-fashion, where students will use the statistics package software to analyze 

the training data distributed to them by the faculty. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 実証的研究の要点  
研究者が熟知すべき調査倫理とそれを守るための具体的なポイントについて概説する。調査全体の過程における実査の

位置づけなどを学ぶ。概念化と測定・変数，作業仮説の提示の仕方について学習する。 
2. 調査設計の要点<br>質的調査と量的調査の違い、全数調査と標本調査、横断的調査と縦断的調査など、調査デザインの

多様性とそれぞれの利点について学ぶ。 

3. 標本抽出の方法 
標本調査を行う際に必要となる標本抽出の方法について学ぶ。有為抽出と無作為抽出、全国調査を実施する際の抽出法

の実際、回収率低下の問題、RDD やエリア・エリアサンプリングの手法について学ぶ。 
4. 調査票の設計と調査項目の作成 

調査票をデザインする際に留意すべき要点を学び、ワーディング、ダブルバーレル質問など調査票作成時の注意点を理解

する。 

5. 実査における諸課題 

調査員へのインストラクション、自計式、他計式に分類される各種調査法の長所と短所について理解を深める。また回収率

の向上のために行うべき手法や欠票の処理、メイキングの防止、エディティングやアフターコーディング、データクリーニング

といった調査票回収後の処理について学ぶ。 
6. 基本的な集計法 

データの構造、単変数による分布の確認、平均値、標準偏差などについて学ぶ。 

7. 2変数間の関連 

クロス集計表、平均の差、相関係数、属性相関係数について学ぶ。 

8. 推定の論理(1) 

確率変数、正規分布の性質について理解した後に、中心極限定理、母平均の推定法について学ぶ。 

あわせて母平均の推定に必要となる母分散の推定についても学ぶ。 
9. 推定の論理(2)<br>母比率の推定について学び標本数と標準誤差との関連について理解する。 

10. 検定の論理 
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統計的検定の論理についてカイ 2乗検定を例にあげて学ぶ。また標本数と検定統計量との関とし p値の意味について正し

く理解をする。 
11. 検定の手法(1) 

平均の差の検定の手法としてｔ検定について学ぶ。 
12. 検定の手法(2)  

平均の差の検定の手法として一元配置分散分析について学ぶ。 

13. 検定の手法(3)  
無相関の検定について理解する。以上の基本的な検定法を学び終えた後に標本数と検出力について学ぶ。分析結果の記

述の方法として、社会学の報告書や論文の事例をもとに基本的な集計法や検定法の示し方について学ぶ。 
14. 総括 

授業で学んだ主要な事柄について総括をする。 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業での学習事項に関連する資料、統計データ、論文などを各回で紹介するので授業後にそれらを読みこみ理解度を高めてい
ただきたいと思います。個別の文献については別途授業時に指示をします。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

課題（10回の課題を出し各回の比率を１０％として評価する）(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

教員作成の資料を毎回の授業で配布する 

 

参考文献（Readings） 

1. 盛山和夫、2004、『社会調査法入門』、有斐閣 (ISBN:978-4641183056) 

2. 中道實、1997、『社会調査方法論』、恒星社厚生閣 (ISBN:4-7699-0839-3) 

3. 澤口恵一、2008、『分布をみる・よむ・かく−社会統計学入門−』、学文社 (ISBN:978-4-7620-1835-0) 

4. 石村貞夫・石村光資郎、2013、『SPSSによる統計処理の手順』、東京図書 (ISBN:978-4489021695) 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD330 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD330／量的調査特論 
(Quantitative Research) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

社会学における多変量解析の実践―アウトプットの解釈とプレゼンテーションの流儀ま
で― 

担当者名 

（Instructor） 
澤口 恵一(SAWAGUCHI KEIICHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6120 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・多変量解析のさまざまな技法の特徴をデータの性質や分析の目的と関連づけて説明することができる。 

・多変量解析の技法をもちいた社会学の論文を読み込み、提示された結果について自ら説明することができる。 

・統計処理ソフトをもちいて自らデータを分析し、その結果を説明することができる。 

 

The aim is to thoroughly learn several important multivariate analysis techniques that are necessary for reading and writing 

academic papers. You will understand the methods for drawing out knowledge from the fundamental multivariate analysis 
methods and present it in an academic paper. 

 

授業の内容（Course Contents） 

論文を理解し自ら執筆するために必要な多変量解析の基本的な技法について習熟することを目的とする。基本的なデータの処
理、集計法、検定法に関する知識の確認をした後、多変量解析法の実際について学習をしていく。教員が作成した日本の社会に

関する学習用のデータを使用し、各自が分析課題を自ら設定し、論文の執筆を想定した仮説検証型の分析を行っていく。受講生
各自が実際に統計パッケージソフトで分析を実践し、各分析技法を活用した社会学の論文講読と分析結果の読み解きを行う演

習方式の授業である。 

 

After reviewing your knowledge about basic data processing, totaling methods, and testing methods, you will learn about the 

current methods for multivariate analysis. Using data for training, you will set your own ana lysis problems and then perform a 

hypothetical verification analysis as if you were writing an academic paper. In this seminar, each student will proceed with a 

practical analysis using the SPSS statistical software package and report on the results. This course is intended to be certified 
as a certification course for specialized social researcher (I). Students who are not proficient in social research or statis tics can 

take this course while self-studying from approved textbooks, so this will not be a barrier to taking this course.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業の概要・多変量解析とは何か 
この授業を学ぶうえで前提となる知識の確認をした後に、多変量解析の目的、利点、授業で学ぶ主要な手法の概要につい

て学ぶ。 
2. 分散分析 1 

使用の目的、群内変動と群間変動、F 値の計算法と F 分布について学ぶ。 

3. 分散分析 2<br>多元配置分散分析、コントロールとエラボレーション 
4. 分散分析 2  

多元配置分散分析の実践、コントロールとエラボレーションについて学ぶ。 
分散分析 3  

主効果と交互作用効果、論文での提示法について学ぶ。 

5. 重回帰分析 1 

使用法、回帰係数や定数などの基本概念、モデルによる予測、決定係数について学ぶ。 

6. 重回帰分析 2 

分析の実践、標準化回帰係数、コントロールとエラボレーションについて学ぶ。 

7. 重回帰分析 3 
ダミー変数を使用した分析、論文での提示法について学ぶ。ロジスティック回帰分析をはじめとする回帰分析の応用的手法

を学ぶ。 

8. 因子分析 1 

使用の目的、因子負荷量、共通性、固有値、寄与率などの基本概念について学ぶ。直交回転、斜交回転について理解す

る。 

9. 因子分析 2 

因子負荷量の解釈、分析の実践について学ぶ。因子数の決定をいかにすべきか理解する。 
10. 因子分析 3    

因子得点の利用、論文での提示法について学ぶ。 



 - 53 - 

11. 主成分分析 

使用法、基本概念、主成分特点の利用、論文での提示法について学ぶ。 
12. 尺度の信頼性と妥当性 

信頼性と妥当性の定義、α係数とはなにか、αを高くするために必要なこと、論文での提示法について学ぶ。 
13. クラスター分析 

使用法、基本概念、分析の実践、論文での提示法について学ぶ。 

14. 総括 
多変量解析を行う上での主要な注意点、多変量解析の発展的な学習法について学ぶ。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

社会調査法と推測統計に関する基礎知識を身につけておく必要があります。授業での学習事項に関連した統計データ、資料、論

文などの文献について別途授業中に指示をするので、それらを読みこみ理解度を高めていただきたいと思います。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

課題（10％×10回）(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

教員の作成した資料，複数の公表された論文を資料として用いながら学ぶ。 

 

参考文献（Readings） 

1. 小塩真司、2020、『研究事例で学ぶ SPSS と Amos による心理・調査データ解析 第 3版』、東京図書 (ISBN:978-

4489023354) 

2. 石村貞夫・石村光資郎、2018、『SPSSによる多変量解析の手順』、東京図書 (ISBN:978-4489022784) 

3. 小杉考司、2007、『社会調査士のための多変量解析』、北大路書房 (ISBN:978-4-7628-2556-9) 

各自の関心・学習到達度に応じて別途複数の文献を指示する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD332 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD332／質的調査特論 
(Qualitative Research) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

質的調査法の展開 

担当者名 

（Instructor） 
天田 城介(AMADA JOUSUKE) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6120 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2023年度以降入学者対象 

春学期集中 

 

授業の目標（Course Objectives） 

社会調査における質的調査法／質的研究法を習得するとともに，様々な具体的な質的調査法／質的研究法に関する基本的理

解を踏まえながら実践的な能力と技法を習得する。 

 

Along with learning qualitative research methods for social research, you will also learn practical abilities and techniques through 

a basic understanding of various concrete qualitative survey methods. 

 

授業の内容（Course Contents） 

新聞・雑誌記事，映像，放送，音楽等の質的データ分析法（内容分析や言説分析等）の習得と同時に，様々な具体的な質的調査

法（インタビュー調査，参与観察法，ドキュメント分析，フィールドワーク，生活史，会話分析等）に関する基本的知識を踏まえ，実

践的な能力と技法を習得する。 
 

At the same time as learning qualitative data analysis methods (content analysis, discourse analysis, etc.) for newspaper and  
magazine articles, film, broadcast, music and so on, you will also learn practical abilities and techniques through basic knowledge 

of concrete qualitative survey methods (interviewing, participant observation, document analysis, fieldwork, life history, 

conversation analysis, etc.). 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 質的調査とは何か 

2. 質的調査法の認識論と方法論 
3. 内容分析 

4. 事例分析法 

5. インタビュー法，フォーカスグループインタビュー 
6. フィールドワーク 

7. 生活史 
8. エスノグラフィー，エスノメソドロジー，ナラティブ・アプローチ，言説分析 

9. 質的データの集計，トランスクリプトの作成 
10. 理論的視座の設定とデータの解読方法 

11. 調査データの解読 

12. 調査結果の解読 
13. 論文の作成方法 

14. 調査倫理・研究倫理 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

準備学習としては，具体的な調査をイメージしながら，自らの研究テーマの研究計画書を作成していくことが望ましい。特に，質的
研究法においては「問い」をいかに初期設定するのかという作業が重要になるため，研究計画書（ないしは自らの研究のイメー

ジ）を構想しておくと飛躍的に質的研究法の理解度は深まる。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席状況ならびに講義中に作成を課す質的研究のリサーチ・デザイン(60%)/小レポート（課題についてのデータ解釈の理解度・
達成度の点検）(20%)/最終レポート(Final Report)(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

特定のテキストは使用しない。第 1回講義の際に 14回分の講義資料を配布する。 

 

参考文献（Readings） 

質的研究法に関する文献は多数あり，また受講生のアプローチもそれぞれ異なるため，第 1回講義の際に文献リストを配布し，

それぞれの具体的方法を習得する中で紹介する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

春学期集中：8月 2日(水）1時限～5時限，3日(木)1時限～5時限，4日(金) 1時限～4時限を予定しています。 

 

天田城介のホームページに関連情報があるため，可能であればそちらも参照すること。 

http://www.josukeamada.com/ 

 

注意事項（Notice） 
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■VD333 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD333／コミュニティ政策研究１ 
(Studies in community development and social policy 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

福祉国家の視点から福祉政策のあり方を考える 

担当者名 

（Instructor） 
木下 武徳(KINOSHITA TAKENORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

福祉国家の経済的・社会的・政治的な対応の歴史とその変化を理解したうえで、将来の私たちの国や社会、そして福祉政策のあ

り方を提起できること。 

 

Understand the history of economic, social, and political responses of the welfare state and its changes, and propose the future 

of our country, society, and welfare policy. 

 

授業の内容（Course Contents） 

福祉国家に関するテキストを利用しながら、福祉国家をどのように捉えるのか、また、経済・社会の変化のなかで国民・市民の福

祉的な問題に国や民間企業、市民はどのように取り組んでいくべきなのかを検討していく。また、アメリカやスウェーデンなどの諸

外国の具体的な福祉政策についても議論をしていきたい。なお、本講義は演習形式で行う。 
 

Using textbooks on the welfare state, how to understand the welfare state, and how the government, private companies, and 
citizens can deal with the welfare problems of the people and citizens in the midst of economic and social changes. We will 

consider whether we should We would also like to discuss specific welfare policies of other countries such as the United States 

and Sweden. This class will be conducted in seminar style. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：本講のねらいと進め方 

2. 福祉国家とは何か 
3. 福祉国家以前 ：戦前の福祉政策 

4. 福祉国家の誕生：戦争と福祉政策 

5. 福祉国家１．０：戦後の福祉政策 
6. 福祉国家の多様性 

7. 福祉国家の問題点 
8. 新自由主義と福祉国家２．０：福祉国家の危機 

9. ポスト工業社会への移行：福祉国家３．０ 
10. なくてはならない福祉国家 

11. 福祉政策の事例１：日本等 

12. 福祉政策の事例２：アメリカ等 
13. 福祉政策の事例３：スウェーデン等 

14. 福祉政策の将来的課題と講義のまとめ 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習として、該当の章を読み、関連する書籍や論文などを踏まえて考察をし、レジュメを作成し、講義時に発表できるようにする。
復習としては、関連する書籍や論文、新聞記事などにより事実確認を行い、自らの知識と見解を深める。 

なお、必要に応じて、講義時や Blackboard で文献等を紹介する。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/講義時の発表・レポート(40%)/講義時の発言・議論への参加(30%) 
3分の 2以上の出席をしていない場合は原則単位取得不可 

 

テキスト（Textbooks） 

1. デビッド・ガーランド、2021、『福祉国家：救貧法の時代からポスト工業社会へ』、白水社 (ISBN:4560098603) 

他に別途指示する場合がある 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

必要に応じて、Blackboard や大学メールを使って講義の準備などについて連絡をすることがある。そのため、大学のメールを適

宜見るようにすること。 

 

注意事項（Notice） 
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■VD334 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD334／コミュニティ政策研究２ 
(Studies in community development and social policy 2) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

・社会開発の意義 
・市民社会の構成要素および社会開発を推進するうえでの役割  

・国際労働移動 
The significance of social development. 

The components of civil society and the role it plays in promoting social development.  

International Labour Migration. 

担当者名 

（Instructor） 
鈴木 弥生(SUZUKI YAYOI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

先進国や国際機関が主導する経済成長志向の援助や開発は, 地球規模で多くの社会問題や環境問題を引き起こしている。そ

れゆえ, これまでの経済開発のパラダイムから脱却し, 人間中心のアプローチを考慮して well-being を推進する社会開発を実施
するための理論と方法を検討する必要がある。 この授業では, 先進国や国際機関による大規模な開発や援助を批判的に検討

し, これまでの研究や議論を通じて重要性を増してきた「社会開発（発展）の意義」について論点を整理する。 また, 市民社会の

構成要素とそれが社会開発（発展）の推進に果たす役割について理解を深める。 さらに, 国際労働移動に焦点を当てる。 

 

 

 

Economic growth-oriented aid and development led by developed countries and international organizations have caused 
numerous social and environmental issues on a global scale. Therefore it is necessary for us to examine theory and practice to 

move away from the current economic growth-oriented paradigm and move toward social development that considers a people-

centered approach and promotes well-being. In this class, you will study issues related to "the significance of social 

development" that have emerged from a critical review of large-scale development and aid by developed countries and 

international organizations through the previous studies and discussion. You will also learn about civil society components a nd 

the role it plays in promoting social development. Also, this class will focus on international labour migration. 

 

授業の内容（Course Contents） 

途上国の開発は，OECD 加盟の先進諸国や国際開発機関による近代的技術の導入と巨額の資金によって諸産業の近代化を図

り，経済成長の達成をめざして進められてきた。そうした援助や大規模開発は，現地で生活する貧困層にどのような影響を及ぼし

ているのであろうか。その影響を分析するなかで認識されるようになった「社会開発の意義」そして「市民社会の役割」について，

文献講読を通して論点を整理する。各自の準備に基づき，演習では活発な議論を展開したい。 

 
Developed countries among the OECD (Organization for Economic Co-operation and Development) and international 

organizations have allowed economic growth in developing countries by modernizing industries and introducing modern 

technologies. What are the influences of aid and large-scale development on the poor living in rural areas? You will examine 

issues through previous studies on "the significance of social development" and "the role of civil society" that have come to be 

recognized as having large impacts. In this class, you are expected to prepare thoroughly, actively participate and participa te in 

the discussion. 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：演習の進め方についての確認 

第 1回目については，必ず参加するようにしてください 

Introduction of class and outline. You are expected to attend the first class. 

2. 研究の背景, 理論, 先行研究, 用語の定義 
Background of the study, Theory, previous study and definition of terms.  

What is known about the background of social issues? : Based on your review of relevant previous study. 

3. 研究課題および研究方法 

What is your theme?   

What made you interested in this subject?  

Study methodology. 

How to write the methods section of a research paper ? 
4. 学生による報告とディスカッション 

Presentation. Participation in-class discussion.  
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5. 学生による報告とディスカッション  

Presentation. Participation in-class discussion.  
6. 学生による報告とディスカッション 

Presentation. Participation in-class discussion.  
7. 基礎文献の輪読および学生による報告（～11回目まで） 

Students will read a textbook in turn and presentation(Seventh through Eleventh classes).  

8. 途上国における社会開発の意義: 近代化論と内発的発展論 (テキスト : 序章と第 1～4章参照） 
The significance of social development in developing countries. 

 Endogenous development versus modernization (Refer to Introduction, Chapter 1, 2, 3 and 4).  
9. 緑の革命導入期における農村組織化の分析（テキスト : 第 1章） 

Analysing of the rural organization process during the introduction years of the Green Revolution (Chapter １). 
10. 途上国における社会開発の意義（テキスト : 序章と第 4章参照） 

英語の文献および DVD（日本語での解説あり）を通して理解を深める    

The significance of social development in developing countries (Refer to Introduction and Chapter 4). 

Refer to previous study and audio-visual aids in English. 

11. 市民社会を構成する現地 NGOs の役割（テキスト : 序章と第 4章参照） 
：コミュニティを基盤として活動する現地 NGOs としての BRAC 

The role of local non-governmental Organizations(NGOs) as a component of civil  society： Community-based approach of 
local NGOs (Refer to Introduction and Chapter 4). 

12. グローバリゼーションと国際労働移動（参考文献 : 鈴木（2018）参照） 

The impact of globalization on international labour migration.  

13. グローバリゼーションと国際労働移動(テキスト : 鈴木（2022）参照） 

・貧困の女性化について  
The impact of globalization on international labour migration. 

The feminization of poverty. 

14. レポート講評，演習まとめ 

Review and Feedback. 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各学生が問題意識に基づいて研究テーマを設定するためには，研究活動の始めとして，社会問題に関する文献や資料を収集
し，先行研究を分析する必要がある。そのことを前提として, 本演習では，各参加学生による報告，活発な議論をとりいれる。そ

のため,事前の準備を要する。 

In order to be able to choose a research topic based on personal interest and problem awareness, it is necessary for each 

student to collect academic literature and material on social issues as possible, and analyze previous studies, as a beginning of 

postgraduate research. On the premise that they have done so, students will make presentations and engage in discussions in 
the class. Therefore, both preparation before the class and participation in class discussions are required. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/報告内容 (Presentation)(40%)/事前準備をしたうえでの演習への参加，議論 (Preparation for 

the class  and Participation in Class Discussion)(20%) 
 

テキスト（Textbooks） 

1. 鈴木弥生、2016、『バングラデシュ農村にみる外国援助と社会開発』、日本評論社 

2. 鈴木弥生、2022、『「アラブ首長国連邦におけるバングラデシュ出身女性の労働実態」『立教大学ジェンダーフォーラム年報』第

23号、21-34頁.』、立教大学ジェンダーフォーラム研究所 
文献および論文は, 立教大学図書館（新座キャンパスと池袋キャンパス）に所蔵されています。そこで閲覧（複写）することもでき

ます。購入必須ではありません。 

その他の資料・文献も適宜紹介します。 

第 4回から第 13回目の具体的な内容は, 履修者と話しあいのうえ決定します。 

  
 

参考文献（Readings） 

1. 鈴木弥生、2007、『「バングラデシュのコミラモデルーー先進国がもちこむ農村開発の虚実」 西川潤編著『社会科学を再構築

する：地域平和と内発的発展』 第５章所収』、明石書店 

2. 西川潤、2018、『2030年未来への選択』、日系プレミアムシリーズ 

3. 西川潤、2011、『グローバル化を超えて』、日本経済新聞出版社 

4. 鈴木弥生、2018、『「ニューヨーク市におけるバングラデシュ出身の移民労働者」『まなびあい』第 10号、160-179頁.』、立教大

学コミュニティ福祉学会 

5. Yayoi Suzuki, Kazuhiko Sato and Zane Ritchie. 2017. A Study of the Living Conditions of Bangladeshi Migrants in New York 

City, Journal of the Institute of Community and Human Services, Vol.5, pp.69-89.. Institute of Community and Human Services, 

Rikkyo University, Japan 

6. Yayoi Suzuki. 2021. The Less Known Side of the Beautiful Atolls in the Maldives: The Actual Working Conditions of g 
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Conditions of  Bangladeshi Migrant Labourers, Journal of the Institute of Community and Human Services, Vol.9, pp.77-99.. 

Institute of Community and Human Services, Rikkyo University, Japan 
7. Yayoi Suzuki. 2020. A Study on the Background of Bangladeshi Migrant Labourers to the United Arab Emirates, Journal of the 

Institute of Community and Human Services, Vol.8, pp. 53-78.. Institute of Community and Human Services, Rikkyo University, 
Japan 

鈴木弥生「ニューヨークに住むバングラデシュ移民の動向」『みらいぶっく 学問・大学なび』（社会・福祉をよくする：こんな研究をし

て世界を変えよう～きみはどんな研究や学問に出会えるか）河合塾 https://www.sekaiwokaeyo.com/theme/k0482/。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

受講前に質問がありましたら, 電子メールで遠慮なく連絡してください。 

Should you have any questions before the class, please let me know via email.  

 

注意事項（Notice） 
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■VD335 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD335／コミュニティ政策研究３ 
(Studies in community development and social policy 3) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

コミュニティ論の系統的レビュー 

担当者名 

（Instructor） 
阪口 毅(SAKAGUCHI TAKESHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

コミュニティ論の主要な理論的系譜を理解し、各々の強みと弱みを把握・比較した上で、コミュニティ研究を遂行するための自身

の理論的視座を持つことができるようになること。 

 

Understanding the major theoretical traditions, comprehending and comparing strengths and weaknesses of each of them, and 

then establishing the theoretical perspective for own research. 

 

授業の内容（Course Contents） 

コミュニティ論の重要文献を輪読し、各々の理論と方法の特徴と各自の調査研究への応用可能性について議論を行う。テキスト

としては、地域社会学、都市社会学、文化人類学等の文献を用いる予定である。扱うテキストの順番や分配等については，受講

者と相談する。  
 

Reading intensively the important literature of community studies and discussing the features of several theory and methods o f 
them and application potentiality for student's research. The texts will be about regional sociology, urban sociology, and cultural 

anthropology. The order and distribution of the texts we will be reading will be discussed with students.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 
2. 講読文献の決定と分担決め 

3. 文献講読（1） 『都市社会学セレクション 1』（仮） 
4. 文献講読（2） 『都市社会学セレクション 2』（仮） 

5. 文献講読（3） 『都市社会学セレクション 3』（仮） 

6. 文献講読（4） 『リーディングス ネットワーク論』（仮） 
7. 文献講読（5） バウマン『コミュニティ』（仮） 

8. 文献講読（6） バウマン『コミュニティ』（仮） 
9. 文献講読（7） デランティ『コミュニティ』（仮） 

10. 文献講読（8） デランティ『コミュニティ』（仮） 
11. 文献講読（9） ギデンズ『モダニティと自己アイデンティティ』（仮） 

12. 文献講読（10） ギデンズ『モダニティと自己アイデンティティ』（仮） 

13. 参加者による研究報告（1） 
14. 参加者による研究報告（2） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

報告の担当者以外も文献を読み進めていることとを前提として議論を行うため、事前の予習が必須である。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

演習への参加の質（出席、報告、議論など）(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは授業時に相談し決定する。別途リストをとりまとめる。 

 

参考文献（Readings） 

1. 松本康編、2011、『近代アーバニズム（都市社会学セレクション 1））』、日本評論社 (ISBN:9784535585928) 

2. 森岡清志編、2012、『都市空間と都市コミュニティ（都市社会学セレクション 2）』、日本評論社 (ISBN:9784535585935) 
3. 町村敬志編、2012、『都市の政治経済学（都市社会学セレクション 3））』、日本評論社 (ISBN:9784535585942) 

4. 野沢慎司編、2006、『リーディングス ネットワーク論』、勁草書房 (ISBN:9784326601943) 

5. ジグムント・バウマン、2017、『コミュニティ──安全と自由の戦場』、筑摩書房 (ISBN:9784480098252) 
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6. ジェラード・デランティ、2006、『コミュニティ──グローバル化と社会理論の変容』、NTT出版 (ISBN:9784757141216) 

7. アンソニー・ギデンズ、2021、『モダニティと自己アイデンティティ』、筑摩書房 (ISBN:9784480510631) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

演習形式であるため、毎回の出席はもちろん、事前準備を含めた「参加の質」が問われます。 

具体的な実施形態は受講生と相談の上で決定します。 
 

注意事項（Notice） 
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■VD336 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD336／コミュニティ政策研究４ 
(Studies in community development and social policy 4) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

パートナーシップを支える仕組み 

担当者名 

（Instructor） 
原田 晃樹(HARADA KOKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業では、日本の地方行政の仕組みや自治体を取り巻く今日的な課題を概観することにより、コミュニティ・非営利組織との

関係のあり方について考察し、今日的なガバナンス論の観点から、地方自治論および行政学の方法論を身につけることを目標と

する。 

 

In this class, we will observe the relationship between local governing concepts/bodies and community/non-profit organizations 

through a survey of contemporary problems facing Japanese local government initiatives and organizations. 
 

授業の内容（Course Contents） 

 近年の先進工業諸国における地方分権改革や公共サービスの民間開放・民営化は、直接的には財政難に直面した政府の負

担軽減に端を発していたものの、次第に、多様な主体によって地域・社会を支える仕組みづくりの模索へと進展しつつある。いわ
ゆるガバナンスといわれる概念であり、今や世界的な潮流になっている。日本においても、こうした流れによって自治体を取り巻く

環境は大きく変化し、大規模な市町村合併もあいまって、自治の基層単位としてのコミュニティやサービス供給主体としての非営
利セクターに関心が集まっている。 

 この授業では、以上のような変化を踏まえ、地方自治や非営利組織に関する基礎的な概念の習得を図ることを目指す。まず、

この授業の前半において基本書・論文を輪読し、後半では受講生各自の問題関心を踏まえながら事例を紹介し、それについて全

員で議論する。 

 

Although the trend in recent years of decentralization and the privatization of public services in advanced industrial nations has 

its origins in cost-cutting by governments facing large financial burdens, a variety of actors have stepped in to provide solutions 
to support regions and communities affected by these changes. This can be called a form of governance and it is a current and 

worldwide trend. In Japan as well, this trend is having a big impact on the environment governing bodies find themselves, and  

coupled with the large-scale municipality mergers, there is a growing interest in the community as the fundamental unit of 

governance and the non-profit sector as the main supplier of services. 

In this class, the aim is to learn the fundamental concepts surrounding local government and non-profit organizations using 

changes such as those mentioned above as the groundwork. 

The first half of this class will consist of critical reading of the base text and academic papers (including English papers as 
required). In the second half, each student will present on a problem they are interested in, and then the whole class will discuss 

the issue. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：授業の進め方、各自の問題関心などの確認 
2. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読①  

3. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読②  

4. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読③ 

5. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読④ 

6. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読⑤ 

7. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読⑥ 

8. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読⑦ 
9. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読⑧ 

10. 各自の問題関心に基づく報告① 

11. 各自の問題関心に基づく報告② 

12. 各自の問題関心に基づく報告③ 

13. 各自の問題関心に基づく報告④ 

14. この授業のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

地方自治・行政学に関する基礎的な理解を図るため、基本書を読んだり、新聞・雑誌等で社会問題に関する情報収集に努めるこ
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と。具体的な内容については、本人の意向を踏まえ指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席点、担当回の報告、議論等への参加状況等を総合的に勘案(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

その他の文献については適宜コピーして配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 藤井敦史・原田晃樹・大高研道、2013、『闘う社会的企業－コミュニティ・エンパワーメントの担い手－』、勁草書房 (ISBN:978-

4-326-60251-3) 
2. 原田晃樹・藤井敦史・松井真理子編、2010、『NPO再構築への道』、勁草書房 (ISBN:978-4-326-60228-5) 

3. 武智秀之、2021、『行政学』、中央大学出版会 (ISBN:978-4-8057-1159-0) 
他に別途指示する可能性がある。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD337 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD337／コミュニティ政策研究５ 
(Studies in community development and social policy 5) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

コミュニティ・エンパワーメント、社会的連帯経済、ミュニシパリズム 

担当者名 

（Instructor） 
藤井 敦史(FUJII ATSUSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

社会的排除問題が深刻化する中で，コミュニティをどのように再生し，エンパワーメントしていくことが可能なのか，英国のコミュニ

ティ開発論、社会的連帯経済論、ミュニシパリズム論等に関わる文献を多読しながら学ぶ。 

 

This course aims for understanding community empowerment by reading a lot of literatture about community devel opment, 

social solidarity economy, municipalism and so on. 

 

授業の内容（Course Contents） 

今日，社会的排除を解決する社会的包摂の主体として，社会的企業が注目を集めている。しかし，社会的企業は，単に「ビジネ

スで社会問題を解決する」組織ではなく，市民社会を基盤とした連帯的な経済、すなわち、社会的連帯経済の担い手として存在し

ている。そうした社会的連帯経済について，それを支えるコミュニティ・エンパワーメントの手法やミュニシパリズム（地域自治主
義）について、洋書を含む多様な文献を多読しながら考察していきたい。 

 
Today, social enterprises are attracting attention as agents of social inclusion to solve social exclusion. However, social 

enterprises are not simply organizations that "solve social problems through business," but exi st as players of social solidarity 

economy based on civil society. We would like to consider social solidarity economy, and various community empowerment 

methodology that support social solidarity economy, while reading a wide variety of literature, includ ing foreign books. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. コミュニティ開発に関する文献の読解（１）英国のコミュニティ開発論 

3. コミュニティ開発に関する文献の読解（２）コミュニティ・オーガナイジングとは何か？ 

4. コミュニティ開発に関する文献の読解（３）アセットを基盤とするコミュニティ開発 
5. 社会的連帯経済に関する文献の読解（１）コモンズとは何か 

6. 社会的連帯経済に関する文献の読解（２）コモンズの成立要件 
7. 社会的連帯経済に関する文献の読解（３）社会的連帯経済の理論枠組み 

8. 社会的連帯経済に関する文献の読解（４）ポランニー経済学 
9. 社会的連帯経済に関する文献の読解（５）社会的連帯経済と制度・政策 

10. ミュニシパリズムに関する文献の読解（１）ケアの政治 

11. ミュニシパリズムに関する文献の読解（２）恐れない都市 
12. 参加者によるオリジナル報告（１） 

13. 参加者によるオリジナル報（２） 
14. 全体のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

社会的連帯経済による地域再生や社会的包摂の可能性や課題について検討するために，拙編著やコミュニティ開発と社会的連

帯経済に関する文献を幅広く輪読していく。これらのテーマに関する文献リストも配布する。また、参加者のオリジナル報告も適
宜入れながら進めていきたい。学外で社会的連帯経済推進フォーラムという研究会も主催しているので，そちらも是非参加して頂

けると良いと思う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業での報告(70%)/授業への出席および授業参加度(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 藤井敦史編、2022、『地域で社会のつながりをつくり直す社会的連帯経済』、彩流社 

David Bollier 2014 Think Like A Commoner, A Short Introduction to the Life of the Commons, New Society Publishers. Gilchrist 
and Taylor 2022 The short Guide to community development 3rd edition, Policy Press. ポランニー, K.（新訳／野口健彦・楢原学
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訳）2009『大転換―市場社会の形成と崩壊』、東洋経済新報社等、授業内で他の文献も適宜指示する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 藤井・原田・大高、2013、『闘う社会的企業―コミュニティ・エンパワーメントの担い手』、勁草書房 

2. M. ボルトン、2020、『社会はこうやって変える』、法律文化社 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

社会的連帯経済推進フォーラムの HP https://sse.jp.net/ 
アジア太平洋資料センター（PARC）の HP http://www.parc-jp.org/ 

 

注意事項（Notice） 
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■VD338 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD338／コミュニティ政策研究６ 
(Studies in community development and social policy 6) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

福祉国家の発展・縮減・再編をめぐる理論的・実証的分析 

担当者名 

（Instructor） 
濵田 江里子(HAMADA ERIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本授業では比較政治学、政治経済学の知見に基づいて、福祉国家の発展・縮減・再編に関する理論研究と実証研究に関する動

向を把握することを目標とする。理論研究・実証研究それぞれにおける最先端の議論を理解し、それらを自らの研究に生かせる

ようになることを目指す。 

 

The aim of this class is to understand the theoretical and empirical arguments surrounding welfare state emergence, reduction , 

and reform by studying cases in advanced industrialized democracies, such as Japan and European nations. 
 

授業の内容（Course Contents） 

第二次大戦後、多くの先進国で福祉国家が成立したが、一口に「福祉国家」といってもその形は多様である。なぜ各国で異なるタ

イプの福祉国家が誕生したのか、福祉国家が発展・変化・持続するのはなぜなのか。グローバル化や産業構造の変化、少子高
齢化といった共通の課題に直面しているにもかかわらず、なぜそうした変化に対応すべく社会保障制度をアップデートすることが

できた国と、できていない国があるのか。こうした違いは政治のあり方によって生み出されており、本授業では比較政治学や政治
経済学の視点から多様な福祉国家について考えていく。 

授業の前半は全員で共通のテキストを輪読しての議論、後半は各自の問題関心に沿った研究発表を行ってもらう。なお、輪読す

るテキストには英語文献も用いる（２〜３回程度）。 

 

Despite the fact that advanced industrialized nations face similar challenges such as globalization,  post-industrialization, and 

an aging society, reforms to update the social protection system differ greatly among nations.  This class will look into the 

politics behind welfare state emergence and  reforms. 
The first ten classes will consist of critically reading texts and conducting text-based discussions, the rest will be allocated to 

individual student presentations. Please be aware that some of the texts used in this class will be in English.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：授業の概要・進め方、受講生の問題関心の確認・共有、輪読文献の決定 
2. 福祉国家形成の歴史的視座 

3. 福祉国家の政治経済学 
4. 福祉国家の類型論 

5. 福祉国家の発展期をめぐる理論：権力資源動員論 

6. 福祉国家への変容圧力 
7. 福祉国家の縮減期をめぐる理論：経路依存性 

8. 福祉国家のゆくえ 
9. 福祉国家の再編期をめぐる理論：アイディアと言説政治論 

10. 事例研究①：東アジア 

11. 事例研究②：ヨーロッパ 

12. 個別報告① 

13. 個別報告 2 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習：指定された課題文献を読み、内容を理解し、授業で文献の内容に基づいたディスカッションができるように準備してくるこ

と。各回とも全員が課題文献を読んできていることを前提に議論を進める。加えて、報告担当者は該当文献を読んだ上で、関連
する書籍や知見を踏まえたレジュメを作成し、授業時に発表できるように準備をすること。 

復習：授業で扱った内容や分析手法を用いて、各自自身の研究を進めること。 
その他：日常的に新聞やニュースに目を通したり、関連する書籍や論文を読んで、自分の問題関心やテーマについて情報収集や

知見を深める作業を行うこと。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への出席および授業内での議論への参加状況（30％）、担当回の報告（30％）、期末レポート（40％）を総合的に判断する

(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

輪読するテキストは受講生の問題関心を確認した上で、別途授業内で指示と決定を行う。 
英語文献を輪読する回を複数回設ける（２〜３回）。 

 

参考文献（Readings） 

1. 鎮目真人、近藤正基（編）、2013、『比較福祉国家ー理論・計量・各国事例』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623066629) 

2. 田中拓道、2017、『福祉政治史ー格差に抗するデモクラシー』、勁草書房 (ISBN:978-4-326-35169-5) 
3. Beland, Daniel, Kimberly Morgan, Herbert Orbinger. 2022. The Oxford Handbook of the Welfare State (second edition). Oxf ord 

University Press (ISBN:978-0198828389) 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業内で扱うテーマや受講生の問題関心に即したシンポジウムや講演会を適宜紹介するので、関心のある者は積極的に参加し
てほしい。 

 

注意事項（Notice） 
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■VD339 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD339／コミュニティ政策研究７ 
(Studies in community development and social policy 7) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

社会保障の批判的政策分析 

担当者名 

（Instructor） 
畠中 亨(HATANAKA TOHRU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

福祉国家における社会保障の役割と限界に関する理論と、社会保障を対象とした最新の実証研究の動向を理解し、政策の批判

的分析方法を修得する。 

 

We work for understanding the theory of the role and limitations of social security in the welfare state and the latest trends in 

empirical research on social security. Then we will acquire critical analysis methods for policy. 

 

授業の内容（Course Contents） 

福祉国家の誕生時に社会保障は制度化され、その社会問題が変容・拡大するとともに社会保障も変化を続けてきた。また、社会

保障自体が新たな社会問題を生み出す現象もみられる。現在実施されている社会保障制度が有効であるのか、制度のどこに問

題があるのか、有効と思われる制度がなぜ実現しないのか、といった研究課題に対応した政策の批判的分析方法を最新の研究
動向から学ぶ。 

 
Social security was institutionalized at the birth of the welfare state, and as its social problems have changed and expanded , 

social security has also continued to change. In addition, there is a phenomenon that social security itself creates new social 

problems. In this course, we will learn from the latest research trends how to critically analyze policies in response to res earch 

questions such as whether the social security systems currently in place are effective, what are the problems with the s ystems, 

and why the systems that seem to be effective are not being realized. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 各自の研究課題・問題関心の確認 

2. 社会保障の有効性に関する実証研究の動向① 

3. 社会保障の有効性に関する実証研究の動向② 
4. 社会保障の有効性に関する実証研究の動向③ 

5. 受講生によるプレゼンテーション① 
6. 社会保障制度に関する批判的研究の動向① 

7. 社会保障制度に関する批判的研究の動向② 
8. 社会保障制度に関する批判的研究の動向③ 

9. 受講生によるプレゼンテーション② 

10. 社会保障の政策過程に関する研究の動向① 
11. 社会保障の政策過程に関する研究の動向② 

12. 社会保障の政策過程に関する研究の動向③ 
13. 受講生によるプレゼンテーション③ 

14. 社会保障の新たな政策分析方法を考える 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前学修：指定した文献を読み内容を理解しておくこと。 
事後学修：授業内で検討した論文に用いられた分析手法を取り入れ、自身の研究を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

議論への参加状況(50%)/プレゼンテーションの内容(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

『社会政策』（学会誌）、『季刊社会保障研究』等のジャーナル、最新図書等から論文をピックアップし授業内で検討する。他に別

途指示する可能性がある。 

 

参考文献（Readings） 
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1. 木村和範、2013年、『格差は「見かけ上」か―所得分布の統計解析』、日本経済評論社 (ISBN:978-4818822641) 

2. 山田篤裕,駒村康平,四方理人,田中聡一郎,丸山桂、2018年、『最低生活保障の実証分析 -- 生活保護制度の課題と将来構

想』、有斐閣 (ISBN:978-4641174375) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD340 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD340／コミュニティ政策研究８ 
(Studies in community development and social policy 8) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

社会運動論の理論と方法 

担当者名 

（Instructor） 
原田 峻(HARADA SHUN) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

(1) 社会運動論の主要な理論と方法を理解し、それぞれの強みと弱みを比較できるようになること。 

(2) 各自のコミュニティ政策研究に社会運動論の理論と方法を応用できるようになること。 

 

The goals of this course are to  

(1) Understand the main theories and methods of social movement studies, and compare their strengths and weaknes ses. 

(2) Apply the theory and method of social movement studies to each research on community development and social policy. 
 

授業の内容（Course Contents） 

近年、国内では脱原発運動や反安保法制運動、世界では#MeToo運動や Black Lives Matter運動など、社会を変える主体とし

て社会運動が再び注目を集めている。また、反貧困、LGBT、自殺対策などのテーマにおいて、NPO等によるロビイング（アドボカ
シー）が政策に影響を与えるようになった。こうした社会運動を分析するために、社会学や政治学で社会運動論の理論と方法が

蓄積されてきた。 
本授業では、コミュニティ政策の動態的な側面を理解するため、社会運動論の理論と方法を習得することを目指す。前半では最

近の社会運動関連の文献（必要に応じて英語文献を含む）を、担当者にレジュメで報告してもらいながら輪読する。後半では受講

生に関心のある社会運動について調べて順番に報告してもらい、それについて全員で議論する。これらを通して、各自のコミュニ

ティ政策研究に応用できるようになることを目指す。 

 

In recent years, social movements such as anti-nuclear movement and anti-security legislation movement in Japan, and the 

#MeToo movement and the Black Lives Matter movement in the world have been attracting attention again as  the actors that 
change society. In addition, lobbying (advocacy) by NPOs has come to influence policies on themes such as anti -poverty, LGBT, 

and suicide countermeasures. In order to analyze these social movements, theories and methods of social movement studies 

have been accumulated in sociology and political science. 

This course aims to learn the theory and methods of social movement studies in order to understand the dynamic aspects of 

community development and social policy. In the first half, we will read recent social movement-related literature (including 

English literature if necessary) by turns. In the second half, each student will make a presentation about their concerns and  

discuss it with everyone. By the end of the course, students should apply social movement studies to each research on 
community development and social policy. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：授業の進め方、各自の問題関心などの確認 

2. 社会運動論の基礎知識 
3. 文献の輪読① 『問いからはじめる社会運動論』第 1章（仮） 

4. 文献の輪読② 『問いからはじめる社会運動論』第 2章（仮） 

5. 文献の輪読③ 『問いからはじめる社会運動論』第 3章（仮） 

6. 文献の輪読④ 『問いからはじめる社会運動論』第 4章（仮） 

7. 文献の輪読⑤ 『問いからはじめる社会運動論』第 5章（仮） 

8. 文献の輪読⑥ 『問いからはじめる社会運動論』第 6章（仮） 

9. 各自の関心のある社会運動について報告① 
10. 各自の関心のある社会運動について報告② 

11. 各自の関心のある社会運動について報告③ 

12. 各自の関心のある社会運動について報告④ 

13. 各自の関心のある社会運動について報告⑤ 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

報告担当者以外も文献を読んでいることを前提に授業を行うため、事前の予習が必須である。 

また、新聞・雑誌等で社会運動に関する情報収集に努めること。具体的な内容については、本人の意向を踏まえ指示する。 
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成績評価方法・基準（Evaluation） 

担当回の報告(70%)/議論等への参加状況(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 濱西栄司ほか、2020、『問いからはじめる社会運動論』、有斐閣 (ISBN:9784641150775) 

2. 樋口直人ほか編、2020、『３・１１後の社会運動―８万人のデータから分かったこと』、筑摩書房 (ISBN:9784480016980) 

3. 原田峻、2020、『ロビイングの政治社会学―NPO法制定・改正をめぐる政策過程と社会運動』、有斐閣 (ISBN:9784641174559) 

テキストは授業初回に履修者と相談して決定する。上記の他に別途指示する場合がある。 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD341 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD341／ソーシャルワーク研究１ 
(Studies in social work 1) 

担当者名 
（Instructor） 

杉山 明伸(SUGIYAMA AKINOBU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

医療・福祉・介護現場での『連携』について理解を深めることを目指します。 

 
Our aim is to deepen understanding about cooperation at medical, well-being and care-giving institutions. 

 

授業の内容（Course Contents） 

講義による問題提起に続いて，受講生から実践報告または関連情報報告をしていただきます。これらに基づいて討議・考察しま

す。実践現場のない人には情報収集のポイントを提示します。 

 
Continuing on from problems introduced in the lectures, students will make reports on real-life practice and/or related 

information. We will then debate and examine based on these reports. Students with no practical experience will receive 
pointers on information collection. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 社会福祉領域の連携 
3. 保健医療領域の連携 

4. 社会保障制度の変遷 

5. 連携が導入された社会的背景 

6. 連携に関わる医療・福祉・介護専門職 

7. 連携の種類 

8. 専門職連携教育（IPE）と専門職連携実践（IPW） 

9. チームの類型と連携 
10. ケアマネジメントと連携 

11. 連携の岐路：システム志向と利用者志向 
12. 連携の実践例 

13. ソーシャルワーカーにとっての連携の意味 

14. 医療・福祉・介護現場で連携する際の要点 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

福祉実践現場など対人援助業務に従事している人は，身近にある連携の実例について報告できるように整理しておいてくださ

い。実践現場に従事していない人は，日常的に新聞・ニュース等で連携に関連する記事に関心を持ち，連携について情報を集め

るように心がけてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

特にありません。 
 

参考文献（Readings） 

必要に応じて紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD342 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD342／ソーシャルワーク研究２ 
(Studies in social work 2) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

地域福祉の現状・課題とその展望 

担当者名 

（Instructor） 
豊田 宗裕(TOYODA MUNEHIRO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

①地域福祉に関わる様々な課題について関心をもつことができる。 

②地域福祉を巡る様々な事象の背景、要因、意味を多元的にとらえることができる。 

③地域福祉の課題に対するアプローチ方法を構想することができる。 

 

(1) Students have an interest in the various issues regarding local welfare. 
(2) Students can grasp from multiple angles the background, causes and meanings of various phenomena surrounding local 

welfare. 

(3) Students can construct approaches for dealing with the issues of local welfare. 

 

授業の内容（Course Contents） 

地域福祉の現状と課題に関わるテーマを設定し、受講生からのレポートと問題提起を受け、ディスカッションを行い、テーマに関
する理解を深める。地域福祉とは何か、先駆的な実践の展開の状況及び国内各地の実践の動向、政策の動向、研究の動向を

把握しながら、今後の地域福祉のあり方について検討する。 

 

Students will select a theme regarding the state and issues of local welfare, and we will deepen our understanding  of the theme 

through discussion following a report and problems raised by the student. We will discuss the future shape of local welfare by 

understanding what local welfare is, the state of developments in the state-of-the-art, and the direction of practice at the local 

level, in policy and in research. 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. 地域福祉という概念 
2. コミュニティとアソシエーション 

3. 地域包括ケアシステム、包括的支援体制 
4. コミュニティソーシャルワーク 

5. 超高齢社会の課題 

6. 少子社会の課題 

7. 多文化共生社会の課題 

8. 地域福祉計画、地域福祉活動計画 
9. 住民参加、当事者参加 

10. 社会福祉協議会の現状と課題 
11. 地域福祉と助成事業 

12. ボランティア、市民活動組織 

13. 災害と地域福祉 

14. 地域福祉と福祉政策 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

次回の授業のテーマに関わるキーワードをあらかじめ調べてくること。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表内容(30%)/議論への参加度(30%)/リアクションペーパー(20%)/最終レポート(Final Report)(20%) 
 

テキスト（Textbooks） 

特に指定しない。適宜資料を配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 妻鹿ふみ子編著、2010、『地域福祉の今を学ぶ』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4-623-05691 ｰ 0) 
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2. 上野谷加代子他編著、2019、『新版『よくわかる地域福祉』』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4623085927) 

3. 全国社会福祉協議会、2022、『月刊 福祉』、全国社会福祉協議会 
授業の進行に合わせて、適宜、紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD343 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD343／ソーシャルワーク研究３ 
(Studies in social work 3) 

担当者名 
（Instructor） 

後藤 広史(GOTO HIROSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・生活困窮（者）の実態について理解を深める 

・生活困窮（者）の自立支援の在り方について考察を深める 
・先行研究から自身の研究課題を明確化する 

 

• Understanding the notions of poverty  

• Deepening investigation into the state of self-reliance support for the needy people. 

・Clarify own research question from  previous studies 
 

授業の内容（Course Contents） 

本授業では、講義、文献・論文講読、受講生による発表（プレゼンテーション）を通して生活困窮者の自立支援についてソーシャ

ルワークの観点から理解を深め、その在り方について検討する。 

 
In this class, we will deepen our understanding of self-reliance support for the needy people from the point of view of social 

work through lectures, reading of the literature and academic papers, and presentations by students, and discuss the state of  

such support programs. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション―本授業の進め方・留意点 
2. 準備講義①－貧困・社会的排除・生活困窮とはなにか 

3. 準備講義②－貧困・相対的剥奪の量／貧困の世代間連鎖 

4. 準備講義③―生活困窮と自立支援をめぐる諸論点 

5. 文献講読① 

6. 論文講読② 

7. 受講生によるプレゼンテーション① 

8. 文献講読③ 
9. 論文講読④ 

10. 受講生によるプレゼンテーション② 

11. 文献講読⑤ 

12. 論文講読⑥ 

13. 受講生によるプレゼンテーション③ 

14. 授業のまとめ 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前学修：授業終了時に扱う文献・論文のポイントについて説明する。それを踏まえてそれらを分析的に熟読しておくこと。 

事後学修：授業終了時に、理解を深めるための文献・論文について提示する。熟読し理解を深めておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

プレゼンテーション内容(50%)/授業参画度(50%) 

留意事項については初回の授業時で説明する。 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用しない。 

 

参考文献（Readings） 

初回の授業で参考文献のリストを配布する。文献・論文講読で扱うものは、受講生の関心に合わせて調整する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■VD344 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD344／ソーシャルワーク研究４ 
(Studies in social work 4) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

ソーシャルワークにおけるアドボカシー再考 

担当者名 

（Instructor） 
飯村 史恵(IIMURA FUMIE) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本では近年、社会福祉における「権利擁護」が、判断能力の不十分な人々の契約制度や財産管理を担う成年後見制度との文

脈で語られることが多くなってきている。しかし、社会正義、人権、集団的責任および多様性尊重を中核とするソーシャルワーク専

門職のグローバル定義を参照し、権利とは何かを根源的に問えば、利用者を取り巻く日常生活を権利の観点から多角的に捉え

直す必要があり、そこから新たな問題が浮上してくる。本講義では、権利の本質を具体的な事例を通して、受講者と共に討論し、

論点を共有し合いながら、理解を深めることを目標とする。 

 
In Japan, "advocacy" in social work is often discussed in the context of the adult guardianship system. To fundamentally 

question what advocacy is, we need to refer to a global definition of the social work profession that has social justice, human 

rights, collective responsibility and respect for diversity at its core. Then we will reconsider users' daily lives in terms of ri ghts, 

and we will notice new problems. The purpose of this lecture is to deepen understanding of the essence of advocacy by 

discussing it with the students through concrete examples and sharing points of discussion. 

 

授業の内容（Course Contents） 

授業は、授業計画に提示したサブテーマに応じて進めることを予定しているが、受講者各自の研究テーマに即したディスカッショ

ンの機会を設けつつ、柔軟な授業運営に努めたいと考えている。 

大学院の授業であるため、教員によるレクチャーのみならず、受講生自身によるプレゼンテーションや話題提供を積極的に取り

入れ、双方向ディスカッションをメインにして進める予定である。 

 

Classes are planned to proceed according to the sub-themes presented in the class plan, but I would like to strive for flexible 
class management while providing opportunities for discussion based on the research theme of each student. 

Since this is a graduate course, we plan to actively incorporate not only lectures by faculty members, but also presentations  

and topic proposals by students themselves, with a focus on two-way discussion. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ノーマライゼーション理念と日本の実情 

2. 社会福祉の固有性を考える 
3. 障害者権利条約を貫く原理と人権モデルの今後 

4. 生命倫理と意思決定支援 

5. 権利行使と本人中心の支援：カリフォルニア州における知的障害者支援を例に 
6. 自己決定権と「能力」を巡る論点：成年後見制度の批判的検討 

7. 社会福祉協議会と「権利擁護活動」 
8. 事例検討：スティグマ 

9. 事例検討：社会的包摂 

10. 事例検討：社会福祉の実践モデル 

11. 事例検討：地域における共生社会の実現 

12. 事例検討：当事者研究 

13. 事例検討：当事者参加・住民参加 

14. まとめ 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

受講者各自の研究テーマに即したプレゼンテーションの準備及び時間外学習を実施すること。詳細については、授業時に指示す
る。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業における参加状況(40%)/授業内プレゼンテーション(40%)/最終レポート(Final Report)(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 
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特に指定しない。 

 

参考文献（Readings） 

授業時に適宜提示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD345 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD345／ソーシャルワーク研究５ 
(Studies in social work 5) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

刑事司法ソーシャルワーク臨床と司法福祉学理論とを架橋する 

担当者名 

（Instructor） 
掛川 直之(KAKEGAWA NAOYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・出所者／受刑者が罪を犯した背景について理解を深める 

・刑事司法ソーシャルワークのあり方について考察を深める 

・先行研究から自身の研究課題を明確化する 

 

Understand the background of the crime 

Learn about forensic social work practice 
Clarify own research question from previous studies  

 

授業の内容（Course Contents） 

本授業では、講義、文献・論文講読、受講生による発表（プレゼンテーション）をとおして出所者についてソーシャルワークの観点
から理解を深め、そのあり方について検討する。 

 
In this class,  through lectures, reading of literature and  academic papers, and presentations by students, students will gain 

an understanding of people who have been released from prison from a social work perspective. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 講義① 

3. 文献講読①-1 
4. 文献講読①-2 

5. 受講生によるプレゼンテーション① 

6. 講義② 
7. 文献講読②-1 

8. 文献講読②-2 
9. 受講生によるプレゼンテーション② 

10. 講義③ 
11. 文献講読③-1 

12. 文献講読③-2 

13. 受講生によるプレゼンテーション③ 
14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前学修：授業終了時に次回扱う文献・論文のポイントについて説明する。それを踏まえてそれらを分析的に熟読しておくこと。 

事後学修：授業終了時に、理解を深めるための文献・論文について提示する。それらを熟読し理解を深めておくこと。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

プレゼンテーション内容(50%)/授業参画度(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 掛川直之著、2020、『犯罪からの社会復帰を問いなおす』、旬報社 
 

参考文献（Readings） 

1. 掛川直之編著、2018、『不安解消！出所者支援』、旬報社 
2. 掛川直之・飯田智子編著、2022、『出所者支援ハンドブック』、旬報社 

3. 浜井浩一著、2021、『エビデンスから考える現代の「罪と罰」』、現代人文社 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■VD346 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD346／ソーシャルワーク研究６ 
(Studies in social work 6) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

医療ソーシャルワーク。ソーシャルワークの価値あるいは理論の実践への適用。倫理的
課題のある医療についてソーシャルワークの観点からの検討。 

担当者名 

（Instructor） 
松山 真(MATSUYAMA MAKOTO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

受講する大学院生が、自身の研究テーマにどのようにソーシャルワークの理論および価値を適用出来るかについてディスカッシ

ョンする。ポストモダンとなっているソーシャルワーク理論の視点から研究テーマを考察してみる。医療に関連する課題をソーシャ

ルワークの観点から考察する。 

 

Discuss how attending graduate students can apply social work theories and values to their own research themes. I will examine 

the research theme from the perspective of postmodern social work theory. Consider issues related to medical care from the 
perspective of social work. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ソーシャルワークの代表的な理論の中から、自身の研究内容に資すると考える理論を選択し発表して貰う。その上で、どのように
その理論を実践あるいは研究に用いることが出来るか討議する。研究テーマについて、ソーシャルワークの観点から考察する。 

受講する人数や研究テーマにより講義、ディスカッション、発表など柔軟に変え、各自の研究が進展するよう協力したい。 
 

From among the representative theories of socialwork, select and present the theory that you think will contribute to your 

research. Then, we discuss how the theory can be used in practice or research. Cons ider the research theme from the 

perspective of social work. Depending on the number of participants and research theme, I would like to cooperate with each 

other to advance their research by turning it into a lecture, discussion, or presentation. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ソーシャルワーク理論とは 

2. 各自の研究テーマについて発表およびディスカッション 

3. 各自の研究テーマについて発表およびディスカッション 
4. ソーシャルワーク理論における視点の特徴 

5. 代表的なソーシャルワーク理論の選択と解説 
6. 代表的なソーシャルワーク理論の選択と解説 

7. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 
8. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 

9. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 

10. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 
11. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 

12. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 
13. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

ソーシャルワーク理論について理解を深めるため、他の文献も読みまとめる。単にまとめるだけではなく、自分自身の研究テーマ
にどのように適用出来るかを考える。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

ディスカッションと発表への参加度(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

受講生と話し合って決める 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業時間については受講生と話し合い変更することが可能です。 

 

注意事項（Notice） 
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■VD347 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD347／ソーシャルワーク研究７ 
(Studies in social work 7) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

ジェンダー／フェミニズムと社会福祉政策 

担当者名 

（Instructor） 
湯澤 直美(YUZAWA NAOMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

性差別を基底とした女性問題の解決に向け，社会福祉の役割・機能の変遷を解明しつつ，「社会福祉とジェンダー」の視角から今

後の展望を検討する。 

 

We solve the women's problem based on gender discrimination, and examine future prospects from the perspective of “social 

welfare and gender”, while clarifying the changes in roles and functions of social welfare. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ジェンダーという分析概念を理解すること，および，それによって社会福祉に関わる諸問題，とりわけ女性をめぐる福祉課題を読

み解く力を養うことに重点をおく。 

 
We try to understand the analytical concept of gender. The emphasis will be on cultivating the ability to understand social 

welfare issues, especially women's welfare issues. 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. ジェンダー・フェミニズムと社会福祉 

2. 家族制度とジェンダー① 

3. 家族制度とジェンダー② 
4. ひとり親家族政策とジェンダー 

5. シングル女性をめぐる政策とジェンダー 
6. 女性に対する暴力の国際比較① 

7. 女性に対する暴力の国際比較② 

8. 性売買からみた「性と人権」「社会福祉」 

9. 性暴力の実態とジェンダー 

10. 女性福祉と婦人保護事業 
11. 男女共同参画社会の形成とジェンダー平等の推進 

12. 各自の研究をジェンダー視点で検討① 
13. 各自の研究をジェンダー視点で検討② 

14. 各自の研究をジェンダー視点で検討③ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

準備学習の内容、文献購読の資料については，各回の授業で提示する。ジェンダー・フェミニズムの視角から，社会福祉の展望

を切り開く議論を深めていきたい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内プレゼンテーション内容(50%)/授業参画度(50%) 
 

テキスト（Textbooks） 

1. 大矢さよこ・湯澤直美編、2018、『シニアシングルズ 女たちの知恵と縁』、大月書店 (ISBN:978-4-27235044-5) 
 

参考文献（Readings） 

1. 浅倉むつ子・戒能民江・若尾典子、2004、『フェミニズム法学』、明石書店 (ISBN:978-4750318530) 

授業で随時，紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

本講義では、文献・論文購読、受講生によるプレゼンテーションを通して、研究力の向上をめざす。 
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注意事項（Notice） 
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■VD348 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD348／ソーシャルワーク研究８ 
(Studies in social work 8) 

担当者名 
（Instructor） 

長倉 真寿美(NAGAKURA MASUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

高齢者のケアマネジメントに関する実践的な技術を習得するとともに，その効果や現状の課題を明らかにする力をつける。 

 
Along with acquiring practical skills for care management for the elderly, you will gain the skills for identifying their eff ects and 

the current issues. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ソーシャルワークの方法としてのケアマネジメントの理論を理解する。さらに，高齢者の事例研究を通して支援の方法を学び，ケ

アマネジメントの効果や実践上の課題を明らかにする。 
 

You will understand care management theory as a method of social work. Furthermore, through researching case studies of the 
elderly you will learn support methods and identify the effects and the issues around implementation of care management. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ケアマネジメントの背景と定義 

2. ケアマネジメントの目的・構成・過程 
3. 介護保険制度とケアマネジメント 

4. ケアニーズの把握とケアプランの目標設定 

5. ケアプラン作成とサービス調整 

6. ケアチームの組成とサービス担当者会議 

7. ケアマネジメントのモニタリング、評価、終結、ケアマネジメントの価値と倫理 

8. 面接における基本的応答技法、利用者理解とコミュニケーション 

9. 居宅サービスにおけるケアマネジメント（１） 
10. 居宅サービスにおけるケアマネジメント（２） 

11. 特別養護老人ホームのケアマネジメント（１） 
12. 特別養護老人ホームのケアマネジメント（２） 

13. グループホームのケアマネジメント（１） 

14. グループホームのケアマネジメント（２） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業で習ったケアマネジメントの手法が，自分の研究テーマに活用できるようにする。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(80%)/リアクションペーパー(20%) 
 

テキスト（Textbooks） 

特に指定しない。授業で使用する資料は、基本、Blackboard にアップする。 
 

参考文献（Readings） 

1. 社会福祉士養成講座編集委員会編、2015年、『相談援助の理論と方法Ⅰ 第３版 』、中央法規出版 (ISBN:978-4-8058-

5103-6) 
2. 一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟編、2020年、『相談援助職のための事例研究入門』、中央法規出版 

(ISBN:978-4-8058-8216-0) 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD349 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD349／ソーシャルワーク研究９ 
(Studies in social work 9) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

社会的排除と居住 

担当者名 

（Instructor） 
川村 岳人(KAWAMURA GAKUTO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・社会的排除の空間的な側面について理解を深める。 

・社会的排除を解決する空間的単位として地域社会や居住空間に注目する意義を理解する。 

・先行研究を踏まえて自身の研究課題を明確化する。 

 

• To understand the reality of social exclusion. 

• To understand the significance of focusing on the local community in resolving social exclusion. 

• To clarify one's own research question based on previous research. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本授業では，講義，文献講読，受講生による発表（プレゼンテーション）を通して，地域社会や居住空間を多様な人びとが共生す

る場へと変革していく方法を検討する。 
 

In this class, we will examine ways to transform local communities into places where diverse people can live together through 

lectures, reading of papers, and presentations by students. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 講義①－社会的排除の空間的側面 
3. 講義②－社会的包摂に向けた諸外国の施策・実践 

4. 講義③―日本の居住福祉の到達点 

5. 文献講読① 
6. 論文講読① 

7. 受講生によるプレゼンテーション① 
8. 文献講読② 

9. 論文講読② 

10. 受講生によるプレゼンテーション② 

11. 文献講読③ 

12. 論文講読③ 
13. 受講生によるプレゼンテーション③ 

14. 居住福祉に関する先駆的な取り組み―外部講師 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業中，関連する文献や論文などを適宜紹介するので，これらを熟読して事前・事後学習を行うこと。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

プレゼンテーション内容(50%)/授業参画度(50%) 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用しない。 

 

参考文献（Readings） 

初回の授業で参考文献のリストを配布する。論文講読で扱う文献は，受講生の関心に合わせて調整する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■VD350 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD350／ソーシャルワーク研究１０ 
(Studies in social work 10) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

ノーマライゼーション理念を基盤とした障害のある人へのケア論を考える 

担当者名 

（Instructor） 
結城 俊哉(YUKI TOSHIYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ノーマライゼーション理念の歴史的展開とケアの担い手に必要な対人援助の基本原則を理解する。 

 

Understanding historical developments in the concept of normalization and the basic principles for assistance required by 

caretakers. 

 

授業の内容（Course Contents） 

ノーマライゼーションの原理及び人権思想の歴史的展開を多面的に検討しながら，コミュニティの中における障害者への差別・偏
見等のスティグマ問題やダウン症者と社会・政治・教育・福祉問題を考え、障害者に対する「援助（ケア）の担い手」に必要とされ

る「ケア論」について検討する。 

 

We will discuss “care theory” necessary for caretakers of those with disabilities, while looking at the multi-faceted historical 

development of the principle of normalization and the idea of human rights and while consi dering the problems of discrimination 

and prejudice against people with disabilities in our communities and the social, political, educational and welfare problems  with 

those with Down syndrome. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ノーマライゼーションの思想・原理とは何か(1) 

2. ノーマライゼーションの思想・原理とは何か(2) 

3. 「ケアの視点と差別・偏見」について考える。(１) 

4. 「ケアの視点と差別・偏見」について考える。(2) 

5. 障害者支援とケアの担い手について考える。（１） 
6. 障害者支援とケアの担い手について考える。（２） 

7. 障害者支援とケアの担い手について考える。（３） 

8. 障害者支援とケアの担い手について考える。（４） 

9. ダウン症をめぐる「社会・政治・教育・福祉」問題を考察する。（１） 

10. ダウン症をめぐる「社会・政治・教育・福祉」問題を考察する。（２） 

11. 対人援助基本原則と展開方法論（１） 
12. 対人援助基本原則と展開方法論（２） 

13. 受講者の研究テーマの構想内容に関する準備計画の発表と研究方法を検討する。 

14. まとめ＝障害当事者への支援がケアの担い手に問いかけること 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途指示をする。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/出席及び講義参加態度(40%)/最終テスト(Final Test)(30%) 
 

テキスト（Textbooks） 

1. 結城俊哉、2016、『ケアのフォークロア＝対人援助の基本原則と展開方法を考える』、高菅出版 (ISBN:978-4-901793-62-9) 

2. 結城俊哉編著、2018、『共に生きるための障害福祉学入門』、大月書店 (ISBN:978-4-272-41239-6) 

3. キーロン・スミス（臼井陽一郎＜監訳＞結城俊哉＜訳者代表＞、2018、『ダウン症をめぐる政治ー誰もが排除されない社会へ
向けて』、明石書店 (ISBN:978-4-7503-4713-4) 

関連する書籍・文献等は適宜指示する。 
 

参考文献（Readings） 

1. 高瀬智津子、2005、『社会福祉実践の今日的課題』、高文堂出版社 (ISBN:4-7707-0699-5) 
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2. 植田章・結城俊哉編著、2007、『社会福祉方法原論の展開』、高菅出版 (ISBN:978-4-901793-31-5) 

3. 奥野栄子・結城俊哉編著、2007、『生活支援の障害福祉学』、明石書店 (ISBN:978-4-7503-2630-6) 
4. 結城俊哉、1998、『生活理解の方法』、ドメス出版 (ISBN:4-8107-0483-1) 

講義の進度に合わせて文献・書籍は適宜紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

可能な限り，院生自身の修士論文作成の支援の一助となるように「特論（演習）」において取り組む。 
受講生には，そのための積極的・主体的な受講態度や発表／報告／文献レビュー等の準備をお願いする。 

 

注意事項（Notice） 
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■VD352 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD352／福祉人間学研究２ 
(Studies in humanities and welfare 2) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

コミュニティ活動・空間の実践を学ぶ 

担当者名 

（Instructor） 
柳 信寛(YANAGI NOBUHIRO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日常生活における公共的な活動や空間を多角的に把握することを目標とする。とりわけ町内会や消防団など地域社会における

実践の意義と課題を検討する。 

 

The goal in this class is to understand public activities and spaces in community life from multiple angles. In particular, we will 

examine the significance and issues of practice in local communities such as neighborhood associations and fire corps. 

 

授業の内容（Course Contents） 

地域社会における諸活動に関して、基本的な文献や実践例を輪読する。また、受講生の問題構成にどのように位置づけるかを

相互に報告し検討する。 

 
Reading basic literature and examples of practices related to various activities in the local community. In addition, we will report 

and consider how to position it in the problem structure of the members. 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 購読文献の紹介と受講生の問題関心の確認 
2. 文献の講読および討論 

3. 文献の講読および討論 
4. 文献の講読および討論 

5. 文献の講読および討論 
6. 文献の講読および討論 

7. 文献の講読および討論 

8. 文献の講読および討論 
9. 文献の講読および討論 

10. 文献の講読および討論 
11. 文献の講読および討論 

12. 文献の講読および討論 
13. 文献の講読および討論 

14. 文献の講読および討論 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の関心に沿った事例の収集や報告 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

平常点（報告，授業への参加度）(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 平井 太郎/松尾 浩一郎/山口 恵子、2022、『地域・都市の社会学―実感から問いを深める理論と方法』、有斐閣 

(ISBN:9784641150959) 

2. 和田清美、2021、『現代コミュニティの社会設計』、学文社 (ISBN:9784762031328) 

具体的なテキストは授業時に相談し決定する。別途リストをとりまとめる。 

 

参考文献（Readings） 

1. 石田光規、2015、『つながりづくりの隘路-地域社会は再生するのか-』、勁草書房 (ISBN:9784326602797) 

2. 飯田哲也/浜岡政好、2020、『公共性と市民』（第 3版）、学文社 (ISBN:9784762029837) 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

具体的な実地形態は受講生と相談の上で決定する。 

 

注意事項（Notice） 
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■VD371 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD371／専門社会調査演習１ 
(Social research seminar 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

現代社会における社会調査の課題と量的データ分析の基礎 

担当者名 

（Instructor） 
澤口 恵一(SAWAGUCHI KEIICHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6120 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

現代社会における社会調査法の重要な論点について学んだ後に、量的データを用いた論文を書くための方法として、標本調査

によるデータの収集法と基本的な集計法や検定法を理解し実践的に使いこなせるようになることを目標とします。 

 

After learning the important points of debate for methods of social research in modern society, our aim is to understand the 

methods for collecting data through surveys and the basic tabulation and verification techniques and how to wield them for the 

purpose of writing a thesis using quantitative data. 
 

授業の内容（Course Contents） 

ある程度社会調査法についての理解があることを前提に、現代社会における社会調査を実践する際の留意事項について学びま

す。標本調査のデータを集計・分析し、レポートを書くための基礎的な能力を養います。具体的な課題としては、推定（平均、分
散）と検定（カイ２乗検定、ｔ検定、分散分析、無相関の検定、分散分析）を扱い、計量的分析の技法について理解を深めます。ソ

フトウエア（SPSS）を使用した演習によって統計パッケージソフトの扱い方についても学ぶことができます。授業は演習形式で行
い学生各自が統計パッケージソフトを使いながら教員が配布する教育用のデータを処理していきます。 

 

You will learn the points to be aware of when carrying out social research in modern society, assuming at least a rudimentary  

understanding of social research methodology. You will cultivate the fundamental ability to collect and analyze data from sample 

surveys and to write a report. Concrete topics include using inferencing (averaging, distribution) and verification (chi -squared 

tests, t-tests, distribution analysis, no-correlation tests, distribution analysis), and you will deepen your understanding of the 

techniques of metrical analysis. You can also learn how to use a statistics software package by taking seminars on using such  
software (SPSS). The class is carried out in seminar-fashion, where students will use the statistics package software to analyze 

the training data distributed to them by the faculty. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 実証的研究の要点  
研究者が熟知すべき調査倫理とそれを守るための具体的なポイントについて概説する。調査全体の過程における実査の

位置づけなどを学ぶ。概念化と測定・変数，作業仮説の提示の仕方について学習する。 
2. 調査設計の要点<br>質的調査と量的調査の違い、全数調査と標本調査、横断的調査と縦断的調査など、調査デザインの

多様性とそれぞれの利点について学ぶ。 

3. 標本抽出の方法 
標本調査を行う際に必要となる標本抽出の方法について学ぶ。有為抽出と無作為抽出、全国調査を実施する際の抽出法

の実際、回収率低下の問題、RDD やエリア・エリアサンプリングの手法について学ぶ。 
4. 調査票の設計と調査項目の作成 

調査票をデザインする際に留意すべき要点を学び、ワーディング、ダブルバーレル質問など調査票作成時の注意点を理解

する。 

5. 実査における諸課題 

調査員へのインストラクション、自計式、他計式に分類される各種調査法の長所と短所について理解を深める。また回収率

の向上のために行うべき手法や欠票の処理、メイキングの防止、エディティングやアフターコーディング、データクリーニング

といった調査票回収後の処理について学ぶ。 
6. 基本的な集計法 

データの構造、単変数による分布の確認、平均値、標準偏差などについて学ぶ。 

7. 2変数間の関連 

クロス集計表、平均の差、相関係数、属性相関係数について学ぶ。 

8. 推定の論理(1) 

確率変数、正規分布の性質について理解した後に、中心極限定理、母平均の推定法について学ぶ。 

あわせて母平均の推定に必要となる母分散の推定についても学ぶ。 
9. 推定の論理(2)<br>母比率の推定について学び標本数と標準誤差との関連について理解する。 

10. 検定の論理 
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統計的検定の論理についてカイ 2乗検定を例にあげて学ぶ。また標本数と検定統計量との関とし p値の意味について正し

く理解をする。 
11. 検定の手法(1) 

平均の差の検定の手法としてｔ検定について学ぶ。 
12. 検定の手法(2)  

平均の差の検定の手法として一元配置分散分析について学ぶ。 

13. 検定の手法(3)  
無相関の検定について理解する。以上の基本的な検定法を学び終えた後に標本数と検出力について学ぶ。分析結果の記

述の方法として、社会学の報告書や論文の事例をもとに基本的な集計法や検定法の示し方について学ぶ。 
14. 総括 

授業で学んだ主要な事柄について総括をする。 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業での学習事項に関連する資料、統計データ、論文などを各回で紹介するので授業後にそれらを読みこみ理解度を高めてい
ただきたいと思います。個別の文献については別途授業時に指示をします。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

課題（10回の課題を出し各回の比率を１０％として評価する）(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

教員作成の資料を毎回の授業で配布する 

 

参考文献（Readings） 

1. 盛山和夫、2004、『社会調査法入門』、有斐閣 (ISBN:978-4641183056) 

2. 中道實、1997、『社会調査方法論』、恒星社厚生閣 (ISBN:4-7699-0839-3) 

3. 澤口恵一、2008、『分布をみる・よむ・かく−社会統計学入門−』、学文社 (ISBN:978-4-7620-1835-0) 

4. 石村貞夫・石村光資郎、2013、『SPSSによる統計処理の手順』、東京図書 (ISBN:978-4489021695) 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 96 - 

■VD372 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD372／専門社会調査演習２ 
(Social research seminar 2) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

社会学における多変量解析の実践―アウトプットの解釈とプレゼンテーションの流儀ま
で― 

担当者名 

（Instructor） 
澤口 恵一(SAWAGUCHI KEIICHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6120 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・多変量解析のさまざまな技法の特徴をデータの性質や分析の目的と関連づけて説明することができる。 

・多変量解析の技法をもちいた社会学の論文を読み込み、提示された結果について自ら説明することができる。 

・統計処理ソフトをもちいて自らデータを分析し、その結果を説明することができる。 

 

The aim is to thoroughly learn several important multivariate analysis techniques that are necessary for reading and writing 

academic papers. You will understand the methods for drawing out knowledge from the fundamental multivariate analysis 
methods and present it in an academic paper. 

 

授業の内容（Course Contents） 

論文を理解し自ら執筆するために必要な多変量解析の基本的な技法について習熟することを目的とする。基本的なデータの処
理、集計法、検定法に関する知識の確認をした後、多変量解析法の実際について学習をしていく。教員が作成した日本の社会に

関する学習用のデータを使用し、各自が分析課題を自ら設定し、論文の執筆を想定した仮説検証型の分析を行っていく。受講生
各自が実際に統計パッケージソフトで分析を実践し、各分析技法を活用した社会学の論文講読と分析結果の読み解きを行う演

習方式の授業である。 

 

After reviewing your knowledge about basic data processing, totaling methods, and testing methods, you will learn about the 

current methods for multivariate analysis. Using data for training, you will set your own analysis problems and then perform a 

hypothetical verification analysis as if you were writing an academic paper. In this seminar, each student will proceed with a 

practical analysis using the SPSS statistical software package and report on the results. This course is intended to be certi fied 
as a certification course for specialized social researcher (I). Students who are not proficient in social research or statistics can 

take this course while self-studying from approved textbooks, so this will not be a barrier to taking this course.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業の概要・多変量解析とは何か 
この授業を学ぶうえで前提となる知識の確認をした後に、多変量解析の目的、利点、授業で学ぶ主要な手法の概要につい

て学ぶ。 
2. 分散分析 1 

使用の目的、群内変動と群間変動、F 値の計算法と F 分布について学ぶ。 

3. 分散分析 2<br>多元配置分散分析、コントロールとエラボレーション 
4. 分散分析 2  

多元配置分散分析の実践、コントロールとエラボレーションについて学ぶ。 
分散分析 3  

主効果と交互作用効果、論文での提示法について学ぶ。 

5. 重回帰分析 1 

使用法、回帰係数や定数などの基本概念、モデルによる予測、決定係数について学ぶ。 

6. 重回帰分析 2 

分析の実践、標準化回帰係数、コントロールとエラボレーションについて学ぶ。 

7. 重回帰分析 3 
ダミー変数を使用した分析、論文での提示法について学ぶ。ロジスティック回帰分析をはじめとする回帰分析の応用的手法

を学ぶ。 

8. 因子分析 1 

使用の目的、因子負荷量、共通性、固有値、寄与率などの基本概念について学ぶ。直交回転、斜交回転について理解す

る。 

9. 因子分析 2 

因子負荷量の解釈、分析の実践について学ぶ。因子数の決定をいかにすべきか理解する。 
10. 因子分析 3    

因子得点の利用、論文での提示法について学ぶ。 
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11. 主成分分析 

使用法、基本概念、主成分特点の利用、論文での提示法について学ぶ。 
12. 尺度の信頼性と妥当性 

信頼性と妥当性の定義、α係数とはなにか、αを高くするために必要なこと、論文での提示法について学ぶ。 
13. クラスター分析 

使用法、基本概念、分析の実践、論文での提示法について学ぶ。 

14. 総括 
多変量解析を行う上での主要な注意点、多変量解析の発展的な学習法について学ぶ。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

社会調査法と推測統計に関する基礎知識を身につけておく必要があります。授業での学習事項に関連した統計データ、資料、論

文などの文献について別途授業中に指示をするので、それらを読みこみ理解度を高めていただきたいと思います。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

課題（10％×10回）(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

教員の作成した資料，複数の公表された論文を資料として用いながら学ぶ。 

 

参考文献（Readings） 

1. 小塩真司、2020、『研究事例で学ぶ SPSS と Amos による心理・調査データ解析 第 3版』、東京図書 (ISBN:978-

4489023354) 

2. 石村貞夫・石村光資郎、2018、『SPSSによる多変量解析の手順』、東京図書 (ISBN:978-4489022784) 

3. 小杉考司、2007、『社会調査士のための多変量解析』、北大路書房 (ISBN:978-4-7628-2556-9) 

各自の関心・学習到達度に応じて別途複数の文献を指示する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD373 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD373／専門社会調査演習３ 
(Social research seminar 3) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

質的調査法の展開 

担当者名 

（Instructor） 
天田 城介(AMADA JOUSUKE) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6120 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

春学期集中 

 

授業の目標（Course Objectives） 

社会調査における質的調査法／質的研究法を習得するとともに，様々な具体的な質的調査法／質的研究法に関する基本的理

解を踏まえながら実践的な能力と技法を習得する。 

 

Along with learning qualitative research methods for social research, you will also learn practical abilities and techniques through 

a basic understanding of various concrete qualitative survey methods. 

 

授業の内容（Course Contents） 

新聞・雑誌記事，映像，放送，音楽等の質的データ分析法（内容分析や言説分析等）の習得と同時に，様々な具体的な質的調査

法（インタビュー調査，参与観察法，ドキュメント分析，フィールドワーク，生活史，会話分析等）に関する基本的知識を踏まえ，実

践的な能力と技法を習得する。 
 

At the same time as learning qualitative data analysis methods (content analysis, discourse analysis, etc.) for newspaper and  
magazine articles, film, broadcast, music and so on, you will also learn practical abi lities and techniques through basic knowledge 

of concrete qualitative survey methods (interviewing, participant observation, document analysis, fieldwork, life history, 

conversation analysis, etc.). 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 質的調査とは何か 

2. 質的調査法の認識論と方法論 
3. 内容分析 

4. 事例分析法 

5. インタビュー法，フォーカスグループインタビュー 
6. フィールドワーク 

7. 生活史 
8. エスノグラフィー，エスノメソドロジー，ナラティブ・アプローチ，言説分析 

9. 質的データの集計，トランスクリプトの作成 
10. 理論的視座の設定とデータの解読方法 

11. 調査データの解読 

12. 調査結果の解読 
13. 論文の作成方法 

14. 調査倫理・研究倫理 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

準備学習としては，具体的な調査をイメージしながら，自らの研究テーマの研究計画書を作成していくことが望ましい。特に，質的
研究法においては「問い」をいかに初期設定するのかという作業が重要になるため，研究計画書（ないしは自らの研究のイメー

ジ）を構想しておくと飛躍的に質的研究法の理解度は深まる。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席状況ならびに講義中に作成を課す質的研究のリサーチ・デザイン(60%)/小レポート（課題についてのデータ解釈の理解度・
達成度の点検）(20%)/最終レポート(Final Report)(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

特定のテキストは使用しない。第 1回講義の際に 14回分の講義資料を配布する。 

 

参考文献（Readings） 

質的研究法に関する文献は多数あり，また受講生のアプローチもそれぞれ異なるため，第 1回講義の際に文献リストを配布し，

それぞれの具体的方法を習得する中で紹介する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

春学期集中：8月 2日(水）1時限～5時限，3日(木)1時限～5時限，4日(金) 1時限～4時限を予定しています。 

 

天田城介のホームページに関連情報があるため，可能であればそちらも参照すること。 

http://www.josukeamada.com/ 

 

注意事項（Notice） 
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■VD380 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD380／コミュニティ政策特殊研究１（コミ学） 
(Studies in Community Development  1(Community Studies)) 

担当者名 
（Instructor） 

相良 翔(SAGARA SHO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「社会問題」に関する社会学理論について、その強みと弱みを理解し、その上で自身の理論的視座の構築を試みる。また、「社会

問題」について研究するための方法論や調査倫理について考察する。 
 

Students will understand the strengths and weaknesses of sociological theories on "social problems" and then attempt to 

construct their theoretical perspectives. Students will also examine methodologies and research ethics for studying "social 
problems. 

 

授業の内容（Course Contents） 

現代の「社会問題」に関して、犯罪社会学および福祉社会学における重要文献を輪読を通じて、その向き合い方について学ぶ。

その上で各自の調査研究への応用可能性について議論を行う。 
授業の後半では、文献レビューと議論の内容に基づき、タームペーパーを執筆してもらう。 

なお、扱うテキストの順番や分配等については受講者と相談した上で最終的に判断する。 
 

Students will learn how to deal with them through reading important literature in criminology and the sociology of welfare on  

contemporary "social problems". We will then discuss the applicability of the literature to students' research. 
In the second half of the class, students will write a term paper based on the literature review and discussion. 

We will detemine about the order and distribution of the texts to be covered after starting class. 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 文献講読（1）ベッカー『アウトサイダーズ』（仮）：逸脱の相互作用モデル 

3. 文献講読（2）ベッカー『アウトサイダーズ』（仮）：マリファナ使用と社会統制の関係 
4. 文献講読（3）ベッカー『アウトサイダーズ』（仮）：逸脱集団内の相互作用 

5. 文献講読（4）ベッカー『アウトサイダーズ』（仮）：規則設定者と執行者の社会学的検討 
6. 文献講読（5）ベッカー『アウトサイダーズ』（仮）：ラベリング論の可能性 

7. 文献講読（6）ベッカー『社会学の技法』（仮）：心象・イメージの持ち方 

8. 文献講読（7）ベッカー『社会学の技法』（仮）：サンプリングの在り方 

9. 文献講読（8）ベッカー『社会学の技法』（仮）：概念の形成 

10. 文献講読（9）ベッカー『社会学の技法』（仮）：論理の構築 
11. タームペーパーの作成と報告（1）：「社会問題」への社会学的アプローチの検討 

12. タームペーパーの作成と報告（2）：「社会問題」への社会学的アプローチの検討 
13. タームペーパーの作成と報告（3）：「社会問題」への社会学的アプローチの検討 

14. 講義のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

演習形式の講義になります。報告担当者以外も文献を読み進めていることとを前提として議論を行うため、事前の予習が必須に

なります。また、タームペーパーの作成をする際に本講義における学習の振り返りが求められます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/演習への参加の質（出席、報告、議論など）(60%) 
 

テキスト（Textbooks） 

1. ハワード・S・ベッカー、2011、『完訳 アウトサイダーズ――ラベリング理論再考』、現代人文社 (ISBN:978-4877984946) 

2. ハワード・S・ベッカー、2012、『社会学の技法』、恒星社厚生閣 (ISBN:978-4769912798) 

受講者と相談の上、最終決定します。 

 

参考文献（Readings） 

1. 福祉社会学会編集、2013、『福祉社会学ハンドブック―現代を読み解く 98の論点』、中央法規 (ISBN:978-4805838754) 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

具体的な実施形態は受講生と相談の上で決定します。  

 

注意事項（Notice） 
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■VD384 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD384／コミュニティ政策特殊研究３（政策学） 
(Studies in Community Development  3(Policy Studies)) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

家族社会学／少子高齢社会における家族と生活保障システム 

担当者名 

（Instructor） 
斉藤 知洋(SAITO TOMOHIRO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

（1）戦後家族の生活保障機能に関する理解を深め、現在の福祉問題を社会学的視点から議論できるようになること 

（2）自身の研究に適した統計データを収集・解釈できるようになること 

 

The goals of this course are to 

(1) Deepen understanding of social security functions of post-war family and discuss the current welfare problems from the 

perspectives of sociology, 
(2) Acquire the abilities to collect and interpret the statistical data for your own interest and research. 

 

授業の内容（Course Contents） 

家族は、社会保障や経済活動（雇用）と並んで人々の実生活を支える社会システムの一つである。 
少子高齢化に代表される人口・家族の変化は生活保障システムの根幹を大きく揺るがし、就労やケア（家事・育児・介護など）を

めぐる福祉問題を顕在化させている。 
本演習では、家族社会学（および社会階層論）における最新の理論・実証研究を中心に文献講読を行い、家族と生活保障との関

連、およびその歴史的変化について検討する。 

 

Family is one of the social systems, along with public social security and economic activities(employment), which support 

people's social lives. 

Demographic and family changes, represented by the rapid declining birthrate and aging, pose a great threat to the core of 

social security systems and cause various welfare problems around employment and informal care(e.g. housework, childcare, and 
elderly care). 

In this course, we review the recent theoretical or empirical research in family sociology (and social stratification and mob ility), 

and deepen understanding of the relationships between family and social security, and these historical changes. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：家族の形態・機能・規範 

2. 西村（2021）第 1章：生活保障の社会科学 
3. 西村（2021）第 2章：生活保障としての働き方と家族の変化 

4. 大沢（2014）第 3章：福祉レジーム論をふりかえる 

5. 大沢（2014）第 4章：生活保障システムの 3類型と日本 
6. 大沢（2014）第 8章：生活保障システムの比較ガバナンス―2000年代の日本の座標 

7. 稲葉ほか（2016）第 1章：2000年前後の家族動態 

8. G.Allan（2015）第 2章：社会のなかの家族 

9. G.Allan（2015）第 3章：女性、結婚、家事労働 

10. G.Allan（2015）第 5章：結婚―不平等な関係 

11. G.Allan（2015）第 6章：離婚とひとり親家族 
12. G.Allan（2015）第 7章：高齢者、家族、コミュニティケア 

13. 最終リポート中間報告 

14. 最終リポート中間報告・まとめ 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

1回の演習につき、指摘文献の講読と受講者による文献報告を行う。 

そのため、入念な事前準備（文献内容の理解、レジュメ・報告資料の作成など）が必要となり、受講者の負担がやや大きいことは

留意されたい。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(50%)/出席、レジュメ、議論への参加・貢献(50%) 
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テキスト（Textbooks） 

1. 西村幸満、2021、『生活不安定層のニーズと支援：シングル・ペアレント、単身女性、非正規就業者の実態』、勁草書房 

(ISBN:978-4326603329) 

2. 大沢真理、2014、『生活保障のガバナンス：ジェンダーとお金の流れが読み解く』、有斐閣 (ISBN:978-4641173941) 

3. 天木志保美（訳）、2015、『家族生活の社会学：家庭内役割の不平等はなぜ続くのか』、新曜社 (ISBN:978-4788514430) 

4. 稲葉昭英・保田時男・田渕六郎・田中重人（編）、2016、『日本の家族 1999-2009：全国家族調査［NFRJ］による計量社会学』、
東京大学出版会 (ISBN:978-4130501880) 

詳細は第 1回の授業時に説明する。受講者と相談の上、指定文献を変更・調整する場合がある。 

 

参考文献（Readings） 

1. 国立社会保障・人口問題研究所（編）、2022、『生活不安の実態と社会保障:新しいセーフティーネットの構築に向けて』、東京

大学出版会 (ISBN:978-4130511483) 
2. 国立社会保障・人口問題研究所（編）、2012、『日本社会の生活不安：自助・共助・公助の新たなかたち』、慶應義塾大学出版

会 (ISBN:978-4766419184) 

3. 永瀬伸子・寺村絵里子（編)、2021、『少子化と女性のライフコース（人口学ライブラリー）』、原書房 (ISBN:978-4562092208) 

4. G.エスピン・アンデルセン、2008、『アンデルセン、福祉を語る：女性・子ども・高齢者』、NTT出版 (ISBN:978-4757142084) 

他の文献については、演習の中で適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

文献報告は主に量的調査データを扱った先行研究を扱うが、統計的知識については担当者が必要に応じて補足説明を行う。 

統計データに少しでも興味・関心があり、自身の研究で積極的に活用したいと考えている方を歓迎します。 

 

注意事項（Notice） 
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■VD393 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD393／特殊研究３ 
(Course 3) 

担当者名 
（Instructor） 

高橋 隆(TAKAHASHI TAKASHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6910 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

社会保障、特に医療保障制度をアジアを題材に「経済成長」「高齢化」「格差」の側面から読み解き、理解を深める。 

 
We will deepen our understanding through critical readings of the social safety net, particularly the guaranteed medical system 

through the aspects of economic growth, aging, and disparity using Asia for material. 

 

授業の内容（Course Contents） 

まず、受講生の関心分野を確認したうえで領域を設定する。ついで、テキスト購読と講義を通じて経済成長、高齢化、制度化、格

差の分析枠組みを理解する。そののち、受講生による具体的な国・地域、課題に関する授業内レポートと討議を通じて、制度化
の契機と展開、課題を理解する。 

 
First, students will select an area after determining their field of interest. In addition, through critical reading of texts you will 

understand the analytical framework for economic growth, aging, systematization, and disparity. Then, through in class reports 
by students on specific countries/regions and issues as well a s discussions, you will understand the opportunities for 

systematization and its development and issues. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 領域設定と概念の整理 

2. 関心の発端：「もし医療保障がなかったら？」 

－関東某市のホームレス支援ケーススタディと傷病データから－ 

3. 日本の医療保障の歴史と現状、特に無保険・無保障問題 

4. 「アジアにおける高齢化と高齢社会対策」：後発福祉国家の政策課題 

5. 「老いていくアジアのなかの韓国」：人口ボーナス仮説と高齢化 
6. 「高齢者の生活保障にみる韓国的特質」：保障性よりも持続性 

7. 「韓国的諸相」：圧縮された高齢化と高齢者雇用 
8. その他のアジア諸国の事例①：台湾 

9. その他のアジア諸国の事例②：タイ、中国 

10. 批判的検討１・開発論的理解：いわゆる「二重経済論（ルイスモデル）」をてがかりに 

11. 批判的検討２・格差論的理解：近藤克則の健康格差論と小塩隆士の学歴仮説をてがかりに 

12. 批判的検討３・制度開発：ユニバーサル・ヘルス・カバレッジをてがかりに 
13. 批判的検討４：医療・健康格差をどう埋めるか？再制度化とヘルス・ビリーフ・モデルをてがかりに 

14. まとめ：「経済成長は医療格差を緩和するか？」 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

・指定されたテキストを購読して概略レポートを作成すること 
・担当する小テーマに関するレポートを作成すること 

・短い英語文献の購読が予想されるので、その予習が必要である 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内に提示したレポートおよび発表(40%)/議論への参加度(40%)/授業内で行う口頭試問(20%) 

２／３以上の出席がない場合は評価対象にしない 
 

テキスト（Textbooks） 

1. 金成垣・大泉啓一郎・松江曉子編著、2017、『アジアにおける高齢者の生活保障』、明石書店 (ISBN:ISBN978-4-7503-4514-
7) 

2. 増田雅暢・金貞任編著、2015、『アジアの社会保障』、法律文化社 (ISBN:ISBN978-4-589-03655-1) 
 

参考文献（Readings） 

1. アン・ホリディ、ポール・ワイルディング編、埋橋孝文ら訳、2007、『東アジアの福祉資本主義』、法律文化社 (ISBN:ISBN978-4-
589-03031-3) 
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2. 近藤克則、2005、『健康格差社会』、医学書院 (ISBN:ISBN978-4-260-00143-4) 

3. 小塩隆士、2021、『日本人の健康を社会科学で考える』、日本経済新聞出版 (ISBN978-4-532-35874-7、2400円＋税、発注
なし) 

その他、英文、中文、和文の論文を随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

・文献による学習が中心だが、海外のネット検索が必要になることが想定される。 
・学生による発表と討議、講師による講義の形式で授業を進める。 

・講義に際しては、パワーポイントを使用し板書で補う。 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 106 - 

■VD451 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD451／スポーツウエルネス研究１ 
(Studies in Sports Wellness 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

現代スポーツにおける理論的・実践的課題とその乗り越えの可能性 

担当者名 

（Instructor） 
松尾 哲矢(MATSUO TETSUYA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

スポーツを社会現象として捉え、それを取り巻く様々な問題を社会学的に検討し、スポーツと現代社会をめぐる理論的・実践的課

題及びこれからのスポーツのあり方を考究する。 

 

This course will examine various issues surrounding sport as a social phenomenon from a sociological perspective, and 

investigate he theoretical and practical issues surrounding sport and modern society, as well as the future of sports.  

 

授業の内容（Course Contents） 

近代スポーツに関する歴史的経緯とその社会的・文化的背景を踏まえて、現代社会におけるスポーツの理論的・実践的課題に

ついて社会学的に検討し、これからのスポーツのあり方について考究する。スポーツに関する論文を輪読し、それを踏まえながら

スポーツの現在的課題を浮き彫りにし、これからのスポーツのあり方について全員で議論する。 
 

Based on the historical background of modern sports and its social and cultural  background, this course will examine the 
theoretical and practical issues of sports in modern society from a sociological perspective and discuss the future of sports . 

Students will review articles on sports in a circle, highlight the current issues of sports based on their contents and discuss the 

future of sports. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：授業の進め方、自己紹介（研究領域と問題関心） 

2. スポーツの社会学的理解 対象と方法  
3. 近代スポーツ発展過程とその背景 

4. 論文講読（１）近代スポーツの発展過程 

5. スポーツの記号論 
6. 論文講読（２）記号論的アプローチ 

7. スポーツにおける社会的逸脱（バーンアウト） 
8. 論文購読（３）スポーツ競技者のバーンアウト研究 

9. スポーツにおける社会的逸脱（ドーピング） 
10. 論文講読（４）スポーツ競技者のドーピング研究 

11. スポーツと政治・メディア 

12. 論文講読（５）オリンピックと政治に関する研究 
13. 論文講読（６）スポーツとメディアに関する研究 

14. スポーツの近未来 ディスカッション、まとめ 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

準備学習の指示は、履修登録完了後に Blackboard 上で履修者に対して行う。各自が確認して予習すること。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業における発表(40%)/授業における討論(30%)/授業内レポート(30%) 

2／3以上の出席をしていない場合は、単位修得不可。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. J.コークリー／P.ドネリー，前田和司・大沼義彦・松村和則共編訳、2011、『現代スポーツの社会学－課題と共生への道のり』、

南窓社 (ISBN:ISBN978-4-8165-0398-6) 

 

参考文献（Readings） 

1. 多木浩二、1995、『スポーツを考える－身体・資本・ナショナリズム』、筑摩書房 (ISBN:ISBN4480056475) 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■VD452 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD452／スポーツウエルネス研究２ 
(Studies in Sports Wellness 2) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

「よりよい生き方」とは何か 

担当者名 

（Instructor） 
濁川 孝志(NIGORIKAWA TAKASHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ウエルネスとは何かを理解し、人間が生きることの意味について、映画『ガイアシンフォニー』と写真家『星野道夫』を題材として考

察する。それを前提に、自分自身の「ウエルネス観」を構築することを目標とする。 

 

This course aims to deepen the understanding of wellness by examining the meaning of human life using the movie “Gaia 

Symphony” and materials of the photographer “Michio Hoshino”. Based on this premise, students aim to construct their own 

"view of wellness”. 

 

授業の内容（Course Contents） 

映画『ガイアシンフォニー』は、ガイア理論、すなわち“地球は一つの生命体である”という考え方をベースに作成されたドキュメン

タリー映画であり、環境問題や人間の精神性に関心を寄せる人たちのバイブル的存在となっている。また、『星野道夫』の写真や

文章も、環境問題や人の精神性を考えるうえで、とても重要な示唆を与えてくれる。本授業では、この２つを題材として、“よりよく

生きる”ことを前提とし、”自然環境と人間の在り方”、”生き方の多様性”などの点について議論する。 

 

The movie "Gaia Symphony" is a documentary film based on the Gaia theory, which is the idea that the earth is one living 

organism, and has become a bible for those who are interested in environmental issues and human spirituality. Further, the 

photographs and writings of "Michio Hoshino" also provide very important insights into environmental issues and human 

spirituality. Using these materials, this course will discuss topics like "the state of the natural environment and human bei ngs" 

and "the diversity of ways of life" based on the premise of "living better”. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業全体のオリエンテーション。自己紹介。 

2. ウエルネスとは何か 

3. 環境問題の現状に関して 

4. 星野道夫とウエルネス：生き方 

5. 星野道夫とウエルネス：価値観 
6. 星野道夫とウエルネス：環境問題への眼差し 

7. 映画『ガイアシンフォニー』より星野道夫：生き方 

8. 映画『ガイアシンフォニー』より星野道夫：価値観 

9. 映画『ガイアシンフォニー』より星野道夫：環境問題 

10. 映画『ガイアシンフォニー』より名嘉睦稔 
11. 映画『ガイアシンフォニー』よりケリー・ヨスト 

12. 映画『ガイアシンフォニー』よりナイノア・トンプソン 
13. 映画『ガイアシンフォニー』よりダライ・ラマ１４世 

14. 講義のまとめと各自の振り返り 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

準備学習の指示は、履修登録完了後に Blackboard 上で履修者に対して行う。各自が確認して予習すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内での発言(60%)/最終レポート(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 濁川孝志、2020、『ガイアの伝言』、でくのぼう出版 (ISBN:978-4-434-27299-8) 

使用しない。 
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参考文献（Readings） 

1. 濁川孝志、2020、『星野道夫永久の祈り』、でくのぼう出版 (ISBN:978-4-434-25848-0) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD453 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD453／スポーツウエルネス研究３ 
(Studies in Sports Wellness 3) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

トレーニング科学とコーチング 

担当者名 

（Instructor） 
沼澤 秀雄(NUMAZAWA HIDEO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

スポーツコーチングやトレーニングに関する研究論文等を精読して、スポーツ指導における新しい知見の理解を深める。 

 

Deepen your understanding of the new knowledge about sports instruction through reading research papers about coaching 

sports and training. 

 

授業の内容（Course Contents） 

スポーツにおけるコーチングやトレーニング科学についての研究動向について紹介して受講生とディスカッションする。また、スポ
ーツ指導に関わっている受講生は指導実践について報告する。授業の流れとしては、トレーニングやコーチングに関する講義を

受けて、テキストの中から興味がある章を決めて文献を読み、内容について発表する。 

 
Research trends in coaching and training science in sport will be introduced and discussed with the students. Students involved 

in sports coaching will also report on their coaching practice. The course will consist of a lecture on training and coaching , 
followed by a reading of the literature and a presentation on the contents of the textbook. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. コーチング分野に関する文献紹介 

2. トレーニング科学分野に関する文献紹介 
3. コーチング、トレーニング科学分野の倫理申請について 

4. 論文抄読会の説明と割り振り 
5. トレーニング科学講義（筋力トレーニング） 

6. 課題論文抄読の発表（1） 

7. トレーニング科学講義（持久力トレーニング） 
8. 課題論文抄読の発表（2） 

9. トレーニング科学講義（その他のトレーニング） 
10. コーチング分野に関する講義 

11. 課題論文抄読の発表（3） 
12. 総説文献発表およびディスカッション（1） 

13. 総説文献発表およびディスカッション（2） 

14. まとめ 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

準備学習や課題の指示は、履修登録完了後に Blackboard 上で行う。各自が確認して予習すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業における発表(40%)/授業における討論(30%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. David Daniel Lewindon、2018、『ハイパフォーマンスの科学』、ナップ (ISBN-13:9781450444828) 
 

参考文献（Readings） 

1. 『「月刊トレーニングジャーナル」』、ブックハウス・エイチディ 
2. 『「コーチングクリニック」』、ベースボールマガジン社 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 



 - 111 - 

注意事項（Notice） 
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■VD454 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD454／スポーツウエルネス研究４ 
(Studies in Sports Wellness 4) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

環境生理学、神経科学 

担当者名 

（Instructor） 
石渡 貴之(ISHIWATA TAKAYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

環境生理学そして神経科学の話題を国際雑誌の論文などの文献から学び、パフォーマンスに対する生理・神経機能の働きやそ

の向上方法について理解を深める。 

 

Students will learn about environmental physiology and neuroscience from international journal articles and other literature, and 

deepen their understanding of how physiology and neurological functions affect performance and how to improve it. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義では日本語または英語の環境生理学そして神経科学の文献や教科書を教材に学ぶほか、受講生の自主的な研究活動を

サポートする目的として、受講生が自ら選んだ国際雑誌の総説論文などを精読し、内容を発表し、その後、内容について解説し

議論する。 
 

In this lecture, students will learn from literature and textbooks on environmental physiology and neuroscience in Japanese and 
English. In addition, to support their independent research activities, students will read review articles in international j ournals of 

their own choice, present the contents, and then explain and discuss the contents. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス、自己紹介 
2. 神経科学研究の手法 

3. 環境生理学研究の手法、倫理申請書の書き方 
4. 倫理申請書の発表 

5. 論文査読方法の説明 

6. 神経科学講義（運動と中枢神経系の関係） 
7. 課題論文査読の発表（1） 

8. 環境生理学講義（運動と遺伝子の関係） 
9. 課題論文査読の発表（2） 

10. 神経科学講義（生活習慣と中枢神経系の関係） 
11. 英語総説文献の検索方法、選定 

12. 神経科学研究の実際 

13. 環境生理学講義（体温調節とパフォーマンスの関係） 
14. 英語総説文献発表およびディスカッション、まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

準備学習の指示は、履修登録完了後に Blackboard 上で履修者に対して行う。各自が確認して予習すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業における発表(40%)/授業における討論(30%)/授業内レポート(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Romain Meeusen, Sabine Schaefer, Phillip Tomporowski, Richard Bailey. 2019. Physical Activity and Educational Achievement: 

Insights from Exercise Neuroscience. Routledge (ISBN:9780367233518) 
 

参考文献（Readings） 

Sports Medicine, Journal of Applied Physiology, Medicine and Science in Sports and Exercise, Neuroscience Letters, Brain 
Research, Journal of Thermal Biology 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 



 - 113 - 

 

注意事項（Notice） 
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■VD455 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD455／スポーツウエルネス研究５ 
(Studies in Sports Wellness 5) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

ウエルネスジェンダー論 

担当者名 

（Instructor） 
佐野 信子(SANO NOBUKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ジェンダーの視点からウエルネスについて考究するための基礎的な概念を習得し、また、現代社会にみられる健康問題、健康政

策、健康教育のそれぞれについてジェンダーの視点から検討し、分析視角を養うことを目標とする。 

 

The goal is to learn the fundamentals for thinking about wellness from the perspective of gender, consider from the perspecti ve 

of gender, topics such as health problems, health policy, and health education as seen from modern society, and develop your 

analytic skills. 
 

授業の内容（Course Contents） 

現代社会にはウエルネスをめぐる様々な問題がみられるが、ジェンダーに起因するものも少なくない。人々がより高次のウエルネ

スを追求するためには、ウエルネスをめぐる様々な事象についてジェンダーの視点からの問い直しが欠かせない。文献講読を
し、議論をする中でウエルネスへの新たなアプローチを紹介する。 

 
Various problems surrounding wellness are evident in modern society, and those stemming from gender are not insignificant. For 

people to demand a higher level of wellness, various issues surrounding wellness need to be reevaluated from the perspective of 

gender. We will introduce new approaches to wellness through critical reading of the literature and debate. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. ジェンダー概念の検討（１）ジェンダー概念の登場 
3. ジェンダー概念の検討（２）ジェンダー概念の変遷 

4. ジェンダー概念の検討（３）今日的なジェンダー概念 

5. 健康概念の検討（１）Health への着目 
6. 健康概念の検討（２）Wellness への着目：１萌芽期について 

7. 健康概念の検討（３）Wellness への着目：２変遷と現状について 
8. ウエルネスジェンダー論の現在：量的データから 

9. ウエルネスジェンダー論の現在：質的データから 
10. テキスト購読（１）序章、第 1章、第 2章 

11. テキスト購読（２）第３章、第 6章 

12. テキスト購読（３）第 4章、第 5章 
13. テキスト購読（４）第 10章 

14. まとめ 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

ジェンダーの視点からウエルネスについて日頃から考える習慣をつけてください。 授業時間の関係上、授業で取り上げない章に
ついては自習をお願いします。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/中間レポート①(30%)/中間レポート②(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 荻野美穂著、2002、『ジェンダー化される身体』、勁草書房 
 

参考文献（Readings） 

1. 飯田貴子他編著、2018年、『よくわかるスポーツとジェンダー』、ミネルヴァ書房 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■VD456 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD456／スポーツウエルネス研究６ 
(Studies in Sports Wellness 6) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

グローバル時代のスポーツ栄養学 

担当者名 

（Instructor） 
杉浦 克己(SUGIURA KATSUMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

運動時の物質代謝とこれに伴う栄養要求の変化について、運動の種類や強度・時間を踏まえて理解し、栄養教育の理論と応用

についても学ぶ。 

 

Gain an understanding of changes to nutritional demands that follow from metabolism during exercise based on the type, 

intensity, and length of exercise, and learn about the theory and application of nutrition education. 

 

授業の内容（Course Contents） 

英語の研究論文の講読を通して、スポーツと栄養の関係をより深く学び、スポーツ現場で直面する実践的な課題についても議論

していく。同時に海外のスポーツ栄養学の研究と普及の現状についても解説していく。受講生は栄養学の基本的知識を身につけ

ていることと英文を読むのを苦にしない英語力を持っていることが望ましい。 
 

We will learn more deeply about the relationship between sports and nutrition through critical reading of college-level 
European/U.S. textbooks and research papers in English, and we will discuss the practical issues facing sports on the field a nd 

in the arena. We will also simultaneously explore the current state of research and dissemination of sports nutrition science 

overseas. Students should be familiar with the fundamentals of nutrition science and should be able to read English without 

much difficulty. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス、スポーツ栄養学の歴史 
2. スポーツ栄養学の基礎 

3. 食事の基本（フードピラミッドと食事バランスガイド） 

4. エネルギー代謝とは 
5. 炭水化物と練習・試合 

6. 脂肪と体組成・ウエイトコントロール 
7. タンパク質と筋肉づくり 

8. ミネラルと骨・血液の健康 
9. ビタミン・抗酸化物質とコンディショニング 

10. 水分補給と体温調節 

11. サプリメントとエルゴジェニック 
12. 成長期と女性スポーツの注意点 

13. 栄養アセスメント 
14. 栄養教育 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回の授業の 2/3 は英文の訳のプレゼンのため予習が前提となり、1/3 は前週の内容の討論に充てるので復習も大事であ

る。予習・復習に毎週約 5 時間を要する。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業における発表(40%)/授業における討論(30%)/最終テスト(Final Test)(30%) 
 

テキスト（Textbooks） 

1. Rawson E et al. 2019. Williams' Nutrition for Health, Fitness and Sport. 12th Ed.. McGraw Hill  

 

参考文献（Readings） 

International Journal of Sport Nutrition and Exercise Metabolism, Medicine and Science in Sports and Exercise. 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■VD457 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD457／スポーツウエルネス研究７ 
(Studies in Sports Wellness 7) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

スポーツ医学、スポーツ外傷 

担当者名 

（Instructor） 
加藤 晴康(KATO HARUYASU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

スポーツ医学とは、医師など医療従事者が行う学問だけではなく、スポーツに関連した健康やパフォーマンス向上に関する研究

も含まれる非常に広い分野の学問である．医学研究をベースに、さまざまな研究の問題点や研究プランニングを学ぶことを目標

とする．  

 

Sports medicine is not a field just practiced by medical practitioners such as doctors, but actually a very wide academic fie ld 

that includes research into improving health and performance related to sports. The aim of this course is to learn about the 
various research problems and planning, using medical research as a base.  

 

授業の内容（Course Contents） 

受講者がスポーツ医学に関する任意のトピックスを選択し、バックグラウンドの説明のため、関連した研究論文（英文）の紹介を
受講者が順番に行う．また、このトピックスに基づき、検討可能な研究テーマを作成し、議論する． 

 
Students will select topics of their choice and then introduce related academic papers (English) in order to provide background 

explanation. Then, based on these topics, students will create a research theme for consideration and discuss it.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス、自己紹介 
2. スポーツ医学研究のトピックス（外傷） 

3. スポーツ医学研究のトピックス（障害） 
4. ライフサイエンスの倫理の考え方と書類作成 

5. 医学的研究における結果から考察への検討方法について 

6. 興味あるスポーツ医学分野を探る 
7. スポーツ医学講義（ケガは予防できるか？） 

8. 興味あるテーマに関する論文（日本語）をプレゼンする１ 
9. 興味あるテーマに関する論文（日本語）をプレゼンする２ 

10. ポーツ医学講義（ロコモを科学的に検討する） 
11. 興味あるテーマに関する論文（英文）をプレゼンする１ 

12. 興味あるテーマに関する論文（英文）をプレゼンする２ 

13. スポーツ医学講義（治癒が長引くスポーツ外傷の問題点とは） 
14. トピックスに関しての最終ディスカッション、まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習および復習に関して、授業中に課題を出すので、指定したオンライン授業支援システムへ提出すること． 

Students will be given preparation and review during each lecture. They should submit the assignment with the Blackboard or 
CANVAS. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

毎授業での発表(35%)/授業中の議論、準備、参加(35%)/授業内レポート(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 中嶋寛之、2011、『新版 スポーツ整形外科学』、南江堂 (ISBN:4524262652) 

授業履修にあたり、テキストの使用方法は授業内で説明する。したがって、事前にテキストを購入する必要は無い。 

 

参考文献（Readings） 

1. American Journal Sports Medicine. SAGE PUBLICATIONS,INC (ISSN:0363-5465) 
2. British Journal Sports Medicine. BMJ PUBLISHING GROUP (ISSN:0306-3674) 

3. Journal bone and Joint Surgery. JBJS USA (ISSN:0021-9355) 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD458 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD458／スポーツウエルネス研究８ 
(Studies in Sports Wellness 8) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

修士論文の研究テーマについて、心理学などの異分野から検討を試みる。 

担当者名 

（Instructor） 
遠藤 伸太郎(ENDO SHINTARO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本授業では、受講生のそれぞれの研究テーマについて心理学を始めとする異分野の側面から思考することで、新たな発見をした

りより広い視点からのアプローチを見出すことを目指す。 

 

The aim of this class is to let students think about their research topics from the viewpoint of different fields, starting w ith 

psychology, to make new discoveries and uncover approaches with a broader mindset. 

 

授業の内容（Course Contents） 

各専門分野においては、それぞれ継承されてきた手法を用いて、ある枠の中で研究がなされるのが一般的である。しかしなが

ら、異分野の視点を導入することで、新たな発見や思考方法を見出すことも少なくない。本講義では、受講者のそれぞれの研究

テーマが心理学的事象とどのように関連するのか、あるいはどのような意義を有するのかについて、討論を通して学習する。内
容は、講者の興味により臨機応変に対応する。 

 
In specialized fields, the research methodology and frameworks are typically those that have been passed down within that field. 

However, it is not uncommon for new discoveries to be made or new ways of thinking to be uncovered when perspectives from 

other fields are introduced. In this course, students will learn through discussion how psychological phenomena relate to their 

research theme and the significance of that relationship. Course content will be tailored to meet student interests as 

necessary. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス、自己紹介 

2. 心理学研究の手法 

3. 心理学研究の手法、倫理申請書の書き方 
4. 各受講者の研究テーマの発表 

5. 論文査読方法の説明 
6. 心理学講義１（メンタルヘルスと心理） 

7. 心理学講義２（スポーツと心理） 
8. 心理学講義３（ライフスキルと心理） 

9. 心理学講義４（価値観と心理） 

10. 心理学講義５（生活習慣と心理） 
11. 心理学講義 6（人間関係と心理） 

12. 日本語関連文献の発表 
13. 英文関連論文の講読と発表 

14. これまでの講義内容の確認とまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

準備学習の指示は、履修登録完了後に Blackboard 上で履修者に対して行う。各自が確認して予習すること。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業における発表(40%)/授業における討論(30%)/授業内レポート(30%) 
 

テキスト（Textbooks） 

1. 杉原他編、2019、『公認心理師標準テキスト心理学的支援法』、北大路書房 (ISBN:9784762830563) 

 

参考文献（Readings） 

1. 久保 拓弥、2012、『データ解析のための統計モデリング入門―』、岩波書店 (ISBN:9784000069731) 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD459 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD459／スポーツウエルネス研究９ 
(Studies in Sports Wellness 9) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

アダプテッドスポーツ（Adapted Physical Activities）、障がい者スポーツに関わる自然科
学的、人文社会学的思考の試み 

担当者名 

（Instructor） 
田中 信行(TANAKA NOBUYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

 障がいのある人や加齢により身体的虚弱になった人にとって、身体運動はどのような意義をもつのか・・・という問いに対して、

簡単な研究的演習を通して、履修された人と共に取り組み、いくつかの指標を確認することを目標とします。 

 

The aim of this course is to confirm with several indexes to what extent physical exercise is meaningful to people with 

disabilities and people whose physical strength has degraded due to old age, employing a simple research-style seminar along 

with your fellow classmates. 
 

授業の内容（Course Contents） 

 身体の一部に障がいがある人たち（虚弱高齢者等を含む）にとって身体運動がどのような意味をもつのか、実際の運動プログラ

ムにはどのようなものがあるのかを検討します。また現在のパラリンピックなどの障がい者スポーツの現状と課題についても、履
修された皆さんの意見を聞きながら、演習的にその内容を検討します。  

 
We will consider what meaning physical exercise has for people who have a disability somewhere (including the elderly infirm) 

and what kind of exercise programs are in use. We will also consider research material, seminar style and hearing contributions 

from all students, concerning the current state and issues of sports, such as the Paralympics, for those with physical 

disabilities. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ・授業ガイダンス 
2. ・移動方法の違いによる運動負荷（生理的反応）の違いの検討 

例：通常歩行と車いす走行、室内と芝上の運動負荷の違いなど 

3. ・2．の検討内容を簡単な実験により測定する。（運動のできる服装が必要な場合有り） 
4. ・2．の取り組みについてデータを抽出し、分析を行う。 

5. ・2．の取り組みについてデータを抽出し、分析を行う。 
6. ・移動効率の検討 

例：車いす走行／杖／片下肢等、移動方法の違いによる駆動効率。 
7. ・6．の検討内容を簡単な実験により測定する。（運動のできる服装が必要な場合有り） 

8. ・6．の取り組みについてデータを抽出し、分析を行う。 

9. ・アダプテッドスポーツ対象者を対象とした先行研究紹介 
例：一般校(特別支援学校以外の)における障がい児への合理的配慮 

10. ・アダプテッドスポーツ対象者を対象とした先行研究紹介 
例：パラスポーツ経験と障がいの理解 

11. ・質的研究、テキストマイニングの準備(KHcoder使用) 

12. ・アダプテッドスポーツに関連するアンケート分析  

例：オリンピアン以上の Performance を記録したパラリンピアンのオリンピック参加の是非 

13. ・アダプテッドスポーツに関連するアンケートによる自由筆記／インタビュー内容の分析  

14. ・アダプテッドスポーツに関連するアンケートに関わるディスカッション 

・まとめ  
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業の進展毎に課題を提供します。その課題に取り組んでください。詳細は、授業ガイダンスで説明します。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

実験の実施(10%)/実験・調査結果の分析・発表(30%)/授業における討論(30%)/課題レポート(30%) 

2,6,12,13,14回目での課題が、課題提出の評価になります。原則、2/3(9回) 以上の出席をしていない場合は，単位修得不可。ま

た欠席・遅刻・早退の対応は、大学(事務)から正式に連絡があった場合のみ対応。 
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テキスト（Textbooks） 

1. 日本アダプテッド体育・スポーツ学会、2004、『アダプテッド・スポーツ科学』、市村出版 (ISSN:2189-7743) 

配布資料は、前述書籍などを基準として必要な内容を準備します。また授業中などに作成したデータ資料も使用します。 

 

参考文献（Readings） 

1. The Official Journal of the International Federation of Adapted Physical Activity. 2021. Adapted Physical Activity Quarterly. 
IFAPA (ISSN:0736-5829) 

その他、必要に応じて参考文献等を紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

可能な限り、Paperless による授業を予定しています。 そのため、履修者と教員とでメールによる連絡をします。（教員のメールア
ドレス： 5550307@rikkyo.ac.jp ） 

 

注意事項（Notice） 
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■VD460 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD460／スポーツウエルネス研究１０ 
(Studies in Sports Wellness 10) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

スポーツの価値と社会について考える～五輪・パラリンピックの視点から 
(The Value of Sport and the Society) 

担当者名 

（Instructor） 
結城 和香子(YUKI WAKAKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

心と体を動かすという意味での、広義のスポーツをどう評価し生かすかは、私たちの社会の未来にも深く関わる。スポーツがもた

らす社会変化や課題の実例を取りつつ、多面的に考察する視点を養う。 

 

Social awareness of the value of Sport, in its broader sense of how we activate our mind and body, could have profound 

significance to our future. This course aims to cultivate balanced view on what is the social value of sport for us, using 

current/historical events as case studies. 
 

授業の内容（Course Contents） 

五輪・パラリンピック開催が触媒としてもたらしてきた変化の検証と、スポーツの力とは何かの具体的考察を、論議や発表も交え

て行う。 
 

This course will evaluate the 'value of sport' through practical examples, including the social legacies of staging the Olymp ic and 
Paralympic Games. Students are encouraged to take part in the debates and give presentations. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 総論 スポーツの力とは 

2. コロナ禍の中の祭典①２０２２年北京冬季大会 
3. コロナ禍の中の祭典②２０２０年東京大会 

4. パラリンピック運動の本質～歴史的俯瞰と理念 
5. パラリンピックと社会へのレガシー 

6. オリンピック運動の本質～歴史的俯瞰と理念 

7. オリンピックと社会へのレガシー 
8. スポーツを蝕むもの①  ドーピングの深淵 

9. スポーツを蝕むもの②  招致疑惑 
10. スポーツを蝕むもの③  政治的圧力 

11. スポーツの力 討論１  医科学と運動の意味 
12. スポーツの力 討論２  「違い」を超える 

13. スポーツの力 討論３  国際社会の課題とスポーツ 

14. 総括 スポーツの価値をどう生かすか 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

記事を含む文献を読み、次回授業で指定された主題について考察・発表するよう指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表及び討論参加度(40%)/リアクションペーパー(20%) 

 

テキスト（Textbooks） 

Olympic Charter, IOC Fact Sheets/ IPC Annual Report 
 

参考文献（Readings） 

Bylined articles from The Yomiuri Shimbun 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD461 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD461／スポーツウエルネス研究１１ 
(Studies in Sports Wellness 11) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

スポーツ方法学、フィジカルコーチ学 

担当者名 

（Instructor） 
安松 幹展(YASUMATSU MIKINOBU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

スポーツ方法学研究の現在を、主に、国際雑誌の論文などの文献から学びスポーツ方法学のスポーツウエルネスへの貢献を理

解する。特にスポーツパフォーマンス分析や、競技種目に対するトレーニングやフィジカルチェック方法を取り上げ、実践的なスポ

ーツ方法学研究手法を理解する。 

 

Learn about the current state of sports methodology research mainly through reading literature such as academic research in 

international journals and understand the contributions of sports methodology to sports wellness. In particular we will look at 
training and physical check methods for sports performance analysis and competition events to understand practical sports 

methodology research techniques. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義では、受講生の自主的な研究活動をサポートする目的として、国際雑誌の論文などの欧文を精読し内容を発表 し、その

後、各内容について、解説し議論する。 
 

In this course, students will read academic papers in international journals and present their contents and then interpret and 

discuss that content with the aim of supporting students’ individual research activities. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス・スポーツ方法学研究の手法 

2. スポーツパフォーマンス分析に関する文献誦読及び議論 

3. スポーツパフォーマンス分析 

4. スポーツ種目特性の理解に関する文献誦読及び議論 
5. スポーツ種目特性の理解 

6. フィジカルチェックに関する文献誦読及び議論 

7. フィジカルチェックの考え方 

8. 体力トレーニングに関する文献誦読及び議論 

9. 体力トレーニングの考え方 

10. 種目特性に関する文献誦読及び議論 
11. 種目特性に応じたフィジカルチェックとトレーニング 

12. フィジカルコーチの役割に関する文献誦読および議論 

13. フィジカルコーチの役割 

14. スポーツ方法学研究のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

準備学習の指示は、履修登録完了後に Canvas LMS 上で履修 者に対して行う。各自が確認して予習すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業における発表(40%)/授業における討論(30%)/授業内レポート(30%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Javier Mallo. 2020. Team sports training -The complexity model-. Routledge (ISBN:0367860708) 

 

参考文献（Readings） 

1. Jens Bangsbo. 2007. Aerobic and Anaerobic Training in Soccer: Special Emphasis on Training of Youth Players (Fitness 

Training in Football 1). Stormtryk (ISBN:8790170210) 

2. Jens Bangsbo. 2011. Fitness Testing in Football(Fitness Training in Football 2). Stormtryk (ISBN:8799488000) 

3. Jens Bangsbo. 2013. Power Training in Football: A Scientific and Practical Approach(Fitness Training in Football 3). Stormtryk 
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(ISBN:8799488019) 

4. Jens Bangsbo. 2014. Individual Training in Football(Fitness Training in Football 4). Bangsbosport (ISBN:978-87-994880-2-5) 
5. Jens Bangsbo. 2017. Nutrition in Football(Fitness Training in Football 5). Bangsbosport (ISBN:978-87-994880-3-2) 

6. Jens Bangsbo. 2021. Warm-up in Football: Optimize Performance and Avoid Injuries(Fitness Training in Football 6). Routledge 
(ISBN:0367675056) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD464 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD464／スポーツウエルネス研究１４ 
(Studies in Sports Wellness 14) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

バイオメカニクス 

担当者名 

（Instructor） 
石井 秀幸(ISHII HIDEYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

スポーツや日常生活における身体動作に関するバイオメカニクス（生体力学）分野の研究例を英文学術論文から学ぶとともに、

バイオメカニクス的手法を用いて計測・分析する技術を習得する｡ 

 

While learning research cases from the English academic literature in the biomechanics field, which is concerned with physica l 

movements in sports and daily life, learn techniques for measuring and analyzing using biomechanics methodologies. 

 

授業の内容（Course Contents） 

バイオメカニクス分野の国際学術雑誌に掲載されている研究論文の抄読を行い、世界水準の研究について学ぶ。また、バイオメ

カニクス的な研究手法に関する講義に加え、実際にモーションキャプチャシステムを用いた身体動作計測、Excel およびプログラ

ミングによる分析を行い、テクノロジーを活用した計測・分析手法を習得する。 
 

You will read research papers published in international academic journals on the biomechanics field and study about world-
class research. In addition to lectures about research methods for biomechanics, you will use Excel and write programs to 

analyze body-movement data measured by a motion-capture system to learn about measurement and analysis methods using 

technology. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 研究について，バイオメカニクスとは 

2. バイオメカニクスの研究手法（ボール変形量と衝撃力の研究） 
3. バイオメカニクスの研究手法（身体動作計測による研究） 

4. バイオメカニクスの研究手法（工学的手法を用いた研究）） 

5. 研究論文抄読（Clinical Biomechanics） 
6. 研究論文抄読（Journal of Biomechanics） 

7. モーションキャプチャシステムを用いた身体動作計測（VICON の説明） 
8. モーションキャプチャシステムを用いた身体動作計測（VICON の使用） 

9. データ処理（VICON データのクリーニング） 
10. データ処理（MATLAB によるデータ抽出） 

11. Excel による分析（運動学的分析） 

12. Excel による分析（運動力学的分析） 
13. プログラミングによる分析（MATLAB による運動学的分析） 

14. プログラミングによる分析（MATLAB による運動力学的分析） 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

準備学習の指示は、履修登録完了後に Blackboard 上で履修者に対して行う。各自が確認して予習すること。予習・復習に毎週
約 5 時間を要する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/出席および授業への参加度(60%) 

 

テキスト（Textbooks） 

特定の教科書は使用しない。必要に応じて授業時に資料を配付する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 金子公宥・福永哲夫編、2004年 8,250円、『バイオメカニクス―身体運動の科学的基礎』、杏林書院 (ISBN:978-4764410695) 

2. ゴードン ロバートソン他著／阿江通良監訳、2008年 4,180円、『身体運動のバイオメカニクス研究法』、大修館書店 

(ISBN:978-4469266535) 
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3. 上坂吉則著、2011年 2,200円、『MATLAB プログラミング入門』、牧野書店 (ISBN:978-4434155918) 

4. Journal of Biomechanics. ELSEVIER (ISSN:ISSN: 0021-9290) 
5. Clinical Biomechanics. ELSEVIER (ISSN:ISSN: 0268-0033) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD465 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD465／スポーツウエルネス研究１５ 
(Studies in Sports Wellness 15) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

スポーツマネジメントに関する専門的で総合的な学術的基盤を構築する 

担当者名 

（Instructor） 
ライトナー(LEITNER KATRIN J.) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

欧米諸国を中心とした海外のスポーツ組織とそのマネジメント手法を日本と比較し、日本的スポーツマネジメントの特徴や課題に

ついて学ぶとともに、スポーツマネジメントの基礎理論および国際的課題について理解を深める。 

 

This course will examine characteristics and issues of Japanese-style sport management from a comparison with foreign sport 

organizations and its management methods. Students will deepen the understanding of basic theory in sport management and 

learn about its issues in an international context. 
 

授業の内容（Course Contents） 

本授業では、国内外の様々なスポーツ現場におけるマネジメントの実践例を取り上げ、グローバルな視点から日本的スポーツマ

ネジメントの現状や課題について検討する。さらに、スポーツマネジメントの基礎理論を解説するとともに、国際雑誌の研究論文
などを精読し、発表および討論を通してスポーツマネジメントの国際的課題について考究する。 

 
Using practical examples of management at various sport sites in Japan and foreign countries, this course tries to examine the 

current situation and issues of Japanese sport management from a global perspective. Furthermore, accompanied by 

explanation about basic theoretical concepts of sport management, students will review research papers from international 

journals and examine various issues in global sport management through presentation and discussion. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンスとスポーツマネジメント概論 
2. 国際比較の視点からスポーツマネジメント研究を考える 

3. スポーツマネジメント研究の手法：質的研究 

4. スポーツマネジメント研究の手法：量的研究 
5. 国際比較研究の方法と解析 

6. テーマ①：スポーツ組織とマネジメント 
7. テーマ①と関連する課題文献査読の発表＆討論 

8. テーマ②：米国におけるスポーツ組織とマネジメント 
9. テーマ②と関連する課題文献査読の発表＆討論 

10. テーマ③：欧州におけるスポーツ組織とマネジメント 

11. テーマ③と関連する課題文献査読の発表＆討論 
12. テーマ④：日本におけるスポーツ組織とマネジメント 

13. テーマ④と関連する課題文献査読の発表＆討論 
14. まとめ：グローバルスポーツマネジメントの展望 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

【予習】 

1）発表者：論文の要約と議論や疑問点等について発表準備 
2）発表者以外：各回の文献を読み込んで、討論の準備 

【復習】 
1）発表者：授業時の討論や議論をまとめレポートを作成 

 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業における発表(30%)/授業における討論(30%)/最終レポート(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Eric W. MacIntosh et al.. 2020. International Sport Management (2nd Edition). Human Kinetics (ISBN:9781492556787)  
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参考文献（Readings） 

1. Leigh Robinson et al.. 2012. Routledge Handbook of Sport Management. Routledge 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD467 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD467／スポーツウエルネス研究１７ 
(Studies in Sports Wellness 17) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

トレーナー科学 

担当者名 

（Instructor） 
後関 慎司(GOSEKI SHINJI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH5410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

トレーナー科学、トレーニング科学分野に関わる研究手法を国内外の論文から学び、その研究手法などを理解することで、自身

の研究活動に生かすことができるようになること。 

 

The students will be able to understand the research methods related to the fields of trainer science and training science from 

domestic and international researches, so as to be able to apply them to one's own research activities. 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義は受講生の自主的な研究活動をサポートする目的として、受講生自身が国際雑誌の論文を精読し、その内容について発

表する。 

 
In this lecture, for the purpose of supporting the students' voluntary research activities, the students themselves carefully  read 

the papers of international journals and present their contents. 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 
2. トレーニング科学における研究手法について 

3. トレーナー科学における研究手法について 
4. スポーツ現場と科学研究の関係性 

5. 文献調査（興味のある分野・内容について） 
6. 文献調査（方法と結果について） 

7. プレゼンテーションスキル（スライド・ポスター作成） 

8. プレゼンテーションスキル（発表） 
9. プレゼンテーションスキル（質疑応答） 

10. スポーツ現場（トップレベル）の研究課題 
11. スポーツ現場（ジュニアアスリート）の研究課題 

12. 自身の研究概要についての発表（背景と目的） 
13. 自身の研究概要についての発表（方法と予想される結果） 

14. 研究測定の実践と解釈 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各回の授業で発表される文献を事前に必ず読み、疑問点や討論したい内容等を予習しておくこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内レポート(30%)/授業内でのディスカッション(30%)/授業内での発表(40%) 

 

テキスト（Textbooks） 

1. ピーター・オドノヒュー 著 中川昭 監訳 橘肇 訳 長谷川悦示 訳、2020、『スポーツパフォーマンス分析入門―基礎となる理

論と技法を学ぶ』、大修館書店 (ISBN:9784469268843) 

2. 日本スポーツ協会、『公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト』、財団法人日本スポーツ協会 

 

参考文献（Readings） 

1. 臨床スポーツ医学編集委員会、2015、『スポーツ外傷・傷害の理学診断・理学療法ガイド第 2版』、文光堂 (ISBN:978-4-
8306-5182-3) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■VD600 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD600／研究指導１ 
(Seminar for Master's Thesis 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。 

担当者名 

（Instructor） 
湯澤 直美(YUZAWA NAOMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。  

 

In preparation for writing a master's thesis, students will develop a research theme and clarify the necessary research methods.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は，「研究基礎」において，研究の基礎的な手法や研究テーマ選定の仕方等を学び，院生個別の研究課題

について助言を行う。 それを経た後に，1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。以後，2年次修了まで
の期間を半期ごとに研究指導 2，研究指導 3 と分けて，段階的に進める。研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュ

ーを前提に，自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら ,研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 1は，1年次秋学期の科目であり，研究テーマの設定ならびに研
究方法の選定を主たる内容として指導が行われる。  

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a research theme and 

receive personalized advice about research topics in the Basic seminar for master's thesis run by the head of the master's 

program. After completing this, Research Instruction 1 begins in your first-year fall semester where you will choose an advisor. 

From then on until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 

and Research Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically 

structure your thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you  

will advance through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 1 is a subject for your 

first-year fall semester where you will mainly receive instruction on selecting your research theme and how to select your 

research methods.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・研究倫理上の手続きについて 

2. 問題意識の確認(1)  

3. 問題意識の確認(2)  

4. 問題意識の確認(3)  
5. 研究方法の検討(1)  

6. 研究方法の検討(2)  

7. 研究方法の検討(3)  

8. 論文執筆のデータ収集法(1)  

9. 論文執筆のデータ収集法(2)  

10. 論文執筆のデータ収集法(3)  

11. 問題意識の絞り込み(1)  
12. 問題意識の絞り込み(2)  

13. 研究テーマの絞り込み  

14. 研究テーマの確定 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール，Blackboard などを利用して指示する。  
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
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参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD601 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD601／研究指導１ 
(Seminar for Master's Thesis 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。 

担当者名 

（Instructor） 
飯村 史恵(IIMURA FUMIE) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。  

 

In preparation for writing a master's thesis, students will develop a research theme and clarify the necessary research methods.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は，「研究基礎」において，研究の基礎的な手法や研究テーマ選定の仕方等を学び，院生個別の研究課題

について助言を行う。 それを経た後に，1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。以後，2年次修了まで
の期間を半期ごとに研究指導 2，研究指導 3 と分けて，段階的に進める。研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュ

ーを前提に，自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら ,研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 1は，1年次秋学期の科目であり，研究テーマの設定ならびに研
究方法の選定を主たる内容として指導が行われる。  

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a research theme and 

receive personalized advice about research topics in the Basic seminar for master's thesis run by the head of the master's 

program. After completing this, Research Instruction 1 begins in your first-year fall semester where you will choose an advisor. 

From then on until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 

and Research Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically 

structure your thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as back ground, you 

will advance through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 1 is a subject for your 

first-year fall semester where you will mainly receive instruction on selecting your research theme and how to select your 

research methods.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・研究倫理上の手続きについて 

2. 問題意識の確認(1)  

3. 問題意識の確認(2)  

4. 問題意識の確認(3)  
5. 研究方法の検討(1)  

6. 研究方法の検討(2)  

7. 研究方法の検討(3)  

8. 論文執筆のデータ収集法(1)  

9. 論文執筆のデータ収集法(2)  

10. 論文執筆のデータ収集法(3)  

11. 問題意識の絞り込み(1)  
12. 問題意識の絞り込み(2)  

13. 研究テーマの絞り込み  

14. 研究テーマの確定 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール，Blackboard などを利用して指示する。  
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
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参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD602 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD602／研究指導１ 
(Seminar for Master's Thesis 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。 

担当者名 

（Instructor） 
杉山 明伸(SUGIYAMA AKINOBU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。  

 

In preparation for writing a master's thesis, students will develop a research theme and clarify the necessary research methods.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は，「研究基礎」において，研究の基礎的な手法や研究テーマ選定の仕方等を学び，院生個別の研究課題

について助言を行う。 それを経た後に，1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。以後，2年次修了まで
の期間を半期ごとに研究指導 2，研究指導 3 と分けて，段階的に進める。研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュ

ーを前提に，自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら ,研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 1は，1年次秋学期の科目であり，研究テーマの設定ならびに研
究方法の選定を主たる内容として指導が行われる。  

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a research theme and 

receive personalized advice about research topics in the Basic seminar for master's thesis run by the head of the master's 

program. After completing this, Research Instruction 1 begins in your first-year fall semester where you will choose an advisor. 

From then on until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 

and Research Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically 

structure your thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you 

will advance through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 1 is a subject for your 

first-year fall semester where you will mainly receive instruction on selecting your research theme and how to select your 

research methods.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・研究倫理上の手続きについて 

2. 問題意識の確認(1)  

3. 問題意識の確認(2)  

4. 問題意識の確認(3)  
5. 研究方法の検討(1)  

6. 研究方法の検討(2)  

7. 研究方法の検討(3)  

8. 論文執筆のデータ収集法(1)  

9. 論文執筆のデータ収集法(2)  

10. 論文執筆のデータ収集法(3)  

11. 問題意識の絞り込み(1)  
12. 問題意識の絞り込み(2)  

13. 研究テーマの絞り込み  

14. 研究テーマの確定 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール，Blackboard などを利用して指示する。  
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
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参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD603 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD603／研究指導１ 
(Seminar for Master's Thesis 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。 

担当者名 

（Instructor） 
長倉 真寿美(NAGAKURA MASUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。  

 

In preparation for writing a master's thesis, students will develop a research theme and clarify the necessary research methods.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は，「研究基礎」において，研究の基礎的な手法や研究テーマ選定の仕方等を学び，院生個別の研究課題

について助言を行う。 それを経た後に，1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。以後，2年次修了まで
の期間を半期ごとに研究指導 2，研究指導 3 と分けて，段階的に進める。研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュ

ーを前提に，自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら ,研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 1は，1年次秋学期の科目であり，研究テーマの設定ならびに研
究方法の選定を主たる内容として指導が行われる。  

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a research theme and 

receive personalized advice about research topics in the Basic seminar for master's thesis run by the head of the master's 

program. After completing this, Research Instruction 1 begins in your first-year fall semester where you will choose an advisor. 

From then on until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 

and Research Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically 

structure your thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you 

will advance through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 1 is a subject for your 

first-year fall semester where you will mainly receive instruction on selecting your research theme and how to select your 

research methods.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・研究倫理上の手続きについて 

2. 問題意識の確認(1)  

3. 問題意識の確認(2)  

4. 問題意識の確認(3)  
5. 研究方法の検討(1)  

6. 研究方法の検討(2)  

7. 研究方法の検討(3)  

8. 論文執筆のデータ収集法(1)  

9. 論文執筆のデータ収集法(2)  

10. 論文執筆のデータ収集法(3)  

11. 問題意識の絞り込み(1)  
12. 問題意識の絞り込み(2)  

13. 研究テーマの絞り込み  

14. 研究テーマの確定 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール，Blackboard などを利用して指示する。  
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
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参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD604 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD604／研究指導１ 
(Seminar for Master's Thesis 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。 

担当者名 

（Instructor） 
結城 俊哉(YUKI TOSHIYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。  

 

In preparation for writing a master's thesis, students will develop a research theme and clarify the necessary research methods.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は，「研究基礎」において，研究の基礎的な手法や研究テーマ選定の仕方等を学び，院生個別の研究課題

について助言を行う。 それを経た後に，1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。以後，2年次修了まで
の期間を半期ごとに研究指導 2，研究指導 3 と分けて，段階的に進める。研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュ

ーを前提に，自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら ,研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 1は，1年次秋学期の科目であり，研究テーマの設定ならびに研
究方法の選定を主たる内容として指導が行われる。  

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a research theme and 

receive personalized advice about research topics in the Basic seminar for master's thesis run by the head of the master's 

program. After completing this, Research Instruction 1 begins in your first-year fall semester where you will choose an advisor. 

From then on until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 

and Research Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically 

structure your thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you  

will advance through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 1 is a subject for your 

first-year fall semester where you will mainly receive instruction on selecting your research theme and how to select your 

research methods.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・研究倫理上の手続きについて 

2. 問題意識の確認(1)  

3. 問題意識の確認(2)  

4. 問題意識の確認(3)  
5. 研究方法の検討(1)  

6. 研究方法の検討(2)  

7. 研究方法の検討(3)  

8. 論文執筆のデータ収集法(1)  

9. 論文執筆のデータ収集法(2)  

10. 論文執筆のデータ収集法(3)  

11. 問題意識の絞り込み(1)  
12. 問題意識の絞り込み(2)  

13. 研究テーマの絞り込み  

14. 研究テーマの確定 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール，Blackboard などを利用して指示する。  
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
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参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD605 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD605／研究指導１ 
(Seminar for Master's Thesis 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。 

担当者名 

（Instructor） 
後藤 広史(GOTO HIROSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。  

 

In preparation for writing a master's thesis, students will develop a research theme and clarify the necessary research methods.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は，「研究基礎」において，研究の基礎的な手法や研究テーマ選定の仕方等を学び，院生個別の研究課題

について助言を行う。 それを経た後に，1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。以後，2年次修了まで
の期間を半期ごとに研究指導 2，研究指導 3 と分けて，段階的に進める。研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュ

ーを前提に，自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら ,研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 1は，1年次秋学期の科目であり，研究テーマの設定ならびに研
究方法の選定を主たる内容として指導が行われる。  

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a research theme and 

receive personalized advice about research topics in the Basic seminar for master's thesis run by the head of the master's 

program. After completing this, Research Instruction 1 begins in your first-year fall semester where you will choose an advisor. 

From then on until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 

and Research Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically 

structure your thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you  

will advance through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 1 is a subject for your 

first-year fall semester where you will mainly receive instruction on selecting your research theme and how to select your 

research methods.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・研究倫理上の手続きについて 

2. 問題意識の確認(1)  

3. 問題意識の確認(2)  

4. 問題意識の確認(3)  
5. 研究方法の検討(1)  

6. 研究方法の検討(2)  

7. 研究方法の検討(3)  

8. 論文執筆のデータ収集法(1)  

9. 論文執筆のデータ収集法(2)  

10. 論文執筆のデータ収集法(3)  

11. 問題意識の絞り込み(1)  
12. 問題意識の絞り込み(2)  

13. 研究テーマの絞り込み  

14. 研究テーマの確定 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール，Blackboard などを利用して指示する。  
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
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参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD607 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD607／研究指導１ 
(Seminar for Master's Thesis 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。 

担当者名 

（Instructor） 
川村 岳人(KAWAMURA GAKUTO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。  

 

In preparation for writing a master's thesis, students will develop a research theme and clarify the necessary research methods.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は，「研究基礎」において，研究の基礎的な手法や研究テーマ選定の仕方等を学び，院生個別の研究課題

について助言を行う。 それを経た後に，1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。以後，2年次修了まで
の期間を半期ごとに研究指導 2，研究指導 3 と分けて，段階的に進める。研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュ

ーを前提に，自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら ,研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 1は，1年次秋学期の科目であり，研究テーマの設定ならびに研
究方法の選定を主たる内容として指導が行われる。  

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a research theme and 

receive personalized advice about research topics in the Basic seminar for master's thesis run by the head of the master's 

program. After completing this, Research Instruction 1 begins in your first-year fall semester where you will choose an advisor. 

From then on until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 

and Research Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically 

structure your thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you 

will advance through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 1 is a subject for your 

first-year fall semester where you will mainly receive instruction on selecting your research theme and how to select your 

research methods.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・研究倫理上の手続きについて 

2. 問題意識の確認(1)  

3. 問題意識の確認(2)  

4. 問題意識の確認(3)  
5. 研究方法の検討(1)  

6. 研究方法の検討(2)  

7. 研究方法の検討(3)  

8. 論文執筆のデータ収集法(1)  

9. 論文執筆のデータ収集法(2)  

10. 論文執筆のデータ収集法(3)  

11. 問題意識の絞り込み(1)  
12. 問題意識の絞り込み(2)  

13. 研究テーマの絞り込み  

14. 研究テーマの確定 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール，Blackboard などを利用して指示する。  
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
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参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD608 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD608／研究指導１ 
(Seminar for Master's Thesis 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。 

担当者名 

（Instructor） 
掛川 直之(KAKEGAWA NAOYUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。  

 

In preparation for writing a master's thesis, students will develop a research theme and clarify the necessary research methods.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は，「研究基礎」において，研究の基礎的な手法や研究テーマ選定の仕方等を学び，院生個別の研究課題

について助言を行う。 それを経た後に，1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。以後，2年次修了まで
の期間を半期ごとに研究指導 2，研究指導 3 と分けて，段階的に進める。研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュ

ーを前提に，自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら ,研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 1は，1年次秋学期の科目であり，研究テーマの設定ならびに研
究方法の選定を主たる内容として指導が行われる。  

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a research theme and 

receive personalized advice about research topics in the Basic seminar for master's thesis run by the head of the master's 

program. After completing this, Research Instruction 1 begins in your first-year fall semester where you will choose an advisor. 

From then on until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 

and Research Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically 

structure your thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you 

will advance through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 1 is a subject for your 

first-year fall semester where you will mainly receive instruction on selecting your research theme and how to select your 

research methods.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・研究倫理上の手続きについて 

2. 問題意識の確認(1)  

3. 問題意識の確認(2)  

4. 問題意識の確認(3)  
5. 研究方法の検討(1)  

6. 研究方法の検討(2)  

7. 研究方法の検討(3)  

8. 論文執筆のデータ収集法(1)  

9. 論文執筆のデータ収集法(2)  

10. 論文執筆のデータ収集法(3)  

11. 問題意識の絞り込み(1)  
12. 問題意識の絞り込み(2)  

13. 研究テーマの絞り込み  

14. 研究テーマの確定 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール，Blackboard などを利用して指示する。  
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
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参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD609 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD609／研究指導１ 
(Seminar for Master's Thesis 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。 

担当者名 

（Instructor） 
松山 真(MATSUYAMA MAKOTO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。  

 

In preparation for writing a master's thesis, students will develop a research theme and clarify the necessary research methods.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は，「研究基礎」において，研究の基礎的な手法や研究テーマ選定の仕方等を学び，院生個別の研究課題

について助言を行う。 それを経た後に，1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。以後，2年次修了まで
の期間を半期ごとに研究指導 2，研究指導 3 と分けて，段階的に進める。研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュ

ーを前提に，自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら ,研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 1は，1年次秋学期の科目であり，研究テーマの設定ならびに研
究方法の選定を主たる内容として指導が行われる。  

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a research theme and 

receive personalized advice about research topics in the Basic seminar for master's thesis run by the head of the master's 

program. After completing this, Research Instruction 1 begins in your first-year fall semester where you will choose an advisor. 

From then on until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 

and Research Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically 

structure your thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you  

will advance through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 1 is a subject for your 

first-year fall semester where you will mainly receive instruction on selecting your research theme and how to select your 

research methods.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・研究倫理上の手続きについて 

2. 問題意識の確認(1)  

3. 問題意識の確認(2)  

4. 問題意識の確認(3)  
5. 研究方法の検討(1)  

6. 研究方法の検討(2)  

7. 研究方法の検討(3)  

8. 論文執筆のデータ収集法(1)  

9. 論文執筆のデータ収集法(2)  

10. 論文執筆のデータ収集法(3)  

11. 問題意識の絞り込み(1)  
12. 問題意識の絞り込み(2)  

13. 研究テーマの絞り込み  

14. 研究テーマの確定 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール，Blackboard などを利用して指示する。  
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 



 - 150 - 

 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD621 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD621／研究指導１ 
(Seminar for Master's Thesis 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。 

担当者名 

（Instructor） 
原田 晃樹(HARADA KOKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。  

 

In preparation for writing a master's thesis, students will develop a research theme and clarify the necessary research methods.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は，「研究基礎」において，研究の基礎的な手法や研究テーマ選定の仕方等を学び，院生個別の研究課題

について助言を行う。 それを経た後に，1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。以後，2年次修了まで
の期間を半期ごとに研究指導 2，研究指導 3 と分けて，段階的に進める。研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュ

ーを前提に，自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら ,研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 1は，1年次秋学期の科目であり，研究テーマの設定ならびに研
究方法の選定を主たる内容として指導が行われる。  

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a research theme and 

receive personalized advice about research topics in the Basic seminar for master's thesis run by the head of the master's 

program. After completing this, Research Instruction 1 begins in your first-year fall semester where you will choose an advisor. 

From then on until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 

and Research Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically 

structure your thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you  

will advance through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 1 is a subject for your 

first-year fall semester where you will mainly receive instruction on selecting your research theme and how to select your 

research methods.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・研究倫理上の手続きについて 

2. 問題意識の確認(1)  

3. 問題意識の確認(2)  

4. 問題意識の確認(3)  
5. 研究方法の検討(1)  

6. 研究方法の検討(2)  

7. 研究方法の検討(3)  

8. 論文執筆のデータ収集法(1)  

9. 論文執筆のデータ収集法(2)  

10. 論文執筆のデータ収集法(3)  

11. 問題意識の絞り込み(1)  
12. 問題意識の絞り込み(2)  

13. 研究テーマの絞り込み  

14. 研究テーマの確定 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール，Blackboard などを利用して指示する。  
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
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参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD622 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD622／研究指導１ 
(Seminar for Master's Thesis 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。 

担当者名 

（Instructor） 
藤井 敦史(FUJII ATSUSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。  

 

In preparation for writing a master's thesis, students will develop a research theme and clarify the necessary research methods.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は，「研究基礎」において，研究の基礎的な手法や研究テーマ選定の仕方等を学び，院生個別の研究課題

について助言を行う。 それを経た後に，1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。以後，2年次修了まで
の期間を半期ごとに研究指導 2，研究指導 3 と分けて，段階的に進める。研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュ

ーを前提に，自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら ,研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 1は，1年次秋学期の科目であり，研究テーマの設定ならびに研
究方法の選定を主たる内容として指導が行われる。  

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a research theme and 

receive personalized advice about research topics in the Basic seminar for master's thesis run by the head of the master's 

program. After completing this, Research Instruction 1 begins in your first-year fall semester where you will choose an advisor. 

From then on until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 

and Research Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically 

structure your thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you 

will advance through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 1 is a subject for your 

first-year fall semester where you will mainly receive instruction on selecting your research theme and how to select your 

research methods.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・研究倫理上の手続きについて 

2. 問題意識の確認(1)  

3. 問題意識の確認(2)  

4. 問題意識の確認(3)  
5. 研究方法の検討(1)  

6. 研究方法の検討(2)  

7. 研究方法の検討(3)  

8. 論文執筆のデータ収集法(1)  

9. 論文執筆のデータ収集法(2)  

10. 論文執筆のデータ収集法(3)  

11. 問題意識の絞り込み(1)  
12. 問題意識の絞り込み(2)  

13. 研究テーマの絞り込み  

14. 研究テーマの確定 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール，Blackboard などを利用して指示する。  
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
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参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 

 
 

  



 - 155 - 

■VD623 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD623／研究指導１ 
(Seminar for Master's Thesis 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。 

担当者名 

（Instructor） 
鈴木 弥生(SUZUKI YAYOI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。  

 

In preparation for writing a master's thesis, students will develop a research theme and clarify the necessary research methods.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は，「研究基礎」において，研究の基礎的な手法や研究テーマ選定の仕方等を学び，院生個別の研究課題

について助言を行う。 それを経た後に，1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。以後，2年次修了まで
の期間を半期ごとに研究指導 2，研究指導 3 と分けて，段階的に進める。研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュ

ーを前提に，自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら ,研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 1は，1年次秋学期の科目であり，研究テーマの設定ならびに研
究方法の選定を主たる内容として指導が行われる。  

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a research theme and 

receive personalized advice about research topics in the Basic seminar for master's thesis run by the head of the master's 

program. After completing this, Research Instruction 1 begins in your first-year fall semester where you will choose an advisor. 

From then on until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 

and Research Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically 

structure your thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you 

will advance through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 1 is a subject for your 

first-year fall semester where you will mainly receive instruction on selecting your research theme and how to select your 

research methods.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・研究倫理上の手続きについて 

2. 問題意識の確認(1)  

3. 問題意識の確認(2)  

4. 問題意識の確認(3)  
5. 研究方法の検討(1)  

6. 研究方法の検討(2)  

7. 研究方法の検討(3)  

8. 論文執筆のデータ収集法(1)  

9. 論文執筆のデータ収集法(2)  

10. 論文執筆のデータ収集法(3)  

11. 問題意識の絞り込み(1)  
12. 問題意識の絞り込み(2)  

13. 研究テーマの絞り込み  

14. 研究テーマの確定 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール，Blackboard などを利用して指示する。  
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
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参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD624 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD624／研究指導１ 
(Seminar for Master's Thesis 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。 

担当者名 

（Instructor） 
木下 武徳(KINOSHITA TAKENORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。  

 

In preparation for writing a master's thesis, students will develop a research theme and clarify the necessary research methods.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は，「研究基礎」において，研究の基礎的な手法や研究テーマ選定の仕方等を学び，院生個別の研究課題

について助言を行う。 それを経た後に，1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。以後，2年次修了まで
の期間を半期ごとに研究指導 2，研究指導 3 と分けて，段階的に進める。研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュ

ーを前提に，自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら,研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 1は，1年次秋学期の科目であり，研究テーマの設定ならびに研
究方法の選定を主たる内容として指導が行われる。  

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a research theme and 

receive personalized advice about research topics in the Basic seminar for master's thesis run by the head of the master's 

program. After completing this, Research Instruction 1 begins in your first-year fall semester where you will choose an advisor. 

From then on until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 

and Research Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically 

structure your thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you 

will advance through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 1 is a subject for your 

first-year fall semester where you will mainly receive instruction on selecting your research theme and how to select your 

research methods.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・研究倫理上の手続きについて 

2. 問題意識の確認(1)  

3. 問題意識の確認(2)  

4. 問題意識の確認(3)  
5. 研究方法の検討(1)  

6. 研究方法の検討(2)  

7. 研究方法の検討(3)  

8. 論文執筆のデータ収集法(1)  

9. 論文執筆のデータ収集法(2)  

10. 論文執筆のデータ収集法(3)  

11. 問題意識の絞り込み(1)  
12. 問題意識の絞り込み(2)  

13. 研究テーマの絞り込み  

14. 研究テーマの確定 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール，Blackboard などを利用して指示する。  
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
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参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD625 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD625／研究指導１ 
(Seminar for Master's Thesis 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。 

担当者名 

（Instructor） 
権 安理(GON ANRI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。  

 

In preparation for writing a master's thesis, students will develop a research theme and clarify the necessary research methods.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は，「研究基礎」において，研究の基礎的な手法や研究テーマ選定の仕方等を学び，院生個別の研究課題

について助言を行う。 それを経た後に，1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。以後，2年次修了まで
の期間を半期ごとに研究指導 2，研究指導 3 と分けて，段階的に進める。研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュ

ーを前提に，自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら ,研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 1は，1年次秋学期の科目であり，研究テーマの設定ならびに研
究方法の選定を主たる内容として指導が行われる。  

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a  research theme and 

receive personalized advice about research topics in the Basic seminar for master's thesis run by the head of the master's 

program. After completing this, Research Instruction 1 begins in your first-year fall semester where you will choose an advisor. 

From then on until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 

and Research Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically 

structure your thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you  

will advance through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 1 is a subject for your 

first-year fall semester where you will mainly receive instruction on selecting your research theme and how to select your 

research methods.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・研究倫理上の手続きについて 

2. 問題意識の確認(1)  

3. 問題意識の確認(2)  

4. 問題意識の確認(3)  
5. 研究方法の検討(1)  

6. 研究方法の検討(2)  

7. 研究方法の検討(3)  

8. 論文執筆のデータ収集法(1)  

9. 論文執筆のデータ収集法(2)  

10. 論文執筆のデータ収集法(3)  

11. 問題意識の絞り込み(1)  
12. 問題意識の絞り込み(2)  

13. 研究テーマの絞り込み  

14. 研究テーマの確定 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール，Blackboard などを利用して指示する。  
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
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参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 

 
 

  



 - 161 - 

■VD626 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD626／研究指導１ 
(Seminar for Master's Thesis 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。 

担当者名 

（Instructor） 
阪口 毅(SAKAGUCHI TAKESHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。  

 

In preparation for writing a master's thesis, students will develop a research theme and clarify the necessary research methods.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は，「研究基礎」において，研究の基礎的な手法や研究テーマ選定の仕方等を学び，院生個別の研究課題

について助言を行う。 それを経た後に，1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。以後，2年次修了まで
の期間を半期ごとに研究指導 2，研究指導 3 と分けて，段階的に進める。研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュ

ーを前提に，自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら ,研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 1は，1年次秋学期の科目であり，研究テーマの設定ならびに研
究方法の選定を主たる内容として指導が行われる。  

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a research theme and 

receive personalized advice about research topics in the Basic seminar for master's thesis run by the head of the master's 

program. After completing this, Research Instruction 1 begins in your first-year fall semester where you will choose an advisor. 

From then on until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 

and Research Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically 

structure your thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you  

will advance through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 1 is a subject for your 

first-year fall semester where you will mainly receive instruction on selecting your research theme and how to select your 

research methods.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・研究倫理上の手続きについて 

2. 問題意識の確認(1)  

3. 問題意識の確認(2)  

4. 問題意識の確認(3)  
5. 研究方法の検討(1)  

6. 研究方法の検討(2)  

7. 研究方法の検討(3)  

8. 論文執筆のデータ収集法(1)  

9. 論文執筆のデータ収集法(2)  

10. 論文執筆のデータ収集法(3)  

11. 問題意識の絞り込み(1)  
12. 問題意識の絞り込み(2)  

13. 研究テーマの絞り込み  

14. 研究テーマの確定 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール，Blackboard などを利用して指示する。  
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
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参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD627 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD627／研究指導１ 
(Seminar for Master's Thesis 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。 

担当者名 

（Instructor） 
原田 峻(HARADA SHUN) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。  

 

In preparation for writing a master's thesis, students will develop a research theme and clarify the necessary research methods.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は，「研究基礎」において，研究の基礎的な手法や研究テーマ選定の仕方等を学び，院生個別の研究課題

について助言を行う。 それを経た後に，1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。以後，2年次修了まで
の期間を半期ごとに研究指導 2，研究指導 3 と分けて，段階的に進める。研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュ

ーを前提に，自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら ,研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 1は，1年次秋学期の科目であり，研究テーマの設定ならびに研
究方法の選定を主たる内容として指導が行われる。  

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a research theme and 

receive personalized advice about research topics in the Basic seminar for master's thesis run by the head of the master's 

program. After completing this, Research Instruction 1 begins in your first-year fall semester where you will choose an advisor. 

From then on until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 

and Research Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically 

structure your thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you  

will advance through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 1 is a subject for your 

first-year fall semester where you will mainly receive instruction on selecting your research theme and how to select your 

research methods.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・研究倫理上の手続きについて 

2. 問題意識の確認(1)  

3. 問題意識の確認(2)  

4. 問題意識の確認(3)  
5. 研究方法の検討(1)  

6. 研究方法の検討(2)  

7. 研究方法の検討(3)  

8. 論文執筆のデータ収集法(1)  

9. 論文執筆のデータ収集法(2)  

10. 論文執筆のデータ収集法(3)  

11. 問題意識の絞り込み(1)  
12. 問題意識の絞り込み(2)  

13. 研究テーマの絞り込み  

14. 研究テーマの確定 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール，Blackboard などを利用して指示する。  
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
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参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD628 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD628／研究指導１ 
(Seminar for Master's Thesis 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。 

担当者名 

（Instructor） 
濵田 江里子(HAMADA ERIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。  

 

In preparation for writing a master's thesis, students will develop a research theme and clarify the necessary research methods.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は，「研究基礎」において，研究の基礎的な手法や研究テーマ選定の仕方等を学び，院生個別の研究課題

について助言を行う。 それを経た後に，1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。以後，2年次修了まで
の期間を半期ごとに研究指導 2，研究指導 3 と分けて，段階的に進める。研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュ

ーを前提に，自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら ,研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 1は，1年次秋学期の科目であり，研究テーマの設定ならびに研
究方法の選定を主たる内容として指導が行われる。  

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a research theme and 

receive personalized advice about research topics in the Basic seminar for master's thesis run by the head of the master's 

program. After completing this, Research Instruction 1 begins in your first-year fall semester where you will choose an advisor. 

From then on until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 

and Research Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically 

structure your thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you 

will advance through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 1 is a subject for your 

first-year fall semester where you will mainly receive instruction on selecting your research theme and how to select your 

research methods.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・研究倫理上の手続きについて 

2. 問題意識の確認(1)  

3. 問題意識の確認(2)  

4. 問題意識の確認(3)  
5. 研究方法の検討(1)  

6. 研究方法の検討(2)  

7. 研究方法の検討(3)  

8. 論文執筆のデータ収集法(1)  

9. 論文執筆のデータ収集法(2)  

10. 論文執筆のデータ収集法(3)  

11. 問題意識の絞り込み(1)  
12. 問題意識の絞り込み(2)  

13. 研究テーマの絞り込み  

14. 研究テーマの確定 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール，Blackboard などを利用して指示する。  
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
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参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD629 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD629／研究指導１ 
(Seminar for Master's Thesis 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。 

担当者名 

（Instructor） 
畠中 亨(HATANAKA TOHRU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。  

 

In preparation for writing a master's thesis, students will develop a research theme and clarify the necessary research methods.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は，「研究基礎」において，研究の基礎的な手法や研究テーマ選定の仕方等を学び，院生個別の研究課題

について助言を行う。 それを経た後に，1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。以後，2年次修了まで
の期間を半期ごとに研究指導 2，研究指導 3 と分けて，段階的に進める。研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュ

ーを前提に，自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら ,研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 1は，1年次秋学期の科目であり，研究テーマの設定ならびに研
究方法の選定を主たる内容として指導が行われる。  

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a research theme and 

receive personalized advice about research topics in the Basic seminar for master's thesis run by the head of the master's 

program. After completing this, Research Instruction 1 begins in your first-year fall semester where you will choose an advisor. 

From then on until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 

and Research Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically 

structure your thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you  

will advance through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 1 is a subject for your 

first-year fall semester where you will mainly receive instruction on selecting your research theme and how to select your 

research methods.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・研究倫理上の手続きについて 

2. 問題意識の確認(1)  

3. 問題意識の確認(2)  

4. 問題意識の確認(3)  
5. 研究方法の検討(1)  

6. 研究方法の検討(2)  

7. 研究方法の検討(3)  

8. 論文執筆のデータ収集法(1)  

9. 論文執筆のデータ収集法(2)  

10. 論文執筆のデータ収集法(3)  

11. 問題意識の絞り込み(1)  
12. 問題意識の絞り込み(2)  

13. 研究テーマの絞り込み  

14. 研究テーマの確定 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール，Blackboard などを利用して指示する。  
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
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参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD630 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD630／研究指導１ 
(Seminar for Master's Thesis 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。 

担当者名 

（Instructor） 
武者 忠彦(MUSHA TADAHIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。  

 

In preparation for writing a master's thesis, students will develop a research theme and clarify the necessary research methods.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は，「研究基礎」において，研究の基礎的な手法や研究テーマ選定の仕方等を学び，院生個別の研究課題

について助言を行う。 それを経た後に，1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。以後，2年次修了まで
の期間を半期ごとに研究指導 2，研究指導 3 と分けて，段階的に進める。研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュ

ーを前提に，自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら ,研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 1は，1年次秋学期の科目であり，研究テーマの設定ならびに研
究方法の選定を主たる内容として指導が行われる。  

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a research theme and 

receive personalized advice about research topics in the Basic seminar for master's thesis run by the head of the master's 

program. After completing this, Research Instruction 1 begins in your first-year fall semester where you will choose an advisor. 

From then on until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 

and Research Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically 

structure your thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as back ground, you 

will advance through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 1 is a subject for your 

first-year fall semester where you will mainly receive instruction on selecting your research theme and how to select your 

research methods.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・研究倫理上の手続きについて 

2. 問題意識の確認(1)  

3. 問題意識の確認(2)  

4. 問題意識の確認(3)  
5. 研究方法の検討(1)  

6. 研究方法の検討(2)  

7. 研究方法の検討(3)  

8. 論文執筆のデータ収集法(1)  

9. 論文執筆のデータ収集法(2)  

10. 論文執筆のデータ収集法(3)  

11. 問題意識の絞り込み(1)  
12. 問題意識の絞り込み(2)  

13. 研究テーマの絞り込み  

14. 研究テーマの確定 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール，Blackboard などを利用して指示する。  
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
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参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD631 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD631／研究指導１ 
(Seminar for Master's Thesis 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。 

担当者名 

（Instructor） 
藤井 誠一郎(FUJII SEIICHIRO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。  

 

In preparation for writing a master's thesis, students will develop a research theme and clarify the necessary research methods.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は，「研究基礎」において，研究の基礎的な手法や研究テーマ選定の仕方等を学び，院生個別の研究課題

について助言を行う。 それを経た後に，1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。以後，2年次修了まで
の期間を半期ごとに研究指導 2，研究指導 3 と分けて，段階的に進める。研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュ

ーを前提に，自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら ,研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 1は，1年次秋学期の科目であり，研究テーマの設定ならびに研
究方法の選定を主たる内容として指導が行われる。  

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a research theme and 

receive personalized advice about research topics in the Basic seminar for master's thesis run by the head of the master's 

program. After completing this, Research Instruction 1 begins in your first-year fall semester where you will choose an advisor. 

From then on until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 

and Research Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically 

structure your thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you 

will advance through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 1 is a subject for your 

first-year fall semester where you will mainly receive instruction on selecting your research theme and how to select your 

research methods.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・研究倫理上の手続きについて 

2. 問題意識の確認(1)  

3. 問題意識の確認(2)  

4. 問題意識の確認(3)  
5. 研究方法の検討(1)  

6. 研究方法の検討(2)  

7. 研究方法の検討(3)  

8. 論文執筆のデータ収集法(1)  

9. 論文執筆のデータ収集法(2)  

10. 論文執筆のデータ収集法(3)  

11. 問題意識の絞り込み(1)  
12. 問題意識の絞り込み(2)  

13. 研究テーマの絞り込み  

14. 研究テーマの確定 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール，Blackboard などを利用して指示する。  
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
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参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD640 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD640／研究指導１ 
(Seminar for Master's Thesis 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。 

担当者名 

（Instructor） 
後関 慎司(GOSEKI SHINJI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。  

 

In preparation for writing a master's thesis, students will develop a research theme and clarify the necessary research methods.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は，「研究基礎」において，研究の基礎的な手法や研究テーマ選定の仕方等を学び，院生個別の研究課題

について助言を行う。 それを経た後に，1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。以後，2年次修了まで
の期間を半期ごとに研究指導 2，研究指導 3 と分けて，段階的に進める。研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュ

ーを前提に，自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら ,研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 1は，1年次秋学期の科目であり，研究テーマの設定ならびに研
究方法の選定を主たる内容として指導が行われる。  

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a research theme and 

receive personalized advice about research topics in the Basic seminar for master's thesis run by the head of the master's 

program. After completing this, Research Instruction 1 begins in your first-year fall semester where you will choose an advisor. 

From then on until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 

and Research Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically 

structure your thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you 

will advance through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 1 is a subject for your 

first-year fall semester where you will mainly receive instruction on selecting your research theme and how to select your 

research methods.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・研究倫理上の手続きについて 

2. 問題意識の確認(1)  

3. 問題意識の確認(2)  

4. 問題意識の確認(3)  
5. 研究方法の検討(1)  

6. 研究方法の検討(2)  

7. 研究方法の検討(3)  

8. 論文執筆のデータ収集法(1)  

9. 論文執筆のデータ収集法(2)  

10. 論文執筆のデータ収集法(3)  

11. 問題意識の絞り込み(1)  
12. 問題意識の絞り込み(2)  

13. 研究テーマの絞り込み  

14. 研究テーマの確定 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール，Blackboard などを利用して指示する。  
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
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参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD641 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD641／研究指導１ 
(Seminar for Master's Thesis 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。 

担当者名 

（Instructor） 
ライトナー(LEITNER KATRIN J.) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文作成に向けて,研究テーマ,研究方法の明確化を図る。  

 

In preparation for writing a master's thesis, students will develop a research theme and clarify the necessary research methods.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は，「研究基礎」において，研究の基礎的な手法や研究テーマ選定の仕方等を学び，院生個別の研究課題

について助言を行う。 それを経た後に，1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。以後，2年次修了まで
の期間を半期ごとに研究指導 2，研究指導 3 と分けて，段階的に進める。研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュ

ーを前提に，自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら ,研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 1は，1年次秋学期の科目であり，研究テーマの設定ならびに研
究方法の選定を主たる内容として指導が行われる。  

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a research theme and 

receive personalized advice about research topics in the Basic seminar for master's thesis run by the head of the master's 

program. After completing this, Research Instruction 1 begins in your first-year fall semester where you will choose an advisor. 

From then on until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 

and Research Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically 

structure your thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you  

will advance through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 1 is a subject for your 

first-year fall semester where you will mainly receive instruction on selecting your research theme and how to select your 

research methods.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション・研究倫理上の手続きについて 

2. 問題意識の確認(1)  

3. 問題意識の確認(2)  

4. 問題意識の確認(3)  
5. 研究方法の検討(1)  

6. 研究方法の検討(2)  

7. 研究方法の検討(3)  

8. 論文執筆のデータ収集法(1)  

9. 論文執筆のデータ収集法(2)  

10. 論文執筆のデータ収集法(3)  

11. 問題意識の絞り込み(1)  
12. 問題意識の絞り込み(2)  

13. 研究テーマの絞り込み  

14. 研究テーマの確定 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール，Blackboard などを利用して指示する。  
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
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参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■VD700 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD700／研究指導２ 
(Seminar for Master's Thesis 2) 

担当者名 
（Instructor） 

湯澤 直美(YUZAWA NAOMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

先行研究資料の収集と論文の骨子を形作る。  

 
Gather pre-research materials and set down the framework of a thesis paper.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題につ

いて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの期

間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュー
を前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。 研究指導 2は、主として先行研究の資料収集、および論文の骨子作りの
指導を行う。 

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 

through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 2 consists mainly of instruction in 
gathering advance material for research and setting the framework for your thesis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 研究の中心的テーマの確認(1)  

3. 研究の中心的テーマの確認(2)  
4. 先行文献の収集と報告(1)  

5. 先行文献の収集と報告(2)  

6. 先行文献の収集と報告(3)  

7. 論文構成の検討(1)  

8. 論文構成の検討(2)  

9. 論文構成の検討(3)  
10. 論文タイトルの検討(1)  

11. 論文タイトルの検討(2)  

12. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (1)  

13. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (2)  

14. 修士論文中間構想発表会の構想と報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール及び Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD701 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD701／研究指導２ 
(Seminar for Master's Thesis 2) 

担当者名 
（Instructor） 

飯村 史恵(IIMURA FUMIE) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

先行研究資料の収集と論文の骨子を形作る。  

 
Gather pre-research materials and set down the framework of a thesis paper.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題につ

いて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの期

間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュー
を前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。 研究指導 2は、主として先行研究の資料収集、および論文の骨子作りの
指導を行う。 

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 

through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 2 consists mainly of instruction in 
gathering advance material for research and setting the framework for your thesis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 研究の中心的テーマの確認(1)  

3. 研究の中心的テーマの確認(2)  
4. 先行文献の収集と報告(1)  

5. 先行文献の収集と報告(2)  

6. 先行文献の収集と報告(3)  

7. 論文構成の検討(1)  

8. 論文構成の検討(2)  

9. 論文構成の検討(3)  
10. 論文タイトルの検討(1)  

11. 論文タイトルの検討(2)  

12. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (1)  

13. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (2)  

14. 修士論文中間構想発表会の構想と報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール及び Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD702 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD702／研究指導２ 
(Seminar for Master's Thesis 2) 

担当者名 
（Instructor） 

杉山 明伸(SUGIYAMA AKINOBU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

先行研究資料の収集と論文の骨子を形作る。  

 
Gather pre-research materials and set down the framework of a thesis paper.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題につ

いて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの期

間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュー
を前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。 研究指導 2は、主として先行研究の資料収集、および論文の骨子作りの
指導を行う。 

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 

through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 2 consists mainly of instruction in 
gathering advance material for research and setting the framework for your thesis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 研究の中心的テーマの確認(1)  

3. 研究の中心的テーマの確認(2)  
4. 先行文献の収集と報告(1)  

5. 先行文献の収集と報告(2)  

6. 先行文献の収集と報告(3)  

7. 論文構成の検討(1)  

8. 論文構成の検討(2)  

9. 論文構成の検討(3)  
10. 論文タイトルの検討(1)  

11. 論文タイトルの検討(2)  

12. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (1)  

13. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (2)  

14. 修士論文中間構想発表会の構想と報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール及び Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD703 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD703／研究指導２ 
(Seminar for Master's Thesis 2) 

担当者名 
（Instructor） 

長倉 真寿美(NAGAKURA MASUMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

先行研究資料の収集と論文の骨子を形作る。  

 
Gather pre-research materials and set down the framework of a thesis paper.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題につ

いて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの期

間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュー
を前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。 研究指導 2は、主として先行研究の資料収集、および論文の骨子作りの
指導を行う。 

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 

through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 2 consists mainly of instruction in 
gathering advance material for research and setting the framework for your thesis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 研究の中心的テーマの確認(1)  

3. 研究の中心的テーマの確認(2)  
4. 先行文献の収集と報告(1)  

5. 先行文献の収集と報告(2)  

6. 先行文献の収集と報告(3)  

7. 論文構成の検討(1)  

8. 論文構成の検討(2)  

9. 論文構成の検討(3)  
10. 論文タイトルの検討(1)  

11. 論文タイトルの検討(2)  

12. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (1)  

13. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (2)  

14. 修士論文中間構想発表会の構想と報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール及び Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 
 

  



 - 185 - 

■VD704 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD704／研究指導２ 
(Seminar for Master's Thesis 2) 

担当者名 
（Instructor） 

結城 俊哉(YUKI TOSHIYA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

先行研究資料の収集と論文の骨子を形作る。  

 
Gather pre-research materials and set down the framework of a thesis paper.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題につ

いて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの期

間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュー
を前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。 研究指導 2は、主として先行研究の資料収集、および論文の骨子作りの
指導を行う。 

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 

through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 2 consists mainly of instruction in 
gathering advance material for research and setting the framework for your thesis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 研究の中心的テーマの確認(1)  

3. 研究の中心的テーマの確認(2)  
4. 先行文献の収集と報告(1)  

5. 先行文献の収集と報告(2)  

6. 先行文献の収集と報告(3)  

7. 論文構成の検討(1)  

8. 論文構成の検討(2)  

9. 論文構成の検討(3)  
10. 論文タイトルの検討(1)  

11. 論文タイトルの検討(2)  

12. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (1)  

13. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (2)  

14. 修士論文中間構想発表会の構想と報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール及び Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD705 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD705／研究指導２ 
(Seminar for Master's Thesis 2) 

担当者名 
（Instructor） 

後藤 広史(GOTO HIROSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

先行研究資料の収集と論文の骨子を形作る。  

 
Gather pre-research materials and set down the framework of a thesis paper.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題につ

いて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの期

間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュー
を前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。 研究指導 2は、主として先行研究の資料収集、および論文の骨子作りの
指導を行う。 

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 

through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 2 consists main ly of instruction in 
gathering advance material for research and setting the framework for your thesis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 研究の中心的テーマの確認(1)  

3. 研究の中心的テーマの確認(2)  
4. 先行文献の収集と報告(1)  

5. 先行文献の収集と報告(2)  

6. 先行文献の収集と報告(3)  

7. 論文構成の検討(1)  

8. 論文構成の検討(2)  

9. 論文構成の検討(3)  
10. 論文タイトルの検討(1)  

11. 論文タイトルの検討(2)  

12. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (1)  

13. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (2)  

14. 修士論文中間構想発表会の構想と報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール及び Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD707 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD707／研究指導２ 
(Seminar for Master's Thesis 2) 

担当者名 
（Instructor） 

川村 岳人(KAWAMURA GAKUTO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

先行研究資料の収集と論文の骨子を形作る。  

 
Gather pre-research materials and set down the framework of a thesis paper.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題につ

いて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの期

間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュー
を前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。 研究指導 2は、主として先行研究の資料収集、および論文の骨子作りの
指導を行う。 

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 

through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 2 consists mainly of instruction in 
gathering advance material for research and setting the framework for your thesis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 研究の中心的テーマの確認(1)  

3. 研究の中心的テーマの確認(2)  
4. 先行文献の収集と報告(1)  

5. 先行文献の収集と報告(2)  

6. 先行文献の収集と報告(3)  

7. 論文構成の検討(1)  

8. 論文構成の検討(2)  

9. 論文構成の検討(3)  
10. 論文タイトルの検討(1)  

11. 論文タイトルの検討(2)  

12. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (1)  

13. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (2)  

14. 修士論文中間構想発表会の構想と報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール及び Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD708 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD708／研究指導２ 
(Seminar for Master's Thesis 2) 

担当者名 
（Instructor） 

掛川 直之(KAKEGAWA NAOYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

先行研究資料の収集と論文の骨子を形作る。  

 
Gather pre-research materials and set down the framework of a thesis paper.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題につ

いて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの期

間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュー
を前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。 研究指導 2は、主として先行研究の資料収集、および論文の骨子作りの
指導を行う。 

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 

through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 2 consists mainly of instruction in 
gathering advance material for research and setting the framework for your thesis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 研究の中心的テーマの確認(1)  

3. 研究の中心的テーマの確認(2)  
4. 先行文献の収集と報告(1)  

5. 先行文献の収集と報告(2)  

6. 先行文献の収集と報告(3)  

7. 論文構成の検討(1)  

8. 論文構成の検討(2)  

9. 論文構成の検討(3)  
10. 論文タイトルの検討(1)  

11. 論文タイトルの検討(2)  

12. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (1)  

13. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (2)  

14. 修士論文中間構想発表会の構想と報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール及び Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD721 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD721／研究指導２ 
(Seminar for Master's Thesis 2) 

担当者名 
（Instructor） 

原田 晃樹(HARADA KOKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

先行研究資料の収集と論文の骨子を形作る。  

 
Gather pre-research materials and set down the framework of a thesis paper.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題につ

いて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの期

間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュー
を前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。 研究指導 2は、主として先行研究の資料収集、および論文の骨子作りの
指導を行う。 

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 

through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 2 consists mainly of ins truction in 
gathering advance material for research and setting the framework for your thesis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 研究の中心的テーマの確認(1)  

3. 研究の中心的テーマの確認(2)  
4. 先行文献の収集と報告(1)  

5. 先行文献の収集と報告(2)  

6. 先行文献の収集と報告(3)  

7. 論文構成の検討(1)  

8. 論文構成の検討(2)  

9. 論文構成の検討(3)  
10. 論文タイトルの検討(1)  

11. 論文タイトルの検討(2)  

12. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (1)  

13. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (2)  

14. 修士論文中間構想発表会の構想と報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール及び Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD722 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD722／研究指導２ 
(Seminar for Master's Thesis 2) 

担当者名 
（Instructor） 

藤井 敦史(FUJII ATSUSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

先行研究資料の収集と論文の骨子を形作る。  

 
Gather pre-research materials and set down the framework of a thesis paper.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題につ

いて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの期

間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュー
を前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。 研究指導 2は、主として先行研究の資料収集、および論文の骨子作りの
指導を行う。 

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 

through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 2 consists mainly of instruction in 
gathering advance material for research and setting the framework for your thesis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 研究の中心的テーマの確認(1)  

3. 研究の中心的テーマの確認(2)  
4. 先行文献の収集と報告(1)  

5. 先行文献の収集と報告(2)  

6. 先行文献の収集と報告(3)  

7. 論文構成の検討(1)  

8. 論文構成の検討(2)  

9. 論文構成の検討(3)  
10. 論文タイトルの検討(1)  

11. 論文タイトルの検討(2)  

12. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (1)  

13. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (2)  

14. 修士論文中間構想発表会の構想と報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール及び Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD723 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD723／研究指導２ 
(Seminar for Master's Thesis 2) 

担当者名 
（Instructor） 

鈴木 弥生(SUZUKI YAYOI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

先行研究資料の収集と論文の骨子を形作る。  

 
Gather pre-research materials and set down the framework of a thesis paper.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題につ

いて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの期

間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュー
を前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。 研究指導 2は、主として先行研究の資料収集、および論文の骨子作りの
指導を行う。 

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 

through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 2 consists mainly of instruction in 
gathering advance material for research and setting the framework for your thesis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 研究の中心的テーマの確認(1)  

3. 研究の中心的テーマの確認(2)  
4. 先行文献の収集と報告(1)  

5. 先行文献の収集と報告(2)  

6. 先行文献の収集と報告(3)  

7. 論文構成の検討(1)  

8. 論文構成の検討(2)  

9. 論文構成の検討(3)  
10. 論文タイトルの検討(1)  

11. 論文タイトルの検討(2)  

12. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (1)  

13. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (2)  

14. 修士論文中間構想発表会の構想と報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール及び Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD724 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD724／研究指導２ 
(Seminar for Master's Thesis 2) 

担当者名 
（Instructor） 

木下 武徳(KINOSHITA TAKENORI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

先行研究資料の収集と論文の骨子を形作る。  

 
Gather pre-research materials and set down the framework of a thesis paper.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題につ

いて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの期

間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュー
を前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。 研究指導 2は、主として先行研究の資料収集、および論文の骨子作りの
指導を行う。 

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 

through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 2 consists mainly of instruction in 
gathering advance material for research and setting the framework for your thesis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 研究の中心的テーマの確認(1)  

3. 研究の中心的テーマの確認(2)  
4. 先行文献の収集と報告(1)  

5. 先行文献の収集と報告(2)  

6. 先行文献の収集と報告(3)  

7. 論文構成の検討(1)  

8. 論文構成の検討(2)  

9. 論文構成の検討(3)  
10. 論文タイトルの検討(1)  

11. 論文タイトルの検討(2)  

12. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (1)  

13. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (2)  

14. 修士論文中間構想発表会の構想と報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール及び Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD725 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD725／研究指導２ 
(Seminar for Master's Thesis 2) 

担当者名 
（Instructor） 

権 安理(GON ANRI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

先行研究資料の収集と論文の骨子を形作る。  

 
Gather pre-research materials and set down the framework of a thesis paper.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題につ

いて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの期

間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュー
を前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。 研究指導 2は、主として先行研究の資料収集、および論文の骨子作りの
指導を行う。 

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as  background, you will advance 

through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 2 consists mainly of instruction in 
gathering advance material for research and setting the framework for your thesis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 研究の中心的テーマの確認(1)  

3. 研究の中心的テーマの確認(2)  
4. 先行文献の収集と報告(1)  

5. 先行文献の収集と報告(2)  

6. 先行文献の収集と報告(3)  

7. 論文構成の検討(1)  

8. 論文構成の検討(2)  

9. 論文構成の検討(3)  
10. 論文タイトルの検討(1)  

11. 論文タイトルの検討(2)  

12. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (1)  

13. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (2)  

14. 修士論文中間構想発表会の構想と報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール及び Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD726 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD726／研究指導２ 
(Seminar for Master's Thesis 2) 

担当者名 
（Instructor） 

阪口 毅(SAKAGUCHI TAKESHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

先行研究資料の収集と論文の骨子を形作る。  

 
Gather pre-research materials and set down the framework of a thesis paper.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題につ

いて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの期

間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュー
を前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。 研究指導 2は、主として先行研究の資料収集、および論文の骨子作りの
指導を行う。 

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 

through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 2 consists mainly of instruction in 
gathering advance material for research and setting the framework for your thesis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 研究の中心的テーマの確認(1)  

3. 研究の中心的テーマの確認(2)  
4. 先行文献の収集と報告(1)  

5. 先行文献の収集と報告(2)  

6. 先行文献の収集と報告(3)  

7. 論文構成の検討(1)  

8. 論文構成の検討(2)  

9. 論文構成の検討(3)  
10. 論文タイトルの検討(1)  

11. 論文タイトルの検討(2)  

12. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (1)  

13. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (2)  

14. 修士論文中間構想発表会の構想と報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール及び Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD727 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD727／研究指導２ 
(Seminar for Master's Thesis 2) 

担当者名 
（Instructor） 

原田 峻(HARADA SHUN) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

先行研究資料の収集と論文の骨子を形作る。  

 
Gather pre-research materials and set down the framework of a thesis paper.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題につ

いて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの期

間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュー
を前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。 研究指導 2は、主として先行研究の資料収集、および論文の骨子作りの
指導を行う。 

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 

through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 2 consists mainly of instruction in 
gathering advance material for research and setting the framework for your thesis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 研究の中心的テーマの確認(1)  

3. 研究の中心的テーマの確認(2)  
4. 先行文献の収集と報告(1)  

5. 先行文献の収集と報告(2)  

6. 先行文献の収集と報告(3)  

7. 論文構成の検討(1)  

8. 論文構成の検討(2)  

9. 論文構成の検討(3)  
10. 論文タイトルの検討(1)  

11. 論文タイトルの検討(2)  

12. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (1)  

13. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (2)  

14. 修士論文中間構想発表会の構想と報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール及び Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD728 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD728／研究指導２ 
(Seminar for Master's Thesis 2) 

担当者名 
（Instructor） 

濵田 江里子(HAMADA ERIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

先行研究資料の収集と論文の骨子を形作る。  

 
Gather pre-research materials and set down the framework of a thesis paper.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題につ

いて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの期

間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュー
を前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。 研究指導 2は、主として先行研究の資料収集、および論文の骨子作りの
指導を行う。 

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 

through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 2 consists mainly of instruction in 
gathering advance material for research and setting the framework for your thesis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 研究の中心的テーマの確認(1)  

3. 研究の中心的テーマの確認(2)  
4. 先行文献の収集と報告(1)  

5. 先行文献の収集と報告(2)  

6. 先行文献の収集と報告(3)  

7. 論文構成の検討(1)  

8. 論文構成の検討(2)  

9. 論文構成の検討(3)  
10. 論文タイトルの検討(1)  

11. 論文タイトルの検討(2)  

12. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (1)  

13. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (2)  

14. 修士論文中間構想発表会の構想と報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール及び Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD729 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD729／研究指導２ 
(Seminar for Master's Thesis 2) 

担当者名 
（Instructor） 

畠中 亨(HATANAKA TOHRU) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

先行研究資料の収集と論文の骨子を形作る。  

 
Gather pre-research materials and set down the framework of a thesis paper.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題につ

いて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの期

間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュー
を前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。 研究指導 2は、主として先行研究の資料収集、および論文の骨子作りの
指導を行う。 

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 

through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 2 consists mainly of instruction in 
gathering advance material for research and setting the framework for your thesis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 研究の中心的テーマの確認(1)  

3. 研究の中心的テーマの確認(2)  
4. 先行文献の収集と報告(1)  

5. 先行文献の収集と報告(2)  

6. 先行文献の収集と報告(3)  

7. 論文構成の検討(1)  

8. 論文構成の検討(2)  

9. 論文構成の検討(3)  
10. 論文タイトルの検討(1)  

11. 論文タイトルの検討(2)  

12. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (1)  

13. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (2)  

14. 修士論文中間構想発表会の構想と報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール及び Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD730 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD730／研究指導２ 
(Seminar for Master's Thesis 2) 

担当者名 
（Instructor） 

武者 忠彦(MUSHA TADAHIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

先行研究資料の収集と論文の骨子を形作る。  

 
Gather pre-research materials and set down the framework of a thesis paper.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題につ

いて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの期

間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュー
を前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。 研究指導 2は、主として先行研究の資料収集、および論文の骨子作りの
指導を行う。 

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 

through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 2 consists mainly of instruction in 
gathering advance material for research and setting the framework for your thesis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 研究の中心的テーマの確認(1)  

3. 研究の中心的テーマの確認(2)  
4. 先行文献の収集と報告(1)  

5. 先行文献の収集と報告(2)  

6. 先行文献の収集と報告(3)  

7. 論文構成の検討(1)  

8. 論文構成の検討(2)  

9. 論文構成の検討(3)  
10. 論文タイトルの検討(1)  

11. 論文タイトルの検討(2)  

12. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (1)  

13. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (2)  

14. 修士論文中間構想発表会の構想と報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール及び Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD731 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD731／研究指導２ 
(Seminar for Master's Thesis 2) 

担当者名 
（Instructor） 

藤井 誠一郎(FUJII SEIICHIRO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

先行研究資料の収集と論文の骨子を形作る。  

 
Gather pre-research materials and set down the framework of a thesis paper.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題につ

いて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの期

間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュー
を前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。 研究指導 2は、主として先行研究の資料収集、および論文の骨子作りの
指導を行う。 

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 

through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 2 consists mainly of instruction in 
gathering advance material for research and setting the framework for your thesis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 研究の中心的テーマの確認(1)  

3. 研究の中心的テーマの確認(2)  
4. 先行文献の収集と報告(1)  

5. 先行文献の収集と報告(2)  

6. 先行文献の収集と報告(3)  

7. 論文構成の検討(1)  

8. 論文構成の検討(2)  

9. 論文構成の検討(3)  
10. 論文タイトルの検討(1)  

11. 論文タイトルの検討(2)  

12. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (1)  

13. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (2)  

14. 修士論文中間構想発表会の構想と報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール及び Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD740 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD740／研究指導２ 
(Seminar for Master's Thesis 2) 

担当者名 
（Instructor） 

後関 慎司(GOSEKI SHINJI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

先行研究資料の収集と論文の骨子を形作る。  

 
Gather pre-research materials and set down the framework of a thesis paper.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題につ

いて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの期

間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュー
を前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。 研究指導 2は、主として先行研究の資料収集、および論文の骨子作りの
指導を行う。 

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 

through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 2 consists mainly of instruction in 
gathering advance material for research and setting the framework for your thesis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 研究の中心的テーマの確認(1)  

3. 研究の中心的テーマの確認(2)  
4. 先行文献の収集と報告(1)  

5. 先行文献の収集と報告(2)  

6. 先行文献の収集と報告(3)  

7. 論文構成の検討(1)  

8. 論文構成の検討(2)  

9. 論文構成の検討(3)  
10. 論文タイトルの検討(1)  

11. 論文タイトルの検討(2)  

12. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (1)  

13. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (2)  

14. 修士論文中間構想発表会の構想と報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール及び Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD741 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD741／研究指導２ 
(Seminar for Master's Thesis 2) 

担当者名 
（Instructor） 

ライトナー(LEITNER KATRIN J.) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

先行研究資料の収集と論文の骨子を形作る。  

 
Gather pre-research materials and set down the framework of a thesis paper.  

 

授業の内容（Course Contents） 

入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題につ

いて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの期

間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビュー
を前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テーマ

の設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。 研究指導 2は、主として先行研究の資料収集、および論文の骨子作りの
指導を行う。 

 
For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 

through the process from setting your research theme to completion. Research Instruction 2 consists mainly of instruction in 
gathering advance material for research and setting the framework for your thesis. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 研究の中心的テーマの確認(1)  

3. 研究の中心的テーマの確認(2)  
4. 先行文献の収集と報告(1)  

5. 先行文献の収集と報告(2)  

6. 先行文献の収集と報告(3)  

7. 論文構成の検討(1)  

8. 論文構成の検討(2)  

9. 論文構成の検討(3)  
10. 論文タイトルの検討(1)  

11. 論文タイトルの検討(2)  

12. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (1)  

13. 修士論文中間構想発表会に向けての論点確認 (2)  

14. 修士論文中間構想発表会の構想と報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール及び Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 
 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 
 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD800 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD800／研究指導３ 
(Seminar for Master's Thesis 3) 

担当者名 
（Instructor） 

湯澤 直美(YUZAWA NAOMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文の執筆を実践する。 

 

Write your master’s thesis. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題に

ついて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの
期間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビ

ューを前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テ
ーマの設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 3では、研究指導 1・2の学修をもとに、実際の修士論文の

執筆をめぐって指導を行う。  

 

For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 
through the process from setting your research theme to completion. In Research Instruction 3, you will receive instruction 

about the actual writing of your thesis, building upon the knowledge acquired in Research Instruction 1 and 2.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 研究計画の検討(1)  

3. 研究計画の検討(2)  

4. 論文目次の検討(1)  
5. 論文目次の検討(2)  

6. 論文執筆状況の報告(1) 
7. 論文執筆状況の報告(2) 

8. 論文執筆状況の報告(3) 
9. 論文執筆状況の報告(4) 

10. 論文執筆状況の報告(5) 

11. 論文執筆状況の報告(6) 
12. 論文執筆状況の報告(7) 

13. 論文の最終確認  
14. 修士論文発表会の報告準備  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール、Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 

 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD801 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD801／研究指導３ 
(Seminar for Master's Thesis 3) 

担当者名 
（Instructor） 

飯村 史恵(IIMURA FUMIE) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文の執筆を実践する。 

 

Write your master’s thesis. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題に

ついて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの
期間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビ

ューを前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テ
ーマの設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 3では、研究指導 1・2の学修をもとに、実際の修士論文の

執筆をめぐって指導を行う。  

 

For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 
through the process from setting your research theme to completion. In Research Instruction 3, you will receive instruction 

about the actual writing of your thesis, building upon the knowledge acquired in Research Instruction 1 and 2.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 研究計画の検討(1)  

3. 研究計画の検討(2)  

4. 論文目次の検討(1)  
5. 論文目次の検討(2)  

6. 論文執筆状況の報告(1) 
7. 論文執筆状況の報告(2) 

8. 論文執筆状況の報告(3) 
9. 論文執筆状況の報告(4) 

10. 論文執筆状況の報告(5) 

11. 論文執筆状況の報告(6) 
12. 論文執筆状況の報告(7) 

13. 論文の最終確認  
14. 修士論文発表会の報告準備  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール、Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 

 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD802 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD802／研究指導３ 
(Seminar for Master's Thesis 3) 

担当者名 
（Instructor） 

杉山 明伸(SUGIYAMA AKINOBU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文の執筆を実践する。 

 

Write your master’s thesis. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題に

ついて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの
期間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビ

ューを前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テ
ーマの設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 3では、研究指導 1・2の学修をもとに、実際の修士論文の

執筆をめぐって指導を行う。  

 

For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 
through the process from setting your research theme to completion. In Research Instruction 3, you will receive instruction 

about the actual writing of your thesis, building upon the knowledge acquired in Research Instruction 1 and 2.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 研究計画の検討(1)  

3. 研究計画の検討(2)  

4. 論文目次の検討(1)  
5. 論文目次の検討(2)  

6. 論文執筆状況の報告(1) 
7. 論文執筆状況の報告(2) 

8. 論文執筆状況の報告(3) 
9. 論文執筆状況の報告(4) 

10. 論文執筆状況の報告(5) 

11. 論文執筆状況の報告(6) 
12. 論文執筆状況の報告(7) 

13. 論文の最終確認  
14. 修士論文発表会の報告準備  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール、Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 

 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD803 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD803／研究指導３ 
(Seminar for Master's Thesis 3) 

担当者名 
（Instructor） 

長倉 真寿美(NAGAKURA MASUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文の執筆を実践する。 

 

Write your master’s thesis. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題に

ついて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの
期間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビ

ューを前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テ
ーマの設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 3では、研究指導 1・2の学修をもとに、実際の修士論文の

執筆をめぐって指導を行う。  

 

For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 
through the process from setting your research theme to completion. In Research Instruction 3, you will receive instruction 

about the actual writing of your thesis, building upon the knowledge acquired in Research Instruction 1 and 2.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 研究計画の検討(1)  

3. 研究計画の検討(2)  

4. 論文目次の検討(1)  
5. 論文目次の検討(2)  

6. 論文執筆状況の報告(1) 
7. 論文執筆状況の報告(2) 

8. 論文執筆状況の報告(3) 
9. 論文執筆状況の報告(4) 

10. 論文執筆状況の報告(5) 

11. 論文執筆状況の報告(6) 
12. 論文執筆状況の報告(7) 

13. 論文の最終確認  
14. 修士論文発表会の報告準備  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール、Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 

 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD804 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD804／研究指導３ 
(Seminar for Master's Thesis 3) 

担当者名 
（Instructor） 

結城 俊哉(YUKI TOSHIYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文の執筆を実践する。 

 

Write your master’s thesis. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題に

ついて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの
期間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビ

ューを前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テ
ーマの設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 3では、研究指導 1・2の学修をもとに、実際の修士論文の

執筆をめぐって指導を行う。  

 

For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 
through the process from setting your research theme to completion. In Research Instruction 3, you will receive instruction 

about the actual writing of your thesis, building upon the knowledge acquired in Research Instruction 1 and 2.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 研究計画の検討(1)  

3. 研究計画の検討(2)  

4. 論文目次の検討(1)  
5. 論文目次の検討(2)  

6. 論文執筆状況の報告(1) 
7. 論文執筆状況の報告(2) 

8. 論文執筆状況の報告(3) 
9. 論文執筆状況の報告(4) 

10. 論文執筆状況の報告(5) 

11. 論文執筆状況の報告(6) 
12. 論文執筆状況の報告(7) 

13. 論文の最終確認  
14. 修士論文発表会の報告準備  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール、Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 

 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD805 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD805／研究指導３ 
(Seminar for Master's Thesis 3) 

担当者名 
（Instructor） 

後藤 広史(GOTO HIROSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文の執筆を実践する。 

 

Write your master’s thesis. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題に

ついて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの
期間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビ

ューを前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テ
ーマの設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 3では、研究指導 1・2の学修をもとに、実際の修士論文の

執筆をめぐって指導を行う。  

 

For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 
through the process from setting your research theme to completion. In Research Instruction 3, you will receive instruction 

about the actual writing of your thesis, building upon the knowledge acquired in Research Instruction 1 and 2.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 研究計画の検討(1)  

3. 研究計画の検討(2)  

4. 論文目次の検討(1)  
5. 論文目次の検討(2)  

6. 論文執筆状況の報告(1) 
7. 論文執筆状況の報告(2) 

8. 論文執筆状況の報告(3) 
9. 論文執筆状況の報告(4) 

10. 論文執筆状況の報告(5) 

11. 論文執筆状況の報告(6) 
12. 論文執筆状況の報告(7) 

13. 論文の最終確認  
14. 修士論文発表会の報告準備  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール、Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 

 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD807 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD807／研究指導３ 
(Seminar for Master's Thesis 3) 

担当者名 
（Instructor） 

川村 岳人(KAWAMURA GAKUTO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文の執筆を実践する。 

 

Write your master’s thesis. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題に

ついて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの
期間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビ

ューを前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テ
ーマの設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 3では、研究指導 1・2の学修をもとに、実際の修士論文の

執筆をめぐって指導を行う。  

 

For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 
through the process from setting your research theme to completion. In Research Instruction 3, you will receive instruction 

about the actual writing of your thesis, building upon the knowledge acquired in Research Instruction 1 and 2.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 研究計画の検討(1)  

3. 研究計画の検討(2)  

4. 論文目次の検討(1)  
5. 論文目次の検討(2)  

6. 論文執筆状況の報告(1) 
7. 論文執筆状況の報告(2) 

8. 論文執筆状況の報告(3) 
9. 論文執筆状況の報告(4) 

10. 論文執筆状況の報告(5) 

11. 論文執筆状況の報告(6) 
12. 論文執筆状況の報告(7) 

13. 論文の最終確認  
14. 修士論文発表会の報告準備  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール、Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 

 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD808 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD808／研究指導３ 
(Seminar for Master's Thesis 3) 

担当者名 
（Instructor） 

掛川 直之(KAKEGAWA NAOYUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文の執筆を実践する。 

 

Write your master’s thesis. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題に

ついて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの
期間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビ

ューを前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テ
ーマの設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 3では、研究指導 1・2の学修をもとに、実際の修士論文の

執筆をめぐって指導を行う。  

 

For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 
through the process from setting your research theme to completion. In Research Instruction 3, you will receive instruction 

about the actual writing of your thesis, building upon the knowledge acquired in Research Instruction 1 and 2.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 研究計画の検討(1)  

3. 研究計画の検討(2)  

4. 論文目次の検討(1)  
5. 論文目次の検討(2)  

6. 論文執筆状況の報告(1) 
7. 論文執筆状況の報告(2) 

8. 論文執筆状況の報告(3) 
9. 論文執筆状況の報告(4) 

10. 論文執筆状況の報告(5) 

11. 論文執筆状況の報告(6) 
12. 論文執筆状況の報告(7) 

13. 論文の最終確認  
14. 修士論文発表会の報告準備  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール、Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 

 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 
 

  



 - 235 - 

■VD821 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD821／研究指導３ 
(Seminar for Master's Thesis 3) 

担当者名 
（Instructor） 

原田 晃樹(HARADA KOKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文の執筆を実践する。 

 

Write your master’s thesis. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題に

ついて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの
期間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビ

ューを前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テ
ーマの設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 3では、研究指導 1・2の学修をもとに、実際の修士論文の

執筆をめぐって指導を行う。  

 

For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 
through the process from setting your research theme to completion. In Research Instruction 3, you will receive instruction 

about the actual writing of your thesis, building upon the knowledge acquired in Research Instruction 1 and 2.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 研究計画の検討(1)  

3. 研究計画の検討(2)  

4. 論文目次の検討(1)  
5. 論文目次の検討(2)  

6. 論文執筆状況の報告(1) 
7. 論文執筆状況の報告(2) 

8. 論文執筆状況の報告(3) 
9. 論文執筆状況の報告(4) 

10. 論文執筆状況の報告(5) 

11. 論文執筆状況の報告(6) 
12. 論文執筆状況の報告(7) 

13. 論文の最終確認  
14. 修士論文発表会の報告準備  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール、Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 

 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD822 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD822／研究指導３ 
(Seminar for Master's Thesis 3) 

担当者名 
（Instructor） 

藤井 敦史(FUJII ATSUSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文の執筆を実践する。 

 

Write your master’s thesis. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題に

ついて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの
期間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビ

ューを前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テ
ーマの設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 3では、研究指導 1・2の学修をもとに、実際の修士論文の

執筆をめぐって指導を行う。  

 

For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you wil l progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 
through the process from setting your research theme to completion. In Research Instruction 3, you will receive instruction 

about the actual writing of your thesis, building upon the knowledge acquired in Research Instruction 1 and 2.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 研究計画の検討(1)  

3. 研究計画の検討(2)  

4. 論文目次の検討(1)  
5. 論文目次の検討(2)  

6. 論文執筆状況の報告(1) 
7. 論文執筆状況の報告(2) 

8. 論文執筆状況の報告(3) 
9. 論文執筆状況の報告(4) 

10. 論文執筆状況の報告(5) 

11. 論文執筆状況の報告(6) 
12. 論文執筆状況の報告(7) 

13. 論文の最終確認  
14. 修士論文発表会の報告準備  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール、Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 

 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD823 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD823／研究指導３ 
(Seminar for Master's Thesis 3) 

担当者名 
（Instructor） 

鈴木 弥生(SUZUKI YAYOI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文の執筆を実践する。 

 

Write your master’s thesis. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題に

ついて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの
期間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビ

ューを前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テ
ーマの設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 3では、研究指導 1・2の学修をもとに、実際の修士論文の

執筆をめぐって指導を行う。  

 

For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 
through the process from setting your research theme to completion. In Research Instruction 3, you will receive instruction 

about the actual writing of your thesis, building upon the knowledge acquired in Research Instruction 1 and 2.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 研究計画の検討(1)  

3. 研究計画の検討(2)  

4. 論文目次の検討(1)  
5. 論文目次の検討(2)  

6. 論文執筆状況の報告(1) 
7. 論文執筆状況の報告(2) 

8. 論文執筆状況の報告(3) 
9. 論文執筆状況の報告(4) 

10. 論文執筆状況の報告(5) 

11. 論文執筆状況の報告(6) 
12. 論文執筆状況の報告(7) 

13. 論文の最終確認  
14. 修士論文発表会の報告準備  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール、Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 

 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD824 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD824／研究指導３ 
(Seminar for Master's Thesis 3) 

担当者名 
（Instructor） 

木下 武徳(KINOSHITA TAKENORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文の執筆を実践する。 

 

Write your master’s thesis. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題に

ついて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの
期間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビ

ューを前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テ
ーマの設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 3では、研究指導 1・2の学修をもとに、実際の修士論文の

執筆をめぐって指導を行う。  

 

For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance  
through the process from setting your research theme to completion. In Research Instruction 3, you will receive instruction 

about the actual writing of your thesis, building upon the knowledge acquired in Research Instruction 1 and 2.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 研究計画の検討(1)  

3. 研究計画の検討(2)  

4. 論文目次の検討(1)  
5. 論文目次の検討(2)  

6. 論文執筆状況の報告(1) 
7. 論文執筆状況の報告(2) 

8. 論文執筆状況の報告(3) 
9. 論文執筆状況の報告(4) 

10. 論文執筆状況の報告(5) 

11. 論文執筆状況の報告(6) 
12. 論文執筆状況の報告(7) 

13. 論文の最終確認  
14. 修士論文発表会の報告準備  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール、Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 

 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD825 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD825／研究指導３ 
(Seminar for Master's Thesis 3) 

担当者名 
（Instructor） 

権 安理(GON ANRI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文の執筆を実践する。 

 

Write your master’s thesis. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題に

ついて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの
期間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビ

ューを前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テ
ーマの設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 3では、研究指導 1・2の学修をもとに、実際の修士論文の

執筆をめぐって指導を行う。  

 

For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. F rom then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 
through the process from setting your research theme to completion. In Research Instruction 3, you will receive instructi on 

about the actual writing of your thesis, building upon the knowledge acquired in Research Instruction 1 and 2.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 研究計画の検討(1)  

3. 研究計画の検討(2)  

4. 論文目次の検討(1)  
5. 論文目次の検討(2)  

6. 論文執筆状況の報告(1) 
7. 論文執筆状況の報告(2) 

8. 論文執筆状況の報告(3) 
9. 論文執筆状況の報告(4) 

10. 論文執筆状況の報告(5) 

11. 論文執筆状況の報告(6) 
12. 論文執筆状況の報告(7) 

13. 論文の最終確認  
14. 修士論文発表会の報告準備  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール、Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 

 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD826 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD826／研究指導３ 
(Seminar for Master's Thesis 3) 

担当者名 
（Instructor） 

阪口 毅(SAKAGUCHI TAKESHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文の執筆を実践する。 

 

Write your master’s thesis. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題に

ついて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの
期間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビ

ューを前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テ
ーマの設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 3では、研究指導 1・2の学修をもとに、実際の修士論文の

執筆をめぐって指導を行う。  

 

For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 
through the process from setting your research theme to completion. In Research Instruction 3, you will receive instruction 

about the actual writing of your thesis, building upon the knowledge acquired in Research Instruction 1 and 2.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 研究計画の検討(1)  

3. 研究計画の検討(2)  

4. 論文目次の検討(1)  
5. 論文目次の検討(2)  

6. 論文執筆状況の報告(1) 
7. 論文執筆状況の報告(2) 

8. 論文執筆状況の報告(3) 
9. 論文執筆状況の報告(4) 

10. 論文執筆状況の報告(5) 

11. 論文執筆状況の報告(6) 
12. 論文執筆状況の報告(7) 

13. 論文の最終確認  
14. 修士論文発表会の報告準備  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール、Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 

 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD827 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD827／研究指導３ 
(Seminar for Master's Thesis 3) 

担当者名 
（Instructor） 

原田 峻(HARADA SHUN) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文の執筆を実践する。 

 

Write your master’s thesis. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題に

ついて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの
期間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビ

ューを前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テ
ーマの設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 3では、研究指導 1・2の学修をもとに、実際の修士論文の

執筆をめぐって指導を行う。  

 

For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 
through the process from setting your research theme to completion. In Research Instruction 3, you will receive instruction 

about the actual writing of your thesis, building upon the knowledge acquired in Research Instruction 1 and 2.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 研究計画の検討(1)  

3. 研究計画の検討(2)  

4. 論文目次の検討(1)  
5. 論文目次の検討(2)  

6. 論文執筆状況の報告(1) 
7. 論文執筆状況の報告(2) 

8. 論文執筆状況の報告(3) 
9. 論文執筆状況の報告(4) 

10. 論文執筆状況の報告(5) 

11. 論文執筆状況の報告(6) 
12. 論文執筆状況の報告(7) 

13. 論文の最終確認  
14. 修士論文発表会の報告準備  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール、Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 

 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD828 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD828／研究指導３ 
(Seminar for Master's Thesis 3) 

担当者名 
（Instructor） 

濵田 江里子(HAMADA ERIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文の執筆を実践する。 

 

Write your master’s thesis. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題に

ついて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの
期間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビ

ューを前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テ
ーマの設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 3では、研究指導 1・2の学修をもとに、実際の修士論文の

執筆をめぐって指導を行う。  

 

For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 
through the process from setting your research theme to completion. In Research Instruction 3, you will receive instruction 

about the actual writing of your thesis, building upon the knowledge acquired in Research Instruction 1 and 2.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 研究計画の検討(1)  

3. 研究計画の検討(2)  

4. 論文目次の検討(1)  
5. 論文目次の検討(2)  

6. 論文執筆状況の報告(1) 
7. 論文執筆状況の報告(2) 

8. 論文執筆状況の報告(3) 
9. 論文執筆状況の報告(4) 

10. 論文執筆状況の報告(5) 

11. 論文執筆状況の報告(6) 
12. 論文執筆状況の報告(7) 

13. 論文の最終確認  
14. 修士論文発表会の報告準備  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール、Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 

 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD829 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD829／研究指導３ 
(Seminar for Master's Thesis 3) 

担当者名 
（Instructor） 

畠中 亨(HATANAKA TOHRU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文の執筆を実践する。 

 

Write your master’s thesis. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題に

ついて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの
期間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビ

ューを前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テ
ーマの設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 3では、研究指導 1・2の学修をもとに、実際の修士論文の

執筆をめぐって指導を行う。  

 

For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you wil l progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 
through the process from setting your research theme to completion. In Research Instruction 3, you will receive instruction 

about the actual writing of your thesis, building upon the knowledge acquired in Research Instruction 1 and 2.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 研究計画の検討(1)  

3. 研究計画の検討(2)  

4. 論文目次の検討(1)  
5. 論文目次の検討(2)  

6. 論文執筆状況の報告(1) 
7. 論文執筆状況の報告(2) 

8. 論文執筆状況の報告(3) 
9. 論文執筆状況の報告(4) 

10. 論文執筆状況の報告(5) 

11. 論文執筆状況の報告(6) 
12. 論文執筆状況の報告(7) 

13. 論文の最終確認  
14. 修士論文発表会の報告準備  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール、Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 

 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 



 - 252 - 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD830 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD830／研究指導３ 
(Seminar for Master's Thesis 3) 

担当者名 
（Instructor） 

武者 忠彦(MUSHA TADAHIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文の執筆を実践する。 

 

Write your master’s thesis. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題に

ついて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの
期間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビ

ューを前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テ
ーマの設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 3では、研究指導 1・2の学修をもとに、実際の修士論文の

執筆をめぐって指導を行う。  

 

For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 
through the process from setting your research theme to completion. In Research Instruction 3, you will receive instruction 

about the actual writing of your thesis, building upon the knowledge acquired in Research Instruction 1 and 2.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 研究計画の検討(1)  

3. 研究計画の検討(2)  

4. 論文目次の検討(1)  
5. 論文目次の検討(2)  

6. 論文執筆状況の報告(1) 
7. 論文執筆状況の報告(2) 

8. 論文執筆状況の報告(3) 
9. 論文執筆状況の報告(4) 

10. 論文執筆状況の報告(5) 

11. 論文執筆状況の報告(6) 
12. 論文執筆状況の報告(7) 

13. 論文の最終確認  
14. 修士論文発表会の報告準備  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール、Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 

 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD831 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD831／研究指導３ 
(Seminar for Master's Thesis 3) 

担当者名 
（Instructor） 

藤井 誠一郎(FUJII SEIICHIRO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文の執筆を実践する。 

 

Write your master’s thesis. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題に

ついて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの
期間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビ

ューを前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テ
ーマの設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 3では、研究指導 1・2の学修をもとに、実際の修士論文の

執筆をめぐって指導を行う。  

 

For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 
through the process from setting your research theme to completion. In Research Instruction 3, you will receive instruction 

about the actual writing of your thesis, building upon the knowledge acquired in Research Instruction 1 and 2.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 研究計画の検討(1)  

3. 研究計画の検討(2)  

4. 論文目次の検討(1)  
5. 論文目次の検討(2)  

6. 論文執筆状況の報告(1) 
7. 論文執筆状況の報告(2) 

8. 論文執筆状況の報告(3) 
9. 論文執筆状況の報告(4) 

10. 論文執筆状況の報告(5) 

11. 論文執筆状況の報告(6) 
12. 論文執筆状況の報告(7) 

13. 論文の最終確認  
14. 修士論文発表会の報告準備  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール、Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 

 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD840 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD840／研究指導３ 
(Seminar for Master's Thesis 3) 

担当者名 
（Instructor） 

後関 慎司(GOSEKI SHINJI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文の執筆を実践する。 

 

Write your master’s thesis. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題に

ついて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの
期間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビ

ューを前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テ
ーマの設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 3では、研究指導 1・2の学修をもとに、実際の修士論文の

執筆をめぐって指導を行う。  

 

For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advi sor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 
through the process from setting your research theme to completion. In Research Instruction 3, you will receive ins truction 

about the actual writing of your thesis, building upon the knowledge acquired in Research Instruction 1 and 2.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 研究計画の検討(1)  

3. 研究計画の検討(2)  

4. 論文目次の検討(1)  
5. 論文目次の検討(2)  

6. 論文執筆状況の報告(1) 
7. 論文執筆状況の報告(2) 

8. 論文執筆状況の報告(3) 
9. 論文執筆状況の報告(4) 

10. 論文執筆状況の報告(5) 

11. 論文執筆状況の報告(6) 
12. 論文執筆状況の報告(7) 

13. 論文の最終確認  
14. 修士論文発表会の報告準備  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール、Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 

 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■VD841 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

VD841／研究指導３ 
(Seminar for Master's Thesis 3) 

担当者名 
（Instructor） 

ライトナー(LEITNER KATRIN J.) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH6630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
コミュニティ福祉学研究科必修科目 

 

授業の目標（Course Objectives） 

修士論文の執筆を実践する。 

 

Write your master’s thesis. 

 

授業の内容（Course Contents） 

 入学当初から半年間は、「研究基礎」において、研究の基礎的な手法やテーマ選定の方法等を学び、院生個別の研究課題に

ついて助言を行う。それを経た後に、1年次秋学期に指導教員を定めて行う研究指導１が開始される。 以後、2年次修了までの
期間を半期ごとに、研究指導 2、研究指導 3 と分けて、段階的に進める。 研究テーマに関する基礎文献および先行研究のレビ

ューを前提に、自らの修士論文執筆の基本的枠組みの構想の方法や論文の論理的構成の方法などを身につけながら、研究テ
ーマの設定から研究の完成に至るプロセスを進行させる。研究指導 3では、研究指導 1・2の学修をもとに、実際の修士論文の

執筆をめぐって指導を行う。  

 

For the first 6 months after enrollment, you will learn fundamental research methods, how to select a theme and receive 

personalized advice about research topics in the Basic seminar for master’s thesis run by the head of the master’s program. 

After completing this, Research Instruction 1 begins in the first fall semester where you will choose an advisor. From then on 

until completion of your second year, you will progress in stages each semester through Research Instruction 2 and Research 

Instruction 3. While learning how to plan the basic framework for writing your master’s thesis and how to logically structure your 

thesis, with the fundamental literature and advance research review for your research theme as background, you will advance 
through the process from setting your research theme to completion. In Research Instruction 3, you will receive instruction 

about the actual writing of your thesis, building upon the knowledge acquired in Research Instruction 1 and 2.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 研究計画の検討(1)  

3. 研究計画の検討(2)  

4. 論文目次の検討(1)  
5. 論文目次の検討(2)  

6. 論文執筆状況の報告(1) 
7. 論文執筆状況の報告(2) 

8. 論文執筆状況の報告(3) 
9. 論文執筆状況の報告(4) 

10. 論文執筆状況の報告(5) 

11. 論文執筆状況の報告(6) 
12. 論文執筆状況の報告(7) 

13. 論文の最終確認  
14. 修士論文発表会の報告準備  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

メール、Blackboard を通じて指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

研究指導への出席および授業参加度(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

担当教員が指示する。 

 

参考文献（Readings） 

担当教員が指示する。 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD201 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD201／保健医療福祉連携特論 
(Interprofessional Work) 

担当者名 
（Instructor） 

杉山 明伸(SUGIYAMA AKINOBU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

医療・福祉・介護現場での『連携』について理解を深めることを目指します。これに基づき，医療・福祉・介護現場で改めて『連携』

を試みるように計画します。 
 

授業の内容（Course Contents） 

講義による問題提起に続いて，受講生から実践報告または関連情報報告をしていただきます。これらに基づいて討議・考察しま
す。実践現場のない人には情報収集のポイントを提示します。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 社会福祉領域の連携 

3. 保健医療領域の連携 

4. 社会保障制度の変遷 

5. 連携が導入された社会的背景 

6. 連携に関わる医療・福祉・介護専門職 

7. 連携の種類 
8. 専門職連携教育（IPE）と専門職連携実践（IPW） 

9. チームの類型と連携 

10. ケアマネジメントと連携 

11. 連携の岐路：システム志向と利用者志向 

12. 連携の実践例 

13. ソーシャルワーカーにとっての連携の意味 

14. 医療・福祉・介護現場で連携する際の要点 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

福祉実践現場など対人援助業務に従事している人は，身近にある連携の実例について報告できるように整理しておいてくださ

い。実践現場に従事していない人は，日常的に新聞・ニュース等で連携に関連する記事に関心を持ち，連携について情報を集め

るように心がけてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加度(100%) 

すべての評価において前期課程より高度な水準を要求する。 
 

テキスト（Textbooks） 

特にありません。 

 

参考文献（Readings） 

必要に応じて紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD203 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD203／地域福祉特論 
(Social Work Practice in Community Development) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

地域福祉の現状・課題とその展望 

担当者名 

（Instructor） 
豊田 宗裕(TOYODA MUNEHIRO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

①地域福祉に関わる様々な課題について関心をもつことができる。 

②地域福祉を巡る様々な事象の背景、要因、意味を多元的にとらえることができる。 

③地域福祉の課題に対するアプローチ方法を構想することができる。 

④地域福祉の知見を身につけ、学会での発表や論文執筆に結びつけることができる。 

 

授業の内容（Course Contents） 

地域福祉の現状と課題に関わるテーマを設定し、受講生からのレポートと問題提起を受け、ディスカッションを行い、テーマに関
する理解を深める。地域福祉とは何か、先駆的な実践の展開の状況及び国内各地の実践の動向、政策の動向、研究の動向を

把握しながら、今後の地域福祉のあり方について検討する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 地域福祉という概念 

2. コミュニティとアソシエーション 
3. 地域包括ケアシステム、包括的支援体制 

4. コミュニティソーシャルワーク 

5. 超高齢社会の課題 

6. 少子社会の課題 

7. 多文化共生社会の課題 

8. 地域福祉計画、地域福祉活動計画 

9. 住民参加、当事者参加 
10. 社会福祉協議会の現状と課題 

11. 地域福祉と助成事業 

12. ボランティア、市民活動組織 

13. 災害と地域福祉 

14. 地域福祉と福祉政策 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

次回の授業のテーマに関わるキーワードをあらかじめ調べてくること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表内容(30%)/議論への参加度(30%)/リアクションペーパー(20%)/最終レポート(Final Report)(20%) 

授業の目標は、すべての項目で前期課程より高度な達成水準を要求する。 
 

テキスト（Textbooks） 

特に指定しない。適宜資料を配布し授業の展開に用いる。 

 

参考文献（Readings） 

1. 妻鹿ふみ子編著、2010、『地域福祉の今を学ぶ』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4-623-05691 ｰ 0) 

2. 上野谷加代子他編著、2019、『新版『よくわかる地域福祉』』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4623085927) 
3. 全国社会福祉協議会、2022、『月刊 福祉』、全国社会福祉協議会 

授業の進行に合わせて、適宜、紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 264 - 

■WD205 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD205／生活困窮者支援特論 
(Social Work for the Needy) 

担当者名 
（Instructor） 

後藤 広史(GOTO HIROSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・生活困窮（者）の実態について理解を深める 

・生活困窮（者）の自立支援の在り方について考察を深める 
・先行研究から自身の研究課題を明確化する 

・実際に先行研究のレビューを行いを行い学会発表や論文執筆に結び付けることができる。 

 

授業の内容（Course Contents） 

本授業では、講義、文献・論文講読、受講生による発表（プレゼンテーション）を通して生活困窮者の自立支援についてソーシャ

ルワークの観点から理解を深め、その在り方について検討する。 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション―本授業の進め方・留意点 

2. 準備講義①－貧困・社会的排除・生活困窮とはなにか 

3. 準備講義②－貧困・相対的剥奪の量／貧困の世代間連鎖 

4. 準備講義③―生活困窮と自立支援をめぐる諸論点 

5. 文献講読① 
6. 論文講読② 

7. 受講生によるプレゼンテーション① 

8. 文献講読③ 

9. 論文講読④ 

10. 受講生によるプレゼンテーション② 

11. 文献講読⑤ 

12. 論文講読⑥ 
13. 受講生によるプレゼンテーション③ 

14. 授業のまとめ 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前学修：授業終了時に扱う文献・論文のポイントについて説明する。それを踏まえてそれらを分析的に熟読しておくこと。 

事後学修：授業終了時に、理解を深めるための文献・論文について提示する。熟読し理解を深めておくこと。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

プレゼンテーション内容(30%)/授業参画度(30%)/先行研究に基づいたレビュー論文の作成(40%) 
留意事項については初回の授業時で説明する。 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用しない。 

 

参考文献（Readings） 

初回の授業で参考文献のリストを配布する。文献・論文講読で扱うものは、受講生の関心に合わせて調整する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD207 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD207／権利擁護特論 
(Advocacy in Social Work) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

ソーシャルワークにおけるアドボカシー再考 

担当者名 

（Instructor） 
飯村 史恵(IIMURA FUMIE) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本では近年、社会福祉における「権利擁護」が、判断能力の不十分な人々の契約制度や財産管理を担う成年後見制度との文

脈で語られることが多くなってきている。しかし、社会正義、人権、集団的責任および多様性尊重を中核とするソーシャルワーク専

門職のグローバル定義を参照し、権利とは何かを根源的に問えば、利用者を取り巻く日常生活を権利の観点から多角的に捉え

直す必要があり、そこから新たな問題が浮上してくる。本講義では、権利の本質を具体的な事例を通して、受講者と共に討論し、

論点を共有し合いながら、理解を深める。 

さらに、自分の研究課題に即して論点を提示し、学会発表や論文執筆に結びつける考察に深化させることを目標とする。 
 

授業の内容（Course Contents） 

授業は、授業計画に提示したサブテーマに応じて進めることを予定しているが、受講者各自の研究テーマに即したディスカッショ

ンの機会を設けつつ、柔軟な授業運営に努めたいと考えている。 
大学院の授業であるため、教員によるレクチャーのみならず、受講生自身によるプレゼンテーションや話題提供を積極的に取り

入れ、双方向ディスカッションをメインにして進める予定である。 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. ノーマライゼーション理念と日本の実情 
2. 社会福祉の固有性を考える 

3. 障害者権利条約を貫く原理と人権モデルの今後 
4. 生命倫理と意思決定支援 

5. 権利行使と本人中心の支援：カリフォルニア州における知的障害者支援を例に 
6. 自己決定権と「能力」を巡る論点：成年後見制度の批判的検討 

7. 社会福祉協議会と「権利擁護活動」 

8. 事例検討：スティグマ 
9. 事例検討：社会的包摂 

10. 事例検討：社会福祉の実践モデル 
11. 事例検討：地域における共生社会の実現 

12. 事例検討：当事者研究 
13. 事例検討：当事者参加・住民参加 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

受講者各自の研究テーマに即したプレゼンテーションの準備及び時間外学習を実施すること。詳細については、授業時に指示す

る。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業における参加状況(40%)/授業内プレゼンテーション(40%)/最終レポート(Final Report)(20%) 

各評価方法において、前期課程より高度な達成水準を要求する。研究者としてのレベルに見合ったプレゼンテーションやレポート

等を期待しています。 

 

テキスト（Textbooks） 

特に指定しない。 
 

参考文献（Readings） 

授業時に適宜提示する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■WD209 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD209／司法福祉学特論 
(Forensic Social Work) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

刑事司法ソーシャルワーク臨床と司法福祉学理論とを架橋する 

担当者名 

（Instructor） 
掛川 直之(KAKEGAWA NAOYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・出所者／受刑者が罪を犯した背景について理解を深める 

・刑事司法ソーシャルワークのあり方について考察を深める 

・先行研究から自身の研究課題を明確化する 

さらに、後期課程においては、 

・実際にデータ収集をおこない学会発表や論文執筆に結びつけることができるようになる 

 

授業の内容（Course Contents） 

本授業では、講義、文献・論文講読、受講生による発表（プレゼンテーション）をとおして出所者についてソーシャルワークの観点

から理解を深め、そのあり方について検討する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 講義① 
3. 文献講読①-1 

4. 文献講読①-2 
5. 受講生によるプレゼンテーション① 

6. 講義② 
7. 文献講読②-1 

8. 文献講読②-2 
9. 受講生によるプレゼンテーション② 

10. 講義③ 

11. 文献講読③-1 
12. 文献講読③-2 

13. 受講生によるプレゼンテーション③ 
14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前学修：授業終了時に次回扱う文献・論文のポイントについて説明する。それを踏まえてそれらを分析的に熟読しておくこと。 

事後学修：授業終了時に、理解を深めるための文献・論文について提示する。それらを熟読し理解を深めておくこと。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

プレゼンテーション内容(50%)/授業参画度(50%) 

なお、後期課程においては、すべての評価方法において前期課程より高度な達成水準を要求する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 掛川直之著、2020、『犯罪からの社会復帰を問いなおす』、旬報社 

 

参考文献（Readings） 

1. 掛川直之編著、2018、『不安解消！出所者支援』、旬報社 

2. 掛川直之・飯田智子編著、2022、『出所者支援ハンドブック』、旬報社 

3. 浜井浩一著、2021、『エビデンスから考える現代の「罪と罰」』、現代人文社 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD211 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD211／医療ソーシャルワーク特論 
(Social Work in Medical Settings) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

医療ソーシャルワーク。ソーシャルワークの価値あるいは理論の実践への適用。倫理的
課題のある医療についてソーシャルワークの観点からの検討。 

担当者名 

（Instructor） 
松山 真(MATSUYAMA MAKOTO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

博士後期課程の学生は研究者であるから、受動的な学びではなく能動的な学びを期待する。自身の研究テーマにどのようにソー

シャルワークの理論および価値を適用出来るかについてディスカッションすることにより、ソーシャルワークの価値・視点から研究

テーマを考察することができる。あるいは医療における社会的・倫理的課題についてソーシャルワークの観点から考察することが

できる。 

 

授業の内容（Course Contents） 

ソーシャルワークの代表的な理論の中から、自身の研究内容に資すると考える理論を選択し発表して貰う。その上で、どのように
その理論を実践あるいは研究に用いることが出来るか討議する。研究テーマについて、ソーシャルワークの観点から考察する。

講義、ディスカッション、発表などについては、受講する人数や研究テーマにより各自の研究が進展するよう柔軟に変更し協力し

たい。 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. ソーシャルワーク理論とは 
2. 各自の研究テーマについて発表およびディスカッション 

3. 各自の研究テーマについて発表およびディスカッション 
4. ソーシャルワーク理論における視点の特徴 

5. 代表的なソーシャルワーク理論の選択と解説 
6. 代表的なソーシャルワーク理論の選択と解説 

7. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 
8. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 

9. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 

10. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 
11. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 

12. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 
13. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 

14. まとめ 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

ソーシャルワーク理論について理解を深めるため、他の文献も読みまとめる。単にまとめるだけではなく、自分自身の研究テーマ
にどのように適用出来るかを考える。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

ディスカッションを通して行う研究テーマの深化の程度(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

受講生と話し合って決める 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業時間については受講生と話し合い変更することが可能です。 

 

注意事項（Notice） 
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■WD213 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD213／女性支援政策特論 
(Social Welfare Policy for Women) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

ジェンダー／フェミニズムと社会福祉政策 

担当者名 

（Instructor） 
湯澤 直美(YUZAWA NAOMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

性差別を基底とした女性問題の解決に向け，社会福祉の役割・機能の変遷を解明しつつ，「社会福祉とジェンダー」の視角から今

後の展望を検討する。  

また、学会発表ができるプレゼンテーション能力を身につける。 

We solve the women's problem based on gender discrimination, and examine future prospects from the perspective of “social 

welfare and gender”, while clarifying the changes in roles and functions of social welfare.  

 

授業の内容（Course Contents） 

ジェンダーという分析概念を理解すること，および，それによって社会福祉に関わる諸問題，とりわけ女性をめぐる福祉課題を読

み解く力を養うことに重点をおく。  

We try to understand the analytical concept of gender. The emphasis will be on cultivating the ability to understand social 
welfare issues, especially women's welfare issues.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ジェンダー・フェミニズムと社会福祉-本授業のポイントと進め方 

2. 家族制度とジェンダー① 

3. 家族制度とジェンダー②－受講者による課題提起と総括 

4. ひとり親家族政策とジェンダー 
5. シングル女性をめぐる政策とジェンダー 

6. 女性に対する暴力の国際比較① 
7. 女性に対する暴力の国際比較②－受講者による課題提起と総括 

8. 性売買からみた「性と人権」「社会福祉」 

9. 性暴力の実態とジェンダー 

10. 女性福祉と婦人保護事業 

11. 男女共同参画社会の形成とジェンダー平等の推進 
12. 各自の研究をジェンダー視点で検討① 

13. 各自の研究をジェンダー視点で検討② 
14. 各自の研究をジェンダー視点で検討③ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

準備学習の内容、文献購読の資料については，各回の授業で提示する。ジェンダー・フェミニズムの視角から，社会福祉の展望

を切り開く議論を深めていきたい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内プレゼンテーション内容(50%)/授業参画度(50%) 

すべての評価において前期課程より高度な水準を要求する 
 

テキスト（Textbooks） 

1. 大矢さよこ・湯澤直美編『わくわくシニアシングルズ』、2018、『シニアシングルズ 女たちの知恵と縁』、大月書店 (ISBN:978-4-
27235044-5) 

 

参考文献（Readings） 

1. 浅倉むつ子・戒能民江・若尾典子、2004、『フェミニズム法学』、明石書店 (ISBN:978-4750318530) 

授業で随時，紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

本講義では、文献・論文購読、受講生によるプレゼンテーションを通して、研究力の向上をめざす。 
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注意事項（Notice） 
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■WD215 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD215／高齢者福祉特論 
(Social Work for Supporting the Elderly) 

担当者名 
（Instructor） 

長倉 真寿美(NAGAKURA MASUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

高齢者のケアマネジメントに関する実践的な技術を習得するとともに，その効果や現状の課題を明らかにする力をつける。更に、

実際にデータ収集を行い学会発表や論文執筆に結び付けることができる。 
 

授業の内容（Course Contents） 

ソーシャルワークの方法としてのケアマネジメントの理論を理解する。さらに，高齢者の事例研究を通して支援の方法を学び，ケ
アマネジメントの効果や実践上の課題を明らかにする。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ケアマネジメントの背景と定義 

2. ケアマネジメントの目的・構成・過程 

3. 介護保険制度とケアマネジメント 

4. ケアニーズの把握とケアプランの目標設定 

5. ケアプラン作成とサービス調整 

6. ケアチームの組成とサービス担当者会議 

7. ケアマネジメントのモニタリング、評価、終結、ケアマネジメントの価値と倫理 
8. 面接における基本的応答技法、利用者理解とコミュニケーション 

9. 居宅サービスにおけるケアマネジメント（１） 

10. 居宅サービスにおけるケアマネジメント（２） 

11. 特別養護老人ホームのケアマネジメント（１） 

12. 特別養護老人ホームのケアマネジメント（２） 

13. グループホームのケアマネジメント（１） 

14. グループホームのケアマネジメント（２） 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業で習ったケアマネジメントの手法が，自分の研究テーマに活用できるようにする。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(80%)/リアクションペーパー(10%)/レポート(10%) 
前期課程の評価方法に加えて課題を課す。全ての評価方法において前期課程より高度な達成水準を要求する。 

 

テキスト（Textbooks） 

特に指定しない。授業で使用する資料は、基本、Blackboard にアップする。 

 

参考文献（Readings） 

1. 社会福祉士養成講座編集委員会編、2015年、『相談援助の理論と方法Ⅰ 第３版 』、中央法規出版 (ISBN:978-4-8058-

5103-6) 

2. 一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟編、2020年、『相談援助職のための事例研究入門』、中央法規出版 

(ISBN:978-4-8058-8216-0) 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD217 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD217／居住福祉特論 
(Housing for Well-Being) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

社会的排除と居住 

担当者名 

（Instructor） 
川村 岳人(KAWAMURA GAKUTO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・社会的排除の空間的な側面について理解を深める。 

・社会的排除を解決する空間的単位として地域社会や居住空間に注目する意義を理解する。 

・居住福祉研究の知見を理解し，地域社会や居住空間の分析・考察に応用することができる。 

 

授業の内容（Course Contents） 

本授業では，講義，文献講読，受講生による発表（プレゼンテーション）を通して，地域社会や居住空間を多様な人びとが共生す

る場へと変革していく方法を検討する。 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 講義①－社会的排除の空間的側面 

3. 講義②－社会的包摂に向けた諸外国の施策・実践 

4. 講義③―日本の居住福祉の到達点 
5. 文献講読① 

6. 論文講読① 
7. 受講生によるプレゼンテーション① 

8. 文献講読② 
9. 論文講読② 

10. 受講生によるプレゼンテーション② 
11. 文献講読③ 

12. 論文講読③ 

13. 受講生によるプレゼンテーション③ 
14. 居住福祉に関する先駆的な取り組み―外部講師 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業中，関連する文献や論文などを適宜紹介するので，これらを熟読して事前・事後学習を行うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

プレゼンテーション内容(50%)/授業参画度(50%) 

すべての評価方法において，前期課程より高度な達成水準を要求する。 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用しない。 
 

参考文献（Readings） 

初回の授業で参考文献のリストを配布する。論文講読で扱う文献は，受講生の関心に合わせて調整する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD219 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD219／障害者支援特論 
(Support for Persons with Disabilites) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

ノーマライゼーション理念を基盤とした障害のある人へのケア論を考える 

担当者名 

（Instructor） 
結城 俊哉(YUKI TOSHIYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ノーマライゼーション理念の歴史的展開とケアの担い手に必要な対人援助の基本原則を理解する。 

さらに、実際にデータ収集（調査・フィールドワーク）を行い学会発表や論文執筆に結びつけることができる。 

 

授業の内容（Course Contents） 

ノーマライゼーションの原理及び人権思想の歴史的展開を多面的に検討しながら，コミュニティの中における障害者への差別・偏
見等のスティグマ問題やダウン症者と社会・政治・教育・福祉問題を考え、障害者に対する「援助（ケア）の担い手」に必要とされ

る「ケア論」について検討する。 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. ノーマライゼーションの思想・原理とは何か(1) 
2. ノーマライゼーションの思想・原理とは何か(2) 

3. 「ケアの視点と差別・偏見」について考える。(１) 

4. 「ケアの視点と差別・偏見」について考える。(2) 
5. 障害者支援とケアの担い手について考える。（１） 

6. 障害者支援とケアの担い手について考える。（２） 
7. 障害者支援とケアの担い手について考える。（３） 

8. 障害者支援とケアの担い手について考える。（４） 
9. ダウン症をめぐる「社会・政治・教育・福祉」問題を考える。（１） 

10. ダウン症をめぐる「社会・政治・教育・福祉」問題を考える。（２） 
11. 対人援助基本原則と展開方法論（１） 

12. 対人援助基本原則と展開方法論（２） 

13. 受講者の研究テーマの構想内容に関する準備計画の発表と研究方法を検討する。 
14. まとめ＝障害当事者への支援がケアの担い手に問いかけること 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途指示をする。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/出席及び講義参加態度(40%)/最終テスト(Final Test)(30%) 

全ての評価方法において前期課程よりも高度な達成水準を要求します。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 結城俊哉、2016、『ケアのフォークロア＝対人援助の基本原則と展開方法を考える』、高菅出版 (ISBN:978-4-901793-62-9) 
2. 結城俊哉編著、2018、『共に生きるための障害者福祉学入門』、大月書店 (ISBN:978-4-272-41239-6) 

3. キーロン・スミス（臼井陽一郎＜監訳＞結城俊哉＜訳者代表＞、2018、『ダウン症をめぐる政治ー誰もが排除されない社会へ

向けて』、明石書店 (ISBN:978-4-7503-4713-4) 

関連する書籍・文献等は適宜指示する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 高瀬智津子、2005、『社会福祉実践の今日的課題』、高文堂出版社 (ISBN:4-7707-0699-5) 

2. 植田章・結城俊哉編著、2007、『社会福祉方法原論の展開』、高菅出版 (ISBN:978-4-901793-31-5) 
3. 奥野栄子・結城俊哉編著、2007、『生活支援の障害福祉学』、明石書店 (ISBN:978-4-7503-2630-6) 

4. 結城俊哉、1998、『生活理解の方法』、ドメス出版 (ISBN:4-8107-0483-1) 
講義の進度に合わせて文献・書籍は適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

可能な限り，院生自身の博士論文作成支援の一助となるように「特論（演習）」において取り組む。 
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受講生には，そのための積極的・主体的な受講態度や発表／報告／文献レビュー等の準備をお願いする。 

 

注意事項（Notice） 
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■WD280 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD280／ソーシャルワーク特殊研究１ 
(Studies in Social Work 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

ソーシャルワークの質的調査 

担当者名 

（Instructor） 
山北 輝裕(YAMAKITA TERUHIRO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

社会問題を質的に調査する方法を身につける。そのうえで、論文の投稿に向けて質的なデータの扱いや分析について議論する。 

 

授業の内容（Course Contents） 

本授業では、論文購読および受講者の報告を通して社会問題を質的に調査する方法を身につけたうえで、ソーシャルワークにつ

いての理解を深める。 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 論文輪読（ケアに関する質的調査の成果論文） 

3. 論文輪読（ケアに関する質的調査の成果論文） 
4. 論文輪読（ケアに関する質的調査をめぐる調査者・被調査者の関係性） 

5. 論文輪読（ケアに関する質的調査の執筆形式） 

6. 論文輪読（ケアに関する質的調査の執筆形式） 
7. 受講者の報告① 

8. 受講者の報告② 
9. 受講者の報告③ 

10. 受講者の報告④ 
11. 受講者の報告⑤ 

12. 受講者の報告⑥ 
13. 論文輪読（ケアに関する質的調査の成果論文） 

14. 論文輪読（ケアに関する理論的な論文） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

指定した論文を事前に読む。各自の研究を進めておく。授業で扱った論文・授業内のコメントを各自の研究に応用できるか事後

学習する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

各自の報告内容(80%)/各自のコメント内容(20%) 

各自の報告が全ての評価方法において論文に掲載できる内容かどうかを判断しつつ、高度な達成水準を要求する。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

初回オンライン授業の方法については受講者に別途案内予定です。 

 

注意事項（Notice） 
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■WD300 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD300／福祉政策特論 
(Social Welfare Policy) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

福祉国家の視点から福祉政策のあり方を考える 

担当者名 

（Instructor） 
木下 武徳(KINOSHITA TAKENORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

福祉国家の経済的・社会的・政治的な対応の歴史とその変化について資本主義の発展段階に応じて理論的に説明できること。

また、これから生じうる将来の経済的・社会的な構造変化を見通した福祉政策のあり方を提起できること。 

 

授業の内容（Course Contents） 

福祉国家に関するテキストを利用しながら、福祉国家をどのように捉えるのか、また、経済・社会の変化のなかで国民・市民の福
祉的な問題に国や民間企業、市民はどのように取り組んでいくべきなのかを検討していく。また、アメリカやスウェーデンなどの諸

外国の具体的な福祉政策についても議論をしていきたい。なお、本講義は演習形式で行う。 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：本講のねらいと進め方 
2. 福祉国家とは何か 

3. 福祉国家以前 ：戦前の福祉政策 

4. 福祉国家の誕生：戦争と福祉政策 
5. 福祉国家１．０：戦後の福祉政策 

6. 福祉国家の多様性 
7. 福祉国家の問題点 

8. 新自由主義と福祉国家２．０：福祉国家の危機 
9. ポスト工業社会への移行：福祉国家３．０ 

10. なくてはならない福祉国家 
11. 福祉政策の事例１：日本等 

12. 福祉政策の事例２：アメリカ等 

13. 福祉政策の事例３：スウェーデン等 
14. 福祉政策の将来的課題と講義のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習として、該当の章を読み、関連する書籍や論文などを踏まえて考察をし、レジュメを作成し、講義時に発表できるようにする。

復習としては、関連する書籍や論文、新聞記事などにより事実確認を行い、自らの知識と見解を深める。 
なお、必要に応じて、講義時や Blackboard で文献等を紹介する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/講義時の発表・レポート(30%)/講義時の発言・議論への参加(20%)/講義時に提示する課題(20%) 

全ての評価方法において高度な達成水準を要求する。3分の 2以上の出席をしていない場合は原則単位取得不可 

 

テキスト（Textbooks） 

1. デビッド・ガーランド、2021、『福祉国家：救貧法の時代からポスト工業社会へ』、白水社 (ISBN:4560098603) 

 

参考文献（Readings） 

 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

必要に応じて、Blackboard や大学メールを使って講義の準備などについて連絡をすることがある。そのため、大学のメールを適

宜見るようにすること。 

 

注意事項（Notice） 
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■WD302 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD302／社会開発学特論 
(Social Development) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

・社会開発の意義 
・市民社会の構成要素および社会開発を推進するうえでの役割  

・国際労働移動 
The significance of social development. 

The components of civil society and the role it plays in promoting social development.  

International Labour Migration.  

担当者名 

（Instructor） 
鈴木 弥生(SUZUKI YAYOI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

   先進国や国際機関が主導する経済成長志向の援助や開発は, 地球規模で多くの社会問題や環境問題を引き起こしている。

それゆえ, これまでの経済開発のパラダイムから脱却し, 人間中心のアプローチを考慮して well-being を推進する社会開発を実
施するための理論と方法を検討する必要がある。この授業では, 先進国や国際機関による大規模な開発や援助を批判的に検討

し, これまでの研究や議論を通じて重要性を増してきた「社会開発（発展）の意義」について論点を整理する。 また, 市民社会の

構成要素と, それが社会開発（発展）の推進に果たす役割について理解を深める。 さらに, 国際労働移動にも焦点を当てる。そ

のうえ, グローバルな社会問題や社会開発への関心を高めて先行研究を分析する能力を養うだけでなく, 学術論文を書いたり, 

学術会議でプレゼンテーションを行ったりすることを目標としている。 

      Economic growth-oriented aid and development led by developed countries and international organizations have caused 

numerous social and environmental issues on a global scale. Therefore it is necessary for us to examine theory and practice to 
move away from the current economic growth-oriented paradigm and move toward social development that considers a people-

centered approach and promotes well-being. In this class, you will study issues related to "the significance of social 

development" that have emerged from a critical review of large-scale development and aid by developed countries and 

international organizations through the previous studies and discussion. You will also learn about civil society components and 

the role it plays in promoting social development. In addition, this class will focus on international labour migration.     

    Furthermore, this course aims not only to raise students' interest in global social issues and social development and 

cultivate their ability to analyze previous studies, but also to enable them to write academic papers and make presentations at 
academic conferences.  

 

授業の内容（Course Contents） 

   途上国の開発は，OECD 加盟の先進諸国や国際開発機関による近代的技術の導入と巨額の資金によって諸産業の近代化

を図り，経済成長の達成をめざして進められてきた。そうした援助や大規模開発は，現地で生活する貧困層にどのような影響を

及ぼしているのであろうか。その影響を分析するなかで認識されるようになった「社会開発の意義」そして「市民社会の役割」につ
いて，文献講読を通して論点を整理する。各自の準備に基づき，演習では活発な議論を展開したい。 

  Developed countries among the OECD (Organization for Economic Co-operation and Development) and international 

organizations have allowed economic growth in developing countries by modernizing industries and introducing modern 

technologies. What are the influences of aid and large-scale development on the poor living in rural areas? You will examine 

issues through previous studies on "the significance of social development" and "the role of civil society" that have come to be 

recognized as having large impacts. In this class, you are expected to prepare thoroughly, actively participate and participate in 
the discussion. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：演習の進め方についての確認 

第 1回目については，必ず参加するようにしてください 

Introduction of class and outline.You are expected to attend the f irst class.  
2. 研究の背景, 理論, 先行研究, 用語の定義 

Background of the study, Theory, previous study and definition of terms.  

What is known about the background of social issues? : Based on your review of relevant previous study. 

3. 研究課題および研究方法 

What is your theme?   

What made you interested in this subject?  

Study methodology.  
How to write the methods section of a research paper ?  

4. 学生による報告とディスカッション 
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Presentation. Participation in-class discussion.  

5. 学生による報告とディスカッション  
Presentation. Participation in-class discussion.  

6. 学生による報告とディスカッション 
Presentation. Participation in-class discussion.  

7. 基礎文献の輪読および学生による報告(～11回目まで） 

Students will read a textbook in turn and presentation (Seventh through Eleventh classes).  
8. 途上国における社会開発の意義: 近代化論と内発的発展論 (テキスト, 序章と第 1～4章参照） 

The significance of social development in developing countries. 
 Endogenous development versus modernization (Refer to Introduction, Chapter 1, 2, 3 and 4).  

9. 緑の革命導入期における農村組織化の分析（第 1章） 
Analysing of the rural organization process during the introduction years of the Green Revolution (Chapter １). 

10. 途上国における社会開発の意義（テキスト, 序章と第 4章参照） 

英語の文献および DVD（日本語での解説あり）を通して理解を深める    

The significance of social development in developing countries (Refer to Introduction and Chapter 4). 

Refer to previous study and audio-visual aids in English. 
11. 市民社会を構成する現地 NGOs の役割（テキスト, 序章と第 4章参照） 

：コミュニティを基盤として活動する現地 NGOs としての BRAC 
The role of local non-governmental Organizations(NGOs) as a component of civil society： Community-based approach of 

local NGOs (Refer to Chapter 4). 

12. グローバリゼーションと国際労働移動（参考文献, 鈴木（2018）参照） 

The impact of globalization on international labour migration.  

13. グローバリゼーションと国際労働移動(テキスト, 鈴木（2022）参照） 
・貧困の女性化について  

The impact of globalization on international labour migration. 

The feminization of poverty.   

14. レポート講評，演習まとめ 

Review and Feedback.  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各学生が問題意識に基づいて研究テーマを設定するためには，研究活動の始めとして，社会問題に関する文献や資料をなるべ

く多く収集し，先行研究を分析する必要がある。そのことを前提として, 本演習では，各学参加学生による報告，活発な議論をとり

いれる。そのため，事前の準備を要する。また，基礎文献の輪読（必要に応じて，外国語文献・論文を紹介する）を通して活発な

議論を展開したい。 

In order to be able to choose a research topic based on personal interest and problem awareness, it is necessary for each 
student to collect as much academic literature and material on social issues as possible, and analyze past studies, as a 

beginning of postgraduate research. On the premise that they have done so, students will make presentations and engage in 
discussions in the class. Therefore, both preparation before the class and participation in class discussions are required. 

Also, this course encourages active discussions based on collective reading of academic literature (including English books and 

academic papers, when necessary). 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/報告内容 (Presentation)(40%)/事前準備をしたうえでの演習への参加、議論 (Preparation for 

the class and participation in class discussion discussion)(20%) 

各評価方法において, 前期課程より高度な達成度水準を要求する。そのため, 十分な事前準備をしたうえでの演習への参加, 議
論が求められる (Each evaluation requires a higher level of achievement than the master's course.In addition,preparation for the 

class and participation in class discussion are required). 
 

テキスト（Textbooks） 

1. 鈴木弥生、2016、『バングラデシュ農村にみる外国援助と社会開発』、日本評論社 
2. 鈴木弥生、2022、『「アラブ首長国連邦におけるバングラデシュ出身女性の労働実態」『立教大学ジェンダーフォーラム年報』第

23号、21-35頁.』、立教大学ジェンダーフォーラム研究所 
文献および論文は, 立教大学図書館（新座キャンパスと池袋キャンパス）に所蔵されています。そこで閲覧することもできます。購

入必須ではありません。 

その他の資料や文献（英文を含む）を適宜紹介します。 

 

参考文献（Readings） 

1. 鈴木弥生、2007、『「バングラデシュのコミラモデルーー先進国がもちこむ農村開発の虚実」 西川潤編著『社会科学を再構築

する：地域平和と内発的発展』 第５章所収』、明石書店 

2. 西川潤、2018、『2030年未来への選択』、日系プレミアムシリーズ 

3. 西川潤、2011、『グローバル化を超えて』、日本経済新聞出版社 

4. 鈴木弥生、2018、『「ニューヨーク市におけるバングラデシュ出身の移民労働者」『まなびあい』第 10号、160-179頁.』、立教大
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学コミュニティ福祉学会 

5. Yayoi Suzuki, Kazuhiko Sato and Zane Ritchie. 2017. A Study of the Living Conditions of Bangladeshi Migrants in New York 
City, Journal of the Institute of Community and Human Services, Vol.5, pp.69-89.. Institute of Community and Human Services, 

Rikkyo University, Japan 
6. Yayoi Suzuki. 2021. The Less Known Side of the Beautiful Atolls in the Maldives: The Actual Working Conditions of 

Bangladeshi Migrant Labourers, Journal of the Institute of Community and Human Services, Vol.9, pp.77-99.. Institute of 

Community and Human Services, Rikkyo University, Japan 
7. Yayoi Suzuki. 2020. A Study on the Background of Bangladeshi Migrant Labourers to the United Arab Emirates, Journal of the 

Institute of Community and Human Services, Vol.8, pp. 53-78.. Institute of Community and Human Services, Rikkyo University, 
Japan 

鈴木弥生「ニューヨークに住むバングラデシュ移民の動向」『みらいぶっく 学問・大学なび』（社会・福祉をよくする：こんな研究をし
て世界を変えよう～きみはどんな研究や学問に出会えるか）河合塾 https://www.sekaiwokaeyo.com/theme/k0482/。 

西川潤編著『社会科学を再構築する』（明石書店 2007年）。 

その他, 適宜紹介。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

受講前に質問がありましたら, 電子メールで遠慮なく連絡してください。 

Should you have any questions before the class, please let me know via email.  

 

注意事項（Notice） 
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■WD304 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD304／地域社会学特論 
(Regional and Community Studies) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

コミュニティ論の系統的レビュー 

担当者名 

（Instructor） 
阪口 毅(SAKAGUCHI TAKESHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

コミュニティ論の主要な理論的系譜を理解し、各々の強みと弱みを把握・比較した上で、コミュニティ研究を遂行するための自身

の理論的視座を持つことができるようになること。そうした理論的視座から自身の研究を錬磨し、学会報告や学術論文作成に生

かすこと。 

 

授業の内容（Course Contents） 

コミュニティ論の重要文献を輪読し、各々の理論と方法の特徴と各自の調査研究への応用可能性について議論を行う。テキスト

としては、地域社会学、都市社会学、文化人類学等の文献を用いる予定である。扱うテキストの順番や分配等については，受講
者と相談する。  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 講読文献の決定と分担決め 

3. 文献講読（1） 『都市社会学セレクション 1』（仮） 
4. 文献講読（2） 『都市社会学セレクション 2』（仮） 

5. 文献講読（3） 『都市社会学セレクション 3』（仮） 
6. 文献講読（4） 『リーディングス ネットワーク論』（仮） 

7. 文献講読（5） バウマン『コミュニティ』（仮） 
8. 文献講読（6） バウマン『コミュニティ』（仮） 

9. 文献講読（7） デランティ『コミュニティ』（仮） 
10. 文献講読（8） デランティ『コミュニティ』（仮） 

11. 文献講読（9） ギデンズ『モダニティと自己アイデンティティ』（仮） 

12. 文献講読（10） ギデンズ『モダニティと自己アイデンティティ』（仮） 
13. 参加者による研究報告（1） 

14. 参加者による研究報告（2） 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

報告の担当者以外も文献を読み進めていることとを前提として議論を行うため、事前の予習が必須である。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

演習への参加の質（出席、報告、議論など）(100%) 

全ての評価において前期課程よりも高度な水準を要求する。 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは授業時に相談し決定する。別途リストをとりまとめる。 

 

参考文献（Readings） 

1. 松本康編、2011、『近代アーバニズム（都市社会学セレクション 1））』、日本評論社 (ISBN:9784535585928) 

2. 森岡清志編、2012、『都市空間と都市コミュニティ（都市社会学セレクション 2）』、日本評論社 (ISBN:9784535585935) 
3. 町村敬志編、2012、『都市の政治経済学（都市社会学セレクション 3））』、日本評論社 (ISBN:9784535585942) 

4. 野沢慎司編、2006、『リーディングス ネットワーク論』、勁草書房 (ISBN:9784326601943) 

5. ジグムント・バウマン、2017、『コミュニティ──安全と自由の戦場』、筑摩書房 (ISBN:9784480098252) 

6. ジェラード・デランティ、2006、『コミュニティ──グローバル化と社会理論の変容』、NTT出版 (ISBN:9784757141216) 

7. アンソニー・ギデンズ、2021、『モダニティと自己アイデンティティ』、筑摩書房 (ISBN:9784480510631) 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

演習形式であるため、毎回の出席はもちろん、事前準備を含めた「参加の質」が問われます。 
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具体的な実施形態は受講生と相談の上で決定します。 

 

注意事項（Notice） 
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■WD306 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD306／地方自治特論 
(Local Autonomy) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

パートナーシップを支える仕組み 

担当者名 

（Instructor） 
原田 晃樹(HARADA KOKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

 この授業では、日本の地方行政の仕組みや自治体を取り巻く今日的な課題を概観することにより、地方自治概念や自治体とコ

ミュニティ・非営利組織との関係のあり方について考察する。 

さらに、各自の問題意識に照らして幅広い文献講読を行い、論文執筆に必要な先行研究のレビューができるようにする。 

 

授業の内容（Course Contents） 

 近年の先進工業諸国における地方分権改革や公共サービスの民間開放・民営化は、直接的には財政難に直面した政府の負

担軽減に端を発していたものの、次第に、多様な主体によって地域・社会を支える仕組みづくりの模索へと進展しつつある。いわ
ゆるガバナンスといわれる概念であり、今や世界的な潮流になっている。日本においても、こうした流れによって自治体を取り巻く

環境は大きく変化し、大規模な市町村合併もあいまって、自治の基層単位としてのコミュニティやサービス供給主体としての非営

利セクターに関心が集まっている。 
 この授業では、以上のような変化を踏まえ、地方自治や非営利組織に関する基礎的な概念の習得を図ることを目指す。 

 まず、この授業の前半において基本書・論文（必要に応じて英語文献を含む。）を輪読し、後半では受講生各自の問題関心につ
いて持ち回りで発表してもらい、それについて全員で議論する。その際、できる限り幅広い文献に当たることができるよう、各自の

問題意識に照らして文献リストを作成し、そこから代表的な文献をとりあげるようにする。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：授業の進め方、各自の問題関心などの確認 
2. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読① 

3. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読② 
4. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読③ 

5. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読④ 

6. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読⑤ 
7. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読⑥ 

8. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読⑦ 
9. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読⑧ 

10. 各自の問題関心に基づく報告① 
11. 各自の問題関心に基づく報告② 

12. 各自の問題関心に基づく報告③ 

13. 各自の問題関心に基づく報告④ 
14. この授業のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

地方自治・行政学に関する基礎的な理解を図るため、基本書を読んだり、新聞・雑誌等で社会問題に関する情報収集に努めるこ

と。具体的な内容については、本人の意向を踏まえ指示する。 
後期課程在学者に対しては、毎回の授業において専門的な知見を踏まえた議論ができるような予習が求められる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席点、担当回の報告、議論等への参加状況等を総合的に勘案(100%) 

後期課程在学者に対しては、毎回の授業において専門的な知見を踏まえた議論ができるような予習が求められる。 
 

テキスト（Textbooks） 

その他の文献については適宜コピーして配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 藤井敦史・原田晃樹・大高研道、2013、『闘う社会的企業－コミュニティ・エンパワーメントの担い手－』、勁草書房 (ISBN:978-
4-326-60251-3) 

2. 原田晃樹・藤井敦史・松井真理子編、2010、『NPO再構築への道』、勁草書房 (ISBN:978-4-326-60228-5) 
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3. 武智秀之、2021、『行政学』、中央大学出版会 (ISBN:978-4-8057-1159-0) 

他に別途指示する可能性がある。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD308 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD308／社会的連帯経済特論 
(Social Solidarity Economy) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

コミュニティ・エンパワーメント、社会的連帯経済、ミュニシパリズム 

担当者名 

（Instructor） 
藤井 敦史(FUJII ATSUSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

社会的排除問題が深刻化する中で，コミュニティをどのように再生し，エンパワーメントしていくことが可能なのか，英国のコミュニ

ティ開発論、社会的連帯経済論、ミュニシパリズム論等に関わる文献を多読しながら学ぶ。その上で、各自のフィールドワーク調

査について報告してもらい、学会報告や論文執筆につなげる。 

 

授業の内容（Course Contents） 

今日，社会的排除を解決する社会的包摂の主体として，社会的企業が注目を集めている。しかし，社会的企業は，単に「ビジネ

スで社会問題を解決する」組織ではなく，市民社会を基盤とした連帯的な経済、すなわち、社会的連帯経済の担い手として存在し
ている。そうした社会的連帯経済について，それを支えるコミュニティ・エンパワーメントの手法やミュニシパリズム（地域自治主

義）について、洋書を含む多様な文献を多読しながら考察していきたい。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. コミュニティ開発に関する文献の読解（１）英国のコミュニティ開発論 
3. コミュニティ開発に関する文献の読解（２）コミュニティ・オーガナイジングとは何か？ 

4. コミュニティ開発に関する文献の読解（３）アセットを基盤とするコミュニティ開発 
5. 社会的連帯経済に関する文献の読解（１）コモンズとは何か 

6. 社会的連帯経済に関する文献の読解（２）コモンズの成立要件 
7. 社会的連帯経済に関する文献の読解（３）社会的連帯経済の理論枠組み 

8. 社会的連帯経済に関する文献の読解（４）ポランニー経済学 
9. 社会的連帯経済に関する文献の読解（５）社会的連帯経済と制度・政策 

10. ミュニシパリズムに関する文献の読解（１）ケアの政治 

11. ミュニシパリズムに関する文献の読解（２）恐れない都市 
12. 参加者によるオリジナル報告（１） 

13. 参加者によるオリジナル報（２） 
14. 全体のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

社会的連帯経済による地域再生や社会的包摂の可能性や課題について検討するために，拙編著やコミュニティ開発と社会的連

帯経済に関する文献を幅広く輪読していく。これらのテーマに関する文献リストも配布する。また、参加者のオリジナル報告も適
宜入れながら進めていきたい。学外で社会的連帯経済推進フォーラムという研究会も主催しているので，そちらも是非参加して頂

けると良いと思う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業での報告(70%)/授業への出席および授業参加度(30%) 

参加者に、文献報告だけでなく、オリジナル報告の発表を課し、その内容を加味して評価する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 藤井敦史編、2022、『地域で社会のつながりをつくり直す社会的連帯経済』、彩流社 
David Bollier 2014 Think Like A Commoner, A Short Introduction to the Life of the Commons, New Society Publishers. Gilchrist 

and Taylor 2022 The short Guide to community development 3rd edition, Policy Press. ポランニー, K.（新訳／野口健彦・楢原学

訳）2009『大転換―市場社会の形成と崩壊』、東洋経済新報社等、授業内で他の文献も適宜指示する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 藤井・原田・大高、2013、『闘う社会的企業―コミュニティ・エンパワーメントの担い手』、勁草書房 

2. M. ボルトン、2020、『社会はこうやって変える』、法律文化社 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

社会的連帯経済推進フォーラムの HP https://sse.jp.net/ 

アジア太平洋資料センター（PARC）の HP http://www.parc-jp.org/ 

 

注意事項（Notice） 
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■WD310 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD310／福祉政治特論 
(Welfare Politics) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

福祉国家の発展・縮減・再編をめぐる理論的・実証的分析 

担当者名 

（Instructor） 
濵田 江里子(HAMADA ERIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本授業では比較政治学、政治経済学の知見に基づいて、福祉国家の発展・縮減・再編に関する理論研究と実証研究に関する動

向を把握することを目標とする。理論研究・実証研究それぞれにおける最先端の議論を理解し、それらを自らの研究に生かし、学

術雑誌の投稿論文レベルとしてアウトプットできるようになることを目指す。 

 

授業の内容（Course Contents） 

第二次大戦後、多くの先進国で福祉国家が成立したが、一口に「福祉国家」といってもその形は多様である。なぜ各国で異なるタ

イプの福祉国家が誕生したのか、福祉国家が発展・変化・持続するのはなぜなのか。グローバル化や産業構造の変化、少子高
齢化といった共通の課題に直面しているにもかかわらず、なぜそうした変化に対応すべく社会保障制度をアップデートすることが

できた国と、できていない国があるのか。こうした違いは政治のあり方によって生み出されており、本授業では比較政治学や政治

経済学の視点から多様な福祉国家について考えていく。 
授業の前半は全員で共通のテキストを輪読しての議論、後半は各自の問題関心に沿った研究発表を行ってもらう。なお、輪読す

るテキストには英語文献も用いる（２〜３回程度）。 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：授業の概要・進め方、受講生の問題関心の確認・共有、輪読文献の決定 
2. 福祉国家形成の歴史的視座 

3. 福祉国家の政治経済学 
4. 福祉国家の類型論 

5. 福祉国家の発展期をめぐる理論：権力資源動員論 
6. 福祉国家への変容圧力 

7. 福祉国家の縮減期をめぐる理論：経路依存性 

8. 福祉国家のゆくえ 
9. 福祉国家の再編期をめぐる理論：アイディアと言説政治論 

10. 事例研究①：東アジア 
11. 事例研究②：ヨーロッパ 

12. 個別報告① 
13. 個別報告 2 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習：指定された課題文献を読み、内容を理解し、授業で文献の内容に基づいたディスカッションができるように準備してくるこ

と。各回とも全員が課題文献を読んできていることを前提に議論を進める。加えて、報告担当者は該当文献を読んだ上で、関連

する書籍や知見を踏まえたレジュメを作成し、授業時に発表できるように準備をすること。博士後期課程の学生は、学術論文にお

ける先行研究のレビューとして採用できる水準を期待する。 
復習：授業で扱った内容や分析手法を用いて、各自自身の研究を進めること。 

その他：日常的に新聞やニュースに目を通したり、関連する書籍や論文を読んで、自分の問題関心やテーマについて情報収集や
知見を深める作業を行うこと。 

 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への出席および授業内での議論への参加状況（30％）、担当回の報告（30％）、期末レポート（40％）を総合的に判断する

(100%) 

全ての評価項目において、博士前期課程よりも高度な達成水準を要求する。 

 

テキスト（Textbooks） 

輪読するテキストは受講生の問題関心を確認した上で、別途授業内で指示と決定を行う。 

英語文献を輪読する回を複数回設ける（２〜３回）。 
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参考文献（Readings） 

1. 鎮目真人、近藤正基（編）、2013、『比較福祉国家ー理論・計量・各国事例』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623066629) 

2. 田中拓道、2017、『福祉政治史ー格差に抗するデモクラシー』、勁草書房 (ISBN:978-4-326-35169-5) 

3. Beland, Daniel, Kimberly Morgan, Herbert Orbinger. 2022. The Oxford Handbook of the Welfare State (second edition). Oxford  

University Press (ISBN:978-0198828389) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業内で扱うテーマや受講生の問題関心に即したシンポジウムや講演会を適宜紹介するので、関心のある者は積極的に参加し

てほしい。 

 

注意事項（Notice） 
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■WD312 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD312／福祉経済特論 
(Welfare and Economics) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

社会保障の批判的政策分析 

担当者名 

（Instructor） 
畠中 亨(HATANAKA TOHRU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

福祉国家における社会保障の役割と限界に関する理論と、社会保障を対象とした最新の実証研究の動向を理解し、政策の批判

的分析方法を修得する。学んだ分析方法を自身の研究に活かし、学会報告や論文執筆を行う。 

 

授業の内容（Course Contents） 

福祉国家の誕生時に社会保障は制度化され、その社会問題が変容・拡大するとともに社会保障も変化を続けてきた。また、社会
保障自体が新たな社会問題を生み出す現象もみられる。現在実施されている社会保障制度が有効であるのか、制度のどこに問

題があるのか、有効と思われる制度がなぜ実現しないのか、といった研究課題に対応した政策の批判的分析方法を最新の研究
動向から学ぶ。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 各自の研究課題・問題関心の確認 

2. 社会保障の有効性に関する実証研究の動向① 

3. 社会保障の有効性に関する実証研究の動向② 
4. 社会保障の有効性に関する実証研究の動向③ 

5. 受講生によるプレゼンテーション① 
6. 社会保障制度に関する批判的研究の動向① 

7. 社会保障制度に関する批判的研究の動向② 
8. 社会保障制度に関する批判的研究の動向③ 

9. 受講生によるプレゼンテーション② 
10. 社会保障の政策過程に関する研究の動向① 

11. 社会保障の政策過程に関する研究の動向② 

12. 社会保障の政策過程に関する研究の動向③ 
13. 受講生によるプレゼンテーション③ 

14. 社会保障の新たな政策分析方法を考える 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前学修：指定した文献を読み内容を理解しておくこと。 
事後学修：授業内で検討した論文に用いられた分析手法を取り入れ、自身の研究を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

議論への参加状況(30%)/プレゼンテーションの内容(70%) 

自身の研究上の経験を踏まえて議論の中で発言することを期待します。 

 

テキスト（Textbooks） 

『社会政策』（学会誌）、『季刊社会保障研究』等のジャーナル、最新図書等から論文をピックアップし授業内で検討する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 木村和範、2013年、『格差は「見かけ上」か―所得分布の統計解析』、日本経済評論社 (ISBN:978-4818822641) 

2. 山田篤裕,駒村康平,四方理人,田中聡一郎,丸山桂、2018年、『最低生活保障の実証分析 -- 生活保護制度の課題と将来構

想』、有斐閣 (ISBN:978-4641174375) 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD314 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD314／社会運動研究特論 
(Social Movement Studies) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

社会運動論の理論と方法 

担当者名 

（Instructor） 
原田 峻(HARADA SHUN) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

(1) 社会運動論の主要な理論と方法を理解し、それぞれの強みと弱みを比較できるようになること。 

(2) 各自のコミュニティ政策研究に社会運動論の理論と方法を応用できるようになること。 

(3) さらに、実際にデータ収集を行い学会発表や論文執筆に結び付けること。 

 

授業の内容（Course Contents） 

近年、国内では脱原発運動や反安保法制運動、世界では#MeToo運動や Black Lives Matter運動など、社会を変える主体とし

て社会運動が再び注目を集めている。また、反貧困、LGBT、自殺対策などのテーマにおいて、NPO等によるロビイング（アドボカ
シー）が政策に影響を与えるようになった。こうした社会運動を分析するために、社会学や政治学で社会運動論の理論と方法が

蓄積されてきた。 

本授業では、コミュニティ政策の動態的な側面を理解するため、社会運動論の理論と方法を習得することを目指す。前半では最
近の社会運動関連の文献（必要に応じて英語文献を含む）を、担当者にレジュメで報告してもらいながら輪読する。後半では受講

生に関心のある社会運動について調べて順番に報告してもらい、それについて全員で議論する。これらを通して、各自のコミュニ
ティ政策研究に応用できるようになることを目指す。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：授業の進め方、各自の問題関心などの確認 

2. 社会運動論の基礎知識 
3. 文献の輪読① 『問いからはじめる社会運動論』第 1章（仮） 

4. 文献の輪読② 『問いからはじめる社会運動論』第 2章（仮） 
5. 文献の輪読③ 『問いからはじめる社会運動論』第 3章（仮） 

6. 文献の輪読④ 『問いからはじめる社会運動論』第 4章（仮） 

7. 文献の輪読⑤ 『問いからはじめる社会運動論』第 5章（仮） 
8. 文献の輪読⑥ 『問いからはじめる社会運動論』第 6章（仮） 

9. 各自の関心のある社会運動について報告① 
10. 各自の関心のある社会運動について報告② 

11. 各自の関心のある社会運動について報告③ 
12. 各自の関心のある社会運動について報告④ 

13. 各自の関心のある社会運動について報告⑤ 

14. まとめ 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

報告担当者以外も文献を読んでいることを前提に授業を行うため、事前の予習が必須である。 

また、新聞・雑誌等で社会運動に関する情報収集に努めること。具体的な内容については、本人の意向を踏まえ指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

担当回の報告(70%)/議論等への参加状況(30%) 

すべての評価方法において前期課程より高度な達成水準を要求する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 濱西栄司ほか、2020、『問いからはじめる社会運動論』、有斐閣 (ISBN:9784641150775) 

2. 樋口直人ほか編、2020、『３・１１後の社会運動―８万人のデータから分かったこと』、筑摩書房 (ISBN:9784480016980) 

3. 原田峻、2020、『ロビイングの政治社会学―NPO法制定・改正をめぐる政策過程と社会運動』、有斐閣 (ISBN:9784641174559) 

テキストは授業初回に履修者と相談して決定する。上記の他に別途指示する場合がある。 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD318 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD318／公共研究特論 
(Studies on the Public) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

コミュニティ活動・空間の実践を学ぶ 

担当者名 

（Instructor） 
柳 信寛(YANAGI NOBUHIRO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日常生活における公共的な活動や空間を多角的に把握することを目標とする。とりわけ町内会や消防団など地域社会における

実践の意義と課題を検討する。各自が討議内容を、自身の問題関心において有効活用ができるようになる。 

 

授業の内容（Course Contents） 

地域社会における諸活動に関して、基本的な文献や実践例を輪読する。また、受講生の問題構成にどのように位置づけるかを
相互に報告し検討する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 購読文献の紹介と受講生の問題関心の確認 

2. 文献の講読および討論 
3. 文献の講読および討論 

4. 文献の講読および討論 

5. 文献の講読および討論 
6. 文献の講読および討論 

7. 文献の講読および討論 
8. 文献の講読および討論 

9. 文献の講読および討論 
10. 文献の講読および討論 

11. 文献の講読および討論 
12. 文献の講読および討論 

13. 文献の講読および討論 

14. 文献の講読および討論 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の関心に沿った事例の収集や報告 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

平常点（報告，授業への参加度）(100%) 

前期課程に比して高度の達成基準を求める。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 平井 太郎/松尾 浩一郎/山口 恵子、2022、『地域・都市の社会学―実感から問いを深める理論と方法』、有斐閣 

(ISBN:9784641150959) 

2. 和田清美、2021、『現代コミュニティの社会設計』、学文社 (ISBN:9784762031328) 

具体的なテキストは授業時に相談し決定する。別途リストをとりまとめる。 

 

参考文献（Readings） 

1. 石田光規、2015、『つながりづくりの隘路-地域社会は再生するのか-』、勁草書房 (ISBN:9784326602797) 

2. 飯田哲也/浜岡政好、2020、『公共性と市民』（第 3版）、学文社 (ISBN:9784762029837) 

担当教員が指示する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

具体的な実地形態は受講生と相談の上で決定する。 
 

注意事項（Notice） 
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■WD320 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD320／地域政策特論 
(Policies in Local Governance) 

担当者名 
（Instructor） 

藤井 誠一郎(FUJII SEIICHIRO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

地域政策に関する学術的な議論を理解し、調査研究活動に応用できるようになることを目標とする。 

更に、実際にヒアリング調査を行い、学会発表や論文執筆に結びつけることができるようになる。 
 

授業の内容（Course Contents） 

人口減少が進む中、地域には少子高齢化をはじめとする様々な課題が存在している。これらの課題に対して、都市政策、住宅政
策、農業政策、産業政策、交通政策、社会政策、文化政策、教育政策、福祉政策、保健医療政策、環境政策、観光政策等の地

域政策がうたれ続けてきた。 

 この授業では、前半は、地域政策が対象とする地域の現状を概観したうえで、地域政策の事例を分析し、政策に存在する問題
点等を検討していく。後半は、受講生各自の問題関心に基づいて地域政策を調査し、持ち回りで発表してもらい、それについて全

員で議論を重ねていく。 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. 地域政策の概念 

2. 地域社会の変化と存在する問題 

3. 全国総合開発計画の変遷と地域への影響 
4. 平成の大合併による地域への影響 

5. 『政策と地域』第１章「地域の防災政策の変容」 

6. 『政策と地域』第３章「医療行政における地方政府」 

7. 『政策と地域』第４章「外国人集住都市の政策」 

8. 『政策と地域』第５章「町並み保存の政策」 

9. 『政策と地域』第６章「清掃事業の委託化政策」 

10. 『政策と地域』終章「政策の展開と自治の基盤」 
11. 各自の問題関心に基づく報告①（都市・住宅・農業・産業分野） 

12. 各自の問題関心に基づく報告②（交通・社会・文化・教育分野） 
13. 各自の問題関心に基づく報告③（福祉・保健医療・環境・観光分野） 

14. 報告の講評と授業のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

新聞・雑誌等で地域問題や地域政策に関する情報収集に努めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/調査研究の発表内容(40%)/出席状況(20%) 

最終レポート、調査研究の発表内容、出席状況については、前期課程より高度な達成水準を要求する。 
 

テキスト（Textbooks） 

1. 焦従勉・藤井誠一郎編著、2020、『政策と地域』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4623086870) 
他に別途指示する可能性がある。 

 

参考文献（Readings） 

1. 家中茂・藤井正・小野達・山下博樹編著、2019、『新版 地域政策入門ー地域創造の時代に』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4-

623-08483-8) 

2. 増田正・友岡邦之・片岡美喜・金光寛之、2011、『地域政策学事典』、勁草書房 (ISBN:978-4-326-30200-0) 

3. 藤井誠一郎、2013、『住民参加の現場と理論ー鞆の浦、景観の未来ー』、公人社 (ISBN:978-4-86162-092-8) 

4. 藤井誠一郎、2018、『ごみ収集という仕事』、コモンズ (ISBN:978-4-86187-150-4) 

5. 藤井誠一郎、2021、『ごみ収集とまちづくり』、朝日新聞出版社 (ISBN:978-4-02-263110-7) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業の進捗状況からみて必要なとき、あるいは重大なトピックがあった時には、授業計画を変更する場合がある。 
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注意事項（Notice） 
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■WD322 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD322／都市地理学特論 
(Urban Geography) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

都市の空間的秩序やつながりの合理性を理解する 

担当者名 

（Instructor） 
武者 忠彦(MUSHA TADAHIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

この授業では，グローバル化や情報通信技術の進展，新自由主義政治の台頭などを背景に変わりゆく現代都市について，地理

学的な見方や方法論を用いて多角的に考察した上で，授業で得られた知見を学術論文の執筆に応用できるようになることを目標

とする。 

 

授業の内容（Course Contents） 

上記の目標を達成するため，授業の前半では都市地理学を中心とする人文地理学領域の重要かつ最新の文献を輪読形式で講

読する。授業の後半では，文献講読を通じて養った地理学的な見方に基づいて，講読した文献のテーマに関する事例や受講者
が関心を持った地理的事象について報告する機会を設ける。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス──都市地理学の概要と講読文献の紹介 

2. 都市地理学に関する文献の購読（1） 

3. 都市地理学に関する文献の購読（2） 
4. 都市地理学に関する文献の購読（3） 

5. 都市地理学に関する文献の購読（4） 
6. 都市地理学に関する文献の購読（5） 

7. 都市地理学に関する文献の購読（6） 
8. 都市地理学に関する文献の購読（7） 

9. 都市地理学に関する文献の購読（8） 
10. 講読文献に即した事例の報告（1） 

11. 講読文献に即した事例の報告（2） 

12. 講読文献に即した事例の報告（3） 
13. 講読文献に即した事例の報告（4） 

14. まとめ 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

講読文献以外にも，都市地理学に関する基本書や論文を適宜参照することが望ましい。参照すべき文献については講義で案内
する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

文献報告の内容(40%)/事例報告の内容(40%)/議論への参加状況(20%) 

成績評価においては，報告や議論の内容について前期課程よりも高度な水準を求める。 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは初回ガイダンスで受講者と相談の上，決定する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 竹中克行編、2022、『人文地理学のパースペクティブ』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4623094486) 
2. ポール・ノックス，スティーヴン・ピンチ、2013、『改訂新版・都市社会地理学』、古今書院 (ISBN:978-4772252669) 

3. 藤井正・神谷浩夫編、2014、『よくわかる都市地理学』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4623067237) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD326 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD326／政策法務特論 
(Legal Work and Administration) 

担当者名 
（Instructor） 

上林 陽治(KAMBAYASHI YOJI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

政策法務とりわけ自治体法務の基本的事項を学びます。到達目標は、⑴公共的な政策課題についての客観的、分析的な把握

ができる。⑵公共的政策課題の解決のための制度について理解する。⑶現実の行政活動への適用方法を検討できる、です。さ
らに、条例を作成し、地方自治体に提案します。 

 

授業の内容（Course Contents） 

政策法務とは、法令の解釈運用、条例、規則の改正や新規制定、訴訟など様々な法務活動を通じて、とりわけ地方自治体にお

ける政策を実現させることです。今日、地方自治体が具体的に直面している課題を一つ一つ取り上げ（例：生活保護の決定処

分、同性カップルに対する施策の有り様、外国人住民の人権問題、空き家対策、地域交通等々）、それぞれの課題の状況、法の
定めと法の適用、課題解決のための自治体条例の定め方などについて研究します。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 政策法務とはなにか 地方分権改革から考える 

2. 法律と条例の狭間で 公害防止条例から考える  

3. 義務付け・枠付け 立法分権から考える 

4. 地方自治体の組織と行政 
5. 性的マイノリティの権利擁護と自治体行政―政策法務の具体的展開⑴ 

6. ヘイトスピーチ禁止条例と自治体行政―政策法務の具体的展開⑵ 

7. 外国人住民の人権問題―政策法務の具体的展開⑶ 

8. 自治体公共調達の可能性―政策法務の具体的展開⑷ 

9. 公契約条例の法的検討―政策法務の具体的展開⑸ 

10. 相談支援の福祉行政の新展開―政策法務の具体的展開⑹ 

11. 児童虐待と危機管理－政策法務の具体的展開⑺ 
12. ドメスティックバイオレンスと女性支援ー政策法務の具体的展開⑻ 

13. 演習 設定課題に関するリポートの報告 
14. 演習 設定課題に関するリポートの報告 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業計画に記した政策法務上の課題からいくつかを選択し、調査し、授業時間で発表していただきます。 
演習では 事前に自ら設定した政策法務上の課題についてリポートしていただきます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終テスト(Final Test)(40%)/最終レポート(Final Report)(40%)/毎回授業時のリアクションペーパー(20%) 

すべての評価方法において高度な達成水準を要求します。 
 

テキスト（Textbooks） 

受講者と相談の上決定する 
 

参考文献（Readings） 

1. 磯崎初仁、2018、『自治体政策法務講義改訂版』、第一法規 (ISBN:978‐4474063068) 

2. 北村喜宣ほか、2017、『自治体政策法務の理論と課題別実践』、第一法規 (ISBN:978‐4474059917) 

3. 鈴木秀洋、2021、『社会的弱者にしない自治体法務』、第一法規 (ISBN:978‐4474071650) 

受講者と相談の上決定する 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD380 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD380／コミュニティ政策特殊研究１（コミ学） 
(Studies in Community Development  1(Community Studies)) 

担当者名 
（Instructor） 

相良 翔(SAGARA SHO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

「社会問題」に関する社会学理論について、その強みと弱みを理解し、その上で自身の理論的視座の構築を試みる。また、「社会

問題」について研究するための方法論や調査倫理について考察する。更に、学んだ理論的視座を学会発表や論文執筆に結び付
ける。 

 

授業の内容（Course Contents） 

現代の「社会問題」に関して、犯罪社会学および福祉社会学における重要文献を輪読を通じて、その向き合い方について学ぶ。

その上で各自の調査研究への応用可能性について議論を行う。 

授業の後半では、文献レビューと議論の内容に基づき、タームペーパーを執筆してもらう。 
なお、扱うテキストの順番や分配等については受講者と相談した上で最終的に判断する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 文献講読（1）ベッカー『アウトサイダーズ』（仮）：逸脱の相互作用モデル 

3. 文献講読（2）ベッカー『アウトサイダーズ』（仮）：マリファナ使用と社会統制の関係 

4. 文献講読（3）ベッカー『アウトサイダーズ』（仮）：逸脱集団内の相互作用 
5. 文献講読（4）ベッカー『アウトサイダーズ』（仮）：規則設定者と執行者の社会学的検討 

6. 文献講読（5）ベッカー『アウトサイダーズ』（仮）：ラベリング論の可能性 

7. 文献講読（6）ベッカー『社会学の技法』（仮）：心象・イメージの持ち方 

8. 文献講読（7）ベッカー『社会学の技法』（仮）：サンプリングの在り方 

9. 文献講読（8）ベッカー『社会学の技法』（仮）：概念の形成 

10. 文献講読（9）ベッカー『社会学の技法』（仮）：論理の構築 

11. タームペーパーの作成と報告（1）：「社会問題」への社会学的アプローチの検討 
12. タームペーパーの作成と報告（2）：「社会問題」への社会学的アプローチの検討 

13. タームペーパーの作成と報告（3）：「社会問題」への社会学的アプローチの検討 
14. 講義のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

演習形式の講義になります。報告担当者以外も文献を読み進めていることとを前提として議論を行うため、事前の予習が必須に
なります。また、タームペーパーの作成をする際に本講義における学習の振り返りが求められます。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/演習への参加の質（出席、報告、議論など）(60%) 

全ての評価方法において前期課程よ り高度な達成水準を要求します。 
 

テキスト（Textbooks） 

1. ハワード・S・ベッカー、2011、『完訳 アウトサイダーズ――ラベリング理論再考』、現代人文社 (ISBN:978-4877984946) 

2. ハワード・S・ベッカー、2012、『社会学の技法』、恒星社厚生閣 (ISBN:978-4769912798) 
受講者と相談の上、最終決定します。 

 

参考文献（Readings） 

1. 福祉社会学会編集、2013、『福祉社会学ハンドブック―現代を読み解く 98の論点』、中央法規 (ISBN:978-4805838754) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

具体的な実施形態は受講生と相談の上で決定します。  

 

注意事項（Notice） 
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■WD384 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD384／コミュニティ政策特殊研究３（政策学） 
(Studies in Community Development  3(Policy Studies)) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

家族社会学／少子高齢社会における家族と生活保障システム 

担当者名 

（Instructor） 
斉藤 知洋(SAITO TOMOHIRO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2023年度以降入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

（1）戦後家族の生活保障機能に関する理解を深め、現在の福祉問題を社会学的視点から議論できるようになること 

（2）自身の研究に適した統計データを収集・解釈できるようになること 

（3）授業を通じて得られた知見を学会発表や論文執筆に結び付けることができるようになること 

 

授業の内容（Course Contents） 

家族は、社会保障や経済活動（雇用）と並んで人々の実生活を支える社会システムの一つである。 

少子高齢化に代表される人口・家族の変化は生活保障システムの根幹を大きく揺るがし、就労やケア（家事・育児・介護など）を
めぐる福祉問題を顕在化させている。 

本演習では、家族社会学（および社会階層論）における最新の理論・実証研究を中心に文献講読を行い、家族と生活保障との関

連、およびその歴史的変化について検討する。 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：家族の形態・機能・規範 
2. 西村（2021）第 1章：生活保障の社会科学 

3. 西村（2021）第 2章：生活保障としての働き方と家族の変化 
4. 大沢（2014）第 3章：福祉レジーム論をふりかえる 

5. 大沢（2014）第 4章：生活保障システムの 3類型と日本 
6. 大沢（2014）第 8章：生活保障システムの比較ガバナンス―2000年代の日本の座標 

7. 稲葉ほか（2016）第 1章：2000年前後の家族動態 

8. G.Allan（2015）第 2章：社会のなかの家族 

9. G.Allan（2015）第 3章：女性、結婚、家事労働 
10. G.Allan（2015）第 5章：結婚―不平等な関係 

11. G.Allan（2015）第 6章：離婚とひとり親家族 

12. G.Allan（2015）第 7章：高齢者、家族、コミュニティケア 
13. 最終リポート中間報告 

14. 最終リポート中間報告・まとめ 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

1回の演習につき、指摘文献の講読と受講者による文献報告を行う。 
そのため、入念な事前準備（文献内容の理解、レジュメ・報告資料の作成など）が必要となり、受講者の負担がやや大きいことは

留意されたい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(50%)/出席、レジュメ、議論への参加・貢献(50%) 

全ての評価方法において前期課程よりも高度な達成水準を要求する。 
 

テキスト（Textbooks） 

1. 西村幸満、2021、『生活不安定層のニーズと支援：シングル・ペアレント、単身女性、非正規就業者の実態』、勁草書房 
(ISBN:978-4326603329) 

2. 大沢真理、2014、『生活保障のガバナンス：ジェンダーとお金の流れが読み解く』、有斐閣 (ISBN:978-4641173941) 
3. 天木志保美（訳）、2015、『家族生活の社会学：家庭内役割の不平等はなぜ続くのか』、新曜社 (ISBN:978-4788514430) 

4. 稲葉昭英・保田時男・田渕六郎・田中重人（編）、2016、『日本の家族 1999-2009：全国家族調査［NFRJ］による計量社会学』、
東京大学出版会 (ISBN:978-4130501880) 

詳細は第 1回の授業時に説明する。受講者と相談の上、指定文献を変更・調整する場合がある。 

 

参考文献（Readings） 
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1. 国立社会保障・人口問題研究所（編）、2022、『生活不安の実態と社会保障:新しいセーフティーネットの構築に向けて』、東京

大学出版会 (ISBN:978-4130511483) 
2. 国立社会保障・人口問題研究所（編）、2012、『日本社会の生活不安：自助・共助・公助の新たなかたち』、慶應義塾大学出版

会 (ISBN:978-4766419184) 
3. 永瀬伸子・寺村絵里子（編)、2021、『少子化と女性のライフコース（人口学ライブラリー）』、原書房 (ISBN:978-4562092208) 

4. G.エスピン・アンデルセン、2008、『アンデルセン、福祉を語る：女性・子ども・高齢者』、NTT出版 (ISBN:978-4757142084) 

他の文献については、演習の中で適宜紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

文献報告は主に量的調査データを扱った先行研究を扱うが、統計的知識については担当者が必要に応じて補足説明を行う。 

統計データに少しでも興味・関心があり、自身の研究で積極的に活用したいと考えている方を歓迎します。 

 

注意事項（Notice） 
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■WD500 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

湯澤 直美(YUZAWA NAOMI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD501 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

飯村 史恵(IIMURA FUMIE) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD502 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

杉山 明伸(SUGIYAMA AKINOBU) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD503 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

長倉 真寿美(NAGAKURA MASUMI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD504 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

結城 俊哉(YUKI TOSHIYA) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD505 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

後藤 広史(GOTO HIROSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 305 - 

■WD506 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

西田 恵子(NISHIDA KEIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD507 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

川村 岳人(KAWAMURA GAKUTO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD508 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

掛川 直之(KAKEGAWA NAOYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD520 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

空閑 厚樹(KUGA ATSUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD521 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

原田 晃樹(HARADA KOKI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD522 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

藤井 敦史(FUJII ATSUSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD523 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

鈴木 弥生(SUZUKI YAYOI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD524 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

木下 武徳(KINOSHITA TAKENORI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD525 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

権 安理(GON ANRI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD526 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

阪口 毅(SAKAGUCHI TAKESHI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD527 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

原田 峻(HARADA SHUN) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD528 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

濵田 江里子(HAMADA ERIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD529 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

畠中 亨(HATANAKA TOHRU) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD530 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

武者 忠彦(MUSHA TADAHIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD531 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

藤井 誠一郎(FUJII SEIICHIRO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD540 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

後関 慎司(GOSEKI SHINJI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD541 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

ライトナー(LEITNER KATRIN J.) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD550 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

湯澤 直美(YUZAWA NAOMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD551 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

飯村 史恵(IIMURA FUMIE) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD552 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

杉山 明伸(SUGIYAMA AKINOBU) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD553 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

長倉 真寿美(NAGAKURA MASUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD554 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

結城 俊哉(YUKI TOSHIYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD555 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

後藤 広史(GOTO HIROSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD556 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

西田 恵子(NISHIDA KEIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD557 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

川村 岳人(KAWAMURA GAKUTO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD558 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

掛川 直之(KAKEGAWA NAOYUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD570 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

空閑 厚樹(KUGA ATSUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD571 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

原田 晃樹(HARADA KOKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD572 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

藤井 敦史(FUJII ATSUSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD573 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

鈴木 弥生(SUZUKI YAYOI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD574 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

木下 武徳(KINOSHITA TAKENORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD575 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

権 安理(GON ANRI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD576 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

阪口 毅(SAKAGUCHI TAKESHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD577 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD577／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

原田 峻(HARADA SHUN) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD578 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

濵田 江里子(HAMADA ERIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD579 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

畠中 亨(HATANAKA TOHRU) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD580 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

武者 忠彦(MUSHA TADAHIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD581 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

藤井 誠一郎(FUJII SEIICHIRO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD590 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

後関 慎司(GOSEKI SHINJI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD591 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

ライトナー(LEITNER KATRIN J.) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

各自が研究テーマを設定し、教員の指導の下に個別研究を実施して、博士学位論文につながる研究成果をまとめられるようにす

る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

博士論文とは何かについて考え、研究テーマの検討、先行研究の検討、博士論文の構成等の検討及び各自の研究に関する指
導・助言を行う。  

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、テーマ自体の妥当性を検討する。テーマが決まった後、先行研究に関する検討、研究方法について

の検討などを行い、その後各自が研究の進捗について報告し、適宜報告会などを交えながら指導していく。また、学位修得に必

要な様々なプロセスを念頭に、個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

つまり，学術的に高度な知見を提出するための専門的知識と方法論的知識および批判的視点をえることができ，質の高い博士

論文を作成できる能力獲得につながるような指導を行う．また，複数回の発表・審査の機会を計画することで，常に段階的な論文

作成への道筋を示しながら学術的に高度な論文作成と国内外の学会で発表する能力を身につけていく． 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得

に向けた論文の執筆を行う。同時に、研究科紀要や学会誌への論文投稿を行う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

なし。 

 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD600 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

湯澤 直美(YUZAWA NAOMI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD601 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

飯村 史恵(IIMURA FUMIE) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD602 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

杉山 明伸(SUGIYAMA AKINOBU) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD603 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

長倉 真寿美(NAGAKURA MASUMI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD604 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

結城 俊哉(YUKI TOSHIYA) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD605 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

後藤 広史(GOTO HIROSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD606 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

西田 恵子(NISHIDA KEIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD607 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

川村 岳人(KAWAMURA GAKUTO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD608 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

掛川 直之(KAKEGAWA NAOYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD620 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

空閑 厚樹(KUGA ATSUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD621 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

原田 晃樹(HARADA KOKI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD622 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

藤井 敦史(FUJII ATSUSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD623 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

鈴木 弥生(SUZUKI YAYOI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD624 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

木下 武徳(KINOSHITA TAKENORI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD625 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

権 安理(GON ANRI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD626 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

阪口 毅(SAKAGUCHI TAKESHI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD627 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

原田 峻(HARADA SHUN) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD628 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

濵田 江里子(HAMADA ERIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD629 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

畠中 亨(HATANAKA TOHRU) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD630 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

武者 忠彦(MUSHA TADAHIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD631 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

藤井 誠一郎(FUJII SEIICHIRO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD640 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

後関 慎司(GOSEKI SHINJI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD641 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

ライトナー(LEITNER KATRIN J.) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD650 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

湯澤 直美(YUZAWA NAOMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 
 

  



 - 369 - 

■WD651 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

飯村 史恵(IIMURA FUMIE) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD652 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

杉山 明伸(SUGIYAMA AKINOBU) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD653 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

長倉 真寿美(NAGAKURA MASUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD654 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

結城 俊哉(YUKI TOSHIYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD655 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

後藤 広史(GOTO HIROSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD656 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

西田 恵子(NISHIDA KEIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD657 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

川村 岳人(KAWAMURA GAKUTO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD658 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

掛川 直之(KAKEGAWA NAOYUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD670 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

空閑 厚樹(KUGA ATSUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD671 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

原田 晃樹(HARADA KOKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 
 

  



 - 379 - 

■WD672 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

藤井 敦史(FUJII ATSUSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD673 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

鈴木 弥生(SUZUKI YAYOI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD674 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

木下 武徳(KINOSHITA TAKENORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD675 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

権 安理(GON ANRI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD676 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

阪口 毅(SAKAGUCHI TAKESHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD677 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

原田 峻(HARADA SHUN) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 
 

  



 - 385 - 

■WD678 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

濵田 江里子(HAMADA ERIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD679 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

畠中 亨(HATANAKA TOHRU) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD680 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

武者 忠彦(MUSHA TADAHIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD681 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

藤井 誠一郎(FUJII SEIICHIRO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD690 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

後関 慎司(GOSEKI SHINJI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD691 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

ライトナー(LEITNER KATRIN J.) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD700 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

湯澤 直美(YUZAWA NAOMI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD701 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

飯村 史恵(IIMURA FUMIE) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD702 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

杉山 明伸(SUGIYAMA AKINOBU) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD703 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

長倉 真寿美(NAGAKURA MASUMI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD704 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

結城 俊哉(YUKI TOSHIYA) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD705 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

後藤 広史(GOTO HIROSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD706 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

西田 恵子(NISHIDA KEIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD707 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

川村 岳人(KAWAMURA GAKUTO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD708 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

掛川 直之(KAKEGAWA NAOYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD720 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

空閑 厚樹(KUGA ATSUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD721 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

原田 晃樹(HARADA KOKI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD722 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

藤井 敦史(FUJII ATSUSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD723 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

鈴木 弥生(SUZUKI YAYOI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD724 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

木下 武徳(KINOSHITA TAKENORI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD725 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

権 安理(GON ANRI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD726 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

阪口 毅(SAKAGUCHI TAKESHI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD727 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

原田 峻(HARADA SHUN) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD728 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

濵田 江里子(HAMADA ERIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD729 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

畠中 亨(HATANAKA TOHRU) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD730 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

武者 忠彦(MUSHA TADAHIKO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD731 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

藤井 誠一郎(FUJII SEIICHIRO) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD740 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

後関 慎司(GOSEKI SHINJI) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD741 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

ライトナー(LEITNER KATRIN J.) 

学期 

（Semester） 
春学期他(Spring Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD750 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

湯澤 直美(YUZAWA NAOMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD751 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

飯村 史恵(IIMURA FUMIE) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD752 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

杉山 明伸(SUGIYAMA AKINOBU) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD753 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

長倉 真寿美(NAGAKURA MASUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD754 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

結城 俊哉(YUKI TOSHIYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD755 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

後藤 広史(GOTO HIROSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD756 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

西田 恵子(NISHIDA KEIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD757 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

川村 岳人(KAWAMURA GAKUTO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD758 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

掛川 直之(KAKEGAWA NAOYUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD770 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

空閑 厚樹(KUGA ATSUKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 
 

  



 - 424 - 

■WD771 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

原田 晃樹(HARADA KOKI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD772 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

藤井 敦史(FUJII ATSUSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 
 

  



 - 426 - 

■WD773 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

鈴木 弥生(SUZUKI YAYOI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD774 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

木下 武徳(KINOSHITA TAKENORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD775 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

権 安理(GON ANRI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD776 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

阪口 毅(SAKAGUCHI TAKESHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 
 

  



 - 430 - 

■WD777 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

原田 峻(HARADA SHUN) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD778 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

濵田 江里子(HAMADA ERIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD779 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

畠中 亨(HATANAKA TOHRU) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD780 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

武者 忠彦(MUSHA TADAHIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD781 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

藤井 誠一郎(FUJII SEIICHIRO) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD790 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

後関 慎司(GOSEKI SHINJI) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD791 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

その他／研究指導 
(Seminar for Doctoral Thesis) 

担当者名 
（Instructor） 

ライトナー(LEITNER KATRIN J.) 

学期 

（Semester） 
秋学期他(Fall Others) 

単位 

（Credit） 
 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7630 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
副指導教授による研究指導 

 

授業の目標（Course Objectives） 

多様な研究領域に接し、学際的な観点も見据えながら自らの研究内容を深める。その一環として、院生同士の研究発表会や意

見交換会などを設け、他の研究なども参考にしつつ、切磋琢磨して自身の研究を深める環境を作る。 
 

授業の内容（Course Contents） 

各自の専門分野に関する専門的知識を身に付けると共に、幅広い視野を身に付けるための関連領域について学習する。また自
立的な研究者として必要な能力や技法を身に付けるため、様々な教育プログラムを展開する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

最初に研究テーマを設定し、先行研究に関する検討、研究方法についての検討などを行い、その後各自が研究の進捗について

報告し、適宜報告会などを交えながら議論を深め指導していく。また、課程博士学位修得に必要な様々なプロセスについて、

個々の研究の進捗状況を確認し、それに合わせた指導を行う。 

具体的には、①構想発表会に向けた準備とその指導、②中間審査会に向けた準備とその指導、③予備審査会に向けた準備とそ

の指導、④博士学位論文提出に向けた準備とその指導、⑤公聴会に向けた準備とその指導などを行う。 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の研究テーマに関連する先行研究等の収集・抄読、研究科内外の研究会や学会等への参加や発表、そして博士学位修得
に向けた論文の執筆を行う。同時に、課程博士学位習得のために定められた様々なプロセスを遂行できるよう、研究成果をまと

め、発表の準備を行い、研究進捗に関するスケジュール管理などを行う。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

年度初めに指導教授・副指導教授と相談のうえ提出される「研究題目・指導教授届」と、学期末に提出される「期末研究報告書」
をもとに総合的な評価を行う。 

 

テキスト（Textbooks） 

無し。 
 

参考文献（Readings） 

受講者の研究テーマに応じて、随時紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD801 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD801／コミュニティ政策研究１ 
(Studies in community development and social policy 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

福祉国家の視点から福祉政策のあり方を考える 

担当者名 

（Instructor） 
木下 武徳(KINOSHITA TAKENORI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

福祉国家の経済的・社会的・政治的な対応の歴史とその変化について資本主義の発展段階に応じて理論的に説明できること。

また、これから生じうる将来の経済的・社会的な構造変化を見通した福祉政策のあり方を提起できること。 

 

授業の内容（Course Contents） 

福祉国家に関するテキストを利用しながら、福祉国家をどのように捉えるのか、また、経済・社会の変化のなかで国民・市民の福
祉的な問題に国や民間企業、市民はどのように取り組んでいくべきなのかを検討していく。また、アメリカやスウェーデンなどの諸

外国の具体的な福祉政策についても議論をしていきたい。なお、本講義は演習形式で行う。 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション：本講のねらいと進め方 
2. 福祉国家とは何か 

3. 福祉国家以前 ：戦前の福祉政策 

4. 福祉国家の誕生：戦争と福祉政策 
5. 福祉国家１．０：戦後の福祉政策 

6. 福祉国家の多様性 
7. 福祉国家の問題点 

8. 新自由主義と福祉国家２．０：福祉国家の危機 
9. ポスト工業社会への移行：福祉国家３．０ 

10. なくてはならない福祉国家 
11. 福祉政策の事例１：日本等 

12. 福祉政策の事例２：アメリカ等 

13. 福祉政策の事例３：スウェーデン等 
14. 福祉政策の将来的課題と講義のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習として、該当の章を読み、関連する書籍や論文などを踏まえて考察をし、レジュメを作成し、講義時に発表できるようにする。

復習としては、関連する書籍や論文、新聞記事などにより事実確認を行い、自らの知識と見解を深める。 
なお、必要に応じて、講義時や Blackboard で文献等を紹介する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/講義時の発表・レポート(30%)/講義時の発言・議論への参加(20%)/講義時に提示する課題(20%) 

全ての評価方法において高度な達成水準を要求する。3分の 2以上の出席をしていない場合は原則単位取得不可 

 

テキスト（Textbooks） 

1. デビッド・ガーランド、2021、『福祉国家：救貧法の時代からポスト工業社会へ』、白水社 (ISBN:4560098603) 

 

参考文献（Readings） 

 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

必要に応じて、Blackboard や大学メールを使って講義の準備などについて連絡をすることがある。そのため、大学のメールを適

宜見るようにすること。 

 

注意事項（Notice） 
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■WD802 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD802／コミュニティ政策研究２ 
(Studies in community development and social policy 2) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

・社会開発の意義 
・市民社会の構成要素および社会開発を推進するうえでの役割  

・国際労働移動 
The significance of social development. 

The components of civil society and the role it plays in promoting social development.  

International Labour Migration.  

担当者名 

（Instructor） 
鈴木 弥生(SUZUKI YAYOI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

   先進国や国際機関が主導する経済成長志向の援助や開発は, 地球規模で多くの社会問題や環境問題を引き起こしている。

それゆえ, これまでの経済開発のパラダイムから脱却し, 人間中心のアプローチを考慮して well-being を推進する社会開発を実
施するための理論と方法を検討する必要がある。この授業では, 先進国や国際機関による大規模な開発や援助を批判的に検討

し, これまでの研究や議論を通じて重要性を増してきた「社会開発（発展）の意義」について論点を整理する。 また, 市民社会の

構成要素と, それが社会開発（発展）の推進に果たす役割について理解を深める。 さらに, 国際労働移動にも焦点を当てる。そ

のうえ, グローバルな社会問題や社会開発への関心を高めて先行研究を分析する能力を養うだけでなく, 学術論文を書いたり, 

学術会議でプレゼンテーションを行ったりすることを目標としている。 

      Economic growth-oriented aid and development led by developed countries and international organizations have caused 

numerous social and environmental issues on a global scale. Therefore it is necessary for us to examine theory and practice to 
move away from the current economic growth-oriented paradigm and move toward social development that considers a people-

centered approach and promotes well-being. In this class, you will study issues related to "the significance of social 

development" that have emerged from a critical review of large-scale development and aid by developed countries and 

international organizations through the previous studies and discussion. You will also learn about civil society components a nd 

the role it plays in promoting social development. In addition, this class will focus on international labour migration.     

    Furthermore, this course aims not only to raise students' interest in global social issues and social development and 

cultivate their ability to analyze previous studies, but also to enable them to write academic papers and make presentations at 
academic conferences.  

 

授業の内容（Course Contents） 

   途上国の開発は，OECD 加盟の先進諸国や国際開発機関による近代的技術の導入と巨額の資金によって諸産業の近代化

を図り，経済成長の達成をめざして進められてきた。そうした援助や大規模開発は，現地で生活する貧困層にどのような影響を

及ぼしているのであろうか。その影響を分析するなかで認識されるようになった「社会開発の意義」そして「市民社会の役割」につ
いて，文献講読を通して論点を整理する。各自の準備に基づき，演習では活発な議論を展開したい。 

  Developed countries among the OECD (Organization for Economic Co-operation and Development) and international 

organizations have allowed economic growth in developing countries by modernizing industries and introducing modern 

technologies. What are the influences of aid and large-scale development on the poor living in rural areas? You will examine 

issues through previous studies on "the significance of social development" and "the role of civil society" that have come to be 

recognized as having large impacts. In this class, you are expected to prepare thoroughly, actively participate and participate in 
the discussion. 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション：演習の進め方についての確認 

第 1回目については，必ず参加するようにしてください 

Introduction of class and outline.You are expected to attend the first class.  
2. 研究の背景, 理論, 先行研究, 用語の定義 

Background of the study, Theory, previous study and definition of terms.  

What is known about the background of social issues? : Based on your review of relevant previous study. 

3. 研究課題および研究方法 

What is your theme?   

What made you interested in this subject?  

Study methodology.  
How to write the methods section of a research paper ?  

4. 学生による報告とディスカッション 
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Presentation. Participation in-class discussion.  

5. 学生による報告とディスカッション  
Presentation. Participation in-class discussion.  

6. 学生による報告とディスカッション 
Presentation. Participation in-class discussion.  

7. 基礎文献の輪読および学生による報告(～11回目まで） 

Students will read a textbook in turn and presentation (Seventh through Eleventh classes).  
8. 途上国における社会開発の意義: 近代化論と内発的発展論 (テキスト, 序章と第 1～4章参照） 

The significance of social development in developing countries. 
 Endogenous development versus modernization (Refer to Introduction, Chapter 1, 2, 3 and 4).  

9. 緑の革命導入期における農村組織化の分析（第 1章） 
Analysing of the rural organization process during the introduction years of the Green Revolution (Chapter １). 

10. 途上国における社会開発の意義（テキスト, 序章と第 4章参照） 

英語の文献および DVD（日本語での解説あり）を通して理解を深める    

The significance of social development in developing countries (Refer to Introduction and Chapter 4). 

Refer to previous study and audio-visual aids in English. 
11. 市民社会を構成する現地 NGOs の役割（テキスト, 序章と第 4章参照） 

：コミュニティを基盤として活動する現地 NGOs としての BRAC 
The role of local non-governmental Organizations(NGOs) as a component of civil society： Community-based approach of 

local NGOs (Refer to Chapter 4). 

12. グローバリゼーションと国際労働移動（参考文献, 鈴木（2018）参照） 

The impact of globalization on international labour migration.  

13. グローバリゼーションと国際労働移動(テキスト, 鈴木（2022）参照） 
・貧困の女性化について  

The impact of globalization on international labour migration. 

The feminization of poverty.   

14. レポート講評，演習まとめ 

Review and Feedback.  

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各学生が問題意識に基づいて研究テーマを設定するためには，研究活動の始めとして，社会問題に関する文献や資料をなるべ

く多く収集し，先行研究を分析する必要がある。そのことを前提として, 本演習では，各学参加学生による報告，活発な議論をとり

いれる。そのため，事前の準備を要する。また，基礎文献の輪読（必要に応じて，外国語文献・論文を紹介する）を通して活発な

議論を展開したい。 

In order to be able to choose a research topic based on personal interest and problem awareness, it is necessary for each 
student to collect as much academic literature and material on social issues as possible, and analyze past studies, as a 

beginning of postgraduate research. On the premise that they have done so, students will make presentations and engage in 
discussions in the class. Therefore, both preparation before the class and participation in cl ass discussions are required. 

Also, this course encourages active discussions based on collective reading of academic literature (including English books a nd 

academic papers, when necessary). 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/報告内容 (Presentation)(40%)/事前準備をしたうえでの演習への参加、議論 (Preparation for 

the class and participation in class discussion discussion)(20%) 

各評価方法において, 前期課程より高度な達成度水準を要求する。そのため, 十分な事前準備をしたうえでの演習への参加, 議
論が求められる (Each evaluation requires a higher level of achievement than the master's course.In addition,preparation for the 

class and participation in class discussion are required). 
 

テキスト（Textbooks） 

1. 鈴木弥生、2016、『バングラデシュ農村にみる外国援助と社会開発』、日本評論社 
2. 鈴木弥生、2022、『「アラブ首長国連邦におけるバングラデシュ出身女性の労働実態」『立教大学ジェンダーフォーラム年報』第

23号、21-35頁.』、立教大学ジェンダーフォーラム研究所 
文献および論文は, 立教大学図書館（新座キャンパスと池袋キャンパス）に所蔵されています。そこで閲覧することもできます。購

入必須ではありません。 

その他の資料や文献（英文を含む）を適宜紹介します。 

 

参考文献（Readings） 

1. 鈴木弥生、2007、『「バングラデシュのコミラモデルーー先進国がもちこむ農村開発の虚実」 西川潤編著『社会科学を再構築

する：地域平和と内発的発展』 第５章所収』、明石書店 

2. 西川潤、2018、『2030年未来への選択』、日系プレミアムシリーズ 

3. 西川潤、2011、『グローバル化を超えて』、日本経済新聞出版社 

4. 鈴木弥生、2018、『「ニューヨーク市におけるバングラデシュ出身の移民労働者」『まなびあい』第 10号、160-179頁.』、立教大
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学コミュニティ福祉学会 

5. Yayoi Suzuki, Kazuhiko Sato and Zane Ritchie. 2017. A Study of the Living Conditions of Bangladeshi Migrants in New York 
City, Journal of the Institute of Community and Human Services, Vol.5, pp.69-89.. Institute of Community and Human Services, 

Rikkyo University, Japan 
6. Yayoi Suzuki. 2021. The Less Known Side of the Beautiful Atolls in the Maldives: The Actual Working Conditions of 

Bangladeshi Migrant Labourers, Journal of the Institute of Community and Human Services, Vol.9, pp.77-99.. Institute of 

Community and Human Services, Rikkyo University, Japan 
7. Yayoi Suzuki. 2020. A Study on the Background of Bangladeshi Migrant Labourers to the United Arab Emirates, Journal of the 

Institute of Community and Human Services, Vol.8, pp. 53-78.. Institute of Community and Human Services, Rikkyo University, 
Japan 

鈴木弥生「ニューヨークに住むバングラデシュ移民の動向」『みらいぶっく 学問・大学なび』（社会・福祉をよくする：こんな研究をし
て世界を変えよう～きみはどんな研究や学問に出会えるか）河合塾 https://www.sekaiwokaeyo.com/theme/k0482/。 

西川潤編著『社会科学を再構築する』（明石書店 2007年）。 

その他, 適宜紹介。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

受講前に質問がありましたら, 電子メールで遠慮なく連絡してください。 

Should you have any questions before the class, please let me know via email.  

 

注意事項（Notice） 
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■WD803 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD803／コミュニティ政策研究３ 
(Studies in community development and social policy 3) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

コミュニティ論の系統的レビュー 

担当者名 

（Instructor） 
阪口 毅(SAKAGUCHI TAKESHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

コミュニティ論の主要な理論的系譜を理解し、各々の強みと弱みを把握・比較した上で、コミュニティ研究を遂行するための自身

の理論的視座を持つことができるようになること。そうした理論的視座から自身の研究を錬磨し、学会報告や学術論文作成に生

かすこと。 

 

授業の内容（Course Contents） 

コミュニティ論の重要文献を輪読し、各々の理論と方法の特徴と各自の調査研究への応用可能性について議論を行う。テキスト

としては、地域社会学、都市社会学、文化人類学等の文献を用いる予定である。扱うテキストの順番や分配等については，受講
者と相談する。  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 講読文献の決定と分担決め 

3. 文献講読（1） 『都市社会学セレクション 1』（仮） 
4. 文献講読（2） 『都市社会学セレクション 2』（仮） 

5. 文献講読（3） 『都市社会学セレクション 3』（仮） 
6. 文献講読（4） 『リーディングス ネットワーク論』（仮） 

7. 文献講読（5） バウマン『コミュニティ』（仮） 
8. 文献講読（6） バウマン『コミュニティ』（仮） 

9. 文献講読（7） デランティ『コミュニティ』（仮） 
10. 文献講読（8） デランティ『コミュニティ』（仮） 

11. 文献講読（9） ギデンズ『モダニティと自己アイデンティティ』（仮） 

12. 文献講読（10） ギデンズ『モダニティと自己アイデンティティ』（仮） 
13. 参加者による研究報告（1） 

14. 参加者による研究報告（2） 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

報告の担当者以外も文献を読み進めていることとを前提として議論を行うため、事前の予習が必須である。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

演習への参加の質（出席、報告、議論など）(100%) 

全ての評価において前期課程よりも高度な水準を要求する。 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは授業時に相談し決定する。別途リストをとりまとめる。 

 

参考文献（Readings） 

1. 松本康編、2011、『近代アーバニズム（都市社会学セレクション 1））』、日本評論社 (ISBN:9784535585928) 

2. 森岡清志編、2012、『都市空間と都市コミュニティ（都市社会学セレクション 2）』、日本評論社 (ISBN:9784535585935) 
3. 町村敬志編、2012、『都市の政治経済学（都市社会学セレクション 3））』、日本評論社 (ISBN:9784535585942) 

4. 野沢慎司編、2006、『リーディングス ネットワーク論』、勁草書房 (ISBN:9784326601943) 

5. ジグムント・バウマン、2017、『コミュニティ──安全と自由の戦場』、筑摩書房 (ISBN:9784480098252) 

6. ジェラード・デランティ、2006、『コミュニティ──グローバル化と社会理論の変容』、NTT出版 (ISBN:9784757141216) 

7. アンソニー・ギデンズ、2021、『モダニティと自己アイデンティティ』、筑摩書房 (ISBN:9784480510631) 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

演習形式であるため、毎回の出席はもちろん、事前準備を含めた「参加の質」が問われます。 
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具体的な実施形態は受講生と相談の上で決定します。 

 

注意事項（Notice） 
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■WD804 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD804／コミュニティ政策研究４ 
(Studies in community development and social policy 4) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

パートナーシップを支える仕組み 

担当者名 

（Instructor） 
原田 晃樹(HARADA KOKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

 この授業では、日本の地方行政の仕組みや自治体を取り巻く今日的な課題を概観することにより、地方自治概念や自治体とコ

ミュニティ・非営利組織との関係のあり方について考察する。 

さらに、各自の問題意識に照らして幅広い文献講読を行い、論文執筆に必要な先行研究のレビューができるようにする。 

 

授業の内容（Course Contents） 

 近年の先進工業諸国における地方分権改革や公共サービスの民間開放・民営化は、直接的には財政難に直面した政府の負

担軽減に端を発していたものの、次第に、多様な主体によって地域・社会を支える仕組みづくりの模索へと進展しつつある。いわ
ゆるガバナンスといわれる概念であり、今や世界的な潮流になっている。日本においても、こうした流れによって自治体を取り巻く

環境は大きく変化し、大規模な市町村合併もあいまって、自治の基層単位としてのコミュニティやサービス供給主体としての非営

利セクターに関心が集まっている。 
 この授業では、以上のような変化を踏まえ、地方自治や非営利組織に関する基礎的な概念の習得を図ることを目指す。 

 まず、この授業の前半において基本書・論文（必要に応じて英語文献を含む。）を輪読し、後半では受講生各自の問題関心につ
いて持ち回りで発表してもらい、それについて全員で議論する。その際、できる限り幅広い文献に当たることができるよう、各自の

問題意識に照らして文献リストを作成し、そこから代表的な文献をとりあげるようにする。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：授業の進め方、各自の問題関心などの確認 
2. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読① 

3. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読② 
4. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読③ 

5. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読④ 

6. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読⑤ 
7. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読⑥ 

8. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読⑦ 
9. 地方自治・非営利組織に関する基本書・論文の輪読⑧ 

10. 各自の問題関心に基づく報告① 
11. 各自の問題関心に基づく報告② 

12. 各自の問題関心に基づく報告③ 

13. 各自の問題関心に基づく報告④ 
14. この授業のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

地方自治・行政学に関する基礎的な理解を図るため、基本書を読んだり、新聞・雑誌等で社会問題に関する情報収集に努めるこ

と。具体的な内容については、本人の意向を踏まえ指示する。 
後期課程在学者に対しては、毎回の授業において専門的な知見を踏まえた議論ができるような予習が求められる。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

出席点、担当回の報告、議論等への参加状況等を総合的に勘案(100%) 

後期課程在学者に対しては、毎回の授業において専門的な知見を踏まえた議論ができるような予習が求められる。 
 

テキスト（Textbooks） 

その他の文献については適宜コピーして配布する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 藤井敦史・原田晃樹・大高研道、2013、『闘う社会的企業－コミュニティ・エンパワーメントの担い手－』、勁草書房 (ISBN:978-
4-326-60251-3) 

2. 原田晃樹・藤井敦史・松井真理子編、2010、『NPO再構築への道』、勁草書房 (ISBN:978-4-326-60228-5) 
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3. 武智秀之、2021、『行政学』、中央大学出版会 (ISBN:978-4-8057-1159-0) 

他に別途指示する可能性がある。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD805 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD805／コミュニティ政策研究５ 
(Studies in community development and social policy 5) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

コミュニティ・エンパワーメント、社会的連帯経済、ミュニシパリズム 

担当者名 

（Instructor） 
藤井 敦史(FUJII ATSUSHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

社会的排除問題が深刻化する中で，コミュニティをどのように再生し，エンパワーメントしていくことが可能なのか，英国のコミュニ

ティ開発論、社会的連帯経済論、ミュニシパリズム論等に関わる文献を多読しながら学ぶ。その上で、各自のフィールドワーク調

査について報告してもらい、学会報告や論文執筆につなげる。 

 

授業の内容（Course Contents） 

今日，社会的排除を解決する社会的包摂の主体として，社会的企業が注目を集めている。しかし，社会的企業は，単に「ビジネ

スで社会問題を解決する」組織ではなく，市民社会を基盤とした連帯的な経済、すなわち、社会的連帯経済の担い手として存在し
ている。そうした社会的連帯経済について，それを支えるコミュニティ・エンパワーメントの手法やミュニシパリズム（地域自治主

義）について、洋書を含む多様な文献を多読しながら考察していきたい。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. コミュニティ開発に関する文献の読解（１）英国のコミュニティ開発論 
3. コミュニティ開発に関する文献の読解（２）コミュニティ・オーガナイジングとは何か？ 

4. コミュニティ開発に関する文献の読解（３）アセットを基盤とするコミュニティ開発 
5. 社会的連帯経済に関する文献の読解（１）コモンズとは何か 

6. 社会的連帯経済に関する文献の読解（２）コモンズの成立要件 
7. 社会的連帯経済に関する文献の読解（３）社会的連帯経済の理論枠組み 

8. 社会的連帯経済に関する文献の読解（４）ポランニー経済学 
9. 社会的連帯経済に関する文献の読解（５）社会的連帯経済と制度・政策 

10. ミュニシパリズムに関する文献の読解（１）ケアの政治 

11. ミュニシパリズムに関する文献の読解（２）恐れない都市 
12. 参加者によるオリジナル報告（１） 

13. 参加者によるオリジナル報（２） 
14. 全体のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

社会的連帯経済による地域再生や社会的包摂の可能性や課題について検討するために，拙編著やコミュニティ開発と社会的連

帯経済に関する文献を幅広く輪読していく。これらのテーマに関する文献リストも配布する。また、参加者のオリジナル報告も適
宜入れながら進めていきたい。学外で社会的連帯経済推進フォーラムという研究会も主催しているので，そちらも是非参加して頂

けると良いと思う。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業での報告(70%)/授業への出席および授業参加度(30%) 

参加者に、文献報告だけでなく、オリジナル報告の発表を課し、その内容を加味して評価する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 藤井敦史編、2022、『地域で社会のつながりをつくり直す社会的連帯経済』、彩流社 
David Bollier 2014 Think Like A Commoner, A Short Introduction to the Life of the Commons, New Society Publishers. Gilchrist 

and Taylor 2022 The short Guide to community development 3rd edition, Policy Press. ポランニー, K.（新訳／野口健彦・楢原学

訳）2009『大転換―市場社会の形成と崩壊』、東洋経済新報社等、授業内で他の文献も適宜指示する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 藤井・原田・大高、2013、『闘う社会的企業―コミュニティ・エンパワーメントの担い手』、勁草書房 

2. M. ボルトン、2020、『社会はこうやって変える』、法律文化社 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

社会的連帯経済推進フォーラムの HP https://sse.jp.net/ 

アジア太平洋資料センター（PARC）の HP http://www.parc-jp.org/ 

 

注意事項（Notice） 
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■WD806 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD806／コミュニティ政策研究６ 
(Studies in community development and social policy 6) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

福祉国家の発展・縮減・再編をめぐる理論的・実証的分析 

担当者名 

（Instructor） 
濵田 江里子(HAMADA ERIKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本授業では比較政治学、政治経済学の知見に基づいて、福祉国家の発展・縮減・再編に関する理論研究と実証研究に関する動

向を把握することを目標とする。理論研究・実証研究それぞれにおける最先端の議論を理解し、それらを自らの研究に生かし、学

術雑誌の投稿論文レベルとしてアウトプットできるようになることを目指す。 

 

授業の内容（Course Contents） 

第二次大戦後、多くの先進国で福祉国家が成立したが、一口に「福祉国家」といってもその形は多様である。なぜ各国で異なるタ

イプの福祉国家が誕生したのか、福祉国家が発展・変化・持続するのはなぜなのか。グローバル化や産業構造の変化、少子高
齢化といった共通の課題に直面しているにもかかわらず、なぜそうした変化に対応すべく社会保障制度をアップデートすることが

できた国と、できていない国があるのか。こうした違いは政治のあり方によって生み出されており、本授業では比較政治学や政治

経済学の視点から多様な福祉国家について考えていく。 
授業の前半は全員で共通のテキストを輪読しての議論、後半は各自の問題関心に沿った研究発表を行ってもらう。なお、輪読す

るテキストには英語文献も用いる（２〜３回程度）。 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：授業の概要・進め方、受講生の問題関心の確認・共有、輪読文献の決定 
2. 福祉国家形成の歴史的視座 

3. 福祉国家の政治経済学 
4. 福祉国家の類型論 

5. 福祉国家の発展期をめぐる理論：権力資源動員論 
6. 福祉国家への変容圧力 

7. 福祉国家の縮減期をめぐる理論：経路依存性 

8. 福祉国家のゆくえ 
9. 福祉国家の再編期をめぐる理論：アイディアと言説政治論 

10. 事例研究①：東アジア 
11. 事例研究②：ヨーロッパ 

12. 個別報告① 
13. 個別報告 2 

14. 総括 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習：指定された課題文献を読み、内容を理解し、授業で文献の内容に基づいたディスカッションができるように準備してくるこ

と。各回とも全員が課題文献を読んできていることを前提に議論を進める。加えて、報告担当者は該当文献を読んだ上で、関連

する書籍や知見を踏まえたレジュメを作成し、授業時に発表できるように準備をすること。博士後期課程の学生は、学術論文にお

ける先行研究のレビューとして採用できる水準を期待する。 
復習：授業で扱った内容や分析手法を用いて、各自自身の研究を進めること。 

その他：日常的に新聞やニュースに目を通したり、関連する書籍や論文を読んで、自分の問題関心やテーマについて情報収集や
知見を深める作業を行うこと。 

 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への出席および授業内での議論への参加状況（30％）、担当回の報告（30％）、期末レポート（40％）を総合的に判断する

(100%) 

全ての評価項目において、博士前期課程よりも高度な達成水準を要求する。 

 

テキスト（Textbooks） 

輪読するテキストは受講生の問題関心を確認した上で、別途授業内で指示と決定を行う。 

英語文献を輪読する回を複数回設ける（２〜３回）。 
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参考文献（Readings） 

1. 鎮目真人、近藤正基（編）、2013、『比較福祉国家ー理論・計量・各国事例』、ミネルヴァ書房 (ISBN:9784623066629) 

2. 田中拓道、2017、『福祉政治史ー格差に抗するデモクラシー』、勁草書房 (ISBN:978-4-326-35169-5) 

3. Beland, Daniel, Kimberly Morgan, Herbert Orbinger. 2022. The Oxford Handbook of the Welfare State (second edition). Oxford 

University Press (ISBN:978-0198828389) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業内で扱うテーマや受講生の問題関心に即したシンポジウムや講演会を適宜紹介するので、関心のある者は積極的に参加し

てほしい。 

 

注意事項（Notice） 
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■WD807 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD807／コミュニティ政策研究７ 
(Studies in community development and social policy 7) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

社会保障の批判的政策分析 

担当者名 

（Instructor） 
畠中 亨(HATANAKA TOHRU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

福祉国家における社会保障の役割と限界に関する理論と、社会保障を対象とした最新の実証研究の動向を理解し、政策の批判

的分析方法を修得する。学んだ分析方法を自身の研究に活かし、学会報告や論文執筆を行う。 

 

授業の内容（Course Contents） 

福祉国家の誕生時に社会保障は制度化され、その社会問題が変容・拡大するとともに社会保障も変化を続けてきた。また、社会
保障自体が新たな社会問題を生み出す現象もみられる。現在実施されている社会保障制度が有効であるのか、制度のどこに問

題があるのか、有効と思われる制度がなぜ実現しないのか、といった研究課題に対応した政策の批判的分析方法を最新の研究
動向から学ぶ。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 各自の研究課題・問題関心の確認 

2. 社会保障の有効性に関する実証研究の動向① 

3. 社会保障の有効性に関する実証研究の動向② 
4. 社会保障の有効性に関する実証研究の動向③ 

5. 受講生によるプレゼンテーション① 
6. 社会保障制度に関する批判的研究の動向① 

7. 社会保障制度に関する批判的研究の動向② 
8. 社会保障制度に関する批判的研究の動向③ 

9. 受講生によるプレゼンテーション② 
10. 社会保障の政策過程に関する研究の動向① 

11. 社会保障の政策過程に関する研究の動向② 

12. 社会保障の政策過程に関する研究の動向③ 
13. 受講生によるプレゼンテーション③ 

14. 社会保障の新たな政策分析方法を考える 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前学修：指定した文献を読み内容を理解しておくこと。 
事後学修：授業内で検討した論文に用いられた分析手法を取り入れ、自身の研究を進めること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

議論への参加状況(30%)/プレゼンテーションの内容(70%) 

自身の研究上の経験を踏まえて議論の中で発言することを期待します。 

 

テキスト（Textbooks） 

『社会政策』（学会誌）、『季刊社会保障研究』等のジャーナル、最新図書等から論文をピックアップし授業内で検討する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 木村和範、2013年、『格差は「見かけ上」か―所得分布の統計解析』、日本経済評論社 (ISBN:978-4818822641) 

2. 山田篤裕,駒村康平,四方理人,田中聡一郎,丸山桂、2018年、『最低生活保障の実証分析 -- 生活保護制度の課題と将来構

想』、有斐閣 (ISBN:978-4641174375) 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD808 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD808／コミュニティ政策研究８ 
(Studies in community development and social policy 8) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

社会運動論の理論と方法 

担当者名 

（Instructor） 
原田 峻(HARADA SHUN) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7110 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

(1) 社会運動論の主要な理論と方法を理解し、それぞれの強みと弱みを比較できるようになること。 

(2) 各自のコミュニティ政策研究に社会運動論の理論と方法を応用できるようになること。 

(3) さらに、実際にデータ収集を行い学会発表や論文執筆に結び付けること。 

 

授業の内容（Course Contents） 

近年、国内では脱原発運動や反安保法制運動、世界では#MeToo運動や Black Lives Matter運動など、社会を変える主体とし

て社会運動が再び注目を集めている。また、反貧困、LGBT、自殺対策などのテーマにおいて、NPO等によるロビイング（アドボカ
シー）が政策に影響を与えるようになった。こうした社会運動を分析するために、社会学や政治学で社会運動論の理論と方法が

蓄積されてきた。 

本授業では、コミュニティ政策の動態的な側面を理解するため、社会運動論の理論と方法を習得することを目指す。前半では最
近の社会運動関連の文献（必要に応じて英語文献を含む）を、担当者にレジュメで報告してもらいながら輪読する。後半では受講

生に関心のある社会運動について調べて順番に報告してもらい、それについて全員で議論する。これらを通して、各自のコミュニ
ティ政策研究に応用できるようになることを目指す。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：授業の進め方、各自の問題関心などの確認 

2. 社会運動論の基礎知識 
3. 文献の輪読① 『問いからはじめる社会運動論』第 1章（仮） 

4. 文献の輪読② 『問いからはじめる社会運動論』第 2章（仮） 
5. 文献の輪読③ 『問いからはじめる社会運動論』第 3章（仮） 

6. 文献の輪読④ 『問いからはじめる社会運動論』第 4章（仮） 

7. 文献の輪読⑤ 『問いからはじめる社会運動論』第 5章（仮） 
8. 文献の輪読⑥ 『問いからはじめる社会運動論』第 6章（仮） 

9. 各自の関心のある社会運動について報告① 
10. 各自の関心のある社会運動について報告② 

11. 各自の関心のある社会運動について報告③ 
12. 各自の関心のある社会運動について報告④ 

13. 各自の関心のある社会運動について報告⑤ 

14. まとめ 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

報告担当者以外も文献を読んでいることを前提に授業を行うため、事前の予習が必須である。 

また、新聞・雑誌等で社会運動に関する情報収集に努めること。具体的な内容については、本人の意向を踏まえ指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

担当回の報告(70%)/議論等への参加状況(30%) 

すべての評価方法において前期課程より高度な達成水準を要求する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 濱西栄司ほか、2020、『問いからはじめる社会運動論』、有斐閣 (ISBN:9784641150775) 

2. 樋口直人ほか編、2020、『３・１１後の社会運動―８万人のデータから分かったこと』、筑摩書房 (ISBN:9784480016980) 

3. 原田峻、2020、『ロビイングの政治社会学―NPO法制定・改正をめぐる政策過程と社会運動』、有斐閣 (ISBN:9784641174559) 

テキストは授業初回に履修者と相談して決定する。上記の他に別途指示する場合がある。 

 

参考文献（Readings） 
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その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD821 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD821／ソーシャルワーク研究１ 
(Studies in social work 1) 

担当者名 
（Instructor） 

杉山 明伸(SUGIYAMA AKINOBU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

医療・福祉・介護現場での『連携』について理解を深めることを目指します。これに基づき，医療・福祉・介護現場で改めて『連携』

を試みるように計画します。 
 

授業の内容（Course Contents） 

講義による問題提起に続いて，受講生から実践報告または関連情報報告をしていただきます。これらに基づいて討議・考察しま
す。実践現場のない人には情報収集のポイントを提示します。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. オリエンテーション 

2. 社会福祉領域の連携 

3. 保健医療領域の連携 

4. 社会保障制度の変遷 

5. 連携が導入された社会的背景 

6. 連携に関わる医療・福祉・介護専門職 

7. 連携の種類 
8. 専門職連携教育（IPE）と専門職連携実践（IPW） 

9. チームの類型と連携 

10. ケアマネジメントと連携 

11. 連携の岐路：システム志向と利用者志向 

12. 連携の実践例 

13. ソーシャルワーカーにとっての連携の意味 

14. 医療・福祉・介護現場で連携する際の要点 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

福祉実践現場など対人援助業務に従事している人は，身近にある連携の実例について報告できるように整理しておいてくださ

い。実践現場に従事していない人は，日常的に新聞・ニュース等で連携に関連する記事に関心を持ち，連携について情報を集め

るように心がけてください。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業への参加度(100%) 

すべての評価において前期課程より高度な水準を要求する。 
 

テキスト（Textbooks） 

特にありません。 

 

参考文献（Readings） 

必要に応じて紹介します。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 
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■WD822 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD822／ソーシャルワーク研究２ 
(Studies in social work 2) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

地域福祉の現状・課題とその展望 

担当者名 

（Instructor） 
豊田 宗裕(TOYODA MUNEHIRO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

①地域福祉に関わる様々な課題について関心をもつことができる。 

②地域福祉を巡る様々な事象の背景、要因、意味を多元的にとらえることができる。 

③地域福祉の課題に対するアプローチ方法を構想することができる。 

④地域福祉の知見を身につけ、学会での発表や論文執筆に結びつけることができる。 

 

授業の内容（Course Contents） 

地域福祉の現状と課題に関わるテーマを設定し、受講生からのレポートと問題提起を受け、ディスカッションを行い、テーマに関
する理解を深める。地域福祉とは何か、先駆的な実践の展開の状況及び国内各地の実践の動向、政策の動向、研究の動向を

把握しながら、今後の地域福祉のあり方について検討する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 地域福祉という概念 

2. コミュニティとアソシエーション 
3. 地域包括ケアシステム、包括的支援体制 

4. コミュニティソーシャルワーク 

5. 超高齢社会の課題 

6. 少子社会の課題 

7. 多文化共生社会の課題 

8. 地域福祉計画、地域福祉活動計画 

9. 住民参加、当事者参加 
10. 社会福祉協議会の現状と課題 

11. 地域福祉と助成事業 

12. ボランティア、市民活動組織 

13. 災害と地域福祉 

14. 地域福祉と福祉政策 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

次回の授業のテーマに関わるキーワードをあらかじめ調べてくること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

発表内容(30%)/議論への参加度(30%)/リアクションペーパー(20%)/最終レポート(Final Report)(20%) 

授業の目標は、すべての項目で前期課程より高度な達成水準を要求する。 
 

テキスト（Textbooks） 

特に指定しない。適宜資料を配布し授業の展開に用いる。 

 

参考文献（Readings） 

1. 妻鹿ふみ子編著、2010、『地域福祉の今を学ぶ』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4-623-05691 ｰ 0) 

2. 上野谷加代子他編著、2019、『新版『よくわかる地域福祉』』、ミネルヴァ書房 (ISBN:978-4623085927) 
3. 全国社会福祉協議会、2022、『月刊 福祉』、全国社会福祉協議会 

授業の進行に合わせて、適宜、紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■WD823 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD823／ソーシャルワーク研究３ 
(Studies in social work 3) 

担当者名 
（Instructor） 

後藤 広史(GOTO HIROSHI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・生活困窮（者）の実態について理解を深める 

・生活困窮（者）の自立支援の在り方について考察を深める 
・先行研究から自身の研究課題を明確化する 

・実際に先行研究のレビューを行いを行い学会発表や論文執筆に結び付けることができる。 

 

授業の内容（Course Contents） 

本授業では、講義、文献・論文講読、受講生による発表（プレゼンテーション）を通して生活困窮者の自立支援についてソーシャ

ルワークの観点から理解を深め、その在り方について検討する。 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション―本授業の進め方・留意点 

2. 準備講義①－貧困・社会的排除・生活困窮とはなにか 

3. 準備講義②－貧困・相対的剥奪の量／貧困の世代間連鎖 

4. 準備講義③―生活困窮と自立支援をめぐる諸論点 

5. 文献講読① 
6. 論文講読② 

7. 受講生によるプレゼンテーション① 

8. 文献講読③ 

9. 論文講読④ 

10. 受講生によるプレゼンテーション② 

11. 文献講読⑤ 

12. 論文講読⑥ 
13. 受講生によるプレゼンテーション③ 

14. 授業のまとめ 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前学修：授業終了時に扱う文献・論文のポイントについて説明する。それを踏まえてそれらを分析的に熟読しておくこと。 

事後学修：授業終了時に、理解を深めるための文献・論文について提示する。熟読し理解を深めておくこと。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

プレゼンテーション内容(30%)/授業参画度(30%)/先行研究に基づいたレビュー論文の作成(40%) 
留意事項については初回の授業時で説明する。 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用しない。 

 

参考文献（Readings） 

初回の授業で参考文献のリストを配布する。文献・論文講読で扱うものは、受講生の関心に合わせて調整する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 456 - 

■WD824 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD824／ソーシャルワーク研究４ 
(Studies in social work 4) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

ソーシャルワークにおけるアドボカシー再考 

担当者名 

（Instructor） 
飯村 史恵(IIMURA FUMIE) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日本では近年、社会福祉における「権利擁護」が、判断能力の不十分な人々の契約制度や財産管理を担う成年後見制度との文

脈で語られることが多くなってきている。しかし、社会正義、人権、集団的責任および多様性尊重を中核とするソーシャルワーク専

門職のグローバル定義を参照し、権利とは何かを根源的に問えば、利用者を取り巻く日常生活を権利の観点から多角的に捉え

直す必要があり、そこから新たな問題が浮上してくる。本講義では、権利の本質を具体的な事例を通して、受講者と共に討論し、

論点を共有し合いながら、理解を深める。 

さらに、自分の研究課題に即して論点を提示し、学会発表や論文執筆に結びつける考察に深化させることを目標とする。 
 

授業の内容（Course Contents） 

授業は、授業計画に提示したサブテーマに応じて進めることを予定しているが、受講者各自の研究テーマに即したディスカッショ

ンの機会を設けつつ、柔軟な授業運営に努めたいと考えている。 
大学院の授業であるため、教員によるレクチャーのみならず、受講生自身によるプレゼンテーションや話題提供を積極的に取り

入れ、双方向ディスカッションをメインにして進める予定である。 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. ノーマライゼーション理念と日本の実情 
2. 社会福祉の固有性を考える 

3. 障害者権利条約を貫く原理と人権モデルの今後 
4. 生命倫理と意思決定支援 

5. 権利行使と本人中心の支援：カリフォルニア州における知的障害者支援を例に 
6. 自己決定権と「能力」を巡る論点：成年後見制度の批判的検討 

7. 社会福祉協議会と「権利擁護活動」 

8. 事例検討：スティグマ 
9. 事例検討：社会的包摂 

10. 事例検討：社会福祉の実践モデル 
11. 事例検討：地域における共生社会の実現 

12. 事例検討：当事者研究 
13. 事例検討：当事者参加・住民参加 

14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

受講者各自の研究テーマに即したプレゼンテーションの準備及び時間外学習を実施すること。詳細については、授業時に指示す

る。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業における参加状況(40%)/授業内プレゼンテーション(40%)/最終レポート(Final Report)(20%) 

各評価方法において、前期課程より高度な達成水準を要求する。研究者としてのレベルに見合ったプレゼンテーションやレポート

等を期待しています。 

 

テキスト（Textbooks） 

特に指定しない。 
 

参考文献（Readings） 

授業時に適宜提示する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■WD825 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD825／ソーシャルワーク研究５ 
(Studies in social work 5) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

刑事司法ソーシャルワーク臨床と司法福祉学理論とを架橋する 

担当者名 

（Instructor） 
掛川 直之(KAKEGAWA NAOYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・出所者／受刑者が罪を犯した背景について理解を深める 

・刑事司法ソーシャルワークのあり方について考察を深める 

・先行研究から自身の研究課題を明確化する 

さらに、後期課程においては、 

・実際にデータ収集をおこない学会発表や論文執筆に結びつけることができるようになる 

 

授業の内容（Course Contents） 

本授業では、講義、文献・論文講読、受講生による発表（プレゼンテーション）をとおして出所者についてソーシャルワークの観点

から理解を深め、そのあり方について検討する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 

2. 講義① 
3. 文献講読①-1 

4. 文献講読①-2 
5. 受講生によるプレゼンテーション① 

6. 講義② 
7. 文献講読②-1 

8. 文献講読②-2 
9. 受講生によるプレゼンテーション② 

10. 講義③ 

11. 文献講読③-1 
12. 文献講読③-2 

13. 受講生によるプレゼンテーション③ 
14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

事前学修：授業終了時に次回扱う文献・論文のポイントについて説明する。それを踏まえてそれらを分析的に熟読しておくこと。 

事後学修：授業終了時に、理解を深めるための文献・論文について提示する。それらを熟読し理解を深めておくこと。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

プレゼンテーション内容(50%)/授業参画度(50%) 

なお、後期課程においては、すべての評価方法において前期課程より高度な達成水準を要求する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 掛川直之著、2020、『犯罪からの社会復帰を問いなおす』、旬報社 

 

参考文献（Readings） 

1. 掛川直之編著、2018、『不安解消！出所者支援』、旬報社 

2. 掛川直之・飯田智子編著、2022、『出所者支援ハンドブック』、旬報社 

3. 浜井浩一著、2021、『エビデンスから考える現代の「罪と罰」』、現代人文社 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD826 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD826／ソーシャルワーク研究６ 
(Studies in social work 6) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

医療ソーシャルワーク。ソーシャルワークの価値あるいは理論の実践への適用。倫理的
課題のある医療についてソーシャルワークの観点からの検討。 

担当者名 

（Instructor） 
松山 真(MATSUYAMA MAKOTO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

博士後期課程の学生は研究者であるから、受動的な学びではなく能動的な学びを期待する。自身の研究テーマにどのようにソー

シャルワークの理論および価値を適用出来るかについてディスカッションすることにより、ソーシャルワークの価値・視点から研究

テーマを考察することができる。あるいは医療における社会的・倫理的課題についてソーシャルワークの観点から考察することが

できる。 

 

授業の内容（Course Contents） 

ソーシャルワークの代表的な理論の中から、自身の研究内容に資すると考える理論を選択し発表して貰う。その上で、どのように
その理論を実践あるいは研究に用いることが出来るか討議する。研究テーマについて、ソーシャルワークの観点から考察する。

講義、ディスカッション、発表などについては、受講する人数や研究テーマにより各自の研究が進展するよう柔軟に変更し協力し

たい。 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. ソーシャルワーク理論とは 
2. 各自の研究テーマについて発表およびディスカッション 

3. 各自の研究テーマについて発表およびディスカッション 
4. ソーシャルワーク理論における視点の特徴 

5. 代表的なソーシャルワーク理論の選択と解説 
6. 代表的なソーシャルワーク理論の選択と解説 

7. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 
8. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 

9. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 

10. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 
11. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 

12. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 
13. 選択された理論について、実践にどのように適用するかについて討議 

14. まとめ 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

ソーシャルワーク理論について理解を深めるため、他の文献も読みまとめる。単にまとめるだけではなく、自分自身の研究テーマ
にどのように適用出来るかを考える。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

ディスカッションを通して行う研究テーマの深化の程度(100%) 

 

テキスト（Textbooks） 

受講生と話し合って決める 

 

参考文献（Readings） 

 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

授業時間については受講生と話し合い変更することが可能です。 

 

注意事項（Notice） 
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■WD827 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD827／ソーシャルワーク研究７ 
(Studies in social work 7) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

ジェンダー／フェミニズムと社会福祉政策 

担当者名 

（Instructor） 
湯澤 直美(YUZAWA NAOMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

性差別を基底とした女性問題の解決に向け，社会福祉の役割・機能の変遷を解明しつつ，「社会福祉とジェンダー」の視角から今

後の展望を検討する。  

また、学会発表ができるプレゼンテーション能力を身につける。 

We solve the women's problem based on gender discrimination, and examine future prospects from the perspective of “social 

welfare and gender”, while clarifying the changes in roles and functions of social welfare.  

 

授業の内容（Course Contents） 

ジェンダーという分析概念を理解すること，および，それによって社会福祉に関わる諸問題，とりわけ女性をめぐる福祉課題を読

み解く力を養うことに重点をおく。  

We try to understand the analytical concept of gender. The emphasis will be on cultivating the ability to understand social 
welfare issues, especially women's welfare issues.  

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ジェンダー・フェミニズムと社会福祉-本授業のポイントと進め方 

2. 家族制度とジェンダー① 

3. 家族制度とジェンダー②－受講者による課題提起と総括 

4. ひとり親家族政策とジェンダー 
5. シングル女性をめぐる政策とジェンダー 

6. 女性に対する暴力の国際比較① 
7. 女性に対する暴力の国際比較②－受講者による課題提起と総括 

8. 性売買からみた「性と人権」「社会福祉」 

9. 性暴力の実態とジェンダー 

10. 女性福祉と婦人保護事業 

11. 男女共同参画社会の形成とジェンダー平等の推進 
12. 各自の研究をジェンダー視点で検討① 

13. 各自の研究をジェンダー視点で検討② 
14. 各自の研究をジェンダー視点で検討③ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

準備学習の内容、文献購読の資料については，各回の授業で提示する。ジェンダー・フェミニズムの視角から，社会福祉の展望

を切り開く議論を深めていきたい。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内プレゼンテーション内容(50%)/授業参画度(50%) 

すべての評価において前期課程より高度な水準を要求する 
 

テキスト（Textbooks） 

1. 大矢さよこ・湯澤直美編『わくわくシニアシングルズ』、2018、『シニアシングルズ 女たちの知恵と縁』、大月書店 (ISBN:978-4-
27235044-5) 

 

参考文献（Readings） 

1. 浅倉むつ子・戒能民江・若尾典子、2004、『フェミニズム法学』、明石書店 (ISBN:978-4750318530) 

授業で随時，紹介する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

本講義では、文献・論文購読、受講生によるプレゼンテーションを通して、研究力の向上をめざす。 
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注意事項（Notice） 
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■WD828 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD828／ソーシャルワーク研究８ 
(Studies in social work 8) 

担当者名 
（Instructor） 

長倉 真寿美(NAGAKURA MASUMI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

高齢者のケアマネジメントに関する実践的な技術を習得するとともに，その効果や現状の課題を明らかにする力をつける。更に、

実際にデータ収集を行い学会発表や論文執筆に結び付けることができる。 
 

授業の内容（Course Contents） 

ソーシャルワークの方法としてのケアマネジメントの理論を理解する。さらに，高齢者の事例研究を通して支援の方法を学び，ケ
アマネジメントの効果や実践上の課題を明らかにする。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ケアマネジメントの背景と定義 

2. ケアマネジメントの目的・構成・過程 

3. 介護保険制度とケアマネジメント 

4. ケアニーズの把握とケアプランの目標設定 

5. ケアプラン作成とサービス調整 

6. ケアチームの組成とサービス担当者会議 

7. ケアマネジメントのモニタリング、評価、終結、ケアマネジメントの価値と倫理 
8. 面接における基本的応答技法、利用者理解とコミュニケーション 

9. 居宅サービスにおけるケアマネジメント（１） 

10. 居宅サービスにおけるケアマネジメント（２） 

11. 特別養護老人ホームのケアマネジメント（１） 

12. 特別養護老人ホームのケアマネジメント（２） 

13. グループホームのケアマネジメント（１） 

14. グループホームのケアマネジメント（２） 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業で習ったケアマネジメントの手法が，自分の研究テーマに活用できるようにする。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

レポート試験(Report Exam)(80%)/リアクションペーパー(10%)/レポート(10%) 
前期課程の評価方法に加えて課題を課す。全ての評価方法において前期課程より高度な達成水準を要求する。 

 

テキスト（Textbooks） 

特に指定しない。授業で使用する資料は、基本、Blackboard にアップする。 

 

参考文献（Readings） 

1. 社会福祉士養成講座編集委員会編、2015年、『相談援助の理論と方法Ⅰ 第３版 』、中央法規出版 (ISBN:978-4-8058-

5103-6) 

2. 一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟編、2020年、『相談援助職のための事例研究入門』、中央法規出版 

(ISBN:978-4-8058-8216-0) 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD829 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD829／ソーシャルワーク研究９ 
(Studies in social work 9) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

社会的排除と居住 

担当者名 

（Instructor） 
川村 岳人(KAWAMURA GAKUTO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

・社会的排除の空間的な側面について理解を深める。 

・社会的排除を解決する空間的単位として地域社会や居住空間に注目する意義を理解する。 

・居住福祉研究の知見を理解し，地域社会や居住空間の分析・考察に応用することができる。 

 

授業の内容（Course Contents） 

本授業では，講義，文献講読，受講生による発表（プレゼンテーション）を通して，地域社会や居住空間を多様な人びとが共生す

る場へと変革していく方法を検討する。 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. イントロダクション 
2. 講義①－社会的排除の空間的側面 

3. 講義②－社会的包摂に向けた諸外国の施策・実践 

4. 講義③―日本の居住福祉の到達点 
5. 文献講読① 

6. 論文講読① 
7. 受講生によるプレゼンテーション① 

8. 文献講読② 
9. 論文講読② 

10. 受講生によるプレゼンテーション② 
11. 文献講読③ 

12. 論文講読③ 

13. 受講生によるプレゼンテーション③ 
14. 居住福祉に関する先駆的な取り組み―外部講師 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業中，関連する文献や論文などを適宜紹介するので，これらを熟読して事前・事後学習を行うこと。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

プレゼンテーション内容(50%)/授業参画度(50%) 

すべての評価方法において，前期課程より高度な達成水準を要求する。 

 

テキスト（Textbooks） 

テキストは使用しない。 
 

参考文献（Readings） 

初回の授業で参考文献のリストを配布する。論文講読で扱う文献は，受講生の関心に合わせて調整する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD830 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD830／ソーシャルワーク研究１０ 
(Studies in social work 10) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

ノーマライゼーション理念を基盤とした障害のある人へのケア論を考える 

担当者名 

（Instructor） 
結城 俊哉(YUKI TOSHIYA) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7210 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ノーマライゼーション理念の歴史的展開とケアの担い手に必要な対人援助の基本原則を理解する。 

さらに、実際にデータ収集（調査・フィールドワーク）を行い学会発表や論文執筆に結びつけることができる。 

 

授業の内容（Course Contents） 

ノーマライゼーションの原理及び人権思想の歴史的展開を多面的に検討しながら，コミュニティの中における障害者への差別・偏
見等のスティグマ問題やダウン症者と社会・政治・教育・福祉問題を考え、障害者に対する「援助（ケア）の担い手」に必要とされ

る「ケア論」について検討する。 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. ノーマライゼーションの思想・原理とは何か(1) 
2. ノーマライゼーションの思想・原理とは何か(2) 

3. 「ケアの視点と差別・偏見」について考える。(１) 

4. 「ケアの視点と差別・偏見」について考える。(2) 
5. 障害者支援とケアの担い手について考える。（１） 

6. 障害者支援とケアの担い手について考える。（２） 
7. 障害者支援とケアの担い手について考える。（３） 

8. 障害者支援とケアの担い手について考える。（４） 
9. ダウン症をめぐる「社会・政治・教育・福祉」問題を考える。（１） 

10. ダウン症をめぐる「社会・政治・教育・福祉」問題を考える。（２） 
11. 対人援助基本原則と展開方法論（１） 

12. 対人援助基本原則と展開方法論（２） 

13. 受講者の研究テーマの構想内容に関する準備計画の発表と研究方法を検討する。 
14. まとめ＝障害当事者への支援がケアの担い手に問いかけること 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業時間外の学習に関する指示は、必要に応じて別途指示をする。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(30%)/出席及び講義参加態度(40%)/最終テスト(Final Test)(30%) 

全ての評価方法において前期課程よりも高度な達成水準を要求します。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 結城俊哉、2016、『ケアのフォークロア＝対人援助の基本原則と展開方法を考える』、高菅出版 (ISBN:978-4-901793-62-9) 
2. 結城俊哉編著、2018、『共に生きるための障害者福祉学入門』、大月書店 (ISBN:978-4-272-41239-6) 

3. キーロン・スミス（臼井陽一郎＜監訳＞結城俊哉＜訳者代表＞、2018、『ダウン症をめぐる政治ー誰もが排除されない社会へ

向けて』、明石書店 (ISBN:978-4-7503-4713-4) 

関連する書籍・文献等は適宜指示する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 高瀬智津子、2005、『社会福祉実践の今日的課題』、高文堂出版社 (ISBN:4-7707-0699-5) 

2. 植田章・結城俊哉編著、2007、『社会福祉方法原論の展開』、高菅出版 (ISBN:978-4-901793-31-5) 
3. 奥野栄子・結城俊哉編著、2007、『生活支援の障害福祉学』、明石書店 (ISBN:978-4-7503-2630-6) 

4. 結城俊哉、1998、『生活理解の方法』、ドメス出版 (ISBN:4-8107-0483-1) 
講義の進度に合わせて文献・書籍は適宜紹介する。 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

可能な限り，院生自身の博士論文作成支援の一助となるように「特論（演習）」において取り組む。 
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受講生には，そのための積極的・主体的な受講態度や発表／報告／文献レビュー等の準備をお願いする。 

 

注意事項（Notice） 
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■WD852 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD852／福祉人間学研究２ 
(Studies in humanities and welfare 2) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

コミュニティ活動・空間の実践を学ぶ 

担当者名 

（Instructor） 
柳 信寛(YANAGI NOBUHIRO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7310 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 
2022年度以前入学者対象 

 

授業の目標（Course Objectives） 

日常生活における公共的な活動や空間を多角的に把握することを目標とする。とりわけ町内会や消防団など地域社会における

実践の意義と課題を検討する。各自が討議内容を、自身の問題関心において有効活用ができるようになる。 

 

授業の内容（Course Contents） 

地域社会における諸活動に関して、基本的な文献や実践例を輪読する。また、受講生の問題構成にどのように位置づけるかを
相互に報告し検討する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 購読文献の紹介と受講生の問題関心の確認 

2. 文献の講読および討論 
3. 文献の講読および討論 

4. 文献の講読および討論 

5. 文献の講読および討論 
6. 文献の講読および討論 

7. 文献の講読および討論 
8. 文献の講読および討論 

9. 文献の講読および討論 
10. 文献の講読および討論 

11. 文献の講読および討論 
12. 文献の講読および討論 

13. 文献の講読および討論 

14. 文献の講読および討論 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各自の関心に沿った事例の収集や報告 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

平常点（報告，授業への参加度）(100%) 

前期課程に比して高度の達成基準を求める。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 平井 太郎/松尾 浩一郎/山口 恵子、2022、『地域・都市の社会学―実感から問いを深める理論と方法』、有斐閣 

(ISBN:9784641150959) 

2. 和田清美、2021、『現代コミュニティの社会設計』、学文社 (ISBN:9784762031328) 

具体的なテキストは授業時に相談し決定する。別途リストをとりまとめる。 

 

参考文献（Readings） 

1. 石田光規、2015、『つながりづくりの隘路-地域社会は再生するのか-』、勁草書房 (ISBN:9784326602797) 

2. 飯田哲也/浜岡政好、2020、『公共性と市民』（第 3版）、学文社 (ISBN:9784762029837) 

担当教員が指示する。 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

具体的な実地形態は受講生と相談の上で決定する。 
 

注意事項（Notice） 
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■WD951 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD951／スポーツウエルネス研究１ 
(Studies in Sports Wellness 1) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

現代スポーツにおける理論的・実践的課題とその乗り越えの可能性 

担当者名 

（Instructor） 
松尾 哲矢(MATSUO TETSUYA) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

スポーツを社会現象として捉え、それを取り巻く様々な問題を社会学的に検討し、スポーツと現代社会をめぐる理論的・実践的課

題及びこれからのスポーツのあり方を考究する。更に、実際にデータ収集を行い学会発表や論文執筆に結び付けることができ

る。 

 

授業の内容（Course Contents） 

近代スポーツに関する歴史的経緯とその社会的・文化的背景を踏まえて、現代社会におけるスポーツの理論的・実践的課題に

ついて社会学的に検討し、これからのスポーツのあり方について考究する。スポーツに関する論文を輪読し、それを踏まえながら
スポーツの現在的課題を浮き彫りにし、これからのスポーツのあり方について全員で議論する。更に、データ収集、学会発表や

論文執筆へのアドバイスを行う。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス：授業の進め方、自己紹介（研究領域と問題関心） 

2. スポーツの社会学的理解 対象と方法  
3. 近代スポーツ発展過程とその背景 

4. 論文講読（１）近代スポーツの発展過程 
5. スポーツの記号論 

6. 論文講読（２）記号論的アプローチ 
7. スポーツにおける社会的逸脱（バーンアウト） 

8. 論文購読（３）スポーツ競技者のバーンアウト研究 
9. スポーツにおける社会的逸脱（ドーピング） 

10. 論文講読（４）スポーツ競技者のドーピング研究 

11. スポーツと政治・メディア 
12. 論文講読（５）オリンピックと政治に関する研究 

13. 論文講読（６）スポーツとメディアに関する研究 
14. スポーツの近未来 ディスカッション、まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

 準備学習の指示は、履修登録完了後に Blackboard 上で履修者に対して行う。各自が確認して予習すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業における発表(40%)/授業における討論(30%)/授業内レポート(30%) 

全ての評価方法において前期課程より高度な達成水準を要求する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. J.コークリー／P.ドネリー，前田和司・大沼義彦・松村和則共編訳、2011、『現代スポーツの社会学－課題と共生への道のり』、

南窓社 (ISBN:ISBN978-4-8165-0398-6) 

 

参考文献（Readings） 

1. 多木浩二、1995、『スポーツを考える－身体・資本・ナショナリズム』、筑摩書房 (ISBN:ISBN4480056475) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 

 
 



 - 468 - 

■WD952 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD952／スポーツウエルネス研究２ 
(Studies in Sports Wellness 2) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

「よりよい生き方」とは何か 

担当者名 

（Instructor） 
濁川 孝志(NIGORIKAWA TAKASHI) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ウエルネスとは何かを理解し、人間が生きることの意味について、映画『ガイアシンフォニー』と写真家『星野道夫』を題材として考

察する。それを前提に、自分自身の「ウエルネス観」を構築し、それを授業で発表し、議論の上再検討を加えブラッシュアップす

る。 

 

授業の内容（Course Contents） 

映画『ガイアシンフォニー』は、ガイア理論、すなわち“地球は一つの生命体である”という考え方をベースに作成されたドキュメン

タリー映画であり、環境問題や人間の精神性に関心を寄せる人たちのバイブル的存在となっている。また、『星野道夫』の写真や

文章も、環境問題や人の精神性を考えるうえで、とても重要な示唆を与えてくれる。本授業では、この２つを題材として、“よりよく

生きる”ことを前提とし、”自然環境と人間の在り方”、”生き方の多様性”などの点について議論する。更に、その議論を実生活に

落とし込んだ時、何が出来るかを考察する。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 授業全体のオリエンテーション。自己紹介。 

2. ウエルネスとは何か 
3. 環境問題の現状に関して 

4. 星野道夫とウエルネス：生き方 
5. 星野道夫とウエルネス：価値観 

6. 星野道夫とウエルネス：環境問題への眼差し 
7. 映画『ガイアシンフォニー』より星野道夫：生き方 

8. 映画『ガイアシンフォニー』より星野道夫：価値観 

9. 映画『ガイアシンフォニー』より星野道夫：環境問題 
10. 映画『ガイアシンフォニー』より名嘉睦稔 

11. 映画『ガイアシンフォニー』より石垣昭子 
12. 映画『ガイアシンフォニー』よりケリー・ヨスト 

13. 映画『ガイアシンフォニー』よりダライ・ラマ１４世 

14. 講義のまとめと各自の振り返り 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

準備学習の指示は、履修登録完了後に Blackboard 上で履修 

者に対して行う。各自が確認して予習すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内での発言(60%)/最終レポート(40%) 

すべての評価において前期課程より高度な水準を要求する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 濁川孝志、2020、『ガイアの伝言』、でくのぼう出版 (ISBN:978-4-434-27299-8) 
 

参考文献（Readings） 

1. 濁川孝志、2019、『星野道夫永久の祈り』、でくのぼう出版 (ISBN:978-4-434-25848-0) 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD953 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD953／スポーツウエルネス研究３ 
(Studies in Sports Wellness 3) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

トレーニング科学とコーチング 

担当者名 

（Instructor） 
沼澤 秀雄(NUMAZAWA HIDEO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

スポーツコーチングやトレーニングに関する研究論文等を精読して、スポーツ指導における新しい知見の理解を深める。更に、実

際にデータ収集を行い学会発表や論文執筆に結び付ける。 

 

授業の内容（Course Contents） 

スポーツにおけるコーチングやトレーニング科学についての研究動向について紹介して受講生とディスカッションする。また、スポ
ーツ指導に関わっている受講生は指導実践について報告する。授業の流れとしては、トレーニングやコーチングに関する講義を

受けて、テキストの中から興味がある章を決めて文献を読み、内容について発表する。更に、データ収集、学会発表や論文執筆
へのアドバイスを行う。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. コーチング分野に関する文献紹介 

2. トレーニング科学分野に関する文献紹介 

3. コーチング、トレーニング科学分野の倫理申請について 
4. 論文抄読会の説明と割り振り 

5. トレーニング科学講義（筋力トレーニング） 
6. 課題論文抄読の発表（1） 

7. トレーニング科学講義（持久力トレーニング） 
8. 課題論文抄読の発表（2） 

9. トレーニング科学講義（その他のトレーニング） 
10. コーチング分野に関する講義 

11. 課題論文抄読の発表（3） 

12. 総説文献発表およびディスカッション（1） 
13. 総説文献発表およびディスカッション（2） 

14. まとめ 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

準備学習や課題の指示は、履修登録完了後に Blackboard 上で行う。各自が確認して予習すること。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業における発表(40%)/授業における討論(30%)/最終レポート(Final Report)(30%) 

評価方法において前期課程より高度な達成水準を要求する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. David Daniel Lewindon、2018、『ハイパフォーマンスの科学』、ナップ (ISBN-13:9781450444828) 

 

参考文献（Readings） 

1. 『「月刊トレーニングジャーナル」』、ブックハウス・エイチディ 

2. 『「コーチングクリニック」』、ベースボールマガジン社 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD954 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD954／スポーツウエルネス研究４ 
(Studies in Sports Wellness 4) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

環境生理学、神経科学 

担当者名 

（Instructor） 
石渡 貴之(ISHIWATA TAKAYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

環境生理学そして神経科学の話題を国際雑誌の論文などの文献から学び、パフォーマンスに対する生理・神経機能の働きやそ

の向上方法について理解を深める。更に、実際にデータ収集を行い学会発表や論文執筆に結び付けることができる。 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義では日本語または英語の環境生理学そして神経科学の文献や教科書を教材に学ぶほか、受講生の自主的な研究活動を
サポートする目的として、受講生が自ら選んだ国際雑誌の総説論文などを精読し、内容を発表し、その後、内容について解説し

議論する。更に、データ収集、学会発表や論文執筆へのアドバイスを行う。 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス、自己紹介 
2. 神経科学研究の手法 

3. 環境生理学研究の手法、倫理申請書の書き方 

4. 倫理申請書の発表 
5. 論文査読方法の説明 

6. 神経科学講義（運動と中枢神経系の関係） 
7. 課題論文査読の発表（1） 

8. 環境生理学講義（運動と遺伝子の関係） 
9. 課題論文査読の発表（2） 

10. 神経科学講義（生活習慣と中枢神経系の関係） 
11. 英語総説文献の検索方法、選定 

12. 神経科学研究の実際 

13. 環境生理学講義（体温調節とパフォーマンスの関係） 
14. 英語総説文献発表およびディスカッション、まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

準備学習の指示は、履修登録完了後に Blackboard 上で履修者に対して行う。各自が確認して予習すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業における発表(40%)/授業における討論(30%)/授業内レポート(30%) 

全ての評価方法において前期課程より高度な達成水準を要求する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Romain Meeusen, Sabine Schaefer, Phillip Tomporowski, Richard Bailey. 2019. Physical Activity and Educational Achievement: 
Insights from Exercise Neuroscience. Routledge (ISBN:9780367233518) 

 

参考文献（Readings） 

Sports Medicine, Journal of Applied Physiology, Medicine and Science in Sports and Exercise, Neuroscience Letters, Brain 

Research, Journal of Thermal Biology 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD955 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD955／スポーツウエルネス研究５ 
(Studies in Sports Wellness 5) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

ウエルネスジェンダー論 

担当者名 

（Instructor） 
佐野 信子(SANO NOBUKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

ジェンダーの視点からウエルネスについて考究するための基礎的な概念を習得し、また、現代社会にみられる健康問題、健康政

策、健康教育のそれぞれについてジェンダーの視点から検討し、分析視角を養うことを目標とする。更に、実際にデータ収集を行

い学会発表や論文執筆に結び付けることができる。 

 

授業の内容（Course Contents） 

現代社会にはウエルネスをめぐる様々な問題がみられるが、ジェンダーに起因するものも少なくない。人々がより高次のウエルネ

スを追求するためには、ウエルネスをめぐる様々な事象についてジェンダーの視点からの問い直しが欠かせない。文献講読を
し、議論をする中でウエルネスへの新たなアプローチを紹介する。更に、データ収集、学会発表や論文執筆へのアドバイスを行

う。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. ジェンダー概念の検討（１）ジェンダー概念の登場 
3. ジェンダー概念の検討（２）ジェンダー概念の変遷 

4. ジェンダー概念の検討（３）今日的なジェンダー概念 
5. 健康概念の検討（１）Health への着目 

6. 健康概念の検討（２）Wellness への着目：１萌芽期について 
7. 健康概念の検討（３）Wellness への着目：２変遷と現状について 

8. ウエルネスジェンダー論の現在：量的データから 
9. ウエルネスジェンダー論の現在：質的データから 

10. テキスト購読（１）序章、第 1章、第 2章 

11. テキスト購読（２）第３章、第 6章 
12. テキスト購読（３）第 4章、第 5章 

13. テキスト購読（４）第 10章 
14. まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

ジェンダーの視点からウエルネスについて日頃から考える習慣をつけてください。 授業時間の関係上、授業で取り上げない章に

ついては自習をお願いします。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/中間レポート①(30%)/中間レポート②(30%) 

前期課程よりも高度な基準において成績評価を実施する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 荻野美穂著、2002、『ジェンダー化される身体』、勁草書房 

 

参考文献（Readings） 

1. 飯田貴子他編著、2018年、『よくわかるスポーツとジェンダー』、ミネルヴァ書房 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD956 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD956／スポーツウエルネス研究６ 
(Studies in Sports Wellness 6) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

グローバル時代のスポーツ栄養学 

担当者名 

（Instructor） 
杉浦 克己(SUGIURA KATSUMI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

運動時の物質代謝とこれに伴う栄養要求の変化について、運動の種類や強度・時間を踏まえて理解し、栄養教育の理論と応用

についても学ぶ。さらに，実際に倫理申請書の書き方，データ収集と分析，学会発表や論文執筆の能力を高める。 

 

授業の内容（Course Contents） 

英語の研究論文の講読を通して、スポーツと栄養の関係をより深く学び、スポーツ現場で直面する実践的な課題についても議論
していく。同時に海外のスポーツ栄養学の研究と普及の現状についても解説していく。受講生は栄養学の基本的知識を身につけ

ていることと英文を読むのを苦にしない英語力を持っていることが望ましい。さらに，倫理申請書の書き方，データ収集と分析，学
会発表や論文執筆に関する指導を行う。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス、スポーツ栄養学の歴史 

2. スポーツ栄養学の基礎 

3. 食事の基本（フードピラミッドと食事バランスガイド） 
4. エネルギー代謝とは 

5. 炭水化物と練習・試合 
6. 脂肪と体組成・ウエイトコントロール 

7. タンパク質と筋肉づくり 
8. ミネラルと骨・血液の健康 

9. ビタミン・抗酸化物質とコンディショニング 
10. 水分補給と体温調節 

11. サプリメントとエルゴジェニック 

12. 成長期と女性スポーツの注意点 
13. 栄養アセスメント 

14. 栄養教育 
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

毎回の授業の 2/3 は英文の訳のプレゼンのため予習が前提となり、1/3 は前週の内容の討論に充てるので復習も大事であ
る。予習・復習に毎週約 8 時間を要する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業における発表(40%)/授業における討論(30%)/最終テスト(Final Test)(30%) 

全てにおいて前期課程より高度な達成水準を要求する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Rawson E et al. 2019. Williams' Nutrition for Health, Fitness and Sport. 12th Ed.. McGraw Hill 

 

参考文献（Readings） 

1. 杉浦克己、2021、『スポーツ栄養学がわかる』、大修館書店 (ISBN-13: 978-4469269208) 
International Journal of Sport Nutrition and Exercise Metabolism, Medicine and Science in Sports and Exercise. 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

https://katsumi-sugiura.com/  

 

注意事項（Notice） 
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■WD957 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD957／スポーツウエルネス研究７ 
(Studies in Sports Wellness 7) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

スポーツ医学、スポーツ外傷 

担当者名 

（Instructor） 
加藤 晴康(KATO HARUYASU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

スポーツ医学とは、医師など医療従事者が行う学問だけではなく、スポーツに関連した健康やパフォーマンス向上に関する研究

も含まれる非常に広い分野の学問である．医学研究をベースに、さまざまな研究の問題点や研究プランニングを学ぶことを目標

とする．更に、実際にデータ収集を行い学会発表や論文執筆に結び付けることができる。 

 

Sports medicine is not a field just practiced by medical practitioners such as doctors, but actually a very wide academic fie ld 

that includes research into improving health and performance related to sports. The aim of this course is to learn about the 
various research problems and planning, using medical research as a base.  

In addition, students will be able to actually collect data and present them at conferences and write papers. 

 

授業の内容（Course Contents） 

受講者がスポーツ医学に関する任意のトピックスを選択し、バックグラウンドの説明のため、関連した研究論文（英文）の紹介を

受講者が順番に行う．また、このトピックスに基づき、検討可能な研究テーマを作成し、議論する． 
更に、データ収集、学会発表や論文執筆へのアドバイスを行う。 

 

Students will select topics of their choice and then introduce related academic papers (English) in order to provide back ground 

explanation. Then, based on these topics, students will create a research theme for consideration and discuss it.  

Advice on data collection, conference presentations and writing papers is also provided. 

 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス、自己紹介 

2. スポーツ医学研究のトピックス（外傷） 
3. スポーツ医学研究のトピックス（障害） 

4. ライフサイエンスの倫理の考え方と書類作成 
5. 医学的研究における結果から考察への検討方法について 

6. 興味あるスポーツ医学分野を探る 
7. スポーツ医学講義（ケガは予防できるか？） 

8. 興味あるテーマに関する論文（日本語）をプレゼンする１ 

9. 興味あるテーマに関する論文（日本語）をプレゼンする２ 
10. ポーツ医学講義（ロコモを科学的に検討する） 

11. 興味あるテーマに関する論文（英文）をプレゼンする１ 
12. 興味あるテーマに関する論文（英文）をプレゼンする２ 

13. スポーツ医学講義（治癒が長引くスポーツ外傷の問題点とは） 

14. トピックスに関しての最終ディスカッション、まとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

予習および復習に関して、授業中に課題を出すので、指定したオンライン授業支援システムへ提出すること． 

Students will be given preparation and review during each lecture. They should submit the assignment with the Blackboard or 
CANVAS. 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

毎授業での発表(35%)/授業中の議論、準備、参加(35%)/授業内レポート(30%) 

全ての評価方法において前期課程より高度な達成水準を要求する 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 中嶋寛之、2011、『新版 スポーツ整形外科学』、南江堂 (ISBN:4524262652) 

授業履修にあたり、テキストの使用方法は授業内で説明する。したがって、事前にテキストを購入する必要は無い。 



 - 474 - 

 

参考文献（Readings） 

1. American Journal Sports Medicine. SAGE PUBLICATIONS,INC (ISSN:0363-5465) 

2. British Journal Sports Medicine. BMJ PUBLISHING GROUP (ISSN:0306-3674) 

3. Journal bone and Joint Surgery. JBJS USA (ISSN:0021-9355) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD958 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD958／スポーツウエルネス研究８ 
(Studies in Sports Wellness 8) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

博士論文の研究テーマについて、心理学などの異分野から検討を試みる。 

担当者名 

（Instructor） 
遠藤 伸太郎(ENDO SHINTARO) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

本授業では、受講生のそれぞれの研究テーマについて心理学を始めとする異分野の側面から思考することで、新たな発見をした

りより広い視点からのアプローチを見出すことを目指す。更に、実際にデータ収集を行い学会発表や論文執筆に結び付けること

ができる。 

 

授業の内容（Course Contents） 

各専門分野においては、それぞれ継承されてきた手法を用いて、ある枠の中で研究がなされるのが一般的である。しかしなが

ら、異分野の視点を導入することで、新たな発見や思考方法を見出すことも少なくない。本講義では、受講者のそれぞれの研究
テーマが心理学的事象とどのように関連するのか、あるいはどのような意義を有するのかについて、討論を通して学習する。更

に、データ収集、学会発表や論文執筆へのアドバイスを行う。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス、自己紹介 

2. 心理学研究の手法 
3. 心理学研究の手法、倫理申請書の書き方 

4. 各受講者の研究テーマの発表 
5. 論文査読方法の説明 

6. 心理学講義１（メンタルヘルスと心理） 
7. 心理学講義２（スポーツと心理） 

8. 心理学講義３（ライフスキルと心理） 
9. 心理学講義４（価値観と心理） 

10. 心理学講義５（生活習慣と心理） 

11. 心理学講義 6（人間関係と心理） 
12. 日本語関連文献の発表 

13. 英文関連論文の講読と発表 
14. これまでの講義内容の確認とまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

準備学習の指示は、履修登録完了後に Blackboard 上で履修者に対して行う。各自が確認して予習すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業における発表(40%)/授業における討論(30%)/授業内レポート(30%) 

全ての評価方法において前期課程より高度な達成水準を要求する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 杉原他編、2019、『公認心理師標準テキスト心理学的支援法』、北大路書房 (ISBN:9784762830563) 

 

参考文献（Readings） 

1. 久保 拓弥、2012、『データ解析のための統計モデリング入門―』、岩波書店 (ISBN:9784000069731) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD959 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD959／スポーツウエルネス研究９ 
(Studies in Sports Wellness 9) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

アダプテッドスポーツ（Adapted Physical Activities）、障がい者スポーツに関わる自然科
学的、人文社会学的思考の試み 

担当者名 

（Instructor） 
田中 信行(TANAKA NOBUYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

 障がいのある人や加齢により身体的虚弱になった人にとって、身体運動はどのような意義をもつのか・・・という問いに対して、

簡単な研究的演習を通して、履修された人と共に取り組み、いくつかの指標を確認することを目標とします。更に、自らの研究デ

ータの収集や分析に応用できるように努めてもらいます。 

 

授業の内容（Course Contents） 

 身体の一部に障がいがある人たち（虚弱高齢者等を含む）にとって身体運動がどのような意味をもつのか、実際の運動プログラ

ムにはどのようなものがあるのかを検討します。また現在のパラリンピックなどの障がい者スポーツの現状と課題についても、履
修された方の意見を聞きながら、演習的にその内容を検討します。 更に、データ収集、学会発表や論文執筆へのアドバイスを行

います。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ・授業ガイダンス 

2. ・移動方法の違いによる運動負荷（生理的反応）の違いの検討 
例：通常歩行と車いす走行、室内と芝上の運動負荷の違いなど 

3. ・2．の検討内容を簡単な実験により測定する。（運動のできる服装が必要な場合有り） 
4. ・2．の取り組みについてデータを抽出し、分析を行う。 

5. ・2．の取り組みについてデータを抽出し、分析を行う。 
6. ・移動効率の検討 

例：車いす走行／杖／片下肢等、移動方法の違いによる駆動効率。 
7. ・6．の検討内容を簡単な実験により測定する。（運動のできる服装が必要な場合有り） 

8. ・6．の取り組みについてデータを抽出し、分析を行う。 

9. ・アダプテッドスポーツ対象者を対象とした先行研究紹介 
例：一般校(特別支援学校以外の)における障がい児への合理的配慮  

10. ・アダプテッドスポーツ対象者を対象とした先行研究紹介 
例：パラスポーツ経験と障がいの理解 

11. ・質的研究、テキストマイニングの準備(KHcoder使用) 
12. ・アダプテッドスポーツに関連するアンケート分析  

例：オリンピアン以上の Performanceを記録したパラリンピアンのオリンピック参加の是非 

13. ・アダプテッドスポーツに関連するアンケートによる自由筆記／インタビュー内容の分析  
14. ・アダプテッドスポーツに関連するアンケートに関わるディスカッション 

・まとめ  
 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

授業の進展毎に課題を提供します。その課題に取り組んでください。詳細は、授業ガイダンスで説明します。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

実験の実施(10%)/実験・調査結果の分析・発表(30%)/授業における討論(30%)/課題レポート(30%) 

全ての評価方法において前期課程より高度な達成水準を要求します。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. 日本アダプテッド体育・スポーツ学会、2004、『アダプテッド・スポーツ科学』、市村出版 (ISSN:2189-7743) 

配布資料は、前述書籍などを基準として必要な内容を準備します。また授業中などに作成したデータ資料も使用します。 

 

参考文献（Readings） 

1. The Official Journal of the International Federation of Adapted Physical Activity. 2021. Adapted Physical Activity Quarter ly. 
IFAPA (ISSN:0736-5829) 

その他、必要に応じて参考文献等を紹介します。 



 - 477 - 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

可能な限り、Paperless による授業を予定しています。 そのため、履修者と教員とでメールによる連絡をします。（教員のメールア

ドレス： 5550307@rikkyo.ac.jp ） 

 

注意事項（Notice） 
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■WD960 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD960／スポーツウエルネス研究１０ 
(Studies in Sports Wellness 10) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

スポーツの価値と社会について考える～五輪・パラリンピックの視点から 
(The Value of Sport and the Society) 

担当者名 

（Instructor） 
結城 和香子(YUKI WAKAKO) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

心と体を動かすという意味での、広義のスポーツをどう評価し生かすかは、私たちの社会の未来にも深く関わる。スポーツがもた

らす社会変化や課題の実例を取りつつ、多面的に考察する視点を養う。更に、実際に社会にどう生かし得るのかを、独自の視点

で論じることができる。 

 

授業の内容（Course Contents） 

五輪・パラリンピック開催が触媒としてもたらしてきた変化の検証と、スポーツの力とは何かの具体的考察を、論議や発表も交え

て行う。更に、受講生の自主的な研究活動や実践に結びつけることができる。 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. 総論 スポーツの力とは 
2. コロナ禍の中の祭典①２０２２年北京冬季大会 

3. コロナ禍の中の祭典②２０２０年東京大会 

4. パラリンピック運動の本質～歴史的俯瞰と理念 
5. パラリンピックと社会へのレガシー 

6. オリンピック運動の本質～歴史的俯瞰と理念 
7. オリンピックと社会へのレガシー 

8. スポーツを蝕むもの①  ドーピングの深淵 
9. スポーツを蝕むもの②  招致疑惑 

10. スポーツを蝕むもの③  政治的圧力 
11. スポーツの力 討論１  医科学と運動の意味 

12. スポーツの力 討論２  「違い」を超える 

13. スポーツの力 討論３  国際社会の課題とスポーツ 
14. 総括 スポーツの価値をどう生かすか 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

記事を含む文献を読み、次回授業で指定された主題について考察・発表するよう指示する。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/発表及び討論参加度(40%)/リアクションペーパー(20%) 

全ての評価方法において前期課程より高度な達成水準を 要求する。 

 

テキスト（Textbooks） 

Olympic Charter, IOC Fact Sheets/ IPC Annual Report 
 

参考文献（Readings） 

Bylined articles from The Yomiuri Shimbun 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 

 

注意事項（Notice） 
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■WD961 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD961／スポーツウエルネス研究１１ 
(Studies in Sports Wellness 11) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

スポーツ方法学、フィジカルコーチ学 

担当者名 

（Instructor） 
安松 幹展(YASUMATSU MIKINOBU) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

スポーツ方法学研究の現在を、主に、国際雑誌の論文などの文献から学びスポーツ方法学のスポーツウエルネスへの貢献を理

解する。特にスポーツパフォーマンス分析や、 競技種目に対するトレーニングやフィジカルチェック方法を取り上げ、実践的なス

ポーツ方法学研究手法を理解する。更に、実際にデータ収集を行い学会発表や論文執筆に結び付けることができる。 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義では、受講生の自主的な研究活動をサポートする目的として、国際雑誌の論文などの欧文を精読し内容を発表 し、その

後、各内容について、解説し議論する。更に、デ ータ収集、学会発表や論文執筆へのアドバイスを行う。 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス・スポーツ方法学研究の手法 
2. スポーツパフォーマンス分析に関する文献誦読及び議論 

3. スポーツパフォーマンス分析 

4. スポーツ種目特性の理解に関する文献誦読及び議論 
5. スポーツ種目特性の理解 

6. フィジカルチェックに関する文献誦読及び議論 
7. フィジカルチェックの考え方 

8. 体力トレーニングに関する文献誦読及び議論 
9. 体力トレーニングの考え方 

10. 種目特性に関する文献誦読及び議論 
11. 種目特性に応じたフィジカルチェックとトレーニング 

12. フィジカルコーチの役割に関する文献誦読および議論 

13. フィジカルコーチの役割 
14. スポーツ方法学研究のまとめ 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

準備学習の指示は、履修登録完了後に Canvas LMS 上で履修者に対して行う。各自が確認して予習すること。 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業における発表(40%)/授業における討論(30%)/授業内レポート(30%) 

全ての評価方法において前期課程より高度な達成水準を要求する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Javier Mallo. 2020. Team sports training -The complexity model-. Routledge (ISBN:0367860708) 
 

参考文献（Readings） 

1. Jens Bangsbo. 2007. Aerobic and Anaerobic Training in Soccer: Special Emphasis on Training of Youth Players (Fitness 
Training in Football 1). Stormtryk (ISBN:8790170210) 

2. Jens Bangsbo. 2011. Fitness Testing in Football(Fitness Training in Football 2). Stormtryk (ISBN:8799488000) 
3. Jens Bangsbo. 2013. Power Training in Football: A Scientific and Practical Approach(Fitness Training in Football 3). Stormtryk 

(ISBN:8799488019) 

4. Jens Bangsbo. 2014. Individual Training in Football(Fitness Training in Football 4). Bangsbosport (78-87-994880-2-5) 
5. Jens Bangsbo. 2017. Nutrition in Football(Fitness Training in Football 5). Bangsbosport (ISBN:978-87-994880-3-2) 

6. Jens Bangsbo. 2021. Warm-up in Football: Optimize Performance and Avoid Injuries(Fitness Training in Football 6). Routledge 
(ISBN:0367675056) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■WD964 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD964／スポーツウエルネス研究１４ 
(Studies in Sports Wellness 14) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

バイオメカニクス 

担当者名 

（Instructor） 
石井 秀幸(ISHII HIDEYUKI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

スポーツや日常生活における身体動作に関するバイオメカニクス（生体力学）分野の研究例を英文学術論文から学ぶとともに、

バイオメカニクス的手法を用いて計測・分析する技術を習得する｡ 

さらに、プログラミングによって実際の計測データから変量を算出することができる。 

 

授業の内容（Course Contents） 

バイオメカニクス分野の国際学術雑誌に掲載されている研究論文の抄読を行い、世界水準の研究について学ぶ。また、バイオメ

カニクス的な研究手法に関する講義に加え、実際にモーションキャプチャシステムを用いた身体動作計測、Excel およびプログラ
ミングによる分析を行い、テクノロジーを活用した計測・分析手法を習得する。 

さらに、自身の研究の計測データを用いて、プログラミングによる変量算出を行う。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. 研究について，バイオメカニクスとは 

2. バイオメカニクスの研究手法（ボール変形量と衝撃力の研究） 
3. バイオメカニクスの研究手法（身体動作計測による研究） 

4. バイオメカニクスの研究手法（工学的手法を用いた研究）） 
5. 研究論文抄読（Clinical Biomechanics） 

6. 研究論文抄読（Journal of Biomechanics） 
7. モーションキャプチャシステムを用いた身体動作計測（VICON の説明） 

8. モーションキャプチャシステムを用いた身体動作計測（VICON の使用） 
9. データ処理（VICON データのクリーニング） 

10. データ処理（MATLAB によるデータ抽出） 

11. Excel による分析（運動学的分析） 
12. Excel による分析（運動力学的分析） 

13. プログラミングによる分析（MATLAB による運動学的分析） 
14. プログラミングによる分析（MATLAB による運動力学的分析） 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

準備学習の指示は、履修登録完了後に Blackboard 上で履修者に対して行う。各自が確認して予習すること。予習・復習に毎週

約 5 時間を要する。 
 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

最終レポート(Final Report)(40%)/出席および授業への参加度(60%) 

各評価方法において、前期課程より高度な達成水準を要求する。 

 

テキスト（Textbooks） 

特定の教科書は使用しない。必要に応じて授業時に資料を配付する。 

 

参考文献（Readings） 

1. 金子公宥・福永哲夫編、2004年 8,250円、『バイオメカニクス―身体運動の科学的基礎』、杏林書院 (ISBN:978-4764410695) 

2. ゴードン ロバートソン他著／阿江通良監訳、2008年 4,180円、『身体運動のバイオメカニクス研究法』、大修館書店 
(ISBN:978-4469266535) 

3. 上坂吉則著、2011年 2,200円、『MATLAB プログラミング入門』、牧野書店 (ISBN:978-4434155918) 
4. Journal of Biomechanics. ELSEVIER (ISSN:ISSN: 0021-9290) 

5. Clinical Biomechanics. ELSEVIER (ISSN:ISSN: 0268-0033) 

 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 
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注意事項（Notice） 
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■WD965 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD965／スポーツウエルネス研究１５ 
(Studies in Sports Wellness 15) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

スポーツマネジメントに関する専門的で総合的な学術的基盤を構築する 

担当者名 

（Instructor） 
ライトナー(LEITNER KATRIN J.) 

学期 

（Semester） 
秋学期(Fall Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

欧米諸国を中心とした海外のスポーツ組織とそのマネジメント手法を日本と比較し、日本的スポーツマネジメントの特徴や課題に

関する研究テーマを取り上げ、研究者としての専門的で総合的な基盤を構築することを目標とする。 

 

授業の内容（Course Contents） 

本授業では、国内外の様々なスポーツ現場におけるマネジメントの実践例を取り上げ、グローバルな視点から日本的スポーツマ
ネジメントの現状や課題について検討する。特に学会発表や論文投稿を視野に、国際雑誌の研究論文などを精読し、発表および

討論を通してスポーツマネジメントの国際的課題について考究する。 
 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンスとスポーツマネジメント概論 
2. 国際比較の視点からスポーツマネジメント研究を考える 

3. スポーツマネジメント研究の手法：質的研究 

4. スポーツマネジメント研究の手法：量的研究 
5. 国際比較研究の方法と解析 

6. テーマ①：スポーツ組織とマネジメント 
7. テーマ①と関連する課題文献査読の発表＆討論 

8. テーマ②：米国におけるスポーツ組織とマネジメント 
9. テーマ②と関連する課題文献査読の発表＆討論 

10. テーマ③：欧州におけるスポーツ組織とマネジメント 
11. テーマ③と関連する課題文献査読の発表＆討論 

12. テーマ④：日本におけるスポーツ組織とマネジメント 

13. テーマ④と関連する課題文献査読の発表＆討論 
14. まとめ：グローバルスポーツマネジメントの展望 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

【予習】 

1）発表者：論文の要約と議論や疑問点等について発表準備 
2）発表者以外：各回の文献を読み込んで、討論の準備 

【復習】 
1）発表者：授業時の討論や議論をまとめレポートを作成 

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業における発表(30%)/授業における討論(30%)/最終レポート(40%) 

※全ての評価方法において前期課程より高度な達成水準を要求する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. Eric W. MacIntosh et al.. 2020. International Sport Management (2nd Edition). Human Kinetics (ISBN:9781492556787)  

 

参考文献（Readings） 

1. Leigh Robinson et al.. 2012. Routledge Handbook of Sport Management. Routledge (ISBN:9781138777255)  
2. Paul M. Pedersen et al.. 2019. Contemporary Sport Management (6th Edition. Human Kinetics (ISBN:9781492550952)  

Journal of Global Sport Management, European Sport Management Quarterly, European Journal for Sport and Society  
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 



 - 484 - 

注意事項（Notice） 

 

 

  



 - 485 - 

■WD967 

科目コード／科目名 
（Course Code / Course Title） 

WD967／スポーツウエルネス研究１７ 
(Studies in Sports Wellness 17) 

テーマ／サブタイトル等 
（Theme / Subtitle） 

トレーナー科学 

担当者名 

（Instructor） 
後関 慎司(GOSEKI SHINJI) 

学期 

（Semester） 
春学期(Spring Semester) 

単位 

（Credit） 
２単位(2 Credits) 

科目ナンバリング 

（Course Number） 
CMH7410 

言語 

（Language） 

日本語 

(Japanese) 

備考 

（Notes） 

2022年度以前入学者対象 

他研究科履修不可 

 

授業の目標（Course Objectives） 

トレーナー科学、トレーニング科学分野に関わる研究手法を国内外の論文から学び、その研究手法などを理解することで、自身

の研究活動に生かすことができるようになること。更に、受講者自身が実際にデータ収集を行い、学会発表や論文執筆に結び付

けることができる。 

 

 

授業の内容（Course Contents） 

本講義は受講生の自主的な研究活動をサポートする目的として、受講生自身が国際雑誌の論文を精読し、その内容について発
表する。また、自身の研究に関するデータ測定結果、学会発表、論文執筆を行い、それらについてのアドバイスを含めたディスカ

ッションを行う。 

 

授業計画（Course Schedule） 

1. ガイダンス 

2. トレーニング科学における研究手法について 
3. トレーナー科学における研究手法について 

4. スポーツ現場と科学研究の関係性 
5. 文献調査（興味のある分野・内容について） 

6. 文献調査（方法と結果について） 
7. プレゼンテーションスキル（スライド・ポスター作成） 

8. プレゼンテーションスキル（発表） 
9. プレゼンテーションスキル（質疑応答） 

10. スポーツ現場（トップレベル）の研究課題 

11. スポーツ現場（ジュニアアスリート）の研究課題 
12. 自身の研究概要についての発表（背景と目的） 

13. 自身の研究概要についての発表（方法と予想される結果） 
14. 研究測定の実践と解釈 

 

授業時間外（予習・復習等）の学習（Study Required Outside of Class） 

各回の授業で発表される文献を事前に必ず読み、疑問点や討論したい内容等を予習しておくこと。  

 

成績評価方法・基準（Evaluation） 

授業内レポート(30%)/授業内でのディスカッション(30%)/授業内での発表(40%) 

後期課程の評価方法において前期課程より高度な達成水準を要求する。 

 

テキスト（Textbooks） 

1. ピーター・オドノヒュー 著 中川昭 監訳 橘肇 訳 長谷川悦示 訳、2020、『スポーツパフォーマンス分析入門―基礎となる理

論と技法を学ぶ』、大修館書店 (ISBN:978-4307251648) 

2. 日本スポーツ協会、『公認アスレティックトレーナー専門科目テキスト』、財団法人日本スポーツ協会 

 

参考文献（Readings） 

1. 臨床スポーツ医学編集委員会、2015、『スポーツ外傷・傷害の理学診断・理学療法ガイド第 2版』、文光堂 
 

その他（HP等）（Others(e.g.HP)） 

 
 

注意事項（Notice） 



 

  



 

 

 
 


